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《講演会報告》
通信教育部学会文学部開設特別記念講演会
ミステリー文学の価値創造
講師：鏑木 蓮氏（江戸川乱歩賞受賞作家）
日時：2018年 8 月19日（日）19：00 ─ 20：30
会場：創価大学本部棟 M401教室
　 8 月19日、江戸川乱歩賞を受賞されたミステリー作家の鏑木蓮先生をお招きし
て、「ミステリー文学の価値創造」とのテーマで、伝統の創価大学通信教育部学会 
講演会が盛大に開催されました。
　2018年度の講演会は、2018年 4 月に通信教育部に待望の文学部が開学したことか
ら「文学部開学記念特別講演」として行われ、夏期スクーリングのさなか、予習・
復習や試験準備があったにもかかわらず、立ち見が出るほどの多くの通教生にご参
加いただきました。
　冒頭、主催者を代表して花見常幸通信教育部学会会長が謝辞ならびに通信教育部
本部棟M401教室
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50周年に向かう最初の取組みとしての「文学部創設」について話しました。また、
講師を紹介しつつ、「元気になる講演会ですので、勉強の疲れを吹き飛ばし、明日
からのスクーリングや試験に向かうエネルギーを充電して欲しい」と挨拶しまし
た。
　講演では、まず、純文学（内省文学）とエンターテインメント（非内省文学）につ
いて語られ、さらに後者に属するミステリー文学には「ノックスの十戒」等の多く
の決まり事があること（たとえば、「犯人は物語の当初に登場していなければならない」
など）を紹介されました。
　次いで、純文学にもエンターテインメントにも物足りなさを感じていた講師は、
ミステリー文学こそ、人間苦（業）を描くのにふさわしい文学であると考え、「善」
の価値（生命を宝物とする考え方）を読者に届けることを自らに課していると語られ
ました。
　そして、『エンドロール』にまつわるエピソード等を紹介しつつ、講師自身の執
筆活動が「人々の心を太陽の方向、善の方向へ向かわせる戦い」であることを強調
して講演を総括されました。
　ユーモアにあふれた話は、数分おきに会場全体が笑いや拍手に包まれ、まさに
「文学部開設記念」にふさわしい、有意義ですばらしい講演会となりました。
　本誌では、講師ご本人に加筆・修正いただいた講演原稿を掲載いたします。
（文：清水強志　写真：坂本幹雄）
〈鏑木 蓮（かぶらぎ れん）氏の略歴〉
1961年京都市生まれ。2006年、『東京ダモイ』が第52回江戸川乱歩賞を受賞し
て作家としてデビュー。25万部を超えるベストセラーとなった代表作『白砂』
をはじめ、『思い出探偵』（シリーズ）、『エンドロール』、『時限』、『黒い鶴』、
『残心』、『見えない轍』など多数の作品がある。
司会　加納准教授 会長挨拶　花見通信教育部長
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通信教育部学会文学部開設記念特別講演
ミステリー文学の価値創造
講師：鏑 木　蓮（江戸川乱歩賞作家）
はじめに
　皆さん、こんばんは。ただいまご紹介に与りました、鏑木蓮と申します。プロフ
ィールは、色々紹介していただきましたので、ここでは触れないでおきますが、私
は作家になるのに19年くらいかかっています。何が原因かと言えば、人生経験です
ね、やっぱり。正直、若いときは勢いで書けることもあるでしょうが、継続的に書
くということになってきますと、どうも経験が足りない。そういったことからすれ
ば、ここにおられる方はすでに社会に出ておられます。ですから、人生経験も積ま
れているわけです。この中から、今日私と出会ったことを機に、小説家が出てきて
ほしいなぁ（笑い）。「作家になりたい」という方がいらっしゃったら、手を挙げろ
とは言いませんが（笑い）。
　ここだけの話ですが、文学界、文壇は左翼的な考えの方がたくさんおられる。学
生運動に熱を上げた方が多いんです。考えがどうも左に向く。（その結果、）それは
やっぱり偏っていきますよね。ですから、そうではない「中道」の作家が欲しい、
と真剣に思っているんです。大学でも、「文芸創作」というのを教えているんです
が、若い子たちに（作家になれと）発破をかけるんですけどもね。今の若い人は光
の当たるところばかり見るんです。「日陰の部分」を言うと逃げて行っちゃう。何
事もそうなんですが、そう簡単に運びません。それは、ここにおられる方は人生経
験がありますから、そういうことはもう十分わかってお
られる。だからこそ、努力していただければ、本当に作
家が出るんじゃないかなと思っております。そういう願
いも込めつつ、今日はお話をさせていただきたいと思い
ます。
　配付資料のほうは行き渡っておりますか？　この配付
資料をもとに話を進めていきます。
　配付資料（図 1）は妙な形をしておりますが、これは
「マインド・マップ」と言います。マインド・マップを
ご存知の方はいらっしゃいますか？　この形は正式には
「マインド・マップ」ではなく、少し違いますので、「マ 鏑木 蓮氏
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インド・マップもどき」ですが、「マインド・マップ（心の地図）」と言うくらいで
すから、（私が）思ったことを俯瞰するためにこういうものを作りました。
　今、試験のことで頭がいっぱいの方もいらっしゃると思いますし、（夏期スクー
リングの）ちょうど中間折り返し地点、学光祭のことが頭の中にあるかもしれませ
ん。ですから、（皆さんが）お家に帰られてからですね、鏑木蓮がどんな話をした
のだと（おうちの方に）聞かれた時に、この 1枚を見直していただくと、「何を話
しとったかな」と思い出していただけるはずです。
　真ん中にテーマを置きまして、そこから思いつくままの言葉を放射線状に書いて
いきます。ですから、どんどんその真ん中から離れていくんですが、結局、真ん中
から発想したものですから、最終的にはそこに集約できるはずなんです。話がまと
まるはずです（笑い）。
　それでですね。最初に言っておかないといけないのですが、この伝統の夏期スク
ーリングで講演の機会を与えて下さった大学関係者の方にまず御礼を申し上げま
す。それと、西日本豪雨の被災者の方々にお見舞い申し上げ、一刻も早い復旧・復
興をお祈り申し上げます。
　先ほど紹介いただいたように、私は京都に住んでおります。京都もですね、大阪
の地震、その後の豪雨、また、40度を超えるような酷暑（がありました）。本当に
この日本はどうなっているのかな（と思いました）。（また）日本だけではなくて、
世界的な天変地異。地球そのものがおかしくなっているような感じさえします。そ
1.犯人は物語の当初に登場していなければならない
2.探偵方法に超自然能力を用いてはならない
3.犯行現場に秘密の抜け穴・通路が二つ以上あってはならな
い
4.未発見の毒薬、難解な科学的説明を要する機械を犯行に用
いてはならない
5.中国人を登場させてはならない（イギリスの作家サックス
・ローマーが創造した架空の万能の怪人を指す）
6.探偵は、偶然や第六感によって事件を解決してはならない
7.変装して登場人物を騙す場合を除き、探偵自身が犯人であ
ってはならない
8.探偵は読者に提示していない手がかりによって解決しては
ならない
9.ワトスン役は自分の判断を全て読者に知らせねばならない
10.双子・一人二役は予め読者に知らされなければならない
創価大学スクーリング特別講座『ミステリー文学の価値創造』
© 2018Rｅｎ Kａｂｕｒａｇｉ
純文学にも従来のミステリーにも
「善」を感じなかった
※ここでいう「善」は、生命を宝物とする考え方
純文学とエンター
テインメント
図 1　当日の配布資料
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んな中、家が真言宗の元国会議員と話をする機会がありました。その彼がですね、
何を思ったか、急に「まさに立正安国ですな」と、真言宗の人間が言うんですよ。
まあ、何言っているのかなと。まあまあその時はそれでよかったのですが。そう思
うとですね。その方もまだ国会議員、元とはいえ、次も権力の座を狙っている（の
で）いろんなものを勉強した。そして、様々なものを学んでいるうちに、結局は、
天下・国家を語るにあたって、そこ（「立正安国」）に行きついたというのですね。
あらまあと思いました。真言宗なのに。亡国なのに（笑い）とは言わないですよ（大
笑い）。それで気を悪くされても困るんで……。
　でもよく考えると、学ぶということは人を変えてゆく。いろんなものに目を開か
せてくれるのだという思いを強くしました。ですから、本当にここにおられる通教
生の皆さんは、そういう意味では向学心に燃えている方々ですので、本当に尊敬い
たしますし、見習いたいな、と先ほども控え室で（花見通教）部長と話していたん
ですよ。大変ですけれどね。仕事を持ちながらとか、家のこととかがありながら勉
強するっていうことはね。で、もうちょっと折り返し地点で気が緩んでもいいかな
と思う頃に、こういう風にね（笑い）。まだもっと勉強せえと。ですから、今日は
勉強というよりも気楽に聞いていただければなあと思っております。
純文学とエンターテインメント文学
　今日は、「ミステリー文学の価値創造」と題して皆さんにエンターテインメン
ト、とりわけ、ミステリーの魅力と、本当の価値というのをお話しできればと思い
ます。ここでやっと配付資料に戻っていただきます。
　まず、純文学とエンターテインメントの違い。文学にですね、純も、不純もない
と思うんですけれども。現代、といいますか、今の出版界では、大きく純文学と大
衆文学というか、エンターテインメント文学とに分けています。その違いというの
は、今、どんどんその境目がなくなってきております。
　芥川賞を獲ったら純文学、直木賞を受賞したらエンターテインメントというよう
に、乱暴な分け方をしている人もいます。でもそれも、あながち間違いではないん
ですね。今日は、そういうのではなくて、きちんとした分類をしようかなと思いま
す。
　まず、純文学というのは、ここに書いております、内省文学（のことです）。「内
省」というのは、字のごとく、自分の内面を顧みる文学ですね。ですから、「私小
説」が多いかと思います。つまり、自分の生い立ちとかを書きます。ただ、特徴的
には、内側から「書きたい。どうしても書きたい」というのが沸き上がってきて、
それが書かざるを負えない状況まで行くわけです。そうなったときに生まれてくる
小説。ですから、「書くな」と言われても、書かはるわけです。「書かはる」（笑
い）。たまに京都の言葉が出てきますが……。だから誰も読まなくても、実は書か
はるんですね。（でも、）ちょっと今は、違いますね。（広告宣伝によって）ベスト
セラーになるようになってますから。まあ、芥川賞を受賞したらですけど。私小説
─　　─6
通信教育部論集　第22号（2019年 8 月）
でなくても、自分というものを投影させた人物を生み出す。そして、自分の中にあ
るテーマをさらけ出す、腑分けするんです。おなかの中を裂いて見せるようなもの
ですので、（それは）本当は「痛い」文学。それが本来の純文学のあるべき姿だと
言っていいと思います。
　ですから、経済より芸術性というものが優先されるわけです。常に物語の中心に
自分がいる。言葉は悪いですけども、読者がわかろうがわかるまいがいい、理解さ
れなくてもいいわけです。実際にそういう本（作品）もあります。
　これに対してエンターテインメントはどうか。大衆性、娯楽性、読者を楽しませ
ることを目的とした商業文学（と言えます）。（純文学に比べて）あっさりしていま
してね。本当にこれだけなんですよ。（そして、）私の書くミステリー文学というの
もこちらのエンターテインメントのジャンルに入ります。ただ、重要なことは、エ
ンターテインメントの場合、自分より読者。（すなわち）他者というものに軸足を
おいているんですね。ですから、作者が書いたものを読者が読む。読んでもらって
初めて完成するんです。半々か、6：4。それぐらいの感じで、読者がいてくれない
と終わりません。本当に共同作業のようなものがエンターテインメントですので、
いったん作者の手を離れれば、もう私のものではなく、あなたのもの、読者のもの
なんです。
　純文学が「私の物語」であったのに対して、エンターテインメントはいわゆるあ
なたの物語。わからなくてもいいなんて、そんな傲慢なこと言ってられないんです
よ。ありえない。それが「大衆文学」といわれる所以なんですね。
　多く（の作品）が映画化されているアメリカのホラー作家、スティーブン・キン
グをご存知ですよね？　スティーブン・キング、代表作には『シャイニング』とか
『スタンド・バイ・ミー』があります。ホラーを書いたり、不思議な話を書いた
り。作品を読んだり映画をご覧になった方もいらっしゃると思います。その彼が
「ドアを閉めて書け。ドアを開けて書きなおせ」と言っています。さらに「最初は
自分一人のものだが、次の段階ではそうではなくなるということだ。原稿を書き完
成させたら、後はそれを読んだり、批判したりする者のものになる」と、端的に言
っています。うまく表現しているなと思います。本当にそうなんです。（書いてし
まえば作者は）手出し無用。皆さんの、あなたの物語（になる）。
　その中にさらに楽しませなさいという要素がついてくる。「面白くなければエン
ターテインメントじゃない」と言われるんです。この「面白さ」というのが実は本
当に重要なものなんです。ただ、大きな問題があって。今はですね、テレビをつけ
ると面白おかしい、コミカルなものが多い。またハラハラ、ドキドキするものが多
い。そういうものにどんどん偏っていっています。それが面白いと思ってテレビは
作っているんですね。もちろん、それを否定するわけではありません。確かに重要
な要素ではあるのですが、ただ、そればかりを面白いととらえている感がある。
　そうすると、実際、損しているんですよね、読者は。面白ければ本当に何でもい
いようなドラマ作りをしたり、事実を無視したり。（あるいは）番組の終わりに次
の番組の宣伝をしたり。（さらには）途中で切って「あの人が、あの誰だれが登
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場」。「あのって誰や？」。そうやって、チャンネルを変えられないようにしようと
する。それに、皆さんはのっかっちゃっている。「誰が出てくるんだろう」と思い
ますよね。
　これを「クリフハンガー効果」といって、主人公がクリフハンガー、山を登って
ザイル一本でぶら下がっている状態（で）、ここでコマーシャル（になる）（笑い）。
「次、どうなるねん？」で、（コマーシャルから）あけたら、また次もザイルにつな
がっている。これで興味をつなげていくのがクリフハンガー効果なんですけど、こ
れを多用しています。実はこれ、広告・宣伝業界がやっている手法なんです。（そ
して）それが良いと思ってしまっている。それが面白いものだと思ってしまってい
るんですね。
　ただ、私はちょっと違うなと思うんです。面白いというのは、心がほんの少し動
くこと。 1ミリでもいい。0.1ミリでもいい。心が動く、それが皆さんご存知の、
感動なんです。感動。心が動くこと＝（イコール）面白さ。その面白さが感じられ
る自分、それが生きている証拠なんです。ちゃんと生きていないと心が動かない。
で、動いたことが面白い。こうなってくると、文学あるいは映像は変わってくるん
だろうなと思います。いわゆる深いところで感応するという、そんな面白さを追求
するエンターテインメントがあってもいいと私は思ってるんですね。またそういう
ものが溢れてほしいなと。そうじゃないと、テレビのどこひねっても吉本のタレン
トしかいなくなってしまう。
　それはそれとして。いわゆる娯楽とか暇つぶしだと、テレビ・携帯ゲームには、
読書・本はもう勝てないんですよ、やっぱり。なぜかと言うと、読書というのは自
分の頭の中で、文字から映像に変換するという、非常に高度なことをやっているわ
けです。これは本当にものすごく高度な作業で脳には大きな負担なんです。ただで
さえ面倒くさがりの人間は、そんなことをしなくなりますよね。本当の意味で感動
したり面白いと思わないと。
　文字から自分の頭のなかに映像をどんどん作り上げていく。それには（相当な）
エネルギーと技術が必要です。（つまり）そういう面倒なことを読書はしなきゃな
らない。それがゆえに、今現在（読書は）ゲーム等に負けてしまう。だけれども、
それ（読書）ができる人っていうのは常に脳が活性化できるし、何よりもやっぱり
心が豊かになる。それは創価大学の創立者が常に、常に、常に言っておられること
です。
　例えば、感動。これが「面白さ」ということになってくると、さあどうでしょう
か……皆さんが、毎朝ひょっとして読んでおられる「新・に」（笑い）。なんで笑っ
ているんですか？「新・に」（笑い）。これがクリフハンガーですよ（笑い）。さて何
でしょう？
　誤解を恐れずに言うのであれば、ある意味、「新・人間革命」はエンターテイン
メントなんです。こんな解釈は、皆さん初めて聞くと思います。感動を面白さ、と
すればです。
　それはなぜか。創立者が一人ひとりに励ましの手紙を書くようにつづられていま
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す。それは自分の物語ではなく、あなたのための物語ですよね。言わば、あなたの
物語です。そう思うと、どうして小説という形式にされたのか。また、「私」とい
う一人称ではなく、「山本伸一」という三人称なのか。もっと言えば、どうしてペ
ンネームを使っておられるのか。それはそうしたほうがあなたの物語になるからで
す。指導集でもなく、随筆でもない。その 2つでは伝わらない思い、それを届ける
ためではないでしょうか。そういう風に考えると、エンターテインメント小説もち
ょっと違って見えてきませんか？「なんだ、エンターテインメントかぁ」という言
い方はできなくなると思います。
ミステリー文学における制約
　（配付資料の） 2番。エンターテインメントの中でも私が書いているのはミステ
リーです。実はミステリーほどいろいろな制約があるジャンルはないんです。その
代表格に「ノックスの十戒」というのがありまして、これは聞いたことがある方も
おられるかと思うし、また「なんじゃらほい」という人もおられるでしょう。
　イギリスの推理作家でドナルド・ノックスという人が、1928年に「探偵小説十
戒」として発表した10のルール。まあ、ここ（配布資料）に、どんなものかという
ことで載せておきましたが、これを見るだけでもおぞましい（笑い）。
　「 1．犯人は物語の当初に登場していなければならない」。「 2．超自然な能力を使
ってはいけない」。もちろんそうでしょうけど。魔法とかね。「 3．犯行現場に秘密
の抜け穴・通路が 2つ以上あってはならない」。「ひとつならいいのか？」と書く側
としてはそういうふうに思います。あと、「 4．未発見の毒薬や難解な科学的説明と
いうものを用いてはならん」と。
　 5番は、誤解があるといけないので言っときますけれども、「 5．中国人を登場さ
せてはいけない」というのは、そのままの意味じゃありません。イギリスの作家で
そこに書いてありますように、サックス・ローマーという人が作った架空の人物
で、それがたまたま中国人だったんです。（彼は）何でもできる。あまりにも何で
もできてしまうと、事件が起こる前から事件を解決できてしまう（笑い）。そりゃ
こんな人が出てきたらミステリーとして（成り立たせるのは）無理ですね。ここで
いう中国人とは、そういう意味です。
　「第六感で事件を解決してはいかん」とか、「変装等の……」とありますねぇ。あ
と、重要なのが「探偵自身が犯人であってはならん」とか。「探偵は読者に提示し
ていない手掛かりによって解決してはならない」。　次に「自分の判断を全て読者
に知らせねばならない」や「双子・ 1人 2役は、あらかじめ読者に知らせておけ」
とかね。「実は双子だった」っていうのは駄目なんですよ（笑い）。なぜ声を小さく
するかわかりませんが……。
　こういうルールを作ってくれたおかげで、それ以降推理小説、ミステリーを書く
人はこれに拘泥されている。ここまで決められたらもうどうしようもない。手も足
も出ないくらい雁字搦め。もっとすごいのは、今日は触れませんけど、「ヴァン・
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ダインの20則」というのがあるんですよ。10則でこれですよ。20則やったら、もう
書けないです。それだけルールが厳しいんです。なんでそんなにルールが厳しいか
というと、フェアでないといけないからということなんです。ですから、奈良判定
とかあってはならんのですよ（笑い）。許されない。ミステリーの世界では奈良判
定ダメなんです。雁字搦めにされながら日々挑戦しているということです。これか
らミステリーを書く方いらっしゃるかと思いますが、そんなジャンルです。
　で、日本でもですね、江戸川乱歩が「探偵小説というのは主として犯罪に関する
難解な秘密が論理的に徐々に解かれていく、経路の面白さを主眼とする文学」と言
っているんです。で、ここ（配付資料）にあるレッド・ヘディングという、ちょっ
と聞きなれない言葉が出てきていますが、これは何かって言うと、直訳すると「赤
いニシン」。燻製ニシンのことなんですね。燻製ニシンって赤いです。それをイギ
リスでキツネ狩りをするときに、キツネを発見するための猟犬がいるんですが、こ
の猟犬の鼻をそっち（燻製ニシン）にそらさせる。キツネ狩り反対派の妨害です。
犬は燻製ニシンに行きますから、その間にキツネを逃がす。もう 1つ、（狩りの）
肯定派が（犬の）訓練のためにやるという説もあります。（どちらにしても）要は
目くらましです。
　小説では、読者がこっちだと思っているのを、燻製ニシンを描くことでそっちに
向ける。手品でもよくあります。右手にタネを隠しておいて左手を見せる。これが
いわゆる「ミスディレクション」というもので、ミスをわざわざ作っておいて、
「そういうことなのね」と思わせ、現実は違いますって、まあ誘導ですね。ミステ
リーにはそういう定跡があるんです。
　ミステリーは物語の解決までにヒントをどんどんちりばめておく。その中に登場
人物がミス（錯覚）をする事柄を入れておく、忍ばせておく。そして、最後に皆さ
んご存知の「解決編（謎解き）」というのが絶対いる。昔のサスペンスでしたら、
断崖絶壁（笑い）。あのシーンが30分くらいあれば、今まで見ていなくてもよかっ
たんじゃないか。そこで全部解決してくれます。ミステリーにはあのシーンがどう
してもいるわけです。そうじゃないと（未解決だと）、読者から怒られますからね。
　こういうことを考えると、松本清張の「解決編さえなければ、純文学なのに」と
いう言葉を思い出します。清張は、人間の欲望とか社会の暗部をえぐるといったこ
とをやってきました。だけど、ミステリー小説として「解決編」がどうしてもいる
ので、それを書いてしまった瞬間、「自分の（作品）は純文学ではなくなるんだ」
というようなことを言っています。
　（ミステリーは）論理が優先されていきますから、推理に邪魔になるような人間
性とか感情とかがどんどん抑制されていくわけです。
　しかしですね、人間が殺生という大罪を犯すんです、大概のミステリーでは。だ
からそこに理由（動機）が絶対なきゃおかしい。（でも、）そんなことよりも、今言
った（論理）ルールが優先されてしまう。けれど人間には（どうすることもできな
い）業があって、その業のために犯す罪ってあるわけですよ。そういうものに従来
のミステリーは光を当ててこられなかった。人間の業の問題、あるいは人間苦。こ
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ういうものを描いた小説を私自身は、（読みたいし）書きたいと思いました。そこ
で、人間というものについて、再度考えてみようと思ったんです。
ミステリー文学に「大善」を入れる
　では配付資料の 3番です。「美・利・善」、あれ？　と思われた方が多いと思いま
す。牧口常三郎先生の価値論ですね。この価値論は私が言うまでもなく、皆さんの
ほうがよくご存知でしょうから、ここで説明は割愛しますけれども、「美と醜」、
「利と害」、「善と悪」のうち、「美・醜」は簡単に言うと好き嫌い。「利・害」は損
か得かですね。
　で、問題は「善」。この価値をですね、何とかミステリーの尺度のなかに放り込
もうと思ったんです。そうなってくると、好き・嫌いとかはわかるんですけれど
も、善は難しい。牧口先生は「大善」と言われた。
　さて大善というのは何か。仮に「法華経」ということにしておきましょう、仮に
ですよ。それを勉強すればするほど、人間の業というのはどういうものか、どうし
て人間苦と向き合っていこうか、どうしなければならないのか、と考えさせられる
わけです。大善がわからないまでも、そういうこと（糸口）が少しずつ見えてく
る。業の問題は本当に奥深いので、この業というものに向き合うためには、私自身
が大善を知ってなければいけない。（その上で）読者に大善というものを感じても
らわないといけない。（大善は）目に見えないものです。実際に（言葉として）書
くわけじゃありません。ですけど、目に見えないものを伝える、そういう一念が伝
わっていくことは、ここにいる皆様ならわかると思います。「一念が通じる」だな
んて、これ、他で言うたらね。おかしいと思われる（笑い）。ですけど、一念がき
ちっと相手の胸に届く瞬間がある。こういうことを信じきれるかどうか。
　ミステリーとして、どんなにおそろしい犯罪を描こうと、トリックを追求しよう
と、私自身が大善という方向を向いていることが大事だと思いました。つまり、作
者自身が何物にも振り回されない、大善を持っていることが重要で、それがあれば
雁字搦めのルールのなかでも、業や人間苦を表現できる、と思ったんです。
　で、その価値論から、「命が宝物」と感じさせるミステリーを書こうと考えた。
というか、今も書いているのですけどね。で、どこまで業にせまれるか。なぜそん
な犯罪を犯したのか、あるいはどうしてそんな犯罪の被害者になったのか。居合わ
せただけなのか、居合わせるというのはどういうことか。居合わせるなら、居合わ
せるなりの因がある。そういうことを考えさせる、今までになかったミステリーを
書きたいんです。
エンターテインメント文学と純文学における壁の超克
　配付資料の 4番に「一人の芭蕉の問題」というのがあります。これは先ほど述べ
たように、エンターテインメント文学と純文学の間にはどうも壁がある。それはお
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かしい、と思った人がやっぱり過去にもいるんですね。それが江戸川乱歩と松本清
張です。特に乱歩は「一人の芭蕉の問題」という随筆の中で、えー、長い随筆なん
で、はしょりますが。「第一流の文學であつてしかも探偵小説獨自の興味をも失望
させないもの。實に實に至難の道である。しかしながら私はそれの可能性を全く否
定するものではない。革命的天才児の出現を絶望するものではない。若し探偵小説
界に一人の芭蕉の出づるあらんか、あらゆる文學をしりへに、探偵小説が最高至上
の王座につくこと、必ずしも不可能ではないからである」という文章を残していま
す。
　いわゆる文学的な芸術性とミステリーのルールを、どこかでうまく合わせること
ができるんじゃないか、と乱歩も悩んだ。俳諧というものは、昔、上流階級の一種
のお遊びだったんです。発句があって、そこから連想ゲームみたいに連句でつない
でいく。なぞなぞ、語呂合わせの言葉遊びだったわけです。知的ゲームですね。そ
ういう王朝貴族が遊んでいたものを、芭蕉は市井俗人、いわゆる民衆のものにし
た。しかもですね、世界でもっとも短いポエムとして、最高の文学に仕上げた功労
者なんです、芭蕉は。
　乱歩は、まだ（探偵小説の世界に）そういう人は出てきていないと言った。この
言葉で、ミステリー作家は「自分ならできる」「私がやる」と思って、挑んできた
のです。が、皆、玉砕（笑い）。
　それはなぜか。大善がないからです。やっぱり大善が大事だと私は思うんです。
どうして殺されなければならなかったのか。ここに行き着かないと、単に金銭的ト
ラブルとか、痴話げんか（で終わってしまう）。こんな（単純な）もんじゃない。
それは表面に出た原因でしょう。ところがもっともっと深いところに原因があるは
ずなんです。それをどれだけわかってミステリーにしていくかが、これから鏑木に
課せられた大きな宿題だと思っています。
　それはwhoよりもHow、Howよりもwhy。英語を使う必要はあまりないんです
が。ミステリーの世界では、whodunit（誰がやったか）、howdunit（どのようにな
されたか）、whydunit（なぜやったか）というんです。（そして）Why（なぜ）の
中に人間苦（業）があるんです。
　で、実際、私がどういうふうなつくり方をしたのか（といいますと）。まず、ミ
ステリーの定跡を踏むこと。これは人工の謎。自分で謎をつくるわけです。ミステ
リーというのは、自分で謎をつくっておいて、自分で解く。そういうものです。
（だから）これが人工の謎です。
　そこに、人生の謎。人工に対して人生としました。これを（登場人物に）どう解
かせようか、と苦心する。で、えー、私の拙作を読んでいただいた方、いらっしゃ
ると思いたいんですが（笑い）。特徴としては、一応事件の解決はきちんとします。
が、そのあとに残る、もやもやとしたもの。人生の謎を提示するという構成にして
いるんですね。
　だから犯人がわかったり、トリックが解けても、終わりじゃない。よくミステリ
ーで「ネタバレ」と言うんですけど、僕の書くものは、むしろネタバレしてもいい
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んです。ネタなんか、どんどんばらしていく。それよりも、それ以上の問題提起っ
ていうか、そういうものを用意しているので、犯人がわかったあとでも、トリック
がわかったあとでも、読んでもらえる。人生の謎にせまる問いというものを必ず用
意しているからです。ただ、その答えは書きません。読者に委ねてしまうんです。
本を閉じたあと、それぞれがもう一度人生の謎解きを開始するという、まあ、私の
願望ですけどね、これは。先ほど言いましたように、読者に渡してしまえば、煮て
食おうが、焼いて食おうがいいんです。ですけど、私の気持ちとしては、（人生の
謎解きをしてもらいたい）そういう気持ちを持って、書いています。
人生の謎とミステリー文学の可能性
　人生の問い（謎）ということについては、配付資料の 7番です。これはある哲学
者が言った言葉なんですが、「優れた哲学者はすでに知られている問題に、新しい
答えを出した人ではない。誰もが人生において突き当たる問題に、ある解答を与え
た人ではない。これは誰も問題があることに気づけなかった領域に、実は問題があ
ることを最初に発見し、最初にこだわり続けた人なのである」と。
　この「哲学者」というところを、私だったら、「小説家は」というふうに言い替
える。だから、本 1冊全部が問いという（ことです）。あの、難しく言えば、メタ
ファー、比喩。一冊まるごとが比喩です。
　で、これを一通り読み解いたあと、それぞれが自分でその問いに向き合うという
ことになろうかと思います。そして、そこに書いているのは、ほっといたら（気づ
かなければ）、問題にはならないことを問いにしている。そのようにとらえてもら
っていいと思うんですね。そういう二段構えの小説。人工の謎と、人生の謎をちり
ばめて、私が書いてきたミステリーが、功を奏したという表現はちょっと違うかも
しれませんが、力、物語の力を実感したことが、やっぱりあるんです。それについ
て紹介したいなぁと思います。
　これは宣伝でも自慢でもなく、本当にあったことです。
　デビュー作の『東京ダモイ』、戦後、シベリア抑留者が犯した犯罪というものを
描いています。そこには殺人トリックもあるし、暗号トリックもある。ですけど、
描きたかったのは、こういう大変な思いをして、なおかつ日本に帰ってきても、そ
のことを誰にも言えない。苦しんで苦しんで、苦しみぬいて、墓場まで秘密を持っ
て行った人がいるということなんです。
　私の父親もそうだったんですが、シベリアに抑留されてまして、だけどそんなこ
と全然知らなくて。で、死ぬ間際にちょこっと言った単語が「ウランバートル」と
か「ロシア兵」。シベリアで抑留されていたことが分かった。
　（その後、抑留者関係の資料を調べていくと）シベリア抑留者が帰ってくること
ができたのには、何か秘密があると、みんなが勘繰ったようです。「あいつがスパ
イだ」とロシア兵に教えると帰してくれたという事例がある。戦友への裏切りです
よね。あるいは、思ってないのに、「スターリン万歳」というと帰らせてくれたり
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とか。いわゆる仲間を売る、仲間を裏切るということをして帰ってきた人が多いと
いう風評があって、帰ってきても、その体験談を話せなかった。
　わかって欲しかったのは、そういう人がいたということです。そういう人の上に
今の平和があるんです。ミステリーを読んでいる人は、戦争文学を読まない人が割
と多い。戦争文学を好きでない人にも、ミステリーを読んでいながら、気が付いた
ら、戦争文学を読んでいたという、一種の錯覚みたいなものを利用したかった。こ
れが最大のトリック（笑い）。そういうことをやったんですね。そうしたら、若い
読者から手紙が来ました。それにはバスとかで高齢者を見る。その高齢者を見た
ら、その人を見る目が変わりました。なぜか？　戦争を体験しているんちゃうかと
思った、とあったんです。これはすごいなと思ってね。今まではたぶん気にも留め
なかった。そういう高齢者を見て、「この人、この年齢だと戦争体験してる」と思
った瞬間、見方が変わるんですね。やっぱり人の心って、すごいな。で、そのあ
と、その方に席を譲るか譲らないかは別として（笑い）。そんな気持ちになるって、
すごいじゃないですか。物語っていうものは、大きな力を持っているなぁと思いま
した。
　もう一つ印象的なのが、『エンドロール』です。この『エンドロール』の話はで
すね。まあ、時間もないことですから、あれですけども。当時、これを描こうと思
った時、マスコミで「一人暮らしの高齢者が誰にも看取られることなく亡くなる」
ことを、「孤独死」ってさんざん言ったんです。で、遺体の引き取り手がないと
「無縁」だと言う。寂しい人生の終焉だと嘆くわけです。マスコミが、あたかも人
生の敗北者でもあるかのような扱い方をしていた。しかし、それは最後の瞬間のこ
とであって、その方の人生そのものではまったくない。「あなたはその人の何を知
ってんの？」というように思ったんですね。レポーターが言っているのを見ると、
カチンとくるわけですよ。「何も知らないのとちゃうの」なんでそこまで言い切れ
るのか。
　その人は夢を抱いて、夢の実現のために一生懸命働いてきた。ひょっとしたらス
ポーツがすごくできる人だったかもしれない。芸術の才能にあふれた人だったかも
しれない。その人のことを誰も知らない、わかるはずもないのに、「孤独死」とか
「無縁」とか言い出す。これはおかしいなと（思った）。
　そこから、これを何とかしたいと思って書き始めたんです。物語としては、映画
監督を目指す若者がある老人の遺体を発見するというところから始まって、遺品を
整理すると、古びたフィルムが出てくる。そのフィルムをもってその老人の人生の
謎を解く、という物語です。
　若者は一度も老人の生きた姿は見ていないんです。最初から最後まで物言わぬ遺
体があるだけなんですが、この若者を通して、亡くなった老人のことを知る。ある
意味、主人公が死体なんです。これ、珍しいでしょ。主人公が死体（笑い）。
　この話を描いたときに、ネットで、ネットっていろいろ変な掲示板がありまして
ね。そのなかに、「自殺サイト」、自殺者を募るサイトの掲示板があって、そこに自
殺志願者が集まってくる。そこで、ちょうどこれ（発売当初『しらない町』のちに
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『エンドロール』と改題）が発売されて（間もない）12月。自殺掲示板では、クリ
スマスから大みそかにかけて書き込みがどっと増える。クリスマス、みんな楽しい
ですよね。それを見ていると、自殺志願者って増えるわけです。大みそかっていう
たらあわただしくなってきて正月ムードが高まる。けれど自分たちは年始を楽しく
迎えられない、じゃあ、死んじゃおうかな、と。そのサイトで偶然見つけた書き込
みに、「みんな死ぬ前に鏑木蓮の『エンドロール』読んでみな」とあった。びっく
りしました。「自分もそうだけど、もう少し生きようと思った」と続けられていま
した。
　この本のなかで私は「自殺するな」とか「自殺はあかん」と、一言も書いていま
せん。でも、気持ち、ここで言えば、一念が通じたのかなと思いました。行間に
（命こそ大事）そういうものを込めているからです。（大衆）文学の可能性、エンタ
ーテインメントがもともと持っている力を実感しました。これ、純文学だったら、
その人手に取っていないと思います、たぶん。エンターテインメントだったから、
手軽に手にとったと。
　エンターテインメントは先ほど言いましたように、私の物語ではない。その人、
あなたの物語なのだから、当然、思いが伝わりやすい。そういう読者の反応から、
まだまだ可能性がある、これからもがんばっていかないといけないと決心しまし
た。
結びに
　配付資料の最後、 8番。創立者の言葉。今、話してきましたように、自分の作品
といいますか、鏑木蓮のミステリー、これを端的に表す言葉がないかと求めていま
した。そんな時、創価大学創立者の言葉に出会う。それがその言葉なんです。（配
付資料では）抜粋です。正確には、「何者にも負けない。絶望しない。人々の心を
善の方向へ、太陽の方向へと向けていくことが、私たちの戦いです」。この文の
「人々」を、私は「読者」に言い替えさせてもらいました。で、「何者にも負けな
い。絶望しない。読者の心を善の方向へ、太陽の方向へと向けていくことが私の戦
いです」。こういうふうに言って、座右の銘にさせていただいています（拍手）。
　エンターテインメントで、またこのミステリーという（ジャンル）で、罪を犯し
てしまう、業を背負うという人間ならではの苦しみのなかで、それぞれ懸命に生き
る庶民というものを描きたい。しかし、その奥底、底流には、この言葉のように、
読んだ人を善、太陽の方に向かわせる希望の、ミステリー。これを描いていきた
い、これからも。
　生易しいことではないことはよく知っています。しかし、この方向に向かって
日々戦い続ける以外に、ミステリーの新しい価値は創造できない。そういうふうに
思っています。
　皆さんにお願いがあります。（近頃の）マスコミというのは非常に単純という
か、単純明快というか、いつも経済優先の方向に向かっていっていますね。安易な
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方向に流れがちですが、そのなかで、本当に自分の目で真贋というものを見抜いて
いただきたい。自分の頭で考えて文学というものに接していってほしいし、ここに
集まられた皆さんはそれができる生命哲学を持っておられるはずです。で、この次
はですね。書店でですね。鏑木蓮（笑い）。いや、まだ何も言ってないんですけど
（笑い）。（私の本を）見つけてもらって（笑い）。……今日はありがとうございまし
た（大拍手）。
盛大な拍手、熱気あふれる会場
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─中級日本語教育の教材と指導法をめぐって─
山　本　忠　行
要　旨
　中級日本語教育は初級と比べて教材の内容や指導法に関する研究が十分とは言え
ず、アカデミック・ジャパニーズ習得の過程には「中級の壁」が立ちはだかってい
る。まず、中級の定義をもとに「中級の壁」の原因を分析し、アカデミック・ジャ
パニーズや内容重視教育などとの関連について論じる。次に中級用の日本語教材に
ついて、教材に使われる文章の種類、読解教材の質問、文型指導、テクスト教育な
どの点から分析する。これによって中級日本語教育が抱える課題がどこにあるかを
明らかにし、「中級の壁」を克服する道を探った。
キーワード：中級の壁、アカデミック・ジャパニーズ、表現教育、発問
1 ．はじめに
　日本語教育に限らず、外国語教育で問題になることが多いのが「中級の壁」であ
る。順調に日本語能力を伸ばしてきた学習者が、中級に入ったとたんに伸び悩みに
直面する。この「中級の壁」は JSL 児童生徒に学習言語能力を身につけさせる難
しさと共通する点がある。そこには学習途上に生じるプラトー現象1）とも言える面
があるとは言え、教師の意識の低さ、教材や指導法にも問題があると思われる。
　「中級の壁」の存在が認識されているにもかかわらず、中級指導に関する研究は
初級と比べて数が少ない。水谷（1980：56）が「中・上級についての統一した見解
はなかなか見いだしがたいのが現状であろう」と指摘した状況が今も続いており、
何をもって「中級日本語」とするのかすら、共通認識が薄い。それは初級指導と比
べて、中級指導は容易だと考える教師がいることが影響しており、活動のさせ方や
トピックが問題として取り上げられることが多い。「日本語についてある程度まで
修得しているから、中級教育はその点では初級教育より容易であるということがい
える」（高木 1980：22）というような意見にも、その姿勢が表れている。
　現実はどうかというと、効果的な中級指導ができる教師は限られており、採用す
る機関側も困っている。その一因として、中級学習者は多少日本語が通じるため
に、言語知識や内容について詳しく説明したり、トピックについて学習者とおしゃ
べりしたりすることで、教師が「教えたつもり」になりがちだという点がある。中
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には日本語と言うより、日本事情の授業ではないかと思わせるクラスが出てくる。
日本語能力試験や日本留学試験対策に力が注がれることもあるが、これも学習者の
不満を出にくくするための方策の一種とも言える。
　何をどのように指導すればよいのか、どうやれば中級と言える言語能力を習得さ
せられるのか、現状では明確な規範と言えるものがない。その結果、焦点のぼやけ
た授業になってしまう。本稿ではこうした中級日本語教育の問題点を、内容と指導
法の両面から分析し、中級日本語教育が抱える課題の克服を目指す。
2 ．初級・中級のレベル分けと内容について
　中級の日本語指導について考えるために、まず言語能力をどう捉えるかというと
ころから確認しておく。言語能力に対する考え方は、かつての読めればよかった時
代の言語知識偏重の捉え方から、グローバル時代を迎え、多言語多文化共生に必要
な言語能力、すなわち「コミュニケーション言語能力」（Communicative Language 
Competences）重視へと転換している。「コミュニケーション言語能力」と言っても
学者によって捉え方は異なるが、ここでは「欧州共通言語参照枠（CEFR）」（2018：
30）の枠組（図 1）を示す。この表では、全体的な言語プロフィシェンシーを 4 つ
に分けた上で、コミュニケーション言語能力を言語構造的能力（Linguistic 
competences）、 社 会 言 語 能 力（Sociolinguistic competences）、 語 用 能 力（Pragmatic 
competences）の 3 つから構成されるとしている。
図 1　CEFR 記述枠組の構造
　
こうした言語能力の捉え方の変化は、語彙や文法の知識の量で言語能力を測るので
はなく、それを用いて何ができるかを重視した教育への転換を促すことになり、言
語能力のレベル評価の中心は Can-do（能力記述文）を基準とするものになってい
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る。CEFR の枠組みは2010年に始まった日本語能力試験が 4 段階から 5 段階に変わ
るときの評価基準にも取り入れられた。Can-do 重視は必然的に、タスク活動重視
型や内容重視型の教育への変化をもたらし、テーマやトピックを軸に編集された中
級教科書を増やすことになった。
2 ．1 ．日本語能力試験の基準
　1984年に旧日本語能力試験が開始されたとき、各レベルは学習時間や文法・漢
字・語彙などで定義されていた。初級に相当する 4 級は学習時間150時間、初歩的
な文法、漢字100字程度、語彙800語程度、 3 級は学習時間300時間、基本的な文
法、漢字300字程度、語彙1500語程度とし、そのリストは『日本語能力試験出題基
準』として具体的に示されていた。この 3 ・ 4 級の基準は「国の内外で広く使用さ
れている数種の初級用日本語教科書を基礎資料とし、日本語教育に関する語彙調査
を参考資料として作成した」（国際交流基金 1994：3）と、当時使われていた初級用
教材が根拠となったことが示されている。
　中・上級に相当する 1 ・ 2 級の文字・語彙についてはどうかというと、「 3 、 4
級の場合のように日本語教科書から普遍的な共通の文字・語彙を選定するのは困難
である」とし、「一般社会、日本語教育、学校教育（中学・高校）における語彙の使
用を調査したこれまでの語彙調査の資料を基に、これに日本語教育の立場から修正
を加える」（37-38）ことによって出題基準を作成したと説明されている。文法のレ
ベル設定はどうなっているかというと、「 1 ・ 2 級レベルでの構文／文型」に関す
る議論が少ないことを指摘した上で、『日本語表現文型Ⅰ・Ⅱ』の名前を挙げ、
「『表現文型』という角度から整理し直そうとしたのは貴重な試みである」と評価し
つつ、出題基準では〈機能語〉の類を「もう少し超えたところ」で 1 ・ 2 級レベル
の「構文／文型」と呼ぶにふさわしいものを「できるだけ数多く集めて日本語教育
に生かしていくように努めることは、一つの大切な課題である」（148-149）と述
べ、「現時点では、まだこの種のものをリストアップして『出題基準』に供するに
は程遠いといわざるをえない」（149）とその限界性に言及している。
　ここで注目されるのは、基準を定めるに際して寺村秀夫が代表を務める筑波大学
日本語教育研究会が作成した『日本語表現文型』（1983）の名を挙げていることで
ある。中級で扱う学習項目を整理した画期的な教科書として評価されたが、寺村自
身が表現文型は「まだこれというきまった型や数はない」と「はしがき」で述べて
いるように試案段階のものであり、中級前期レベルのものが中心になっている。こ
うした状況からもわかるように1980年代は中上級で何を指導すべきかが注目されて
いた時代であった2）。
　いずれにせよ、こうした基準が明示されることは、利用する側として便利な側面
があるが、一方でこれさえ覚えればいいという学習者を生み、教育をゆがめてしま
う。言語知識に偏っているため知識はあっても使えない、試験に合格しても運用力
がないという批判を生むことにもなった。その後はコミュニケーション言語能力重
視の流れを受けて、談話構成能力や社会言語能力に目が向けられるようになる。現
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行の日本語能力試験では語彙・文型リストの形で出題基準は示されておらず、
CEFR を参考にして作られた能力記述文でレベルが定義されている。
N 3： 日常的な場面で使われる日本語をある程度理解することができる
【読む】
・日常的な話題について書かれた具体的な内容を表わす文章を、読んで理解
することができる。
・新聞の見出しなどから情報の概要をつかむことができる。
・日常的な場面で目にする難易度がやや高い文章は、言い換え表現が与えら
れれば、要旨を理解することができる。
【聞く】
・日常的な場面で、やや自然に近いスピードのまとまりのある会話を聞い
て、話の具体的な内容を登場人物の関係などとあわせてほぼ理解できる。
N 2： 日常的な場面で使われる日本語の理解に加え、より幅広い場面で使われる
日本語をある程度理解することができる。
【読む】
・幅広い話題について書かれた新聞や雑誌の記事・解説、平易な評論など、
論旨が明快な文章を読んで文章の内容を理解することができる。
・一般的な話題に関する読み物を読んで、話の流れや表現意図を理解するこ
とができる。
【聞く】
・日常的な場面に加えて幅広い場面で、自然に近いスピードの、まとまりの
ある会話やニュースを聞いて、話の流れや内容、登場人物の関係を理解し
たり、要旨を把握したりすることができる。
　ここからキーワードになっている語句を抽出すると「日常的な場面」「幅広い場
面」「具体的な内容」「自然に近いスピード」「ほぼ理解できる」、さらに「平易」
「明快」などになるが、基準とするには漠然としている。
2 ．2 ．JF スタンダードに見る中級
　日本語能力試験は受容能力の測定が中心なので、話す・書くに関する記述がない
が、国際交流基金がまとめた「JF スタンダード」（2017：10-11）は、CEFR になら
って受容・産出・やりとりの 3 側面3）から総合的に記述されており、日本語能力試
験の目安よりも具体的に説明されている。中級に相当する B1、B2は次のように
定義されている。（下線部は筆者）
【B1】
・仕事、学校、娯楽で普段出合うような身近な話題について、標準的な話し
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方であれば主要点を理解できる。
・その言葉が話されている地域を旅行しているときに起こりそうな、たいて
いの事態に対処することができる。
・身近で個人的にも関心のある話題について、単純な方法で結びつけられ
た、脈絡のあるテクストを作ることができる。経験、出来事、夢、希望、
野心を説明し、意見や計画の理由、説明を短く述べることができる。
【B2】
・自分の専門分野の技術的な議論も含めて、抽象的かつ具体的な話題の複雑
なテクストの主要な内容を理解できる。
・お互いに緊張しないで母語話者とやり取りができるくらい流暢かつ自然で
ある。
・かなり広汎な範囲の話題について、明確で詳細なテクストを作ることがで
き、さまざまな選択肢について長所や短所を示しながら自己の視点を説明
できる。
　ここまで詳しく記述してあると、シラバス策定にも役立つであろう。ただし、中
級教材で扱われる文型や語彙のばらつき問題の解決にはつながりそうにない。ここ
で注目されるのは「テクスト」を重視している点であるが、これについては 6 ．で
論じる。
3 ．「中級の壁」とは
　中級日本語教育は、初級と比べて対象者や目的によって多様であることが特徴で
ある。本稿では「中級の壁」について考察するに当たり、留学生や年少者を対象と
する日本語指導、いわゆる「アカデミック・ジャパニーズ」習得への過程としての
日本語指導に焦点を絞ることにする。なぜなら「アカデミック・ジャパニーズ」
は、学習内容も多岐に渡り、思考力や表現力の基盤となる汎用的な言語能力が求め
られるため、学習者にとって「中級の壁」がより深刻な問題だと考えられるからで
ある。日本の高等教育機関で学ぶことを目的とする学習者にとって、学びを支える
高度な日本語力、特に読解力と文章表現力の習得は切実な課題である。中級指導の
問題点の克服は、中途で挫折する学習者を減らし、学習負担の軽減と期間短縮にも
つながる。
　「中級レベルの学習者の悩み」として高見澤（1996）が挙げているのは、①周囲
の日本人が不親切になる、②体系的な教育が行われなくなる、③進歩の実感が得ら
れない、という 3 点である（98-99）。このうち①は学習プロセスの問題ではないの
で、学習者に注意を促す、日本人の側の意識啓発を行うなどの取り組みによって問
題解決を図ることになるが、②と③は教育する側の工夫によって改善していかなけ
ればならないものである。
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3 ．1 ．なぜ「中級の壁」を感じるのか
　初級で扱う構造文型は、それが使えなければ言いたいことが言えないために、何
か一つでも新たな文型が使えるようになれば、学習者はそれをすぐに実感できる。
指導内容は基本文型、基本語彙としてかなり整理され、その指導順序もほぼ確立し
ており、それが文型積み上げによる初級指導を可能にしている。
　初級を終え、中級に進んだときに学習者がまず感じる大きな壁は、急速に増加す
る語彙であるが、量の増加とともにその語彙が表す内容が具体的で単純なものでは
なくなり、抽象的で高度なものになるという質的な変化がある。表現する内容の高
度化につれて、文型も微妙なニュアンスの違いを表すものや、複雑な論理構造に関
わるものになる。こうした初級から中級への変化を内容面から言えば、身近な物事
や事実の伝達から、学問や文化などに関係する思考や微妙な感情の表現への変化と
も言える。
　中級の日本語指導はこうした変化を反映したものでなければならないのだが、高
見澤（1996）が指摘するように「体系的な教育が行われなくなる」というのが最大
の問題である。指導する内容が高度になるにもかかわらず、編集者が恣意的に選ん
だ文章にたまたま出てきた語彙と文型を、基準らしいものがないまま学んでいくの
は、自分がどこに連れて行かれるかもわからず列車に乗っているようなものであ
り、学習者を戸惑わせるのは当然である。このことは中級日本語指導の体系化が
「中級の壁」問題を解決するカギを握っていることを示唆する。
　高見澤（1996）のもう一つの指摘である「進歩の実感が得られない」というの
は、学習者の心理、学習内容や指導方法などが複合的に絡み合った問題である。初
級段階と比較して、一回の授業で学習したことの影響は相対的に小さなものになっ
てくるために、効果を実感しにくくなるという心理的な要因もある。授業方法の変
化の影響も無視できない。初級では学習した文型と語彙を使って活動しながら身に
つけるような授業だったものが、読解を中心とする受け身型の授業になってしまう
ことがよく批判される。授業が言語知識の学習中心になれば、言語運用力の向上は
本人の努力に委ねられ、授業での達成感は得られにくくなる。学習者の姿勢も問題
となる。せっかく新しい語彙や表現を学習しても、中級で習ったものは使おうとせ
ず、使い慣れた初級表現ですまそうとする回避が生じる。
　「中級の壁」と言っても、以上のように内なる壁、外なる壁が複雑にからみあっ
ているのであり、解決するには多角的な取り組みが必要になる。
3 ．2 ．タスクによる指導の限界
　コミュニカティブ・アプローチの普及によって、タスク重視の指導が広がってい
る。言語能力を口頭コミュニケーション力の面から捉えれば「言語活動遂行能力
（プロフィシェンシー）」ということになり、学習したら何かできるようになることが
求められ、その育成手段とされるのが課題を与えて活動させることである。この傾
向は特に中・上級用教材に顕著である。
　市販されている中級教材の多くは、学習者が興味を持ちそうな話題をもとに、い
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ろいろなタスクに基づく活動をさせながら習得を目指す方向を採っている。これは
以前のような説明を聞いたり、読んで理解したりすることを中心とする受け身型の
教育からすれば、大きく改善されつつあると言ってよい。だが、タスクですべての
問題が解決するわけではない。日本語の習得を支援するカリキュラムについて論じ
ている畑佐（2018：40）は、活動重視型アプローチには多くの問題が指摘されてい
るとし、カリキュラムが主観的なものになってしまうこと、カリキュラムの全体像
を見失ってしまうことなどを指摘し、タスクやテーマばかりに焦点を当てすぎた結
果として「学習者が習得すべき言語能力については十分な注意がはらわれなくなっ
てしまう」ことがあると考察している。タスクを中心に編集された中級教材を見る
と、誘う、依頼する、断る、勧める、問い合わせる、状況を説明する等々の活動が
行われるが、このようなタスクに落とし込み、活動を通して習得を図ることができ
るものは、習得すべき多様な言語能力の一部に過ぎないことを認識しなければなら
ない。
　もちろん、すべての学習者が中級に相当する全項目を学ぶ必要はない。しかし、
全体のカリキュラムの中におけるそれぞれの位置づけを明確にしておかないと、学
習効率・効果を低下させてしまい、中級段階で習得すべき項目が抜け落ちたり、時
間の浪費となったりしかねない。
3 ．3 ．語彙だけでは乗り越えられない「中級の壁」
　中上級の指導に関する研究、あるいは学習者用の参考書や問題集は語彙に関する
ものが多い。それは類義の語句が急増し、学習者から意味・用法の違いに関する質
問が数多く出るからであろう。教師にとってそれを一つ一つ整理しながら教えてい
くのは労力を要する作業である。こうした事情もあって、中級指導について「所詮
は語彙指導だ」などと言い切る教師もいるぐらいである。
　漢字や語彙に関する指導は、言語知識に関するものが中心であり、習得できたか
どうかは穴埋めや選択式の試験を行えばすぐに判定できる。成果も短期的な取り組
みで目に見える形になる。作題も比較的に楽に行うことができ、学習者にとっても
自習しやすく、能力の伸びも自覚しやすい。試験を行わない場合でも、話をさせた
り、作文を書かせたりすることで、どれぐらいの語を使っているかを分析するのは
難しいことではなく、研究もやりやすい。
　だが、語彙指導だけで「中級の壁」を突破できるわけではない。日本語能力が高
い学習者ほど多くの語彙を身につけていることはたしかであるが、逆は真ではな
い。いくら単語を覚えても、場面や目的に合わせて適切に使いこなせなければ意味
がない。語彙力はあっても、読解力が足りない学習者がいる。単語だけを拾って文
章を読んだとしても、筆者の意図や思想、感情、そこで使われている論理などを読
み取ることはできない。使われている語彙が多い作文であっても、結束性が乏し
く、一貫性が欠けているために、何が言いたいのか伝わらないということも多い。
これは日本人の英語学習でも同様の現象が見られる。英単語を必死で覚えること
で、入学試験や検定試験に合格できたとしても、まとまりのある話ができないこと
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は珍しくない。文型・文法を使いこなす力を幹とすれば、語彙は枝葉のようなもの
である。幹がやせた木にどれだけ多くの葉をつけても、立派な樹木にはなり得な
い。
3 ．4 ．Discrete Language Skills（項目別言語能力）の意味するもの
　Cummins（2001）が示した Discrete Language Skills（項目別言語技能）と Academic 
Language Proficiency（学習言語能力）の区別については山本（2016）で論じたが、
文字・語彙、文法、発音などといった断片的な言語知識が豊富かつ正確であって
も、それはそのまま学習言語能力になるわけではないということは、アカデミッ
ク・ジャパニーズの基礎となる中級段階の指導を考察する上でも、重要な枠組であ
る。
　しかし、年少者指導と留学生対象の中級指導では意味が異なる。なぜなら、年少
者は第二言語習得と並行して認知能力、思考能力を高めていかなければならないの
に対して、留学生はすでに母語あるいは第二言語によって教科学習を行う力を備え
ており、言語能力の転移が期待できるからである。それは学習言語能力獲得に要す
る時間の違いとして表れ、年少者の場合は 5 ～ 7 年を要するとされるのに対して、
留学生の場合は 1 年程度で母語話者と共に学習活動に参加できるようになる点から
も明らかである。
　Cummins（2001：66）は学習言語の難しさとして、日常生活で触れることがない
ギリシャ語やラテン語由来の単語、複雑な構文、抽象的表現に直面すること、言語
的にも概念的にも理解が難しい内容を理解しなければならないこと、正確で一貫し
た文章を書かなければならないことなどを挙げている。この観点からすると、留学
生は母語で学習内容を理解するための基礎的な力を身につけており、抽象的で高度
な意味を表す語とその概念もある程度理解しているのであるから、文法と語彙を置
き換えていけば何とかなるように見える。これが留学生教育の中で学習言語能力の
ことがあまり大きな問題として浮かび上がってこない理由の一つと考えられる。
　では、留学生にとって語彙やコロケーション以外の障壁はどこにあるのかと言え
ば、抽象的で複雑な論理をどのように日本語で表現するか、つまり文章や談話に関
わることが最も習得の難しいところであると考えられる。語彙や文法の誤りは気づ
きやすく、修正も容易である。それに対して文章や談話の構造は、学習者の母語と
日本語の間で微妙に異なることが多いのだが、その特徴を意識的に捉えるのは簡単
ではない。教師による問いかけによって気づきを促し、自得させていくことにな
る。談話構造は場面や文脈に依存する部分が大きく、意図によっても変わってくる
ので、定型化して覚えさせるような指導はあまり意味をなさない。
　しかも、アカデミックな文章では一文が長いものが多用され、それが理解をさら
に難しくする。中学 3 年生用の教科書には次のような文がある。
　大気中の二酸化炭素などのガスは、温室のガラスのような役目をはたして、
気温を上げる働きがあり、その濃度が増えると地球の平均気温が上がり、海面
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上昇や気候変動など、さまざまな問題が起こるといわれています。
（『新しい数学 3 』（2015：212）、東京書籍）
　一つの文がこれだけ長くなると、日本語母語話者の生徒でも一読して内容を正確
に把握するのは難しいであろう。文構造の異なる外国人にとってはそれぞれの動詞
の主語を「ガスは～役目をはたす」「ガスは～働きがある」「（ガス）濃度が増える」
「気温が上がる」「問題が起こる」「（多くの人に）いわれている」というように確か
めた上で、それぞれの関係と文全体の構造を把握する作業だけでも疲れる作業とな
る。この文の内容を図式化すると図 2 のようになるであろうが、この文を読んで頭
の中でこのような構造化できるかどうかが理解度を左右する。
　このような学校で使われる日本語における「言語」と「内容」という二重の障壁
を緩和するために「やさしい日本語」が求められるのであるが、「やさしい日本語」
は入り口、あるいはバイパスであって、中級以上の教育課題はそこからどのように
アカデミック・ジャパニーズにふさわしい言語能力を育てていくかである。正確に
読み取ろうとするプロセスは、書くことにもつながる。アカデミック・ライティン
グにパラフレーズ指導を応用する鎌田（2014）のような取り組みは効果的であろう。
図 2　教科書で使われている文の構造例
3 ．5 ．アカデミック・ジャパニーズとの関係
　アカデミック・ジャパニーズをどう定義するかは、大きな課題である。門倉
（2006：10）は「言葉の教育」、「〈学び〉の教育」、「学習スキル教育」の 3 領域がす
べて重なるところであると位置づけている。たしかに高等教育機関で学ぶための基
礎的な能力がアカデミック・ジャパニーズであることは間違いないが、本稿の目的
とするところは「言葉の教育」がどうあるべきかを論じるところにある。そういう
意味では、同書の中で嶋田（2006：58-61）が教育実践における留意点として、予
測・推測能力、スキャニング・スキミング、批判的思考力、作文教育、「伝え合う」
という視点の 5 項目を挙げていることは評価できる。
　また、二通（2006）は教科書の中で教材に対する質問が読みを支えるものとなっ
ているかどうかを考察し、文章に明示的に書かれていることの質問が目立つとし、
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「文章の該当部分を切り取るだけで答えられてしまうものも多い」（105）と問題点
を指摘している。さらに、深い読みを引き出すやり取りとして「もとの文章から離
れて 2 つのことがらの共通点を考え、自分の言葉で表現することによって、わずか
でも自分の思考を通した読みに近づけることができる」（107）とし、それが結束性
を理解する練習にもなるとしている点も重要である。
　こうした指摘をしている論文は少なくないにもかかわらず、中級教材や指導法に
具体的に反映されていない。改善されない理由は、どのように問うべきか、すなわ
ち発問法が軽視されているからである。評価法研究で知られる伊東（2019）が最終
講義で、言語テスト開発の課題として指摘したのも、出題内容が知識面に偏りが
ち、出題内容が言語の機能や実際の運用場面と必ずしも結びついていない、などの
点である。言語テストも教材、指導法などと共通の課題を抱えていることがわか
る。学習者にどれだけ良い文章を多量に文章を読ませても、それだけで学習者の表
現力が向上するとは限らない。思考を深め、表現力を身につけさせられるかどうか
は、発問の質にかかっている。学習者の思考力を刺激し、表現力を伸ばすためには
発問指導の工夫が重要になる（山本 2018 参照）。
3 ．6 ．内容教育と言語教育
　中級用の日本語教材の多くは、「テーマ別」、「トピック別」の形で編集されてい
る。そこには言語知識の習得を中心とするのではなく、言語を使いながら習得する
ことが意図されている。言語が伝達手段である以上、内容と言語を切り離すことが
できないことは自明である。内容の乏しい文章や会話は、学習者を退屈させてしま
う。知的な事柄を学習するために言語を用いることで、学習意欲を高めることにな
り、学習効果が期待される。
　内容を重視すべきという主張が出てくる背景には、「自ら考えることを放棄し、
理念や理論不在の、手法だけの議論を誘発している」（神吉他 2015：3）というよう
なスキル重視に対する批判がある。たしかに、言語教育は異言語・異文化の人々を
結びつける、マイノリティの人々をエンパワメントするなど、共生社会の基盤を作
る行為であり、未来を創造する言語教師の社会的使命は大きい。しかしながら、日
本語教育の現場が抱えている問題は数多く存在し、学習者に十分なスキル教育がで
きているとは言えない。畑佐（2018：39）が内容重視型アプローチの問題点として
「内容が先行しすぎて、カリキュラムの目標が内容を教えることになり、学習者の
ニーズが置き去りにされる可能性がある」と指摘しているように、教師は学習者に
とって何が必要なのかを把握・分析し、それに対応するだけの力を備えなければな
らない。
　言語教育は、内容学習の手段として言語を使えば、目標言語の習得が進むという
ような単純なものではない。これまで行われたイマージョン教育の実践報告からも
わかるように、期待通りの成果は上がっていない。日本の小中学校で学ぶ日本語指
導が必要な児童生徒は文字通り、第二言語である日本語で学習活動を行っている。
世界を見渡せば、旧植民地だった地域の多くは、今なお英語やフランス語などの第
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二言語を教育言語として用いている。言語を道具として用いるだけでは、十分な学
習言語能力が身につかないという厳しい現実があることに留意しなければならな
い。
　日本国内における CBI の取り組みについて考察した森岡他（2015）は、内容重視
の活動の目的について「対話によって他者を知り、自己を知り、変容し、そして対
話によってクリティカルな意識・視点・姿勢・態度を共構築する」（48）と述べ、
主体的に「どう生きるか」を考え続けるカリキュラム横断型教育の重要性を強調し
ている。また、「トピックが言語を習得するための題材としてのみ利用されている
のであれば、CBI」とは言えない（52）と述べ、言語偏重の教育を批判する。「言
語を題材としてのみ利用する」というのが、具体的にどのようなものか、詳しく論
じられていないが、語彙や文法の指導に終始するような断片的な言語知識教育は、
言語教育としての成果も乏しいことを指しているのだと思われる。
　たしかにクリティカルな意識や姿勢が、学習効果を高め、深めることにつながる
であろうが、それが言語技能の向上と結びつくかどうかわからない。JSL 児童生徒
が十分な「学習言語能力」を身につけられない理由、「中級の壁」を解決できない
原因も放置されている。CLIL の基本的な枠組を示した Ball et al.（2015：52）は
「内容（Content）」とされるものは、「概念的（conceptual）な内容」、「手続き的
（procedural） な 選 択 」、 そ れ を 述 べ る た め の「 特 有 の 言 語 的 な も の（specific 
language）」の 3 要因からなるという。さらに概念的内容と言語的内容は、手続き的
内容を含む認知的スキルのための輸送手段（Vehicle）と見なすことができるとし、
所産（product）よりも過程（Process）のほうが重要なことがある（54）と解説して
いる。この「所産」よりも「過程」が重要なことがあるということは、内容に気を
取られがちになる中上級の言語教育で軽視できない点である。言語を輸送手段と捉
え、「特有の言語的なもの」に注目するのは、山本（2016：50）考え方と類似する点
があるが、正確で効率的輸送を可能にするための通路選択や運転技術などに相当す
る部分の言語訓練が重要であるところまでは言及していない。
　さまざまな活動を行うとしても、そこでどのような言語形式や談話形式を用いる
のかを教師が意識できなければ言語教育とは言えない。内容重視の言語教育は、習
得させたい理想の表現を明確な目標として設定し、そのレベルに至るまでの緻密な
計画があるかどうかが成否を左右する。
4 ．中級用日本語教材の現状
　「中級の壁」がなかなか解決されない理由として、中級で扱うべき内容が不明確
であることが指摘できる。
　初級では学習の背景や目的等によって導入順序や語彙・場面などの違いはあるも
のの、構造文型を中心に積み上げていくのが基本となっており、共通点が多い。そ
れは構造文型の難易度を基礎に提示順序が決められ、語彙も各種調査を参考にした
基本語彙が主に使われているからである。教師側は既習事項の土台の上に新たな項
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目を導入し、できるようになるまで練習を行い、さらに授業中のインタラクション
とテストなどで定着度を確認しながら進めていく。
　それに対して、中級用教科書は文型の選択や配列、語彙選択などに共通認識と言
えるものが乏しく4）、教科書による違いが大きい。トピックと内容の難易度で採用
した文章にたまたま出てきた文型の中で初級で扱わなかったものを取り上げるとい
う形の教科書が大半である。こうした中級教材の現状が「中級の壁」問題をそのま
まにしていると言ってよい。
4 ．1 ．文章の種類
　学習者から「つまらない」という声が出てくる理由の一つとして、中級教材の文
章の選び方に問題がある。留学生は母国で中等教育を終えて日本に来る。その知的
好奇心を刺激するような材料がないと、興味を失ってしまう。
　形式面で問題になるのは一人称視点の文章である。初級は会話中心であり、作文
も身の回りのことを書かせるので、一人称の文が中心となるのはやむを得ないが、
いつまでも自己表現に終始していては、アカデミック・ジャパニーズとして問題が
ある。たとえば、『中級日本語教科書　わたしの見つけた日本』（近藤他 2013、以下
『わたし』）は、書名にも「わたし」が入っていることからもわかるように、一人称
視点で全体が構成されている。自己表現力を育てる目標があるのかもしれないが、
学習意欲をそぎかねず、学部や大学院のレポートを一人称視点で書けば、主観的だ
と評価されてしまうおそれがある。
　内容面から見たとき、情報提供型の文章ばかりの教材もある。内容が難しいもの
でも、事実や情報を伝達する文章は、言語教材としては比較的易しく、日本語の表
現を学ぶのに十分とは言えない。編集者が面白そうだと判断しても、それが学習者
にとって興味のある、有益な情報とは限らない。中級教材としては、知識や情報の
伝達よりも、それをどう受け止め、評価し、自分の考えとしていかに再構成して表
現するかということが重要になる。
　東京外国語大学の『中級日本語上・下』（2015：ⅲ、以下『中日』）では、「説明文
の多い前半部に対して、後半は社会的、文化的に広がりのあるもの、抽象度の高い
ものを多く」したことが明記されており、意図的な編集であることがわかる。抽象
度の高いもの、論理的に考察したり、分析や評価を行うような文章へと移行してい
くことが望ましい。さらに上級になれば、評論文や文芸作品等を教材に、言葉の裏
に込められた筆者（話者）の意図や思想、感情や感性などを読み取るようにしてい
くことになる。
　日本事情的な文章が多い中級教材も目立つ。書名で日本のことや日本文化を学ぶ
ことをうたっている教科書まである。文化が学習動機となっている学習者もいる。
言語表現にその文化独自の考え方が反映されるのであるから、より良いコミュニケ
ーションを実現するには異文化理解は欠かせない。ただし、ステレオタイプ的な物
の見方の植え付けにならないように多様性に配慮しつつ、本来の目的である言語学
習がなおざりにならないようにしなければならない。
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4 ．2 ．読解のための質問と練習
　中級指導の質は、さまざまな素材をどのように言語教育に利用するかで決まる。
どんなに優れた素材であっても、単に知識や語彙を獲得するだけに使っては意味が
ない。言語と内容を統合した学習を行うには、 3 ．5 ．で触れたように、本文をどう
活用するか、特に発問が重要である5）。教科書には執筆者が授業中に使用している
発問形式が反映されていると思われる。ここで、教科書で使われている質問にはど
のような工夫がなされているのかを見てみよう。『中日』の第 1 課「りんご」の本
文の冒頭部分とそれに関する内容確認の質問は次のようなものである。
　りんごは、寒い地方で作られる。青森県と長野県がその産地として、特に有
名である。
　りんごの花は五月に咲く。そして、小さい実がたくさんなる。一本の木にあ
まり多くの実がなると、大きい実ができない。だから、丈夫そうな実だけを残
して、外の実はとってしまう。
1 ．りんごが作られるのは、｛寒い・暖かい・暑い｝地方である。
2 ．りんごの産地として知られているのはどこか。二つ書きなさい。
3 ．りんごの花が咲くのは、何月か。
4 ．たくさん実がなっても、全部の実を育てないのはなぜか。
　例に挙げた 4 問中、 3 問は単語で答えられるものである。学習者は本文を読み、
語句を探せばよい。問 4 も本文の該当箇所がそのまま答えになる。これなら穴埋め
式、選択式、正誤式のいずれでも大差はない。質問文を見て気がつくのは、どれも
分裂文を用いていることである。一般に、初級を終えて中級へ移行しようという学
習者にとって、名詞修飾節を使いこなせるようになることが大きな課題であると言
われる。言い換えれば、答えの部分より、質問の部分の文型のほうが学習者にとっ
て有意義だということになる。執筆者は、本文と同じ文型で「りんごはどんな地方
で作られますか」とするのを避けるために、分裂文による質問を用いたのだと思わ
れるが、学習者にとって言語能力と言えるのは単語で答えることではなく、焦点化
された文を自分で作れるかどうかである。この質問を短作文形式にして、文構造を
変えさせてみよう。
1 ．ʼ りんご　　　　　　　は　　　　　地方である。
2 ．ʼ りんごの産地として　　　　　　　は　　　　　と　　　　　である。
3 ．ʼ りんごの花が　　　　　　　は　　　　月である。
4 ．ʼ りんごの実を　　　　　　　には、丈夫そうな実以外は　　　　　　　　。
　これによって「は」と「が」による文構造の違いも意識させることができる。他
の課でも本文中から語句を探し出せば答えられるような内容確認が大半を占める
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が、これは改訂が求められる。なお、★のついた質問が「本文の題材や表現をもと
に、応用・発展練習をさせ、表現力を養うためのもの」（ⅳ）とされているが、数
が少なく、到達目標もはっきりしない。たとえば、第13課「身振りと言語」の★つ
き質問と、それに該当する箇所の本文は次のようなものである。
　日本では、手であごのあたりをなでるのは得意な様子を表すことがある。と
ころが、イタリアでは、話が長くて、退屈だという意味になる。これは、退屈
な話を聞いていると、ひげが伸びるという伝説があるためである。
★あなたの国では、話すとき、どんな身振りを使いますか。
その身振りにはどんな意味がありますか。
日本の場合と違いますか。
　この質問は、課の最初のページにある読解の前作業として行う質問と大差がな
い。まとまりのある談話で語る学習者もいれば、バラバラの文で答える学習者もい
るであろう。この課で応用・発展の練習をするのであれば、次のようなものが考え
られる。
★ 同ʼじような身振りで日本と異なる意味のものがあれば、その意味の違いと理由
を説明してください。
　質問を少し工夫するだけで、学習者の答え方は大きく違ってくる。理解の確認だ
けで終わらせず、理解を深め、さらに適切に回答できるかどうかで、学習者の表現
力を探り、伸ばそうとするのが教師の発問である。内容理解の確認と文型の習得を
統合して行うことが、中級指導改善のポイントとなる。★ はʼ、本文を利用して
「～では～。ところが、～では～。これは～ためである。」というように答えてくれ
ることを期待した問いかけである。うまく行かなければ、スキャフォールディング
によって目標とする表現に導いていく。
4 ．3 ．文型と機能
　山本（2018：45）では中級段階で扱う表現文型を、その機能に基づき、文の連接
に関わるものと多様な表現を学ぶものに分けて指導順序を見直すべきであることを
提唱した。本節では実際に中級教材で文型がどのように扱われているか、『わたし』
（2013）を例に取り上げて考察する。その理由は、この教科書は「はしがき」で
「『中級の壁』を超えられるよう、厳選された学習内容を提供」（i）しているとある
ように、「中級の壁」を意識して作成されたものだからである。
　文型学習は「ステップ 2 　整理しよう」の「新しい文法」「接続表現」「便利な表
現」で行うことになっているが、その構成を見るために 1 ～ 2 課の項目を挙げる。
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1 課：［新しい文法］① S（plain）のは～だ、② A／AN（stem）―そうにしてい
る、③ V―（y）oo とする、④ Vところだ、⑤ S（plain）はずがない、⑥
Nというのは S（plain non-past）ものだ、⑦ V―てくる（変化）、［接続表
現］①すると、まして（や）、③そのうえ、［便利な表現］①そう言え
ば、②今思うと
2 課：［新しい文法］①だ・である体、② N1に関わる N2、③ S（plain）／N
のために、④ V―ないといけない、⑤ V―ていく（変化）、⑥ V―たつもり
だ、⑦ N1（と）は S（plain）／N2という意味（の言葉）だ、⑧ S（plain 
non-past）ようにする、⑨ V（plain）だけで（は）なく、⑩受身形の敬
語、⑪ V（stem）はしない、［接続表現］①それで、［便利な表現］①そ
れ／N なりの／なりに
　「中級の壁」を超えるとは言うものの、それはテーマに基づいて話し合うことに
力点があり、文型の提示順序や機能には配慮が見られない。しかも 6 課構成の限界
なのか、一般的な中級教科書と比べると、扱っている文型が少ない。アカデミッ
ク・ジャパニーズ指導において接続表現は要になる部分であり、それを抜き出した
点は評価できるとしても、種類も数も少なすぎて論理的表現活動を行うには中途半
端で、不十分である。「話そう」では、談話の切り出しや結びの表現など展開法を
学べるようにしてあるが、作文には学習した語彙や文法を使って書くようにという
指示しかない。話し言葉と書き言葉では表現法が異なることも、中級段階で気づか
せ、使い分けられるようにしないと、いつまでも話し言葉的な文章になってしま
う。このような構成では、論理的に複雑な表現を使っている文章を読むときにも、
アカデミックな文章を書くときにも十分な内容とは言えない。
4 ．4 ．なぜ体系的な教育が行われないのか
　 4 ．2 ．と 4 ．3 ．で例に取り上げた 2 冊の中級用教科書の特徴は、市販教材の大半
に当てはまる。現在市販されている中級教材は、文型だけを取り上げて学ぶ日本語
能力試験対策用はあるが、総合教材で体系的に表現文型を学習するような形のもの
は『ニューアプローチ中級日本語基礎編改訂版』（小柳昇 2003、以下『アプローチ』）
や『日本語3rd ステップ』（石川他編 2008、以下『3rd』）などわずかしかない。
　体系的な教育がなされていないことが、日本語の上達を感じにくくさせているに
もかかわらず、なぜ文型の体系化が進まないのであろうか。解決策の一つが、表現
文型の整理である。中級で指導すべき表現文型を整理する（山本 2018 参照）ととも
に、それを教材の中に埋め込む工夫が求められる。読解や聴解と表現文型指導を両
立させるのは容易なことではない。しかし、表現文型の機能はある特定の文脈にお
いて発揮されるのであり、読解や文型が文型習得を助け、文型学習が読解力を支え
るものにしていかなければならない。これはひとえに編集者の意識にかかってい
る。
　『中日』（2015）の第18課を例に考えてみる。この課は新聞の投書 2 つと関連コラ
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ムが題材になっている。投書は意見文の最も短いものと言ってよい。当然のことな
がら、意見を述べるために必要な文型とふさわしい談話構造を持っている。それに
もかかわらず、文型が順不同で並び、出てきた語彙の学習をするだけに終わってい
る。投書①の構造は次のようになっている。
1 ．日系人大学教授の自己紹介、日本の公害改善への評価。〈序〉
2 ．騒音公害がひどくなるばかりだという事実、なぜ対策がなされないのかと
いう問題提起。〈情報共有と問題提起〉
3 ．欧米の対策を参考にした 3 つの提案。〈具体的な提案〉
4 ．静かで落ち着いた生活が保障されることは重要な権利であり、侵されては
ならないと主張。〈結び〉
　このような意見文としての典型的な構造に気づかせ、話させたり、書かせたりす
ることもできるが、より重要なのは構造と文型の関連付けである。この投書①で使
われている文型は（1）さすが～だけある、（2）V ばかりだ、（3）それにもかかわ
らず、（4）V 一方だ、の 4 つである。さらにコラムと投書②の文型として（5）ご
とに／ごとの N 、（6）A か、それとも、B か、（7）～と言えるかどうか、（8）～さ
え／さえも、（9）かねない、（10）（～は）［B うと／V うとも］しない、（11）V ま
い、が本文に出てきた順に列挙されている。機能による整理などが見られず、個々
の文型の確認しかないのは残念である。出てきた文型を評価・程度、逆接・対比、
判断・意見などとして整理し、談話構造と関連付けるだけで、練習方法も違ってく
るはずであり、「中級の壁」克服の手がかりとなるであろう。
　また、山本（2018：45）では表現文型を論理に関わる文型、表現を豊かにする文
型、話題や視点などを表明する表現技法などに分けられることを論じたが、談話展
開に着目した表現文型指導に応用し、「中級の壁」克服にも役立つと思われる。
5 ．文型練習とコミュニケーション
　文型重視の指導に対しては、文型・文法を教えることが優先され、コミュニケー
ションにつながらないという批判がある。機械的な代入練習や変形練習は、現実の
使用場面からかけ離れたものであり、学習者を退屈させるものであることは明らか
である。コミュニケーション活動と連動した文型練習はできないのであろうか。
　ここで、表現文型指導を重視する『アプローチ』（2003）を見てみよう。「まえが
き」には特徴として、概念シラバス、機能シラバス、コミュニケーションのための
素材を 3 つの柱としていると説明されている（ⅲ）。概念・機能をベースにして文
型を配列したことは評価できるが、「文型・表現練習」は学習した文型を含む練習
用の文に単語や句を書き込むだけである。たとえば、第 9 課「原因・理由」のとこ
ろに「～ために」（92）が出てくるが、その練習は次のようなものである。
─　　─32
通信教育部論集　第22号（2019年 8 月）
1 ．厳しいトレーニングのために、途中で　　　　　　　。
2 ．試験で答案用紙に名前を書かなかったために、　　　　　　　。
3 ．　　　　　　ために、川が汚れてしまった。
4 ．　　　　　　ために、目が悪くなってしまった。
　このような短文完成による練習法はオーディオリンガル法の時代からほとんど変
わっていない。だが、この下線部に適切な語を書き入れることができた学習者は
「ために」を使って表現できるようになったと見なすことができるのであろうか。
「ために」が原因・理由を表す語であることを理解したと判断できるかもしれない
が、現実場面で運用できることを保証するものではない。原因・理由の表現の一つ
として「ために」を学習者が意図的に選択したわけではない。前件・後件の関係か
ら、入りそうな語句を考えるだけであり、使用場面も発話動機も不明である。「の
で」の固い表現だと認識し、「もう遅いために、これで失礼します」などと使って
しまうかもしれない。このような練習は次のように場面を提示し、説明を求めるだ
けで大幅に改善される。
1 ．運動をしようと思ってクラブ活動に参加したけれども続かなかった。
2 ．答案に名前を書き忘れた友人がいた。
3 ．自然が豊かだった町に工場ができた。
4 ．初めてめがねを買った。
　これは単なる代入や変換練習ではなく、発話を促すためのキューである。文とし
て提示したが、語や句でもかまわない。このような提示を行うことで、「ために」
は結果について原因・理由を説明するときに使う語であることを理解させることが
できる。こうした誘導的（帰納的）な指導は、原則として開かれた問であるから、
答えはさまざまであろうし、意図せぬ回答も出てくる可能性も高いが、それが現実
に近いコミュニケーション練習となる。コミュニカティブを唱え、機能が大切だと
主張するのであれば、学習者が自ら考えて発話するように導くことが求められる。
これによって機械的な練習は大幅に削減できる。文型導入時から、コミュニケーシ
ョンを意識し、場面と動機を重視し、学習者が自ら新たな表現を獲得するようにし
ていけばよいのである。さらに学習者の興味や学力などに応じて、アカデミックな
内容を盛り込み、それにふさわしい語彙と文脈を用意すれば、一層効果的な学習が
できる。
6 ．テクストを作る力を育てる
　アカデミック・ジャパニーズ習得の過程で最も重要なことは、テクストを作る力
を伸ばすことである。 2 ．3 ．で示した JF スタンダードの B1は「脈絡のあるテク
ストを作ることができる」、B2では「明確で詳細なテクストを作ることができる」
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とされている。つまり、中級では複数の文を組み合わせて「テクストを作る」こと
が求められているわけであるが、中級の教科書でテクストの構造を学習課題として
いるものは、残念ながら限られる。
　テクストは文によって作られる織物であり、テクストを作ることができるとは、
複数の文を組み合わせて、自分の考えや気持ちを述べる能力である。テクストを作
る技能とは、アカデミック・ジャパニーズとして見れば、論理的な構造の文章を読
んだり、書いたりできることと言える。これを可能にするには、受容活動を単に受
容に終わらせない、読解や聴解を産出活動と連動させていくことがポイントであ
る。内容について話したり、書いたりするだけではアカデミック・ジャパニーズを
習得させるには不十分である。教材に書かれた事柄の理解、語彙や文型の理解だけ
でなく、テクストを学んでいかなければならない。つまり、「事柄教育」から「表
現教育」への転換（山本 2014 参照）がカギを握っている。
　ところが、中級教材で談話構造を学ぶことができるとしているものの大半は、用
意された枠に読み取った内容を書き込むだけの練習をさせる読解や、枠やフローチ
ャートを示して、それに従って書かせる作文である。これでは学習者が自ら談話構
造を読み取ったり、考えたりする練習になっていない。
　テクストの構造を読み取る力を育てるには、まずどのようなことが書かれている
かを確認し、その関係性を考えさせることから始める必要がある。事実と意見を区
別しながら読み、意見を支えるためにどのようなデータが提示されているか、論理
構造がどうなっているかを確認するプロセスがテクストの学習である。これが内容
言語統合学習の基本である。
　教材の分析に続いて、今度は自分で新たなテクストを作り上げていく練習が必要
である。その第一歩として「縮約」6）によって元の構造を再確認することもよい
が、そこから自ら考えて別のテクストを組み立てる作業が不可欠である。これには
いくつかの方法がある。『3rd』（2008）の「発展と応用」では、文脈を変える、視
点や立場を変える、論理構造を変える、本文を引用して自分の意見を述べるなどの
練習を用意し、さらに無償配布している「練習帳」では、与えられた複数の文の配
列を考える、書き出しや結びを固定し、それにふさわしい文章に本文の内容の一部
を書き換える、論拠となるデータを与えて理由を説明する文章を書かせる、など多
様なタスクによってテクストを組み立てる能力を伸ばす工夫をしている。
　一例を挙げると、第 1 課では接続詞に注目して段落の関係を考えさせた後、起承
転結の枠組でスピーチを書くという比較的やさしい練習を行うが、第 3 課は「くも
の糸」を読ませ、お釈迦様やカンダタの立場から出来事を述べる練習となり、やや
難易度が上がる。第 9 課の本文は男女雇用機会均等法制定とその影響に関する文章
であり、頭括型で書かれている。練習ではこれを尾括型の文章に書き換える課題
や、雇用者側、女性労働者側、男性労働者側それぞれの立場で書くとどうなるかを
考える課題がある。読解を中心とした教材ではあるが、第 5 課では新聞記者が京成
バラ園芸の所長と研究員をインタビューしてまとめた記事をもとに、実際のやり取
りがどのようなものだったのか談話展開を考えたり、所長と研究員では話し言葉ど
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う違うかなどの課題もあり、書き言葉とは異なる話し言葉の構造を意識することも
できる。
　このような練習は、単なるツールとしての言語技術教育ではない。これこそ内容
を利用してアカデミック・ジャパニーズを育てる第二言語教育であるとともに、読
解教材を作文や発話能力育成につなげるものである。言語重視の教育は「『言語』
を習得してから初めて『思考』を始めるという分断」（森岡他 2015：52）があると
いうような批判は当てはまらない。
7 ．おわりに
　「中級の壁」を乗り越えるのは、語彙や文型・文法を詰め込むだけでは不可能で
ある。活動を重ねるだけでも難しい。中級教材が抱える問題点を解決しなければな
らない。発問の工夫によって深い学び、主体的学びを促すとともに、自在にテクス
ト・レベルの操作ができるようにするための談話構造を意識した訓練が必要であ
る。こうして自分の考えたことや感じたことを表現できるようになってはじめて、
言語による価値創造への第一歩となる。
　本稿はアカデミック・ジャパニーズ習得に焦点を絞ったために触れなかったが、
円滑な対人コミュニケーションにとって、社会文化的な言語使用に関する理解が不
可欠なことは言うまでもない。文法的に正しい日本語であっても、相手に伝わらな
かったり、感情を害したりすることがないように、適切な言語表現指導を行うこと
も、中級指導にとって重要な課題である。この点は稿を改めて論じたい。
注
1 ） 　Plateau Phenomenon（高原現象）とは技能の習熟度や効率が、練習を継続している
にも関わらず、一時的に停滞すること。（杉森直樹 2003）
2 ） 　北條（1989）は中上級で使われている読解教材の中から主に文型と漢字を抽出、分類
している。中級で扱うべき文型を文末文型と節末文型に分けている点が注目される。
3 ） 　表 1 にあるように CEFR では reception、production、interactionと並んで mediation
（仲介）を立てている。ヨーロッパにおいて理想的な複言語社会を築いていくには異文
化間調整能力を有し、相互支援能力を備えた仲介者の役割が重要だからだと思われる。
4 ） 　当時の中・上級の定義については、同研究所が刊行した日本語教育指導参考書シリー
ズに「むずかしい問題である」（高木 1980：15-16）、「中・上級についての統一した見
解はなかなか見いだしがたいのが現状であろう」（水谷 1980：56）と述べられていると
ころからわかる。
5 ） 　発問については山本（2018）を参照のこと。
6 ） 　「縮約」は大野（1991）が文章の骨格を知るための練習として、文章全体の構造を変
えることなく、短い文でまとめることを提唱したものであり、ポイントを整理する要約
とは異なる。
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『人生地理学』経済思想研究序説
─牧口常三郎初期経済思想研究　1 ─
坂　本　幹　雄
　牧口常三郎の学説体系の主柱の 1 つとして経済学をあげることができる。牧口の
経済学からの摂取は、大別して初期の『人生地理学』1）と後期の『創価教育学体系』
第 2 巻第 3 編の「価値論」2）の 2 つがある3）。
　小論はまず「牧口常三郎初期経済思想研究」として『人生地理学』を経済学・経
済思想史の観点から解読していきたい。
1 ．小論の構成─心構えと準備
　『人生地理学』を読んで真っ先に気にかかった点は、分業論、マーシャル、およ
びチューネンである。分業論はアダム・スミスを想起させる経済学の伝統概念であ
る。マーシャル経済学は現代経済学において、その基礎概念が最も親しまれている
ものである。チューネンは牧口による言及が際立っており、牧口の縦横無尽の応用
が見られる。
　しかしこの 3 点の考察に先立って、いくつかの準備が必要である。研究手順を踏
まえなければならない。明治期日本の書誌研究の難所が待ち受けていることも容易
に予想される。逸る心を抑え、『人生地理学』研究の新参者として、その心構えと
準備とから始めよう。まず『人生地理学』全体に対する基本的立場・基本的読解に
ついて述べたい。次に『人生地理学』の先行研究を経済学徒の立場から確認した
い。『人生地理学』の経済思想研究の中心は、第 3 編の第25章、第26章、および第
27章の「産業地論」すなわち産業立地論である。しかしそれに先立って第24章に経
済に関する記述があるから、これをまず取りあげる。そして産業立地論の内容に入
って、まず牧口による経済学文献の利用の特徴を見る。次に産業立地論の各章を概
観し論点を提示する。今回はここまでの内容により、まずは『人生地理学』に経済
思想が満載である点を明らかにしたい。
2 ．小論の基本的立場─学際の書・警世の書
　『人生地理学』（訂正増補第 8 版、1908年、明治41年）の構成は、「例言」、「緒論」の
後、以下のように 4 編からなっている4）。
　第 1 編「人類の生活処としての地」
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　第 2 編「地人相関の媒介としての自然」
　第 3 編「地球を舞台としての人類生活現象」
　第 4 編「地理学総論」
　「緒論」は第 1 章～第 3 章の 3 章、第 1 編は第 4 章～第16章の13章、第 2 編は第
17章～第22章の 6 章、第 3 編は第23章～第32章の10章、そして第 4 編は第33章～第
37章の 5 章、全37章からなっている。
　『人生地理学』は地理学の書であるが、地理学に収まり切らない社会科学の書で
もある。第 1 編と第 2 編の 2 編は主として自然現象・自然条件の内容となってお
り、第 3 編が主として社会科学的な内容となっている。後者の中には社会学・政治
学そして経済学等の諸科学の内容が含まれている。
　そしてこの内容が含まれた第 3 編がまさに「人生地理学の本論である」（1088、
「第八版訂正増補に就いて」1）。牧口自身が繰り返しそのように表明している。第 1 編
と第 2 編の「自然地理学」は「人生地理学の基礎をなすものなれども、人生地理学
の原理原則を与ふるものにあらず」、「予備的智識を与ふるもの」である（1079）。
第 3 編が「本論たるべきもの」であり、第 1 編と第 2 編は「この成果に達せんがた
め」のものにすぎない（1088）。第 3 編は「人生地理学本論」として「前編の考察
によりて得たる概念を、更に着眼方面を一転し、社会学並に社会的科学及び心理学
の成果たる人類の性質及び社会の性質上より推論し、何れの方面よりするも動かざ
る真理なりや否やを確む」ものである（1088）。
　そして経済と経済学の内容はこの「人生地理学本論」である第 3 編の第25章、第
26章、および第27章の「産業地論」＝産業立地論に集中して見られる。この 3 章に
ついて、国松久彌は『人生地理学』の本格研究の先駆となった『『人生地理学』概
論』（国松 1978）の中で、それを経済地理学編であるとして次のように高く評価し
ている。
「『人生地理学』の第 3 篇だけではなく『人生地理学』全体のうちにおいて白眉
であると見られる。『人生地理学』の先駆的、現代的意義は正にこれらの諸章に
集中しているといっても過言ではないと思われるのである。」（国松 1978：190）
「産業地という呼称ではあるが、経済立地または生産立地を核心として経済地理
学、さらに人文地理学を建設しようとしたのはおそらく「牧口地理学」の（マ
マ、が？）内外を通じて最初ではなかったのではないかと思われるのである。」
（国松 1978：193）
　小論は、『人生地理学』を経済地理学の先駆的著作とする国松のこのような評価
には納得するが、『人生地理学』全体の内容に関しては、国松の評価・立場とは大
きく異なる。
　『人生地理学』の大きな特徴の 1 つは地理学以外の記述が多い点である。小論は
この点にひじょうに大きな意義を見出すものである。国松は、同書全体にわたっ
て、『人生地理学』の地理学史上の位置づけについて詳細に説き、さらに地理学の
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研究対象からの逸脱部分、地理学として不要な部分についても詳細に指摘してい
る。地理学と題する以上、逸脱は許されないかのようである。
　しかしそうした逸脱部分について、そもそも牧口自身は次のように述べてきわめ
て自覚的であった。
「吾人観察の対象は常に現在の活社会にあるが故に、正当に解せんとせば勢ひ時
事の問題に接触せざる能はず。されば本書の目的上より常に戒めつゝも、時に筆
端の主題外に逸したる所なきにあらず、是れ亦た読者諸君の諒察を乞はんと欲す
る所なり。」（例言 4 ）
　経済地理学の大家の「読者」には「諒察」されなかったようである。しかし結
局、『人生地理学』の現代的意義と魅力はその逸脱も含めたものである。その逸脱
を除いてしまっては魅力が半減してしまう。
　「吾人観察の対象は常に現在の活社会にあるが故に、正当に解せんとせば勢ひ時
事の問題に接触せざる能はず」とする牧口の姿勢は、「その日の出来事を掴み取り
……常に時間の相の下にものを書く」（Keynes 1972：199）というケインズの説く経
済学の精神に通じるものがあると思う。牧口研究の碩学・斎藤正二が指摘するよう
に『人生地理学』は「全巻をつらぬく主題それ自体が極めてアクチュアルな（した
がって、火急に解決を迫られている）社会的問題に密着しつつ提示されている」「思想
的著作である」（斎藤 1983a：350、cf．斎藤 2002：480）。この斎藤の見解を支持した
い。
　『人生地理学』は、社会思想書・政治思想書そして経済思想書となっている側面
があり、学際の書・警世の書としてむしろ現代的である。小論は『人生地理学』を
そういう大著として基本的に見ている。したがって、『人生地理学』の内容が地理
学固有の研究対象であるか否かには拘泥しない。そうした点は地理学者にゆだねた
い。以上が小論の基本的立場である。
　さらにもう 1 点、思想史的観点の小論の基本的立場を明記しておきたい。先の斎
藤は『人生地理学』の研究に関して「軈
やが
ては人類愛、個人の尊厳、自由および民主
主義、国際平和にまで往き着かざるを得なくなるが、当面の入門としての思考は徹
底的に論理的であれ、初めから終わりまで科学的理性の声に耳澄すべし」（斎藤
1996c：543）と注意を促している。やや強引ながら斎藤の警告の前半に比較思想研
究・応用研究・現代の発展的研究（古典活用）、後半に基礎研究（古典研究）を当て
はめてみよう。そうすると今回、小論は、「新視角＝新構想の牧口研究」をめざし
て、その気概だけでも持ちつつ「新来の牧口研究者」（斎藤 1983c：605─606）・牧口
研究への新参者・新規参入者として主としてまずは後者の立場に立って考察を始め
たい。
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3 ．『人生地理学』の先行研究─経済学の観点から探りつつ
　概観の域を出ないと思うが、以下に今回参照できた『人生地理学』研究の文献を
地理学・書誌研究・地理学以外のジャンル別にあげる（当然、重複があっていずれか
になりご容赦ください）。なお『人生地理学』以外を主たるテクストにした牧口研究
はもちろん除外した。その中には『人生地理学』以外の牧口の地理学文献を主たる
テクストにした研究もある（ご容赦ください）。当面、経済学との関連も見えずやむ
をえない。そうした諸研究が『人生地理学』の理解と深く関連しているとの批判は
甘受するしかない。
　まずその前に最も多く参照した斎藤正二をあげる（この点もご容赦ください）。斎
藤（1983a、1983b、1983 c、1996 a、1996b、1996 c、2002、2004、2006、2010、2012、
2013、2014、2015、2017）等である。特に斎藤（1983a、1983b、1996a、1996b）の脚
注・補注は『人生地理学』の数々の基本情報・基本的背景が得られて、きわめて重
要である。ちなみに『人生地理学』の研究者は、分野にもよると見る向きもあるか
もしれないが、誰しも否応なしに斎藤の牧口研究と格闘せざるをえないのではない
かと痛感した。
　さて地理学の文献として、小川（1908）、栗生編（1976）、國松（1978）、応地
（1982、1983）、石田（1984）、岡田（2000）、安田（2008）、竹内（2004）、山口（2009）。
書 誌 研 究 の 文 献 と し て 細 井（1996）、 塩 原（2002、2003a、2003b）、 高 橋（2002、
2003、2004、2007、2008、2012、2013）、沖（2003）、「創価教育の源流」編纂委員会編
（2017）。地理学以外の文献として、佐藤（1986）、山本（1993）、石上（1993）、熊谷
（1995）、宮田（1995）、杉本（1996）、村尾（1997、2002、2004）、小出（2004）、押金
（2004）、松井（2011、2015、2018）、伊藤（2012）、中島（2013）、高橋（2016）。
　要は、以上の諸文献の中には、経済・経済学に関する言及も散見されるが、経済
学固有のアプローチはこれまでのところ見受けられない点である。本研究では経済
に関して言及した代表的な文献として、上記の國松の経済地理学研究の他、村尾
（1997）、斉藤（1983a、1983b、1996a、2004、2010）を取りあげる。ちなみに牧口価
値論の研究においても経済学固有のアプローチはこれまでのところ例外はあるが同
様の状況である5）。牧口経済思想研究の後半が目指す分野はそこである。実は当初
は、牧口価値論の経済学の観点からの解読を準備していたのだが、念のために『人
生地理学』を読んでみたところ、経済学徒として衝撃を受け、小論となった次第で
ある。
4 ．経済活動─「倉廩満ちて栄辱を知り、衣食足りて礼節を知る」
　第 3 編「地球を舞台としての人類生活現象」の産業立地論に先立つ第23章と第24
章とは主として社会学の内容となっている。第24章は「社会の分業生活地論」と題
されているが社会学の分業論が展開されている。経済学の分業論は産業立地論の中
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にある。『人生地理学』の他の章にも分業関連の記述があるが、それも含めて産業
立地論の分業論を取りあげる際に合わせて見ることにしよう。
　さてしかし第24章には経済に関する牧口の基本的立場が表明されている。まずは
それを取りあげることにしよう。第24章第 1 節の「社会の各種活動」の分類の中で
「実業的活動」＝「経済的活動」（700）が筆頭にあげられている。そして第 2 節「実
業及政治」の中で経済活動の意義・位置づけがなされている。まず経済活動を「実
業的生活は社会の物質的需用を充たす所の者にして人類の衣食住の須要に基きて生
じたるもの」（702）と端的に規定している。そして「盖し飢、寒、温等の自然力に
抵抗して其生存を遂ぐるに欠くべからざる手段たる衣食住を得んとするの活動は個
人生活の基礎たると共に社会生活の基礎たり」（702）と見ている。この経済活動の
種類は生産・流通・消費の「三個の作用」（216）からなる。次に経済活動と他の社
会的諸活動との関係を端的に示すものとして「倉廩満ちて栄辱を知り、衣食足りて
礼節を知る」（216）という管子の有名な格言をあげた上で、次のように述べている。
「人間が此世に生存するに当りては衣食住の根拠を離れて何等の活動をも為すこ
と能はず。吾人が知能的、道徳的及び宗教的等の高尚なる精神活動をなし得る
は、唯々欠亡の窘迫、飢餓、恐怖に対して保護せらるゝの安心ある時にあるの
み。是故に他の社会的活動の性質及び其発達の程度は此活動の進否によりて決定
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
せらる
0 0 0
。経済的活動は社会の真正なる基礎なりと謂ふを得べし
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
。若しも社会、国
家が此基礎的経済活動（或は機関）を等閑に附して政治、軍備、教育等の機関の
拡張を図らんか、唯々破産あるのみ。近来我邦の社会が実力養成に其意を注くに
至りたるは即ち此関係を自覚したるなり。実に社会国家に於ける一切の政策は悉
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
く富国政策の基礎の上に置かれさるべからず
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
。然れども独り実業機関のみの発達
によりて社会は発達し得べからさるは論を俟ざる所なり。」（704─705）
　宇野シューレの一員だったという村尾行一は、『牧口常三郎の『人生地理学』を
読む』（村尾 1997）において、牧口の経済思想をマルクス経済学のレンズで解釈し
ている。村尾は、『創価教育学体系』の「価値論」における牧口のマルクスへの言
及（牧口 1982：213）から『人生地理学』へと遡行して、この経済活動の引用文に
関して「経済下部構造説」と題して「牧口は弁証法的唯物論者かと見紛うほどであ
る」と評している（村尾 1997：178─179）。牽強付会とまでは言わないが、マルクス
経済学のローラーで塗り潰されているかの如き、それでいて牧口はマルクスを超え
たとする不思議な牧口讃歌である。
　『人生地理学』にはアダム・スミスもマルクスもその名はないが、マルクスでは
なくてスミスとの比較ならば理解できる。前述の斎藤正二はスミスの『人生地理
学』への影響について次のように述べている。
「じっさいに……『人生地理学』をひらくと、随処にと称してよいほどに、アダ
ム・スミス『国富論』の自由主義経済理論を咀嚼＝消化して獲得した成果が歴然
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とみられる。若き牧口の平和理論─日露戦争開戦に断固反対しているのだ─もま
たスミス『国富論』の強い影響下に書かれたという根拠を、はっきり指摘するこ
とができる。さらに牧口晩年の教育理論にもスミスの影響を看取し得る。」（斎
藤 2004：589─590）6）
　残念ながら、その具体的な根拠・展開は示されてはいないが、斎藤のアプローチ
の方が自然である。後述（次号）となるが確かにスミスの間接的な影響は分業論等
の中に見ることができるからである。
　ところで村尾流の「読む」自由比較思想研究が許されるなら、マルクスよりはや
はりスミス経済学のレンズで次のような基本構想による議論をしたい7）。（1）衣食
住の順序について考察する。（2）スミスが『国富論』の中で、イングランドでは革
靴が生活必需品で、どんなに貧しくとも靴を履かずに人前に出るのは恥ずかしいと
思うものであると説いた一節をあげる。（3）これを援用したアマルティア・センの
貧しくとも教育を後回しにしないという教育重視論をあげる。（4）牧口価値論の
「利」をセンの潜在能力アプローチと比較する。そして（5）伝記的アプローチをと
って、牧口が小学校長として、身銭を切って赤貧洗うがごとき児童たちの世話をし
ていた姿に、貧しくとも教育を後回しにしない実践を見たい。
　いずれにしても自由比較思想としてはともかく、経済思想史の観点から見る小論
は、次にあげる牧口が参照した、もしくは参照したと推定される文献やその関連を
拠り所として解釈するから、やはり以上のような解釈は当面やめておきたい。
　ここは、「近来我邦の社会が実力養成に其意を注くに至りたるは即ち此関係を自
覚したるなり。実に社会国家に於ける一切の政策は悉く富国政策の基礎の上に置か
れさるべからず」とあるように、明治期の発展途上国日本、という牧口の現状認識
を見れば、当面は十分である。牧口によれば、当時の日本は「富国となすの域に達
せざる」「貧強国」であった（906─907）。
5 ．産業立地論の経済学利用─経済学の「参考要書」
　産業立地論の「以上三章参考要書」（872）として以下の文献があげられている。
この「参考要書」を調査した応地（1982：278─279）の結果も参考にして、判明した
分だけであるが、著者・訳者のフルネーム、刊行年等を［　　］内に挿入し、さら
に文献ごとに改行して示すと以下のようになる。
「以上三章参考要書＝
▲ロッシェル氏「商工経済論」（平田東助外三氏訳）［原著1881年、1896年、明治29
年］
▲マーシャル氏「経済原論」（井上辰九郎氏訳）［原著1892年、1896年、明治29年］
▲金井［延］法学博士「社会経済学」下巻第二編［1902年、明治35年］
▲田島［錦治］法学博士「最近経済論」［1897年、明治30年］
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▲［ J・S・］ミル氏「高等経済原論」（天野［為之］法学博士訳）第六章第一節
［原著1848年、明治24年］
▲シヂゥヰック氏「経済政策」（田島［錦治］法学博士外一氏訳）［1897年、明治30
年］
▲バステーブル氏「外国貿易論」（同上訳）［1897年、明治30年］
▲新渡戸［稲造］農学博士「農業本論」［1898年、明治31年］
▲メーヨー、スミス氏「経済統計学」第一編（呉文聡氏訳）［1902年、明治35年］
▲メークルジョン氏「比較的新地理学」中の商業地理［1897年、明治30年］
▲志賀重昻氏「九州に於ける将来工業」（地理講義第十三章）［1889年、明治22年］
▲国民新聞第三五六一号及び第三六九の号
▲「日本」新聞第三六四〇号
▲プッヘンベルゲル氏「漁業論」（早川鉄治氏［ほか一氏］訳）［1894年、明治27年］
▲シモンズ氏「海産論」［浜野定四郎ほか一氏訳　1881年、明治14年］
▲建部［遯悟］文学博士「社会学」
▲ギッヂングス氏「社会学」（遠藤［隆吉］氏訳）第三編第四章［1900年、明治33
年］」（872）
　山口弥一郎によれば、『人生地理学』の参考文献は訳書が71冊、うち地理学関係
が50冊、社会学関係が17冊である（国松・野間・山口・矢ケ崎 1976：42）。上記の 3
章のうち経済学関係は 8 冊か 9 冊かも知れない。少なくとも牧口経済思想の形成と
特質を把握するために、上記 3 章の文献をすべて確認したい。そうすべきなのであ
るが、いかんせん入手困難なものが多い。『牧口常三郎全集』の『人生地理学』「校
訂・脚注・補注」を担当した斎藤正二には、その内容から見て、相当、「参考要書」
の蔵書があったと思われる。将来公開されることを期待したい。
　なお牧口はチューネン『孤立国』（Thünen 1966）の日本における地理学史上の先
駆的紹介者・導入者であるが、上記にはあげられていない。斎藤のチューネンに関
する補注（斎藤 1996a：270）も未完となって残念である8）。いずれにしても入手で
きない文献との関連について考察する際には、もちろんすべて、それで論点が明ら
かになるというわけではないが、斉藤の脚注だけでもたいへんありがたいところで
あり、小論は多くを負う。なおしかし後述（次号）となるが幸いチューネンに関し
ては応地（1982、1983）の研究がある。
牧口の直接引用
　まず牧口が本文の中で氏名を明記して直接引用した文献を、校閲者の志賀を除い
て、あげてみよう。マーシャル（770）、ヘルマン（775）、ポール・ルロア＝ボーリ
ュー（「ボユリュー」）（797）、カーネギー（797）9）、アレクサンダー・フォン・ペーツ
（798）10）、ミル（806）11）、およびメークルジョン（810─811）12）の 7 個所である13）。「仏
国の経済者」ポール・ルロア＝ボーリューは脚注（斎藤 1996a：290）では不詳とさ
れているが、おそらく Paul Leroy-Beaulieu（1843─1916）。ルロア＝ボーリューに関
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しては、さしあたりその明治期の受容も含めて、柳瀬（2002）に詳しい。アレクサ
ンダー・フォン・ペーツも脚注（斎藤 1996a：290）では不詳とされているが、おそ
らく Alexander von Peez（1829─1912）。なお現段階でマーシャルを除き、訳者はす
べて不明のままである。
　ここでは本研究において今後重要となるマーシャルと典拠が一応推定できたペー
ツの引用を確認しておきたい。
　マーシャルは第26章第 1 節「原始的産業と地」の（1）「農業と地」の中で次のよ
うに引用されている。
「さればマーシャル氏は曰へり「太陽及び風雨の作用は、即ち土地の各部に向つ
て造化の確保せる一種の年金なりと云ふべく、土地の所有権は動植物の生命と、
活動とに必要なる場所の所有権と共に此年金の既得権とを包含するものと云ふを
得べし」と。要するに吾人か通常肥沃なる土地として高き地価を与ふるものは之
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
を分解して観察すれば以上の両性質を具備するものに外ならざるなり
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
。」（770）
　これを「参考要書」にある井上辰九郎訳13）のマーシャル「経済原論」（1898年）
＝『産業経済学要論』（原著1892年）と比較してみよう。次のようになっている。
「……太陽及び風雨の作用は、即ち是れ土地の各部に向ては造化の確保せる一種
の年金なりと云ふべし。而して土地の所有権は此年金の所有権を包含し又其他動
植物の生命と活動とに必要なるべき場所の所有権をも包含す。但此場所の価格は
其の有する地理上の位置の如何に由りて影響せらるゝや少からざるものとす。」
（Marshall 2003：89．訳180）
　牧口の文献の引用・活用の仕方がわかる興味深い一例である。原文をあげると以
下の通りである。
……the action of the sun and the wind and the rain are an annuity fixed by 
nature for each plot of land. Ownership of the land gives possession of this 
annuity : and it also gives the space required for the life and action of 
vegetables and animals ; the value of this space being much affected by its 
geographical position.（Marshall 2003：89．）
　『産業経済学要論』は『経済学原理』（1890年）の要約版である。『経済学原理』に
同一の文章があるから、現代的な訳を引用しておこう。
「……太陽と風と雨の作用は、土地の各地点に対して自然が定めた年金のような
ものである。土地の所有はこのような年金の占有を与える。それはまた植物と動
物の生存と活動のために必要な空間を与える。空間の価値はそれが持っている地
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理的な位置によって大きく影響される。」（Marshall 1949：121訳 2 ：13─14）
　なおこの引用を含む「農業と地」の前半はほとんど全面的にこの井上訳マーシャ
ル『産業経済学要論』に準拠している。牧口は次のように述べている。
「植物の生命は土地の化学的及び器械的作用によりて支持せらるゝものなれば、
農業地の条件としては土地は先つ此両性質を併有するものならざるべからず。」
（769）
　このように述べて、以下「化学的性質」と「器械的性質」について説明してい
る。「マーシャル曰く」の引用はこの説明のまとめの部分で用いられている。なお
マーシャルの『産業経済学要論』（Marshall 2003：88─89）は「器械的性質」を先に
説明している。「器械的」は原語では mechanicallyとなっている。ちなみに『経済
学原理』の当該部分の訳は「力学的」（Marshall 1949：121訳 2：12）となっている。
全文を比較対照するとさらに類似がよくわかるが、いかんせんあまりにも長くなり
すぎる嫌いがある。ともかく以上からまず本研究が今後頻繁に論及するところとな
るマーシャル準拠の一例を確認できた。
　次にペーツに関して、牧口は「バワリアの経済学者フォン・ペーツ博士の説頗る
凱切なるものあり」と述べて次のように引用している。
「欧洲将来の運命を支配すべき大利害は支那にあらす又南阿にあらず
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
、真に米国
0 0 0 0
にあり
0 0 0
、英国の商業は徐々着々発達せり。独逸は一統後、英国を驚かすべき急速
を以て商業的進歩をなせり。然れども米国の商業に至つては単に急速なる進歩を
なせりと云ふのみにては、ことばの不足なるを感ず。米国は実に暴風の勢を以て
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
猛進せり
0 0 0 0
。北米合衆国は東に大西洋
8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8
、西に太平洋
8 8 8 8 8
、内に大河
8 8 8 8
、大湖を有して交通
8 8 8 8 8 8 8 8
の便
8 8
大
4
なるに加へ
8 8 8 8 8
、地豊沃にして農産物に富み
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
、又た鉄
4 4 4
、石炭の殆んと無尽蔵の
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
富源を包蔵す
4 4 4 4 4 4
。加之、其住民は英国と独逸との最も企業的精神に富みたる人々の
血を混したる人種にして、其不断の確実なる活動、非凡なる精力、職業に対する
熱心、忠実、是れ彼等の特質なり。三大競争国は各重荷を負ふ。英国は南阿。独
逸は支那。米国は比律賓によりて大に自由を傷害せらる。然れとも比律賓は最も
軽き荷物にして、米国は直ちに其重力の圧迫より免れて大々的に欧洲に其勢力を
及ほさん事疑ふべからず云々」（798）
　牧口の典拠は不明なのであるが、このペーツの引用と類似した記事がある。『ニ
ューヨークタイムズ』1901年 6 月27日号の「アメリカに警告／アレクサンダー・フ
ォン・ペーツ博士がヨーロッパの対合衆国関税戦争に助言」Warned against 
America/Dr. Alexander Von Peez Advises a European Tariff War on the United 
States と題する記事の中に、ペーツの論文「産業支配権争い」The Struggle for 
Industrial Supremacy が引用されている。その引用部分をあげてみよう。
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Not China, and not in the Transvaal war,… but the race between the great 
industrial countries — England, Germany, and, the United States — for me to 
coolly calculating politicians the foremost, weightlest, and most-enduring interest 
of the future. Slowly has England grown commercially, more rapidly has 
Germany risen after gaining political unity and establishing the protective 
system, but like a storm is the forward movement of the United States.… rising 
in the New World with sinister rapidity.… Its nationality has its roots in 
Germanic traits. It received, either from its Celtic mixture or as a characteristic 
of American soil, its qualities of unrest, assertiveness, and unexpectedness in 
action. The American has had the good luck, besides, to draw to himself from 
his two competitors a share of their own skill and of their own acquisitions 
through emigration from Germany and England. From the combination of all 
these qualities has resulted the undoubted superiority of a mighty land, 
stretching from ocean to ocean, full of coal and iron and treasures of the soil, 
inhabited by a trained, numerous, and daring people, spiritually and morally 
undistracted, ardently devoted to their various pursuits. The tree competing 
countries now suffer from obstacles which hinder their free movement. 
Germany has China, England the Transvaal, America the Philippines. From 
appearances, the United States will be the first to throw off its burden. After 
that country shall be free from the Philippine war, its industrial advance upon 
Europe will be fully manifested. （The New York Times．1901/06/27）
拙訳も記す。
「中国でもトランスヴァール戦争でもなく……冷静に計算する政治家にとって
は、将来の最優先・最重要にして最も永続的な利害関心事は─イギリス・ドイ
ツ・合衆国という─巨大産業国間の競争であると思われる。イギリスは商業的に
着実に成長し、ドイツは政治的統一を得て、保護体制を確立後、急速に成長して
きたが、合衆国の急激な勢いは嵐のようである。……異様な速さで新世界の中で
成長している。その国民性はゲルマン民族の形質の中にルーツがある。その国民
性は、ケルト民族との混交となっているか、アメリカという国の一特質として、
不断にして自信に満ちた予測できない行動という性質となっているか、いずれか
である。さらに、アメリカ人は、ドイツとイギリスからの移民を通して、 2 国の
競争者から、彼ら自身が分かち持っている熟練と習得を吸収するという幸運に恵
まれている。こうしたすべての性質の結合は、精神的・道徳的に取り乱さず、さ
まざまな職業に熱心に従事し、訓練が行き届いた数多くの人々が住む大西洋から
太平洋に至る広大な土地、豊かな石炭と鉄、大地の宝庫という優位をもたらし
た。この 3 つの競争国は現在、その自由な行動を妨げる障害に苦しんでいる。ド
イツは中国、イギリスはトランスヴァール、アメリカはフィリピン。状況から見
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て、合衆国がその重圧から脱却する最初の国となるだろう。合衆国がフィリピン
戦争から解放された後には、ヨーロッパへと産業進出してくることは十分明らか
である。」
以上の比較対照により同一の内容と推定してよいのではないだろうか。
　なお後述のように最も依拠したはずのロッシャーの名をあげた言及は 1 個所
（741）である14）。またチューネンの名をあげた言及は 5 個所（771、776、857、868、
870）と最も多い15）。
牧口の経済学文献の利用
　次に産業立地論の「参考要書」を含め経済学文献がどのように活用されていたの
か、この点を斎藤の脚注（1996a：243─342）を軸に整理してみよう。まず応地
（1982：280─281）も指摘するように、牧口自身が「尚ほ附記すべきもの甚だ多しと
雖も、今は記憶に浮ばざるを遺憾とす」（例言 6）と述べている点から、「参考要書」
は「要書」であって、牧口の参考文献を「網羅」したものではない。ちなみに「参
考要書」の中にある金井延『社会経済学』（金井 1902）は「下巻第 2 編」と明記さ
れているが、斉藤がその脚注において明らかにしているように、牧口は他の個所も
多く利用している。そうした点も勘案してまとめた結果が表 1 である。表 1 は牧口
が前述の直接言及した経済文献・経済学者等、「参考要書」およびそれ以外に斎藤
が脚注であげた経済学文献も含めた一覧である。一目瞭然、ロッシャー16）と金井
が圧倒的に多いことがわかる。
　牧口がロッシャーと金井の両者にどのように準拠・踏襲し、摂取し、どのように
応用したのか、比較対照により牧口独自の展開を明らかにしなければならない。
各々かまとめてか、いずれにしても別稿を要するのではないかと思われる。よって
他日を期したい。さらにまた金井のほか天野為之、田島錦治等も含めた明治日本経
済思想史上の観点から、牧口がどのように摂取していたのかという課題もある。こ
の点も他日としたい。本研究では、前述のように先にスミス、マーシャル、および
チューネンの方から検討を加えたい。
6 ．産業立地論の概要─経済思想の論点を探りつつ
　産業立地論の各 3 章を概観し、経済学の観点から興味深い点を探りたい。まず論
点のみを指摘し、具体的な検討は次号以降とする。
第25章「産業地論　上」
　第25章「産業地論　上」は、以下の 4 節からなる。
　　第 1 節「消費せんとする欲望と地」
　　第 2 節「生産業の種類」
　　第 3 節「産業の発達」
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表 1　産業立地論の経済学利用─『人生地理学』第25章・第26章・第27章
本 文 頁
脚注番号
脚注頁 推定参考文献
243（3） 243─244 金井延『社会経済学』
243（3） 244 ロッシャー『商工業経済学』
243（7） 244 金井延『社会経済学』
243（8） 244 金井延『社会経済学』
244（3） 245 金井延「社会経済学」
244（7） 243─244 天野為之『経済原論』
244（8） 243─244 金井延『社会経済学』
245（11） 247─248 天野為之『経済原論』
245（15） 248─249 金井延『社会経済学』
246（3） 250─251 金井延『社会経済学』
252（3）・（4） 257─258 金井延『社会経済学』
255（8） 261 ロッシャー『商工業経済学』
262（1） 267─268 金井延『社会経済学』、天野為之『経済原論』
262（3） 268 金井延『社会経済学』
264（4） 269 マーシャル『産業経済学要論』
265（10） 270 チューネン『孤立国』（今関常次郎「実用教育農業全書
第七篇　農業経済篇　全」）
268（7） 273 ロッシャー『商工業経済学』
268（5） 272 ヘルマン（出典不明）
269 チューネン『孤立国』
270（2） 274─275 ロッシャー『商工業経済学』
275（2） 279 ロッシャー『商工業経済学』
279（4）・（5） 284─285 金井延『社会経済学』
284 カーネギー「欧州対北米合衆国」（訳者不明）
284（1） 290 ポール・ルロア＝ボーリュー「米国の産業と欧洲」（訳
者不明）
285（2） 290 アレクサンダー・フォン・ペーツ　The Struggle for 
Industrial Supremacy（訳者不明）
291 ヒュー・ロバート・ミル『万国地理学』（訳者不明）11）
293（8） 296 金井延『社会経済学』
294（1） 297 金井延『社会経済学』
294（2）・（3） 297─298 金井延『社会経済学』
294（4） 298 メークルジョン『比較的新地理学』（訳者不明）
295（7） 298─299 金井延『社会経済学』
295（8） 299 ロッシャー『商工業経済学』
295（9） 299─300 金井延『社会経済学』
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296（2）・（3） 301 ロッシャー『商工業経済学』
296（5） 301 ロッシャー『商工業経済学』、金井延『社会経済学』
296（7） 301 ロッシャー『商工業経済学』
301（12） 306─307 ロッシャー『商工業経済学』
302（1） 308 ロッシャー『商工業経済学』
303（1） 308─309 ロッシャー『商工業経済学』
304（1） 309 金井延『社会経済学』、ロッシャー『商工業経済学』、マ
ーシャル『産業経済学要論』
305（3） 309─310 ロッシャー「商工業経済学」
305（4） 310─311 ロッシャー『商工業経済学』
306（1） 311 ロッシャー『商工業経済学』
306（3） 312 ロッシャー『商工業経済学』
307（4） 313 ロッシャー『商工業経済学』
308（2） 314 ロッシャー『商工業経済学』
320（4） 325 ロッシャー『商工業経済学』、マーシャル『産業経済学
要論』
320（5） 325─326 ロッシャー『商工業経済学』
320（7） 326 ロッシャー『商工業経済学』
323（10） 328─329 金井延『社会経済学』、ロッシャー『商工業経済学』、マ
ーシャル『産業経済学要論』
323（11） 329 金井延『社会経済学』
323（12） 329 金井延『社会経済学』
323（13） 329─330 金井延『社会経済学』
323（14） 330 金井延『社会経済学』
323（16） 330 金井延『社会経済学』
323（17） 330 金井延『社会経済学』
323（18） 330─331 マーシャル『産業経済学要論』
323（19） 331 マーシャル『産業経済学要論』
324（2） 331─332 マーシャル『産業経済学要論』
326（2） 336 チューネン『孤立国』
328（6） 338 ロッシャー『商工業経済学』
329（6） 338─339 金井延『社会経済学』
333（2） 340 ロッシャー『商工業経済学』
334─335 341─342 チューネン『孤立国』
335 チューネン『孤立国』
注：斎藤（1996a）の脚注が中心であるから、『全集』（初版）（牧口 1996）の頁を表示して
ある。脚注番号のないものは脚注なし。265のチューネンは応地説（応地　1982、1983）に
よる。291のミルに関しては注12を参照。外国語文献はタイトルを変更しているものがあ
る。
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　　第 4 節「職業の心身に及ぼす影響」
　第 1 節は、消費活動に関する欲望の分類となっている。ロッシャーによって、
「人生の欲望の 3 種」として「自然的欲望」、「応分的欲望」、「奢侈的欲望」をあげ
ている。欲望は「文化」、「気候」、「地上の位置」の「条件」により異なる（741─
742）。
　第 2 節には、生産要素と分業などに関する記述がある。これに関しては別途、後
述（次号）とする。「産業の種類」として「 1 ．猟業　 2 ．漁業　 3 ．鉱業　 4 ．農業　
5 ．林業　 6 ．牧畜業　 7 ．製造業　 8 ．工業　 9 ．商業　10．運輸業」の10種類をあげ
ている。そしてこれらをさらに区分して、猟業・漁業・鉱業＝「天然産物採取業」、
農業・林業・牧畜業＝「粗品の生産業」、製造業・工業＝「粗品加工業」、および商
業・運輸業＝「貨物の転移業」となっている。また猟業・漁業・鉱業・農業・林業
および牧畜業の 6 つを「原始的産業」、製造業・工業・商業および運輸業の 4 つを
「分支的産業」と分けている（745─746）。
　第 3 節は、牧口の経済発展段階説である。（1）「狩猟及漁時代」、（2）「遊牧時
代」、（3）「農業時代」、（4）「商業時代」、および（5）「工業時代」と 5 段階説であ
る（747─750）。
　第 4 節は、「職業と身心」の関係に関して、「商業と心意」、「農業と心意」、「林業
と心意」、「漁業と心意」、および「工業と心意」と職業別にまとめられている（751
─766）。工業の個所に分業に関する記述があり、これも後述（次号）とする。
第26章「産業地論　中」
　第26章「産業地論　中」は、農業立地論と工業立地論の内容である。以下の 4 節
からなる。
　　第 1 節「原始的産業と地」
　　第 2 節「製造工業の性質及其分類」
　　第 3 節「手工製造業と地」
　　第 4 節「機械工業と土地」
　第 1 節は、（1）「農業と地」、（2）「鉱業と地」、および（3）「水産業と地」の 3 項
からなる（767─776）。「農業と地」には、マーシャルの引用があり、そして問題の
チューネン『孤立国』が取りあげられている。この点は別途、後述（次号）とす
る。なお牧口はチューネンの農業の「孤立国の理論」は水産業にも「転用」できる
と見ている（776）。
　第 2 節は、工業立地論と工業の分類である（776─778）。
　第 3 節は、（1）「実用手工業と地」と（2）「高価なる奢侈品の工業と地」の 2 項
からなる（778─783）。
　第 4 節は、（1）「製造業の各要素と製造地」、（2）「将来の製造業最盛地」、および
（3）「特殊製造業と地」の 3 項からなる（783─809）。（1）「製造業の各要素と製造地」
は、さらに次のように分けられている。①「原料品と製造地」、②「生産原動力と
製造地」、③「労力と製造地」、④「資本と製造地」、⑤「販路と製造地」、および⑥
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「製造場設立用地の性質」（785─795）。（3）「特殊製造業と地」も、さらに次のよう
に分けられている。①「林産製造業と地」、②「鉱山製造業と地」、③「水産製造業
と地」、④「農産製造業と地」、⑤「格段なる農産製造業と地」、⑥「化学工業と
地」、および⑦「各種工業の聯合発達地」（801─809）。
　以上の第 2 節以降は、第26章の圧倒的内容を構成するものであり、別稿にて全体
的に検討してみたい。前述の国松（1978：207）が「『人生地理学』の内容のうちで
も特に白眉である」と評した個所である。国松はウェーバーの工業立地論との詳細
な比較分析を行い、その先駆的意義を説いたが、牧口の経済思想形成を探る観点か
ら、次号にて、さしあたって産業集積論について、マーシャルと比較してみたい。
第27章「産業地論　下」
　第27章「産業地論　下」は、商業地理学と交通地理学の内容である。以下の11節
からなる。
　　第 1 節「商業地理及其原則如何」
　　第 2 節「交通機関の種類及要素」
　　第 3 節「交通機関の発達及其各種の長短」
　　第 4 節「交通手段の進歩と人生」
　　第 5 節「交通の進歩と社会団躰の変動」
　　第 6 節「通路系統と地」
　　第 7 節「貨物流通の径路」
　　第 8 節「貨物流通の距離」
　　第 9 節「貨物移動の分量及時期」
　　第10節「中心市場と地」
　　第11節「立国の基礎としての地」
　以上の構成からある程度は察せられるように、第27章は重厚な内容となってい
る。
　第 1 節においてその研究対象について牧口は次のように述べている。
「経済学の上に於て
0 0 0 0 0 0 0 0
貨物の流通
4 4 4 4 4
或は
0 0
貨物の循環
4 4 4 4 4
或は
0 0
交易
4 4
の称ある一方面の経済的
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
活動にして
0 0 0 0 0
、吾人が将に観察の歩を進めんとする所の現象なり
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
。」（810）
　そして本章のテーマについて次のように述べている。
「吾人が商業地理に於て知らんと欲する所は
8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8
非常に錯綜したる貨物流動の間に一
定の法則の概括せらるべきものありや否や、若しありとせば果して如何、切言す
れば如何なる貨物を何れの地方に送らば最も利益多きかの実際問題を判定するの
8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8
標準たるべきものは何ぞやと
8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8
云ふことなり
0 0 0 0 0 0
。」（811）
　第 1 節には分業の記述が見られ、この点は後述（次号）とする。
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　第 2 節はタイトル通り、交通機関の分類である。
　第 3 節は「交通機関の進歩を概観」（822）したものである。19世紀を「交通機関
革命時代」と見て、20世紀のさらなる進歩を予想している（822）。また「言語の運
送」、「言語運搬機関」として通信機関にも言及している（825）。
　第 4 節は、交通手段の「社会経済に及ぼす影響」＝「生産費の節約」と「社会の
政治的生活に及ぼす影響」があげられている。さらに交通革命による世界的な変化
について次のように述べている。
「交通機関の進歩は啻に国民生活に大変動を呈したるのみならず、全世界の社会
生活に於ても大変動を呈せり。即ち鉄道及汽船出でゝ茲に世界経済の端緒を
0 0 0 0 0 0 0 0
開
0
き
0
、電信出てゝ世界の市価を速知するを得せしめ、依て以て市場の範囲を拡張
0 0 0 0 0 0 0 0
し
0
、世界を一大市場と化成するに至れり
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
。」（829）
これは明らかに当時のグローバリゼーションの認識である。
　第 5 節は、交通機関の発達による時代区分として、（1）「河湖交通時代」、（2）「内
海及び沿海交通時代」、（3）「遠洋交通時代」、および（4）「内陸交通時代」と交通
機関の発達による 4 つの時代区分によりまとめられている（835─842）。それに先立
って、交通の進歩により地理的障害が取り除かれた帝国主義時代の現状認識が見ら
れるが、別途、後半（次号以降）で取りあげたい。
　第 6 節は、（1）「通路系統と地」（ 1 「道路の方向と地勢」、 2 「道路の屈曲と地勢」、
3 「道路の結節点と地勢」）、（2）「鉄道系統と地」、および（3）「海路系統と地」の 3
項からなる（844─851）。
　第 7 節は、（1）「気候に基づく産圧力の差異」、（ 1 「気温に基づく産圧力の差異」、
2 「雨量の分布に基づく産圧力の差異」）、（2）「地表の形成に基づく産圧力の差異」、
（3）「都市に対する位置に基づく産圧力の差異」、および（4）「文化の程度に基づく
産圧力の差異」の 4 項からなる（854─859）。このユニークな需給分析については、
別途、後述（次号）とする。
　第 8 節は、輸送費の分析である。
　第 9 節は、第 7 節の需給分析のタームが多く使われており、第 7 節と合わせて後
述（次号）とする。
　第10節は、第29章の都市地理学の予告となっている。
　第11節は、国際版、日本版のチューネンモデルがある。第26章第 1 節のチューネ
ンへの言及と合わせて別途、次号で取りあげる。
7 ．まとめ─次の課題
　「参考要書」と牧口の引用を手がかりに、牧口による経済学文献の広範な利用が
ひとまず明確となった。『人生地理学』の経済思想は、まず國松（1978）の後世と
の比較で牧口の先駆性を中心に見る経済地理学中心解釈、また村尾（1997）のマル
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クス経済学中心解釈等では把握しきれない。小論では経済思想史の観点から牧口の
典拠の探索を開始したわけである。その立ち入った内容については次号以降にて順
次考察を加えていきたい。
　産業立地論を概観し、合わせて論点をいくつかあげたが、次号以降、注目すべき
論点をクローズアップし考察する、といった順に進めたい。その際、その他の章に
ついても関連した経済の記述がある場合には、それらも取りあげよう。
　繰り返すと『人生地理学』を読んで真っ先に気にかかった点は、分業論、マーシ
ャル、およびチューネンである。以上の 3 点をまず次号にて最優先課題として取り
組んでみたい。もう少し具体的には、生産要素・生産・価値・効用、分業論、チュ
ーネン『孤立国』、産業集積論、需給分析等と順次、考察を加えていきたい。
　さらに本研究全体の後半では、第28章「国家地論」や第31章「生存競争地論」を
中心に、植民地と帝国主義に関する記述について、経済・経済学の視点から取りあ
げて考察してみたい。以上により、まとめとして牧口常三郎の初期経済思想、すな
わち『人生地理学』の経済思想の特質を明らかにしたい。
注
1 ） 　『人生地理学』の引用は訂正増補第 8 版（牧口 1908）による。その頁のみ記す。ただ
し表記は初版底本の『全集』（牧口 1983、1996）の「凡例」に従った。ただし『全集』
校訂によるルビ・「ママ」は省略した。直接引用以外は原文の傍点・傍線はすべて省略
した。なお表 1 のみ斎藤（1996a）の脚注を中心としているため、『全集』（牧口 1996）
の頁を記す。
 　小論は『人生地理学』研究の新規参入であり、初心者目線にて以下に基本的な点に言
及する。まず『人生地理学』は次の通り初版から第11版まで出版されている。
 　初版　　1903年、明治36年10月12日印刷・10月15日発行
 　第 2 版　1903年、明治36年10月28日印刷発行
 　第 3 版　1903年、明治36年11月25日印刷発行
 　第 4 版　1904年、明治37年 3 月25日印刷発行
 　第 5 版　1905年、明治38年 6 月20日印刷発行
 　第 6 版　1906年、明治39年 5 月15日印刷発行
 　第 7 版　1907年、明治40年10月25日印刷発行
 　第 8 版　1908年、明治41年10月13日訂正増補印刷、10月18日訂正増補発行
 　第 9 版　1910年、明治43年11月 3 日印刷発行
 　第10版　1912年、大正元年 9 月25日印刷発行
 　第11版　1914年、大正 3 年 9 月25日印刷発行
以上は、牧口（1908）奥付、「復刻　人生地理学」編集部（1976：120）および「創価教
育の源流」編纂委員会編（2017：90─91、106─107、473─477）による。
　沖（2003：22）は、当時は「版」と「刷」の区別があまり明確ではなく、「刷」の意
で「版」を使用し、改訂の際は「訂正増補」としたのではないかと推察している（ちな
みに現代でも「版」と「刷」の区別は完全なものとはいえない。たとえば「刷」だから
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修正なしともいえない。字句を修正して増刷されているのはよく見受けられる。さまざ
まなケースがあるからこれ以上の言及はやめよう）。確かにそう思える発行年の間隔で
はある。しかし沖（2003：22）も確認しているように1903年10月25日に増刷があること
が明らかになっている（最多現存）（「創価教育の源流」編纂委員会編 2017：90）。さら
にいえば聖教文庫版 1 ～ 4 （牧口 1971、1972a、1972b、1975）は第 5 版を底本（未
見）として、初版とは章立てが異なっている。さらに付言すると、第 5 版は第 4 章から
第 1 章として始まり、第 8 版では初版の章立てに戻っている。ちなみに第 8 版を底本と
した聖教文庫版 5 （牧口 1980）は、聖教文庫版 1 ～ 4 までの章立てを継続しているた
め、第 8 版とは章番号が異なっている。参照の際は注意が必要である。第 8 版以外の各
版にも若干の変更があったとも考えられるが、すべて未確認である。ともかく初版と第
8 版を最優先とするも、語句・フレーズ・強調点等を含む初版から第11版までの各版異
同が明らかになることを期待したい。さらに「参考要書」を含む牧口の参考文献の書誌
研究、索引等の作成も課題である。これらすべて、非力な私にはとてもなしえない。
「訂正増補第 8 版」を含む『全集』別巻の刊行が俟たれる。ちなみに『全集』別巻の予
告は、「凡例」と「月報 5 」（第三文明社編集室 1996）にある。
2 ） 　牧口価値論については、経済学の観点というよりも分析哲学的な観点から少し論及し
たことがある。次の拙稿、坂本（2016）を参照されたい。
3 ） 　『人生地理学』と牧口価値論との接合・関連・連続性は牧口経済思想研究の最終段階
の課題である。牧口自身は『創価教育学体系』第 2 巻の「序」において次のように述べ
ている。「人生地理学は地人関係の現象を研究対象と為し、その間に於ける因果の法則
を見出さうとしたもので、全く価値現象を研究して居たのである。それは今本書に於て
価値概念を分析し、遂に其の本質を評価主体と対象との関係力なりと定義したのによつ
ても判然しよう。即ちその当時は価値といふ名称にまでは至らなかつたとはいへ、既に
薄膜一重の所に接近して居たのであるが、之を意識しなかつただけに過ぎない。……
『人生地理学』は人間の生活現象の地理的分布を対象とし、それに於ける因果の法則を
見出し以て社会の空間的各方面の連帯性を闡明せんとするものであり、『創価教育学体
系』は又被教育者の生活を指導する方法上の因果法則を探究せんとするにあるからであ
る。人生が価値の追及であることは又繰返す必要はあるまい従つて人生と離れ得ざる科
学の研究にあつては何人でも価値問題は回避の許されない前提であらねばならぬ」（牧
口 1982：206─207）。さしあたって斎藤（2010：529─591）の「『人生地理学』と『創価
教育学体系』とを繋ぐもの」を参照されたい。
4 ） 　「例言」の前に校閲者・志賀重昻の「序」、小川（1908）の批評（1903）の再録、およ
び牧口の「第八版訂正増補に就いて」がある。ちなみに初版底本の『全集』（牧口
1983）には志賀の「序」がない。省略された理由は不明である。校訂担当の斎藤
（1983a）は、驚異的なほどに徹底的に緻密であったが、その斎藤の方針であったのか
どうかも不明である。注 1 にて言及した『全集』別巻に収録予定なのかも不明である。
5 ） 　先駆的研究として関（1986）をあげることができる。
6 ） 　斎藤（2004：590─596）はこの後、スミス『国富論』の教育論をきわめて高く評価
し、「牧口の平和・反戦思想も直接的にはスミス自由主義経済論の薫陶下に生まれた」
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と結論づけている。しかし『国富論』第 1 編の引用と解説が中心となっており、残念な
がら、牧口との具体的な比較は見られない。なおスミスの教育論に関しては、拙稿・坂
本（2004、2011）を参照されたい。
7 ） 　（1）に関しては拙稿・坂本（2010）、（2）に関しては Smith 1976：Ⅱ：Ⅴ. ⅱ. k. 訳 4 ：
217、また（2）、（3）、および（4）に関しては拙稿・坂本（2005）を参照されたい。そ
して（5）に関しては、熊谷（1995）の「小学校長として」、「創価教育の源流」編纂委員
会編（2017）の第 3 章・第 4 章を参照されたい。
8 ） 　斎藤の補注（1996b）は第19章「気候」第 2 節「気温と人生」の途中までで終わって
いる。なお補注の「補遺」が以下に公表されている。斎藤（2012）第23章「社会」の部
分、斉藤（2013）第23章「社会」の部分、斎藤（2014）第19章「気候」の部分、斉藤
（2015）第19章「気候」の部分、および斎藤（2017）第20章「植物」の部分。これでも
未完であり、結局、後世に託された形となっている。
9 ） 　「カーネギー氏が昨年」（798）は第 8 版でも初版のまま修正されていない。
10） 　ペーツに関してはさしあたって WIKIPEDIA　Die freie Enzyklopädie の Alexander 
von Peez（https://de.wikipedia.org/wiki/Alexander_von_Peez）を参照されたい。
11） 　問題は「ミル氏」（806）の引用である。「参考要書」のミルが、J・S・ミルであるこ
とは明らかである。しかしこの引用はおそらくヒュー・ロバート・ミルの引用と推定さ
れる。現段階で未確認であり、J・S・ミルの牧口による利用も含めて詳細は他日を期し
たい。ちなみに第15章「港湾」の「参考要書」に「ロバート、ミル氏「万国地理学」第
二五三─七九三頁」（398）、第20章「植物」の「参考要書」に「ミル外七十氏「万国地
理学」第四〇四─四〇七頁」（588）、および第22章「人類」の「参考要書」に「ミル氏
「万国地理」」（671）とある。
12） 　他の章では、リスト（第13章「海洋」第 3 節「開明人と海洋」）（281）とマルサスの
人口論の引用（第 5 章「地球」第 2 節「地球の大サと人生」）（59）がある。
13） 　当時、ベストセラーとなった井上訳の状況と特徴については、井上（1993：220─
222）を参照。井上訳の問題点については、早坂（1977：122）、および井上（1993：220
─221）参照。なお手元にある井上訳は1908年、明治41年版である。マーシャルは1899
年第 3 版底本。したがって牧口が参照したものと完全に同一ではない。
14） 　他の章にロッシャーの引用が 1 個所ある。第 8 章「地峡」（115─116）。なお斎藤
（1983b：460─461）のロッシャーに関する補注を参照されたい。
15） 　チューネンは第28章「国家地論」（911）にも 1 個所ある。これも次号以降にて取りあ
げる。
16） 　ロッシャーは他の章でも「参考要書」にあげられている。第 8 章「地峡」「商工経済
論」第 1 章（121）、第16章「海岸」「商工経済論」第90章（430）、第29章「都会及村落
地論」「商工経済論」第 1 編（1012）
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劉　　 継 　生
1 ．はじめに
　私たちは日常生活の中で AI（人工知能）をよく利用するようになっている。例え
ば、ある場所に行きたい場合、iPhone に搭載された「Siri」や Android に搭載され
た「Googleアシスタント」に話しかけると、行き方や経路をすぐに答えてくれる。
この「Siri」と「Googleアシスタント」は音声認識のできる AI である。AI スピー
カーも、私たちが日常的に発している言葉の構造や文脈を理解できる自然言語処理
能力を備えており、利用者との音声対話によって音楽の再生、ニュースの読み上
げ、スケジュール管理、室内照明のオンオフ、家電操作などができるようになって
いる。
　「第三次 AI ブーム」と言われるように、AI 技術は、いま社会の様々な場面で実
用化の段階を迎えている（AI 白書 2019：24）。AI 技術を飛躍的に発展させたのが
「ディープラーニング」（深層学習）である。ディープラーニングは、機械学習の一
手法である「ニューラルネットワーク」の深い階層を指す。深層学習を活かして、
AI は自身で画像を見分けたり、音声を聞き分けたりできるようになっている。例
えば、数万枚の写真を見て何が映っているかを当てるテストでは、AI が間違える
確率は 2 ％程度であるのに対して、人間が間違える確率は 5 ％となっている（AI
白書 2019：210）。画像認識の精度において AI は人間の能力を超えていることが明
らかになった。AI は大量のデータを元に、特定のパターンを見つけ出し、人間の
能力をはるかに超える速度で答えをはじき出すことができるため一気に広まった。
　ディープラーニングによって AI は「眼」や「耳」を手に入れた。さらに「眼」
と「耳」を活かして機械（身体）は「手」と「足」を使えるようになった（AI 白書
2019：25）。現在の AI は、自動運転をはじめ、ドローン宅配、品質管理、遠隔医
療、スマート農業など多くの分野で活用されている。近い将来、定型作業あるいは
ルーティンワークのような決まりきった作業は AI に置き換えられるようになる。
例えば、食材の異物混入や不良品の判別、機器故障の事前検知など熟練工が行って
いた業務を AI が代替するという工場のスマート化が進んでいる。
　少子化や高齢社会への対応、持続的な経済成長の実現、災害発生時における安
心・安全の確保といったさまざまな社会課題に対応するため、政府は、AI 技術は
多様な分野で新たな価値を創出し、より豊かな国民生活の実現を支える基盤技術で
あり、日本の国際競争力を強化する上で極めて重要な技術であると戦略的にとらえ
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ている。さらに、「Society5.0」という新しい社会像を掲げ、各分野における AI の
社会活用を力強く推し進めている1）。
　AI は、IoT やビッグデータ、ロボティクスなどの最新技術と組み合わせること
によってより大きな力を発揮できる。産業構造を根本から変え、人手不足を補い、
イノベーションをもたらし、さまざまな社会問題を解決するツールとして大きな期
待が寄せられている。しかし現状では、開発と需要の間にミスマッチが発生し、
AI と人間社会の間にギャップが生まれている。言い換えれば、目を持ち、手を使
えるようになった AI の急成長に社会が追いつけず、雇用の不安、個人の尊厳への
侵害、技術に対する妄信、AI の制御不能などが懸念されている。これらの問題に
対して、本稿では、社会受容の視点から AI 活用の効果および潜在問題を考察し、
AI を正しく利用するための AI リテラシーを提起する。
2 ．AI の技術的特徴
　AI（Artificial Intelligence）とは人工知能のことである。一般的なイメージとして
は、「人間に代わって計算したり判断したりできる高性能なコンピュータ、また
は、そのためのソフトウェア」や「知能があるかのように振る舞える人工物」であ
る（情報通信白書 2018：42-45）。人工知能がどのように実現されているのか、成長
することができるかを考えてみる。
2 ．1 　機械学習とディープラーニング
　AI 技術の基本は「機械学習」である。これは機械が自ら学ぶことができるよう
に開発された技術である。機械学習を実現する方法はさまざまであるが、近年最も
利用されているのが、人間の神経回路網を模した仕組みを取り入れた「ニューラル
ネットワーク」である。ニューラルネットワークは1960年代と1980年代に 2 度のブ
ームがあった。その時代に比べると現在は、多層化の度合いがかなり進み、従来は
数層しかなかったニューラルネットワークが、現在では200層を超えるようになっ
ている（AI 白書 2019：49）。多層化ニューラルネットワークを利用して実現された
新しい機械学習の方法は、「ディープラーニング」（Deep Learning 、深層学習）であ
る。
　ディープラーニングによって AI 技術が急速に進歩した。従来の機械学習では、
入力情報のモデルを作り、見つけるべき情報を抽出させ、そこから得る特徴量を人
間が設計していた。これに対し、ディープラーニングでは、判断用のモデル自体を
自動で構築する。学習を通じて自分のモデルが改善され、AI はそれを生かして判
断が可能となる（稲継 2018：27）。つまり、AI は、ディープラーニングを用いて自
分で特徴を見つけることができるため、人間が細かく設定しなくても自分で成長し
て賢くなれる。
　機械に学習をさせるディープラーニングには 3 つの方法がある（AI 白書 2019：
37）。①「教師あり学習」では、問題と答えを与え、その関連性を学習させる方法
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である。②「教師なし学習」では、問題だけを与え、答えを与えず、AI 自身で解
け方を見つける方法である。③「強化学習」では、AI の行動を利用者が採点し、
AI がその点数によってどのように行動すればよいか（高い報酬を得るか）を理解し
ていく方法である。
2 ．2 　ビッグデータ
　AI は学習することを通じてさまざま仕事をこなせるようになる。肺がんに対す
る診断のあり方を見てみよう。まず、AI に肺の状況を撮影した大量の画像と、画
像ごとの診断所見を解答として与える。次に、AI が正解を出せるように、答え合
わせを何度も繰り返し学習させる。そして、学習を終えると「モデル」と呼ばれる
複雑な計算式のようなものが形成される。この学習済みのモデルをもとにさまざま
な調整を加えて完成させたソフトウェアに、患者の肺の画像を与えれば、高精度で
病気を識別することができる。
　「肺に関する大量の画像と画像ごとの診断所見」は事例である。このような大量
の事例をデジタルデータとして AI に与えなければ AI は学習できない。言い換え
れば、ディープラーニングには大量のデータが必要不可欠である。大量のデジタル
データのことを「ビッグデータ」（Big Data）という。ビッグデータは、デジタル化
された巨大な情報集積であり、単にデータ量の多さを示す Volume だけではなく、
種類の多さを示す Variety 、リアルタイム性を示す Velocityといった意味も含んで
いる（AI 白書 2019：61）。
　AI 技術は、実は大量のデータに潜む特徴を自動的に見つけ出して、パターン認
識を行い、結果の判断を下すことである。機械学習で実現する判断とは、データを
機械（実際にはソフトウェア）に読み込ませ、その特徴を認識することである。もち
ろん、未知の入力に対して誤った判断を出力することもあり得る。その場合は、新
規の正しいデータを使って再び AI に学習をさせることによって判断の精度を高め
る必要がある。
　「データは21世紀の石油」とも言われるように、自動運転や医療診断などの AI
の急成長を支えているのがビッグデータである。データは過去から蓄積されたもの
もあればリアルタイムに生成するものもある。例えば、インターネット利用の増大
と IoT の普及により、さまざまな人・モノ・組織がつながるようになり、そこか
ら大量のデータが絶えず生成・収集・蓄積されている。つまり、ソーシャルメディ
アの利用者の書き込み、さまざまな場所に埋め込まれたセンサーの働き、人と人・
人とモノ・モノとモノのやり取りから膨大なデータが生まれてくる。
　AI が知識を獲得するディープラーニングの本質はビッグデータからの学習であ
る。大量のデータを AI に読み込ませることで、AI 自身が規則性や特徴を識別で
きるようになる。例えば、猫の定義（特徴量：耳、足、髭、体形など）を人間が AI に
教えなくても、猫の写真を大量に読み込ませるうちに、AI 自身が猫の特徴量を見
つけ出し、猫かどうかを判別できるようになる（稲継 2018：26-29）。一方、データ
を多く集めること自体には必ずしも価値はない、そこから取り出されるさまざまな
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意味や知見にこそ価値がある。逆に考えると、価値のないデータや質の低いデータ
を利用すればするほど AI の精度が下がってしまう。
2 ．3 　自律学習による成長の可能性
　AI には「識別」「予測」「実行」の能力が備わっている。この 3 つの能力を適切
に組み合わせることによってさまざまな問題を解決することができる。自動運転車
の仕組みを見てみよう。①画像認識と音声認識から得られた情報に、運行情報・地
図情報・位置情報などを加えて、車両がおかれた状況を識別することができる。②
目的地に到達するための経路を計画し、衝突の可能性など目の前に起こりうるさま
ざまなことを予測する。③速度や方向を調整して安全運転を実行する（情報通信白
書 2016：237-239）。自動運転車は、その場その場の状況を見極めながら適切な判断
を繰り返す。もしあるデータが間違っていると自動運転車は交通事故を引き起こす
リスクがある。従って、安全かつ円滑な自動運転を保証するためにデータが果たす
役割は極めて重要である。
　AI の社会実装を進めるためには識別・予測・実行の能力や精度を絶えず向上し
なければならない。その決め手は、どのようなビッグデータを AI に投入するかで
ある。なぜなら、人が AI に教え込むのではなく、AI はビッグデータから学習す
るからである。例えば、AI の対話技術では、ルールベースで用意した回答を選定
する方法と、人間がルールを教える機械学習によって対話のパターンを学習させる
方法が用いられてきた。しかし、質問に対する回答が定型的になったり、不自然に
なったりすることで利用者は飽きてしまった。2015年頃からディープラーニングが
組み込まれると、さまざまなバリエーションを自律的に学習することで自然な対話
ができるようになった（井熊ほか 2018：10）。
　AI の翻訳の技術もここ数年で飛躍的に向上している。以前は、単語単位で翻訳
し、各国語の文法に従って並べ替えをしていたため不自然な機械翻訳が多かった。
2016年11月に Google の無料の自動翻訳機能にディープラーニングが導入され、翻
訳の質が飛躍的に向上した。これは文法の知識をもとに翻訳しているのではない。
膨大な対訳データをもとに、AI は言い回しのコツを学んだのである。そのため、
人間による翻訳に近い自然な翻訳ができるようになった。
　大量のデータを読み込み、自ら学習していく過程で、人が気づかなかったことも
AI は見つけ出すことができる。囲碁 AI のように、プロの棋士でも思いつかない
定石を生み出すことが時々ある。データは、量だけではなく種類や質も重要であ
る。多種類（多分野、多内容）かつ高品質（高精度、高精細）なデータを大量に持っ
ていることは、競争力を左右するだけではなく、イノベーションの源泉にもなる
（情報通信白書 2018：3）。AI は頻繁に使われるほど能力が高まり、多様な状況に対
応するほど経験が積み重なる。AI はデータからの学習を通じて絶えず自身を改善
し、成長し続けることができる。これこそ AI の強みである。
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3 ．AI の技術的弱点
3 ．1 　ブラックボックス問題
　アメリカのある企業が、AI を導入した人材採用システムを試作したところ、女
性の応募者を低く評価することがわかった。従来の応募者と採用者の大半は男性だ
った。AI はそのデータを学習したため、男性の方が採用にふさわしいと判断した
ようだ。AI の判断過程が透明ではない、バイアスが入り込まないことを保証でき
ないと考え、その企業は AI の導入を断念した（朝日新聞： 2019／3／9）。これは AI
に対する信頼の問題でもある。完全信頼ができない限り、AI の判断をうのみにせ
ず、あくまで参考にするという程度にとどめるべきである。
　AI は大量のデータを繰り返し学習することによって答えを自律的に導き出す。
しかし、AI がどのような思考回路をたどったのか不透明であるため、その判断過
程や結果の合理性は説明できない。このように、AI の思考プロセスが人間には分
からないという問題は「ブラックボックス問題」と呼ばれている。これは思考方法
の差異から生じる問題でもある。人間が物事を思考する際は通常 3 次元である。し
かし人工知能は、200を超える次元（多階層）で物事を捉えている。なぜそのような
答えに至ったかは人間には想像できない。AI の活用や、人間と AI の協調作業を
進めるためには、ブラックボックス問題がその阻害要因の一つになっている。厳密
性と正確性を求める現場には「説明可能な AI」（Explainable AI）が必要である（AI
白書 2019：346）。これは判断過程やアウトプットを人間が理解できる AI のことで
もある。
　AI の判断過程を説明可能にする必要があるのかという疑問を投げかける人もい
る。好みに左右される人間とは異なり、AI はデータをもとに判断をしている。こ
のため、AI が正しい判断をしていると見られている。実は、そこに落とし穴があ
る。AI には判断ミスがあり得るので万能と信じてはならない（弥永 2018：10）。AI
を安心して使いこなすためには、その思考過程と判断の結果を説明できるよう AI
をさらに進化させなければならない。
3 ．2 　データから学習することの制約と限界
　AI のディープラーニングはデータに依存する。大量のデータを学習することに
よって判断を行うため、AI の精度を高めるには良いデータがどうしても必要であ
る（朝日新聞：2019／3／9）。そこで、AI に学習させる際に利用するデータの質にも
注意を支払わなければならない。典型的なデータや一方的なデータのみを集めてい
ては最適な判断ができない。質の悪いデータは不適切な判断を招いてしまう。ま
た、偏りや間違ったデータを故意に AI に与えると AI を悪用することもできる。
従って、データの質が AI の精度を左右する。データの質をだれの責任でどのよう
に保証するのか、データが多くなるにつれて検証できるか否かは大きな課題になっ
ている。
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　また、AI に必要とされるデータの中には、個人情報を取り扱うことを前提とし
たものが少なくない。これについて、個人情報保護法等各種法令に抵触しないよう
慎重な運営が求められることは言うまでもない。他方で、あまりに厳格な運用を求
めると AI の活用を狭めてしまうことになりかねない。データの取り扱いや運用に
ついてはグレーゾーンが数多く存在している。時代やニーズに即した新たな法制度
の整備、条例の制定なども必要となる。
　データの多くはリアルタイムで集めたものではなく以前から蓄積したものであ
る。このようなデータは過去のものである。過去のデータをもとに学習する AI に
は弱点がある。まず、過去に起こったことがない現象に対しては、学習が不可能な
ので適切な判断はできない。つまり、現在の AI は、どれもあくまで人がデータを
与え、そのデータの範囲内で学習を展開する。過去に発生したことのない新しい事
柄に対しては対応できない。AI は 0 から 1 を生み出すことができず、想定外や未
知の現象には無力である。
　次に、AI は過去と相関性の低い現象に対しても力が弱い。つまり、AI は 1 から
2 を生み出すことができるが、 1 から 5 や 6 へジャンプすることができない。例え
ば、多くの金融機関は、株価や為替の変動を予測して自動取引を行うために AI を
導入している。このような AI は過去のデータから一定範囲の変動を予測できて
も、急騰や暴落を予測することはできない。例えば、2008年 9 月に起きたリーマ
ン・ショックのような金融危機は察知できなかった。そのような常識外れのデータ
はあまりに少ないからである。
　AI は「データ化された現実」を元に学習し予測する。しかし、人間の住む現実
世界ではデータ化できていない無数の現象がある。さらに、AI が求めるのは、一
つの問いに対して一つの正解しかないような明確なデータであるが、答えが複数存
在する複雑なデータや現象を扱えない。人間は科学知識や知恵などから推理や予測
できるが、AI は無理である。人間の知性と AI の知能は異なるものである。
3 ．3 　汎用 AI の難しさ
　音声認識や顔認識など特定の分野での AI は、すでに人間と同等か人間を超える
能力を実現している。このような現象から「AI は万能だ」と考えている人々もい
る。人間を置き換えるほどに万能な AI は「汎用 AI」と呼ばれる。特定のタスク
や仕事に限定せず人間と同様の総合的な能力を持つとされている。汎用 AI の実現
のタイミングは「シンギュラリティー」と呼ばれている。人間の知性を完全に機械
化した汎用 AI は、人間を超える存在であり、実現までの道のりを考えるとまだま
だ「夢物語」にすぎない。一方で、音声認識や画像認識など特定の機能を有する
AI は、「特化型 AI」あるいは「専門 AI」と呼ばれる。汎用 AI と専門 AI の対比
を、米国の哲学者 John Searle が「強い AI」と「弱い AI」と呼んだことがある。
彼は強い AI の実現を否定している（情報通信白書 2018：42-45）。
　現在の AI はすべて弱い AI である。自動運転も同じであり、さまざまな状況へ
の対応において人間と同じ程度の臨機応変は無理である。「トロッコ問題」という
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倫理問題を考えてみる。途中で分岐している線路上を走っているトロッコのブレー
キが壊れてしまった。このまま直進すればその先にいる 5 人の人間が犠牲になる
が、分岐点でレバーを引いて右に進めばその先には 1 人しかいないので犠牲者は 1
人で済む。どちらを選ぶのが正解か、という問題である。道路上で急に飛び出して
きた子供をよけるためにハンドルを切れば通行人に犠牲者が出る（稲継 2018：18）。
この場合どのように選択すべきか、自動運転車はそれに戸惑う。
4 ．民間と企業におけるAI活用の実態
　コンビニの一部の店舗ではセルフレジが導入されている。人手を省くという点で
は、大きな空港の手荷物預けやチェックインも、人による対応ではなく機械による
対応が増えている。これらはすべて AI の活用である。マスコミの過熱報道によっ
て「自分の仕事が AI に奪われるのではないか」との危惧も社会に広がっている。
実際に、民間や企業における AI 活用がどこまで進んでいるのか、その実態を調べ
てみる。
4 ．1 　AI の得意な仕事と不得意な仕事
　AI は、領収書の読み取り、文字をデータ化して分類・整理するような同じこと
を繰り返す単純作業、完全なルーティンワークやマニュアル通りで実施する作業が
得意である。野村総合研究所（2015）は、将来的には日本の労働人口の49％が AI
やロボットで代替可能になるという衝撃的なレポートを公表した。報告書では、
100種の職業が AI やロボットによる代替可能性が高いとされている。この中には、
従来いわれてきた単純作業だけではなく、職種が複雑で高度な業務も含まれてい
る。例えば、弁理士、司法書士、公認会計士など平均賃金が高く専門的な業種も代
替可能率が高い。
　VINX 社は、AI で人手不足を補うため、小売無人店舗の監視システムを開発し
ている（日本経済新聞：2019／4／24）。入店者の動きを追い、万引きなどの不審な行動
を検知するとスピーカーから「何かお探しですか」などと話しかけ「警告」する。
店員は 1 人でモニターを通じて複数の店舗を同時に管理し、顧客はセルフレジで決
済する。また、弁護士らでつくるベンチャー「リーガルフォース」は、「AI 弁護
士」を開発し、2019年 4 月から企業向けの契約書を評価するサービスに導入してい
る。「AI 弁護士」は、契約書内に自社に不利な条項が入っていたり、入れ忘れてい
る条項があったりしたら指摘し、契約書の定型文などを探すこともできる。
　一方、AI は知識を分類・整理することはできても、新たな概念をつくり出すこ
とはできない。模倣はできるが独創的な能力を習得することは困難である。野村総
合研究所は、AI やロボットで代替しにくい職業の特徴として、「創造性・ソーシャ
ルインテリジェンス・非定型」という 3 つのキーワードを取り上げている。つま
り、AI は、抽象的な概念や価値の創出に関する職業、他者との協調や、他者の理
解、説得、教育に関連する職業、非定型な業務を遂行する職業が不得手である。非
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定型とは、作業プロセスにまとめることが難しく、複雑で、臨機応変な対応や、状
況判断が求められる職業を指す。
　コールセンターの業務では AI を活用するようになっている。だが、AI は、個
人間の信頼が必要とされる場面や、顧客の表情や様子を考慮しながら対応を柔軟に
変えて行くような高度なコミュニケーションが苦手である。三井住友海上は営業職
の事務の 9 割を AI によって行っている。それは保険契約の処理やシミュレーショ
ン書類作成などの事務であり、実際に顧客と対面して営業トークを繰り広げること
ではない。
　新井は「AI は決められたルールのある分野でしか性能を発揮できない。意味を
考えることが必要な仕事こそ、人間がするべき仕事だ」と述べている（朝日新聞：
2018／1／7）。「自分の仕事が AI に奪われる」のではなく、「もっと有意義な仕事に
時間を割くことができるようになる」と考えることが重要である。単純作業を AI
に任せおけば、人間がこれまで単純作業に費やしてきた時間を短縮でき、会話をし
たり、提案したりといったクリエイティブなことに時間を使えるようになる。これ
によって人間らしい働き方へのシフトが実現されるだろう。
4 ．2 　利用されているAI の機能と用途
　民間や企業などの現場でよく利用されている AI の機能は、①自然言語理解機
能、②画像認識機能、③パターン認識機能、④自動制御機能の 4 つである（井熊ほ
か 2018：28-31）。
①自然言語理解機能
　自然言語理解機能は、コールセンター代行、自動翻訳、書類の自動生成、対話型
のチャットボット（テキストや音声を通じて会話を自動的に行うプログラム）による問
い合わせ対応、自動 FAQ 生成、ロボットによる接客、判例解析による法務支援な
どの目的と用途で利用されている。この中で普及が進んでいるのはコールセンター
代行、問い合わせ業務である。
　パナソニックが開発した AI チャットボット・FAQ サービス「WisTalk」では、
AI が顧客の質問内容を理解し、即時に自動回答することができる2）。これは、社
内ヘルプデスク業務において、日々発生する電話やメールなどの問い合わせ対応を
AI チャットボットで自動化することである。AI の活用でコールセンター業務で
は、24時間365日対応が可能となり、ピーク時間帯や営業時間外の問い合わせ対応
もカバーできる。
②画像認識機能
　画像認識機能は、監視カメラ解析による防犯強化や、製造ラインの不良品検出、
物流倉庫における業務効率化、来店客の外見・視線等の特性分析、来店客の行動分
析による商品配置最適化、コミュニケーションロボット、自律移動ロボット、自動
運転などの目的と用途で活用されている。カメラで撮影した静止画や動画を分析す
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ることで、個人の特徴を判別したり、一定のエリアにいる人の数をカウントした
り、顧客は店内で何を手に取ったのか、どんな商品をかごに入れたかを把握したり
することができる。これらの技術によって店員が一人もいない「無人店舗」経営も
可能となっている。
　農業の分野でも AI の画像認識機能が活用されている（AI 白書 2019：247）。例え
ば、稲の病害虫は数百種類もあり、10ヘクタールの水田に育つ葉の健康状態を人間
が一枚一枚調べると、どんな早くても157年かかるという。ところが高解像度カメ
ラを搭載したドローンで水田を撮影し、AI に画像を解析させれば、短時間で診断
できる。しかも、ドローンはシェアできるので農家にとってそれほどコストがかか
らない。
③パターン認識機能
　パターン認識機能は、WEB 上のレコメンド、行動パターン分析・予測、株価分
析、製造設備等の異常検知、売上データ分析による需要予測、顧客の行動履歴の分
析に基づくターゲティング広告、電力の需給調整、選挙予測などの目的と用途で活
用されている。例えば、ネットショッピングの際に似ている商品を勧められること
がよくある。これは AI による自動レコメンド、買い手の行動パターンに対する自
動分析と予測である。
　病院の胃がん検診では画像からの見逃しを防ぐため、診療が終わった後の時間外
に別の医師が再チェックする。また、精密な画像が可能になった最近は、撮影する
枚数が10年前の 3 倍ほどに増えたので、医師らの負担は増す一方だった。近年、内
視鏡や MRI 、CTといった画像から、がんや脳動脈瘤などを探し出す技術が急速
に進んでいる。AI メディカルサービス社は、40万枚もの内視鏡画像を生かして胃
がんなどを検出する「内視鏡 AI」を開発している。この「内視鏡 AI」の検出率
は、静止画では 6 ミリ以上の胃がんで98％、動画でも94％に達したと報告された
（朝日新聞：2019／4／14）。
④自動制御機能
　制御管理機能は、機器やモノにセンサーを付け、ネットと接続し、集まったデー
タに対する分析と学習を通じて、事前感知・現状確認・将来予測を行い、その結果
を生かして機器やモノを自動的にコントロールすることである。例えば、AI アシ
スタントによる家電の制御では、まず始めに、室温や湿度、エアコンの動作履歴な
どの家電データと、外気温、天候などのインターネット上の情報、暑いや寒いなど
居住者の体感といった情報を自動的に収集する。収集したデータを AI で分析、学
習して、居住空間の特性も含めた居住者の感性をモデル化する。この結果を用いて
現在の環境情報を踏まえて、エアコンが室温や湿度を自動で調整していく。このよ
うに、AI はデータセンシングから得た情報とネットから集めた情報を一緒に学習
することで、モデル構築、予測、制御を行い、現実の空間を自動的に改善すること
ができる。
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　2015年までは導入がなかなか進まなかった AI だが、近年身近でもさまざまな活
用事例が見られるようになった。質の高いデータを多様に蓄積することにつれて、
判断、診断、検知、予測などにおける AI の精度は日々高まりつつある。
5 ．地域社会の問題解決におけるAI活用
　近年、地域社会は厳しい財政状況に直面している。しかしながら、福祉、教育、
子育てへの対応など、行政へのニーズは増加・多様化している。こうした状況の中
で地域社会には「効率的な行政運営」や「行政サービスの向上」が求められてい
る。これらを実現するためのツールとして、AI 技術に大きな期待が寄せられてい
る。2017年は自治体の AI 元年だとも言われている。
5 ．1 　ちばレポ
　地域社会の問題を解決するために AI 技術をどのように活用するかを理解するた
め、千葉市の取り組みを取り上げてみる。千葉市は、市民が主体となって自らの街
をより住みよく、ずっと住み続けたくなる街に変えていくという街づくりを目指し
ている。そのためには、地域の課題を市民間で共有し、共通の課題として認識し、
その上で最適な課題解決へ向けた取り組みが必要である。この考えで生まれたシス
テムは「ちばレポ」である。千葉市では2013年 7 月から11月まで実証実験を行い、
その成果を踏まえて2014年 9 月から「ちばレポ」を正式にスタートした（情報通信
白書 2015：146-147）。
　「ちばレポ」とは、千葉市民協働レポートの意味であり、市内で起きている様々
な課題（道路が傷んでいる、公園の遊具が壊れているなど）を、市民が ICT を使ってレ
ポートすることで、市民と行政、市民同士で課題を共有し、合理的・効率的に解決
することを目指す仕組みである。レポートされる課題は次の 3 種類に分けられ、そ
れぞれに応じて最適的な方法で解決される。①行政やその他の専門的な機関でなけ
れば解決することのできない課題、②市民や地域で活動する団体が自ら力を発揮し
て解決できる課題、③市民と行政が協力することで解決できる課題。このように、
「ちばレポ」は、市民が課題の発見、課題の解決に参加するだけでなく、市民と行
政、市民と市民が力を合わせ、街をつくり上げていくための情報共有の仕組みでも
ある。
　「ちばレポ」の利用方法は簡単である。公園の不具合や道路の不具合などの地域
課題を発見した市民は、自分のスマートフォンで現場の写真や動画を撮り、専用ア
プリを使って市の専用サイトに投稿する。その際、スマートフォンの GPS 機能に
よって位置情報が添付されるので、市の担当者はどこで不具合が発生したかを地図
上で確認することができる。市民の投稿に対しては、市の担当者が修繕や撤去等の
対応を行うほか、市民が自ら対応して解決を図る場合もある。投稿された地域の課
題は専用サイトで公開され、投稿者や他の市民は不具合の事実とそれへの対応状況
（受付済、対応中、対応済）を知ることができる。2019年 4 月25日現在の合計レポー
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ト数は6,219件、そのうち対応済5,707件、対応中52件、受付済460件となっている3）。
　「ちばレポ」は行政の効率化にもつながっている。これまで千葉市では、市民か
らの不具合の通報等を各区域の各部署が受け付け、Excel の台帳等でそれぞれ管理
していたが、「ちばレポ」の導入に合わせてこれらの市民からの通報等もクラウド
上の統合 CRM で、ちばレポの投稿と合わせ一元的に管理するようになった。各不
具合への対応状況等も併せて記録・共有することで、道路管理業務等の効率化が高
まった。
5 ．2 　マイシティレポート
　千葉市は東京大学や県内外の自治体と共同で、「ちばレポ」の仕組みを参考に
し、AI を活用した道路管理システム「マイシティレポート」（MyCityReport）を開
発した（日本経済新聞：2017／1／21）。自治体の公用車に取り付けたスマートフォンで
道路の損傷を自動撮影し、AI が修理の必要性を判断するというシステムである。
「マイシティレポート」には 5 つの機能がある。①～③は「ちばレポ」に元々ある
もので、④と⑤は新しい機能である4）。
①市民と行政の新しいチャネル
　スマートフォン、パソコン等からの地域課題等の投稿・管理機能
②市民と行政の協働の機会
　地域課題を市民との協働により解決するためのイベント生成・管理機能
③行政運営の効率化
　従来の電話等による通報等と合わせた地域課題への対応・管理機能
④ IoT・機械学習を用いた道路舗装損傷の自動抽出
　車載カメラで撮影した画像と自治体ごとの管理水準から道路舗装の損傷を機
械学習により自動抽出し、サーバに送信する機能
⑤オペレーションズ・リサーチを用いた現場リソースの最適化
　システムに蓄積されたデータをオペレーションズ・リサーチ手法により分析
し、地域課題の解決に必要な資源（資材・車両等）の最適化を達成する機能
　「マイシティレポート」の利用方法は次のようになる。まず、公用車のダッシュ
ボードにアプリを搭載したスマホを設置する。アプリは道路の損傷を見つけると、
自動で写真を撮って外部サーバに画像を送る。スマホのアプリは損傷の状態につい
て、①損傷なし、②損傷はあるが修繕は不要、③修繕が必要、との 3 分類を行う。
次に、検出されたインフラの異常を含む画像を外部サーバに蓄積する。その際、画
像に含まれる位置情報から道路統計情報を抽出・付与する。
　スマホが提示した異常個所について、自治体の道路管理職員が WEB ツールを用
いて損傷候補の画像を確認する。スマホによる判定が間違っている場合は訂正する
とともに、異常個所の画像と道路統計情報とを合わせて、「修繕する」「経過観察す
る」「修繕しない」という 3 つの選択肢から対応を決める。その後、道路管理職員
によって確認・訂正された異常個所の画像をさらに教師データとして AI に与え、
更なる学習を通じて AI の精度を一層向上させる。
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　マイシティレポートは、目視点検より効率が上がるほか、広範に道路の状況を把
握できるようになる。参加自治体が増加すればするほど AI の精度が高まり、シス
テムの運用費を抑えられる。千葉市は2019年度以降、「ちばレポ」のデータを「マ
イシティレポート」に一本化し、「全自治体共通の市民協働プラットフォーム」と
して、全国に広げようと考えている。
5 ．3 　AIが変える地域社会
①住民サービスの充実
　住民は混雑した窓口で長時間待たされることや、コールセンターになかなかつな
がらないことに対して、ストレスを感じることが多い。このような課題の解決に役
立つのは、オンライン申請処理や AI による自動対話である。横浜市資源循環局は
AI 技術を使い、ごみの出し方や処分にかかる手数料などを対話形式で案内する
「イーオのごみ分別案内」を2018年 4 月 1 日から稼働している。
　AI 技術を活用した対話形式の「イーオのごみ分別案内」は、NTTドコモと共同
開発したシステムである5）。このシステムには 3 つの特徴がある。第 1 に、横浜市
の分別検索システムで培った 2 万語以上のキーワードに対する分別方法、雑学やク
イズなどを案内する。第 2 に、NTTドコモの自動言語処理のノウハウを生かして
会話形式のさまざまな表現にも対応する。第 3 に、チャット形式に再構成し、知り
たい情報がスムーズに得られる。
　利用者が質問を入力すると同局のイメージキャラクター「イーオ」が会話調で回
答する。例えば「電池の捨て方を教えて」と質問を入力すると、「電池は乾電池、
充電式電池、ボタン型電池、コイン型電池のどれ？」と返事が来る。自分が捨てた
い電池の種類を選択すると捨て方を知ることができる。
②防犯能力の向上
　AI は過去の犯罪データを学習することを通じて犯罪を予測することができる。
実際に、米国では多くの市警本部で犯罪予測システムが導入されている。時間帯や
季節ごとの犯罪発生周期、当日の天候や地域経済、過去の犯罪データなどさまざま
な要因を AI に読み込ませることで、犯罪の一定パターンを見出して、その日犯罪
が起きる可能性が高い「ホットスポット」を重点パトロール地域として決め、防犯
の効果を上げている（日本経済新聞：2015／2／19）。
　米ロサンゼルス市警南管区77丁目署では、過去10年に起きた事件の内容や日時、
周辺のバーの数、パトカーの滞在時間など膨大なデータをもとに、AI が犯罪多発
地域を150m 四方ごとに示す。パトロールは効率的になり、殺人事件は10％、銃犯
罪は20％と前年同期より少なくなった（朝日新聞：2019／3／24）。
　日本でも、警察庁が防犯や捜査、警備に AI やビッグデータを活用している。警
察庁はいま、車両種別の判別、資金洗浄が疑われる取引の情報分析、大規模イベン
トでの不審点の抽出について実証実験を行っている（朝日新聞：2019／4／9）。まず、
車両の判別では、AI が防犯カメラに映った車の画像から車種などを割り出す。各
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メーカーの車の画像データを学習させることで、カメラの画像が不鮮明でも車種、
年式などを判別できる。次に、資金洗浄が疑われる取引は犯罪収益移転防止法に基
づく金融機関などによる届け出が年約40万件に上る。AI に摘発に結びついた過去
の例などを学習させ、届けられる情報を効果的に分析し、犯罪の疑いが強い情報か
どうかを自動的に振り分ける。第 3 に、大規模イベントを対象にした警備では、会
場内外の監視カメラが撮った映像から AI が不審点を自動的に発見する。また、テ
ロリストらが取りそうな行動の特徴や過去に起きたテロにおけるデータも学習する
ことでコンサートやスポーツ大会、国際会議の安全を未然に守る。
③インフラの安全性チェック
　道路に限らず、橋やトンネルなど古くなったインフラの安全性のチェックには、
AI による画像認識技術が有効である。人間による目視では見落としがしばしば発
生するが、AI による画像認識処理による見落としの確率は大きく下がっている。
老朽化が進む上下水道についても、検知の技術は発達している。漏水音を振動とし
てとらえてセンサーで検知し、そのデータを集積してクラウド上で解析することで
水道管のどこで漏水が起こったかがわかる。下水道管に関しても、「下水道管路マ
ネジメントシステム」によってロボットを下水道管に入れて下水道の中を撮影し、
画像解析技術によって下水道管内の不具合などを検出することができる（AI 白書
2019：243）。
④職員業務支援
　一定程度の知識経験が必要な業務については、業務マニュアルや先例通達、取扱
う事例等を AI が学習することによって、職員の業務を支援することができる。職
員による業務の精度のばらつきを防ぐとともに、人的ミスの防止にも AI が寄与す
ることになる。政策法務の分野でも AI は職員を支援するようになっている。公開
されている法令、条例、規則を AI が読み込み、さらに当該自治体のルールなども
参照しつつ、新しい条例案、規則案を作成することは技術的に可能である。さら
に、その案が法律に違反していないか、既存の条例に矛盾していないかなどもチェ
ックすることができる。
　保育に関する負担を減らすための施策は、保育所の増設だけではない。空いてい
る保育所の探索、申請などにかかわる手間や時間の負担も大きい。また、施設の稼
動率を上げることで保育所の実質的な収容人員を増やすこともできる。さいたま市
には、約300の保育所と、8000人の利用者がいる。これだけの数を対象に利用者の
希望を把握し、公平を期すために申請の順番を確認し、施設の立地や入居条件と整
合させ、施設の稼働率を上げるのには膨大な手間がかかる。市民のニーズと保育所
の状況を調整するために要する時間は年間で延べ1500時間にも達していたという
（井熊ほか 2018：59）。
　複数の条件がある入所を人間が調整するとかなりの手間がかかるが、富士通が開
発した「AI を用いたマッチング技術による保育所入所選考」では、瞬時で最適解
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を導き出すことができる6）。さいたま市では、AI の調整結果は市の職員が行った
調整の結果とほぼ一致しているという。AI の活用によって行政の効率性が大幅に
高まり、職員の負担が減り、市民側も入所の可否が早く分かるようになるという効
果は明らかである。
⑤RPAによる業務自動化
　RPA（Robotic Process Automation）はロボットによる業務自動化の意味である。
「デジタルレイバー」（仮想知的労働者）や「ソフトウェアロボット」と訳されるこ
ともある。つまり、定型的な業務を AI が自動化し、事務処理の効率を大幅に向上
させる技術である。事務処理が多いとされる自治体では、厳しい財政事情を背景に
職員数が減少の一途である。そのため、職員の生産性向上が求められている。この
課題を解決するために RPA の導入に対する期待が高い（AI 白書 2019：265）。
　思考を伴わない単純業務は、一見すると知的作業のようだが、じつは定型のパタ
ーン処理を繰り返しているだけである。このような業務は自治体に意外と多く、
RPA による自動化を図るべきだと考えられる。RPA 導入の前提条件として、業務
の「標準化」はきわめて重要である。標準化を実施しないと、同じような作業を各
部署で異なる手順・フォーマットで行うため仕事の効率が悪く、行政の生産性が低
下してしまう。奈良市では、多くの部署で発生する「横断的な単純業務」という視
点から、会計事務や資料集計事務などの 5 業務を選び、RPA による自動化の実証
実験を行った（自治体通信 2018：10月号）。実験の結果、約80％の業務時間の短縮を
実現した。
　いまは、行政にも生産性が求められる時代となった。投入した税金をどれだけの
サービスとして住民に還元できるかが問われている。そのためには、単純業務から
職員を解放して、より高度な仕事を与え、住民サービスの質を高めなければいけな
い。この目的を達成するために RPA は有効である。奈良市は RPAを早期に全面導
入することに力を入れている。
6 ．AI の社会活用における課題
6 ．1 　人間の尊厳への侵害
　人事採用や信用審査などの業務に AI が導入されつつある。応募者が送ってきた
エントリーシートを人事担当ではなく AI が審査する。サッポロビールは2019年か
ら新卒採用のエントリーシート選考に、三菱総合研究所とマイナビが共同開発した
AI システムを用いている。ローンや融資の審査にも AI が導入されている（朝日新
聞：2019／4／14）。三菱 UFJ 銀行は住宅ローンの事前審査に NEC が開発した AI を
利用している。みずほ銀行とソフトバンクの合弁会社「J.Score」は2017年 9 月か
ら、「AI スコア・レンディング」による信用採点のサービスを提供している7）。18
の質問事項や、みずほ銀行、ソフトバンクの利用履歴などを AI が分析し、スコア
を算出し、スコアに応じた融資条件を提示する。AI による速やかな審査によって
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30分で即融資が実現されている。
　学歴や職歴、ネット上で公開された関連情報やデータなどを集め、AI は個人の
能力や信用力のスコアを算出し、格付けを行い、人生の重要な場面を左右するよう
になっている。しかし、スコアがどのように算出されたかはブラックボックスなの
で、人事不採用、融資不許可といった不本意な結果になっても、理由を何も説明し
てくれない。どこに問題があるか指摘されないため、自分の人生をどう改善してい
けばいいのか、道筋がわからない。人間が AI の評価によって左右される社会は、
憲法が掲げる「個人の尊重」の原理と正面から対立するのではないかと考えられ
る。
　蓄積されたある人物のデータを解析し、評価することを「プロファイリング」と
いう。AI を使ったプロファイリングが少数派への差別を助長しかねないという懸
念が広がっている。米国ウィスコンシン州は AI で再犯リスクを評価し、量刑判断
に使っていた。ところが、このシステムが黒人の再犯リスクを白人より高く見積も
ることが発見された。州最高裁は2016年、権利を侵害されたとする被告の訴えは退
けつつ、「少数者に高リスクを算定しやすい疑義が呈されている」と述べ、量刑の
決定には使わないなど一定の条件をつけることでシステムの利用を認めた。
6 ．2 　AIが人間を監視する社会
　AI は、物体や顔だけではなく、身体の関節や目線の変化など細かいところまで
認識できるようになっている。さらに、これらの認識に対する解析を通じて100種
類以上のデータを得ることができる。これは「AI×データ解析」の効果である。
地域周辺の犯罪発生率や天候、日時、人数、店舗などのマクロ視点のデータと、個
人の性別、年齢、動き、周囲などのミクロ視点のデータとを組み合わせて解析する
と、人々の目的を把握し、行動を予測することができる。例えば、飲み物を買いに
来たのか、目的もなく来たのか、その人の性別や目線、歩くスピードや歩幅、周り
の商品の種類などを分析すると判明可能である。目的が分かれば精度の高いレコメ
ンドを行うことができる。つまり、「AI×データ解析」で、だれが、なにを、な
ぜ、どう動くかといった詳細情報を把握することが可能となっている。
　詳細情報にネット上の書き込みを加えると、人々の行動から思想までのプライバ
シーが丸見えになってしまう。こうした情報は、防犯やマーケティングのためなら
ある程度容認できるが、人々の社会行為を監視するために利用されると受け入れ難
い。AI を活用することによって人々の行動を細かく把握することが可能であり、
それが市民を見張るために利用されると「超監視社会」が生まれてくる。また、
「AI×データ解析」がさらに進むと、人々が何をしようとするかの目的と行動を事
前予測できるようになる。これで「予測ありきの社会」が形成されてしまう。安全
性や便利さを向上するために AI を活用することには問題がないが、超監視社会や
予測ありきの社会が広がると、人々の思考と行動に萎縮が生まれ、社会の退化を招
いてしまう。
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6 ．3 　AI による不公平な判断
　AI は犯罪を予測して市民を守る守護神になるという目的で警察に導入されてい
る。しかし、米ロサンゼルス市警で2019年 3 月上旬に開かれた公聴会では、「黒人
というだけで逮捕される」との問題が露出した。原因は、ロス市警が過去に銃犯罪
に関係した「要注意人物」を選ぶため、ギャングにいた経験があれば 5 点、路上で
職務質問を受けても 1 点などと加算し、各署に上位20人を抽出した。防犯カメラの
映像などから「要注意人物」が犯罪多発地域にいるとわかれば、巡回する警官約
700人が重点的に警戒する（朝日新聞：2019／3／24）。こうした AI 予測は偏見を助長
するのではないかと危惧されている。しかし、運用側は「地域を統計的に分析して
いるだけだ」と強調している。こうなると問題は、AI に学習させるデータに偏り
があったと考えられる。
　ロス市警は不法移民の摘発にも AI 予測を利用している。ロスのスキッド・ロウ
地区は全米で最もホームレスが多いとされ、その大半は移民である。こうした AI
予測に対して、地区の市民団体は「犯罪が一時的に減っても、多様な人種や環境に
ある人に寛容になれなければまた増える。社会の背景を変えないと意味がない」と
反対している。また、犯罪予測の情報を公開あるいは漏えいすると、その地域の市
民生活や経済活動にマイナス影響を与え、犯罪者に悪用される恐れもある。不審行
動の情報をすべて公開することはできず、しかし非公開が増えると情報隠蔽を助長
してしまう。これは新しい社会ジレンマになる恐れがある。大きな影響力を有する
AI は、悪用されないよう、不公平を招かないよう、正しい社会活用を保証するル
ールや倫理が利用する側に問われている。
6 ．4 　AI に対する不安と懸念
　AI には、安全性や信頼性、事故発生時の責任などの問題や課題がある。情報処
理推進機構が2018年に実施したアンケート調査の結果によると、最も心配されてい
るのは「責任の所在が不明瞭である」、「信頼性・安全性に不安がある」という点で
ある。次いで、「AI が下す判断の精度に不安がある」、「処理プロセスがブラックボ
ックス化している」という問題が取り上げられている。具体的な回答内容について
は次のようにまとめる（AI 白書 2019：339-340）。
①責任の所在が不明瞭
•AI が下した判断をもとに業務を行った結果、事故や損害が発生した場合に
責任の所在が不明瞭である。
◦責任について、AI を利用する企業または開発企業が負うかを法整備等で定
める必要がある。
◦AI が決定した判断や行為を監視する役割が必要と考える。
②信頼性・安全性に不安
•特に人命に関わる医療分野や、高度な内容の業務を行う場合に、AI の信頼
性・安全性について不安がある。
•悪意のある第三者がデータを改ざんしたり、AI が作成したモデルを意図的
─　　─76
通信教育部論集　第22号（2019年 8 月）
に崩すなど、AI の悪用を不安視している。
•信頼性・安全性に関する不安から、AI が行う業務の範囲を定めるべきであ
る。
•AI が十分な信頼性・安全性を確保するには時間や労力が必要と考える。
③ AI が下す判断の精度に不安
•データが不足した場合や誤ったデータを学習した場合に、AI が下す判断の
精度の低下を危惧する。
•安全に新しい領域に AI を導入するケースでは、データが存在しない、ある
いは不足していることが多いため、AI の判断の精度が低くなると考える。
①その他の不安
•処理プロセスがブラックボックスであるため AIの出力結果を検証できない。
•誤作動時などに、AI が下した誤った判断を検出する方法がない。
•AI に依存し、人間のノウハウや判断力が低下する。
•AI は臨機応変な対応が可能かを疑問視している。
•AI は社会的モラルを学習することが可能かについて不安がある。
7 ．終わりに─AIリテラシーの必要性─
　AI が知識を獲得するディープラーニングの本質はビッグデータからの学習であ
る。大量のデータを AI に読み込ませることで、AI は自身で判断用のモデルを構
築し、特定のパターンを見つけ出し、判断を導き出すことができる。つまり、AI
はビッグデータから自律的に学習するのであり、人が教え込むのではない。AI の
強みは、ビッグデータからの学習を通じて絶えず自身を改良し、成長し続けること
である。こうした技術の進歩によって現在の AI は眼や耳を手に入れたのである。
　AI は人間の代わりに定型作業やルーティンワークのような作業をこなせるよう
になった。これによって人手不足が補われ、生産性が上がり、新しい変革が起こり
つつある。また、少子高齢化、財源不足、住民ニーズの多様化などの問題に直面し
ている地域社会においては、AI を活用することによる住民サービスの充実、防災
と防犯の向上、インフラの安全性チェック、行政業務の自動化などを進めている。
言い換えれば、地域社会の問題を解決するために AI は有効なツールになっている。
　しかし、AI は万能ではない。現在の AI には技術的な弱点がある。第 1 に、ブ
ラックボックス問題である。AI の思考モデルは不透明であり、なぜそのような結
果に至ったのかについて説明することができない。第 2 に、AI の精度はデータに
左右される問題が挙げられる。AI は人が与えたデータの範囲内のみでしか学習す
ることができない。過去に起こったことのない現象に遭遇した場合、それは AI に
とって未知であり対応が全くできない。最後に、AI はデジタル世界しか理解でき
ない問題が挙げられる。AI はデジタル化された現実、即ち具体的なデータをもと
に学習し、画像認識やパターン認識などの知識を獲得している。しかし、現実世界
には未だデジタル化されていない無数の事象があり、AI が考え得る世界には収ま
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らない。
　AI はインターネットと同じように、時間をかけて徐々に人々の暮らしに溶け込
み、人間社会を変革する強力な道具ではないだろうか。人間は計算力や記憶力では
コンピュータに決して及ばない。それでも生活に支障をきたさないのは、我々がそ
れを道具として使いこなせているからである。AI についても、その本質は変わら
ないと言える。大切なのは、AI を使いこなすと同時に、その強い力をどう制御す
べきか、人間の幸福のためにどう役立てるかを考えて、その方向に社会を構築して
いくことである。
　AI の社会活用がこのまま進むと、人間の尊厳への侵害、人権を無視する過剰監
視、社会不公平の膨張といった問題が深刻化してしまい、人々の不安・懸念・危惧
をあおりたてるかもしれない。これは、AI が現在の人間社会に投げた問い掛けで
もある。つまり、学習する人工物を社会に導入する際には、人々の意識転換が必要
となるが、法律を含めて既存の制度や仕組みも再構築しなければならない。この課
題に対しては技術開発側と社会受容側の双方の視点から検討する必要がある。その
前提としての基礎知識が「AI リテラシー」である。AI リテラシーとは、AI を基
盤にして出来ることと出来ないことは何か、人間社会をどう進化させるかという知
恵を巡らせる力であり、AI に対する活用も制御も深めるための能力である。
　未来を創る原点は、発明やイノベーションなどの価値創造である。AI は 1 から
2 を生み出すことができるが、 0 から 1 を生み出すことはできない。AI は定型的
な作業は得意だが、価値を創造する思考に弱い。それゆえ、未来を創れるのは AI
ではなく、やはり私たち人間であろう。
注
1 ） 　「Society5.0」は、2016年 1 月に閣議決定された「第 5 期科学技術基本計画」におい
て提出された概念である。狩猟社会（Society1.0）、農耕社会（Society2.0）、工業社会
（Society3.0）、情報社会（Society4.0）に続くような新たな社会である。その実現に向
けて同計画では、AI 技術は「超スマート社会サービスプラットフォームの構築に必要
となる基盤技術」に位置づけられている。この基盤技術には、サイバーセキュリティ、
IoT システム構築、ビッグデータ解析、デバイスなども含まれている。
2 ） 　AI チャットボット・FAQ サービス「WisTalk」の詳細情報については、パナソニッ
ク社の Web ページを参照されたい。https://www.panasonic.com/jp/business/its/wist
alk.html（2019年 4 月20日閲覧）
3 ） 　ちばレポ（ちば市民協働レポート）の詳しい情報およびレポートの進捗状況などにつ
いては、千葉市の Web ページを参照されたい。https://chibarepo.secure.force.com/
（2019年 4  月25日閲覧）
4 ） 　「マイシティレポート」（MyCityReport）のシステム機能に関する詳細説明などにつ
いては、千葉市の Web ページを参照されたい。https://www.city.chiba.jp/shimin/shi
min/kohokocho/chibarepo_kyoudoukenkyu.html（2019年 4  月25日閲覧）
5 ） 　「イーオのごみ分別案内」については、次の Web ページを参照されたい。https://
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www.townnews.co.jp/0101/2018/04/12/427442.html（2019年 4 月25日閲覧）
7 ） 　富士通社がさいたま市などの自治体のために開発したシステム「AI を用いたマッチ
ング技術による保育所入所選考」については、次の Web ページを参照されたい。
http://pr.fujitsu.com/jp/news/2017/08/30.html（2019年 4  月25日閲覧）
8 ） 　「AI スコア・レンディング」による信用採点の仕組みについては、J.Score 社の Web
ページを参照されたい。https://www.jscore.co.jp/（2019年 4 月25日閲覧）
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資金循環と IS-LM 分析
堂　 前 　　豊
1 ．はじめに
　本稿では、民間部門を銀行、投資主体としての企業1）、貯蓄主体としての家計、
海外に立て分けて、中央銀行貸出、中央銀行当座預金、コールローン、貸出、債
券、海外債券、現金、預金と実物資産を対象とする開放経済の IS-LM モデルを構
築する。
　本稿の主要目的は、通常の IS-LM モデルが暗黙裡に採用している認識の枠組み
を開放経済の想定の下で統合し、資金循環の観点からいくつかの含意を確認するこ
とにある。そのために、銀行の主体的行動を明示的に考慮して構築された堂前
（2018）のモデルを開放経済に拡張している。
　本稿では、以下の点に注目している。
〇中央銀行が供給する貨幣（ハイパワードマネー）は銀行に対するものである。
〇貨幣（マネーストック）は銀行によって非銀行民間部門に供給される。
〇貨幣（マネーストック）は現金と預金で構成される。
〇多くの預金には金利が付与されている。
〇銀行の機会費用は通常コールレートと考えられている。
〇貸出と債券は、通常、不完全代替的である。
〇資本移動が自由であれば、金利と為替レートは金融市場で同時に決まる。
〇貯蓄超過は純金融資産を増大させて、投資超過は純金融資産を減少させる。
　これらは自明のことである。しかし、簡略化したモデルを用いることの意義など
から、これらを同時に考慮に入れた開放経済の IS-LM モデルが示されることは稀
であったように思われる。
　本稿の主要結論は次の通りである。
　第 1 に、為替レートは、第 1 次所得収支を通じて家計貯蓄と家計保有資産に影響
を与え、貨幣需要を変化させる。
　第 2 に、中央銀行当座預金への付利とコールレートが一致する局面では、銀行に
よる貨幣（ハイパワードマネー）需要のコールレート弾力性は無限大となる。このと
き、貨幣供給（マネーストック）のコールレート弾力性は無限大となり、実質産出
量（GDI）とコールレートの平面上に描いた LM 曲線（ハイパワードマネー一定）は
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水平となる。このような〝流動性の罠〟は、民間非銀行部門による貨幣需要の不足
によって引き起こされる2）。
　第 3 に、民間引き受けの国債発行による政府支出は、預金準備率や現金預金比率
の低下を通じて貨幣乗数を高め、貨幣供給を増大させる。民間引き受けと中央銀行
引き受けの国債発行による政府支出3）がもたらす実質産出量や貨幣供給は、ハイパ
ワードマネーの増大が物価や為替レートの将来予想に及ぼす効果を考慮に入れない
ならば、〝流動性の罠〟のもとで等しくなる。
　第 4 に、貸出しリスクが高まると、貸出の限界業務費用が上昇し、借り手企業の
投資と貨幣需要は減少する。〝流動性の罠〟のもとでは、貸出金利上昇が借り手企
業の投資を抑制する一方、債券金利は低下せず為替レートも減価しないので、実質
産出量の減少は大きくなる。固定相場制のもとでも同様の事態が引き起こされる。
コールレートが低下する場合には、貸出金利の上昇は抑制され、債券金利は低下、
為替レートは減価するので、借り手企業の投資減少の抑制、債券発行企業の投資、
純輸出、第 1 次所得収支の増大などによって実質産出量の減少は抑制される。
　第 5 に、経常収支の黒字は、今期末に自国が保有するドルを前期末よりも増大さ
せて、来期の第 1 次所得収支を改善して消費を刺激し、実質産出量を増大させる。
また、来期の貯蓄を増やすことで家計純資産を増大させて、貨幣需要を高める効果
を持つ。経常収支の黒字が継続する場合、リスクプレミアムに変化がなくても、コ
ールレートを押し上げ、為替レートを増価させる力が働き続けるといえる。
　IS-LM モデルを修正・拡張しようという試みは、かねてより、さまざまな形で
行われてきた4）。しかし、銀行が信用創造の主体であること、貨幣が現金と預金か
ら構成されること、多くの預金には金利が付与されていること、貸出と債券が不完
全代替的であること、金利と為替レートが金融市場で同時に決まること、各部門の
資金過不足が純金融資産を変化させることなどを同時に扱える、しかも簡便なモデ
ルが提示されることは、稀であったように思われる。例えば、Bernanke and 
Blinder（1988）は、銀行行動や貸出と債券の不完全代替性に注目した拡張モデルを
提示しているが、現金の存在、預金金利、為替レートや純金融資産の変動の影響な
どは捨象している。また、藤原（2013、2015）は貨幣と信用の基本的関係を軸とし
てマクロ信用創造一般均衡モデルの構築を行っているが、預金金利については、固
定されているものとして議論の背後に据え置いている。したがって、本稿は、
IS-LM モデルの含意について、これまで看過されがちであったが押さえておくべ
き基本的な視点を提供するものとなっているはずである。
　以下では、まず、第 2 節で基本モデルを提示する。第 3 節では、基本モデルの含
意について考察を行う。
2 ．基本モデル
2 ．1 　基本的諸仮定
　基本モデルを構成する主体として、政府、中央銀行、銀行、企業、家計と海外を
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考える。そのうえで、以下の仮定を採用する。
［仮定 1 ］ 各部門のバランス・シートは、表 1 のように表される。
　なお、預金については、銀行が供給し企業と家計が需要するという側面と、銀行
が需要し企業と家計が供給するという側面がある。この点に留意して、議論の便宜
のために、表 1 では、それぞれを（Ⅰ）と（Ⅱ）で立て分けて表現している。想定
している預金は 1 種類のみである。
　表 1 の詳細については、以下の諸仮定に順次記載する。
［仮定 2 ］ 政府は、債券（国債）を発行（Bgs）する一方、海外債券を保有（FBgd）
し、実物資産（Kg）を形成している。海外債券の利息収入と租税（T）
の合計から政府支出（G）を差し引いたものが財政収支（貯蓄・投資ギ
ャップ）となる。
［仮定 3 ］ 中央銀行は、現金（CCS）と中央銀行当座預金（RS）を供給する一
方、中央銀行貸出（CBL）と債券（Bcd）を資産として保有している。
貯蓄はゼロで、実物資産も形成していない。
［仮定 4 ］ 銀行は、預金受け入れ（Dbd）、中央銀行借入れ（CBB）、コールマネ
ーの取入れ（CM）、中央銀行当座預金（βDbd）、コールローン（CL）、貸
出（LS）、債券保有（Bbd）と海外債券保有（FBbd）の機会を持つ。貯蓄
はゼロで、実物資産も形成していない。
［仮定 5 ］ 銀行は、n 行存在し、同質的である。また、銀行は、競争的環境の下
で、利潤最大化行動を行っている。
　仮定 3 と 4 で、中央銀行と銀行について、貯蓄がゼロで実物資産も形成しないと
しているのは、モデルの構造を簡素化するためである。
［仮定 6 ］ 企業は、資金調達を借入れによって行う「借り手企業」と、債券発行
によって行う「債券発行企業」に分類される。前者は借入れ（Lfd）、後
者は債券発行（Bfs）によって資金を調達して、現金（ccDfd）と預金
（Dfd）を保有し、実物資産（Kf）を形成している。貯蓄はゼロで、実物
資産の評価額は純評価益の過去からの累計を上回っている。
［仮定 7 ］ 企業は、競争的環境の下で、意思決定を行っている。
　仮定 6 で 2 種類の企業を想定しているのは、貸出と債券の不完全代替性を扱うた
めである。また、企業は貯蓄を行わず、純評価益の過去からの累計が実物資産の評
価額を下回るとしているので、純金融資産（NFAf=ccDfd＋Dfd－Lfd－Bfs）はマイナ
スとなる。
［仮定 8 ］ 家計は、現金（ccDhd）、預金（Dhd）と債券（Bhd）を保有している。貯
蓄（Sh）はプラスであるが、実物資産は形成していない。
［仮定 9 ］ 家計は、競争的環境の下で、意思決定を行っている。
　仮定 8 で、家計が実物資産を形成しないとしているのは、モデルの構造を簡素化す
るためである。このため、家計の純資産（Wh）と純金融資産（NFAh=ccDhd＋Dhd＋
Bhd）は一致する。また、家計は負債を持たないので、純資産と純金融資産はプラ
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表１ 部門別金融資産・負債残高 
                                  政府 中央銀行     銀行  企業 家計 海外  
資産 負債 資産 負債 資産 負債 資産 負債 資産 負債 資産 負債 
現金    𝐶𝐶𝐶𝐶𝑆𝑆   𝑐𝑐𝑐𝑐𝐷𝐷𝑓𝑓
𝑑𝑑   𝑐𝑐𝑐𝑐𝐷𝐷ℎ
𝑑𝑑    (0) 
 
中央銀行 
当座預金 
   𝑅𝑅𝑆𝑆 β𝐷𝐷𝑏𝑏
𝑑𝑑          (𝑖𝑖?̅?𝑅) 
 
預金（Ⅰ） 
  （Ⅱ） 
     𝐷𝐷𝑏𝑏
𝑠𝑠 
𝐷𝐷𝑏𝑏
𝑑𝑑  
𝐷𝐷𝑓𝑓
𝑑𝑑  
𝐷𝐷𝑓𝑓
𝑠𝑠  
 𝐷𝐷ℎ
𝑑𝑑  
𝐷𝐷ℎ
𝑠𝑠 
    
𝑖𝑖𝐷𝐷 
中央銀行 
貸出 
  𝐶𝐶𝐶𝐶𝐶𝐶   𝐶𝐶𝐶𝐶𝐶𝐶        (𝑖𝑖?̅?𝐶𝐶𝐶𝐶𝐶) 
コール 
ローン 
    𝐶𝐶𝐶𝐶 𝐶𝐶𝐶𝐶       𝑖𝑖𝐶𝐶 
貸出     𝐶𝐶𝑆𝑆   𝐶𝐶𝑓𝑓
𝑑𝑑     𝑖𝑖𝐶𝐶 
 
債券  𝐶𝐶𝑔𝑔
𝑠𝑠 𝐶𝐶𝑐𝑐
𝑑𝑑   𝐶𝐶𝑏𝑏
𝑑𝑑    𝐶𝐶𝑓𝑓
𝑠𝑠 𝐶𝐶ℎ
𝑑𝑑     𝑖𝑖𝐶𝐶 
 
海外債券 𝐹𝐹𝐶𝐶𝑔𝑔
𝑑𝑑    𝐹𝐹𝐶𝐶𝑏𝑏
𝑑𝑑       𝐹𝐹𝐶𝐶𝐹𝐹
𝑠𝑠  (𝑖𝑖?̅?𝐹𝐶𝐶) 
𝑒𝑒 
純金融資産  𝑁𝑁𝐹𝐹𝑁𝑁𝑔𝑔  𝑁𝑁𝐹𝐹𝑁𝑁𝑐𝑐  𝑁𝑁𝐹𝐹𝑁𝑁𝑏𝑏  𝑁𝑁𝐹𝐹𝑁𝑁𝑓𝑓  𝑁𝑁𝐹𝐹𝑁𝑁ℎ  𝑁𝑁𝐹𝐹𝑁𝑁𝐹𝐹 y 
 
（記号） 
𝐶𝐶𝐶𝐶𝑆𝑆：中央銀行による現金供給、𝑐𝑐𝑐𝑐𝐷𝐷𝑓𝑓
𝑑𝑑：企業による現金需要、𝑐𝑐𝑐𝑐𝐷𝐷ℎ
𝑑𝑑：家計による現金需要
𝑅𝑅𝑠𝑠：中央銀行当座預金供給、𝛽𝛽𝐷𝐷𝑏𝑏
𝑑𝑑：中央銀行当座預金需要、𝑖𝑖?̅?𝑅：中央銀行当座預金金利
（𝑐𝑐𝑐𝑐：現金預金比率、𝛽𝛽 ≡ 𝜀𝜀 + 𝛽𝛽0：預金準備率）
𝐷𝐷𝑏𝑏
𝑠𝑠：銀行による預金供給、𝐷𝐷𝑓𝑓
𝑑𝑑：企業の預金需要、𝐷𝐷ℎ
𝑑𝑑：家計の預金需要、𝐷𝐷𝑏𝑏
𝑑𝑑：銀行の預金需要
𝐷𝐷𝑓𝑓
𝑠𝑠：企業による預金供給、𝐷𝐷ℎ
𝑠𝑠：家計による預金供給、𝑖𝑖𝐷𝐷：預金金利
CBL：中央銀行貸出、CBB：中央銀行借入れ、𝑖𝑖?̅?𝐶𝐶𝐶𝐶𝐶：中央銀行貸出金利
𝐶𝐶𝐶𝐶：コールローン、𝐶𝐶𝐶𝐶：コールマネー、𝑖𝑖𝐶𝐶：コールレート
𝐶𝐶𝑠𝑠：銀行による貸出、𝐶𝐶𝑓𝑓
𝑑𝑑：企業の借り入れ需要、𝑖𝑖𝐶𝐶：貸出金利
𝐶𝐶𝑔𝑔
𝑠𝑠：政府による債券供給（国債発行残高）、𝐶𝐶𝑐𝑐
𝑑𝑑：中央銀行の債券需要、𝐶𝐶𝑏𝑏
𝑑𝑑：銀行の債券需要
𝐶𝐶𝑓𝑓
𝑠𝑠：企業による債券供給、𝐶𝐶ℎ
𝑑𝑑：家計の債券需要、𝑖𝑖𝐶𝐶債券金利  
𝐹𝐹𝐶𝐶𝑔𝑔
𝑑𝑑：政府の海外債券需要、𝐹𝐹𝐶𝐶𝑏𝑏
𝑑𝑑：銀行の海外債券需要、𝐹𝐹𝐶𝐶𝐹𝐹
𝑠𝑠：海外からの海外債券供給
𝑖𝑖?̅?𝐹𝐶𝐶：海外債券金利、e：自国通貨建て為替レート
𝑁𝑁𝐹𝐹𝑁𝑁𝑔𝑔政府の純金融資産（政府の金融資産・負債差額）、𝑁𝑁𝐹𝐹𝑁𝑁𝑐𝑐：中央銀行の純金融資産
𝑁𝑁𝐹𝐹𝑁𝑁𝑏𝑏：銀行の純金融資産、𝑁𝑁𝐹𝐹𝑁𝑁𝑓𝑓：企業の純金融資産、𝑁𝑁𝐹𝐹𝑁𝑁ℎ：家計の純金融資産
𝑁𝑁𝐹𝐹𝑁𝑁𝐹𝐹 海外の純金融資産、𝑦𝑦：実質産出量（*',）
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スとなる。
［仮定10］ 海外は、海外債券を供給（FBFs）している。労働の供給と受け入れは
行っていない。
　仮定10は、海外の純金融資産（NFAF）がマイナス、換言すれば、自国の経常収
支（CA）と海外債券保有の評価益（キャピタルゲイン・ロス）の過去からの累計
がプラスであること、更に、自国の第 1 次所得収支（y1）が海外債券からの利息受
け取り（ı¯FBFBFs）に一致することを意味している。
現金
［仮定11］ 中央銀行は、銀行の求めに応じて現金（CCS）を供給する。銀行は、
企業と家計の求めに応じて現金を供給し、手元には保有しない。
［仮定12］ 企業と家計の現金預金比率は預金金利（iD）の減少関数で、ともに
cc（iD）と表される。
　仮定11は、モデルの構造を簡素化するための想定である。
中央銀行当座預金（準備預金）
［仮定13］ 中央銀行は、所要準備率を β0 、当座預金の金利を ı¯R に設定する。
［仮定14］ 銀行は、超過準備率（ ε）を主体的に選択し、所要準備率の制約の下
で預金準備率（β≡ ε＋β0）を決定する。
預金（Ⅰ）
［仮定15］ 「借り手企業」の預金需要（Dfsd）は、取引動機にもとづくもので、預
金金利の増加関数、貸出金利（iL）の減少関数、実質産出量（y）の増
加関数である。また、預金金利と貸出金利の変化がもたらす預金需要の
変化の絶対値は等しい（ =－ ）。
［仮定16］ 「債券発行企業」の預金需要（Df ld）は、取引動機にもとづくもので、
預金金利の増加関数、債券金利（iB）の減少関数、実質産出量の増加関
数である。また、預金金利と債券金利の変化がもたらす預金需要の変化
の絶対値は等しい（ =－ ）。
［仮定17］ 家計の預金需要（Dhd）は、取引動機と資産保有動機にもとづくもので、
預金金利の増加関数、債券金利（iB）の減少関数、実質産出量の増加関
数、家計純資産（Wh）の増加関数である。また、預金金利と債券金利の
変化がもたらす預金需要の変化の絶対値は等しい（ =－ ）。
　これらから、 =－（ ＋ ）が成立することには留意が必要である。
∂Dfsd
∂iD
∂Dfsd
∂iL
∂Dfld
∂iD
∂Dfld
∂iB
∂Dhd
∂iD
∂Dhd
∂iB
∂Dd
∂iD
∂Dd
∂iL
∂Dd
∂iB
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預金（Ⅱ）
［仮定18］ 銀行は、供給された預金（Dbs）を、預金金利で需要（Dbd）している。
預金需要の業務費用（CD）は預金需要量（ ）の増加関数で、限界
業務費用（cD）は一定である。
　限界業務費用を一定としているのは、モデルの構造を簡素化するためである。
中央銀行貸出
［仮定19］ 中央銀行貸出は、貸出量を決めて、コールレート以下の金利（ı¯CBL）
で行われ、全額が需要される5）。各銀行の中央銀行借入れ量は と
なる。
　各銀行の中央銀行借入れ量を とするのは、同質的な銀行が n 行存在すると
しているためである（∵仮定 5）。設定金利がコールレートに等しい場合、各銀行の
借入れ需要量は不定、設定金利がコールレートを下回る場合、貸出量は各銀行に割
り当てられる。いずれの場合も、各銀行の借入量は均等化すると想定している。
コールローン
［仮定20］ 銀行は、コールローン（CL）やコールマネー（CM）の取り入れを、
コールレート（iC）で行っている。コールローンの限界業務費用はゼロ
である。
貸出
［仮定21］ 貸出市場における貸し手は銀行のみである。貸出の業務費用（CL：
リスク費用も含む6））は、貸出量（ ）の増加関数で、貸出の限界業
務費用（cL）は一定である。
［仮定22］ 貸出市場における借り手は「借り手企業」のみで、家計は借入れを行
わない。「借り手企業」の借り入れ需要（Lfd）は、取引動機にもとづく
貨幣需要に起因する。
　仮定21で限界業務費用一定、仮定22で家計が借入れを行わないとしているのは、
モデルの構造を簡素化するためである。限界業務費用一定は、貸出の供給曲線が水
平線で表されることを意味している。
債券
［仮定23］ 政府が供給する債券（国債）と「債券発行企業」が供給する債券は同
質的で、満期は 1 年である。また、債券保有者の時間的視野は 1 年であ
る。
Dbd
n
CBL
n
CBL
n
Ls
n
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［仮定24］ 「債券発行企業」の債券供給（Bfs）は、取引動機にもとづく貨幣需要
に起因する。
［仮定25］ 債券の需要主体は、中央銀行、銀行、家計である。
［仮定26］ 銀行の債券需要量は非負である（Bbd >0）。銀行が債券需要に要する
業務費用（CB：リスク費用も含む）は、債券需要量（ ）の増加関
数で、限界業務費用（cB）は一定である。また、銀行が債券需要に要す
る限界業務費用は、貸出の限界業務費用よりも小さい（cB<cL）。
［仮定27］ 家計の債券需要（Bhd）は、資産保有動機に起因する。
　仮定23で、債券の満期を 1 年、債券保有者の時間的視野を 1 年としているのは、
債券の評価益（キャピタルゲイン・ロス）を考慮から外して、議論を単純化するため
である。仮定26で、銀行の債券需要量が非負で、限界業務費用を一定としているの
で、債券の需要曲線も水平線で表される。
海外債券
［仮定28］ 海外債券の需要主体は、政府と銀行である。海外債券の満期は 1 年
で、保有主体の時間的視野は 1 年である。
［仮定29］ 銀行の海外債券需要量は非負である（FBbd > 0）。銀行が海外債券需
要に際して要する業務費用（CFB：リスク費用も含む）は、海外債券需
要量（ ）の増加関数で、限界業務費用（cFB）は一定である。ま
た、海外債券需要に要する限界業務費用は、債券の限界業務費用より大
きい（cB<cFB）。
［仮定30］ 海外債券の金利（ı¯FB）は自国にとって与件である。
［仮定31］ 自国通貨建て為替レート（e：以下、為替レート）の動向に関する市
場の予想は回帰的である7）。予想為替レート（eE）は、為替レートが均
衡為替レート（e0）
8）にどの程度のスピードで回帰していくと予想され
ているかを示す定数（θ）を用いて eE =θ（e0－e）＋e で表される。
　仮定28で、海外債券の需要主体を政府と銀行に限定しているのは、議論を単純化
するためである。また、海外債券の満期を 1 年、保有主体の時間的視野を 1 年とし
ているのは、評価益（キャピタルゲイン・ロス）を生じさせる要因を為替レートの変
動に限定するためである。仮定29は、海外債券の需要曲線が水平線で表されるこ
と、海外債券と債券が不完全代替的であることを意味している。仮定30は、自国が
「小国」であることを示している。仮定31は、予想為替差益率（dE≡ ）が
と表現されることを示している。なお、θ= 0 を想定した場合、予想は
静学的（eE =e）となることに注意が必要である。
Bbd
n
FBbd
n
eE－e
e
θ（e0－e）
e
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実物資産
［仮定32］ 家計貯蓄（Sh）は、家計可処分所得（DIh）の増加関数、基礎消費
（C0）と前期の家計純資産（Wh－1）の減少関数である
9）。また、「借り
手企業」の投資（Ifs）は貸出金利の減少関数、「債券発行企業」の投資
（If l）は債券金利の減少関数である。
［仮定33］ 純輸出（NX）は、実質産出量の減少関数、為替レートと海外実質産
出量（yF）の増加関数である。
［仮定34］ 国内財の価格（国内物価）と海外財の海外通貨建て価格（海外物価）
は一定である10）。
　民間部門で貯蓄を行っているのは家計のみとしているので（∵仮定 3 、4 、6）、
民間と家計の可処分所得は一致し、民間貯蓄と家計貯蓄も一致する。したがって、
家計可処分所得は、実質産出量に第 1 次所得収支（y1 = ı¯FBFBFs）から政府帰属分
（y1g= ı¯FBFBgd）を控除した銀行帰属分（y1b= ı¯FBFBbd）を加え、租税（T）を差し
引いて求めることができる。
2 ．2 　モデルの定式化
　銀行の最適化行動　銀行 k（k=1, 2, …, n）は、所要準備率、中央銀行当座預金
金利、預金金利、中央銀行貸出金利、コールレート、貸出金利、債券金利、海外債
券金利と為替レートを所与として利潤最大化行動を行う。
　なお、銀行 k の前期の純金融資産（NFAbk－1）をゼロ、e－1 を前期の為替レー
ト、ı¯FB－1 を前期の海外債券金利、FBbk
d
－1 を前期の海外債券需要量とすると、銀行
k の純金融資産は NFAbk= ［1＋ı¯FB－1］FBbkd －1（前期末に保有するドル、す
なわち、前期の海外債券需要量と前期末の海外債券からの利息とを今期の為替レー
トで評価し直したときの差額）となることに注意が必要である。
　銀行 k の利潤（πk）とバランス・シート制約は次のように表される。
πk= ı¯R（ε＋β0）Dbkd ＋iCCLk＋［iLLks－CL（Lks）］＋［iBBbkd －CB（Bbkd ）］
＋［（ı¯FB＋ ）FBbkd －CFB（FBbkd ）］－［iDDbkd ＋CD（Dbkd ）］
－ı¯CBL  －iCCMk
（ε＋β0）Dbkd ＋CLk＋Lks＋Bbkd ＋FBbkd ≡Dbkd ＋ ＋CMk＋NFAbk（制約条件）
　バランス・シート制約は、CLk－CMk≡［1－（ε＋β0）］Dbkd ＋ ＋NFAbk－Lks
－Bbkd －FBbkd と変形できる。iC（ ）をゼロで近似できる点（したがって
iCNFAbk= 0）に留意して、制約条件を組み込む形で利潤を表わすと次のようにな
e－e－1
e－1
θ（e0－e）
e
CBL
n
CBL
n
CBL
n
e－e－1
e－1
─　　─87
堂前 豊　資金循環と IS-LM分析
る。
πk=｛［iC－iD＋（ε＋β0）（ı¯R－iC）］Dbkd －CD（Dbkd ）｝＋（iC－ı¯CBL）
＋［（iL－iC）Lks－CL（Lks）］＋［（iB－iC）Bbkd －CB（Bbkd ）］
＋［（ı¯FB＋ －iC）FBbkd －CFB（FBbkd ）］
　右辺の第 1 項は預金調達による利潤、第 2 項は中央銀行借入れによる利潤（一
定）、第 3 項は貸出しによる利潤、第 4 項は債券保有による利潤、第 5 項は海外債
券保有による利潤を示している。
　以上から、銀行の最適化行動は次のように記述できる11）。
max
｛ε, Dbkd , Lks, Bbkd , FBbkd｝
πk（ε, Dbkd , Lks, Bbkd , FBbkd ; β0, θ, e0, ı¯R, iC, iD,ı ¯CBL, iL, iB,ı ¯FB, e）
〔Ⅰ〕If ı¯R> iC　→　ε=∞ （βDbkd =∞）
 ı¯R= iC　→　ε≥ 0  （βDbkd ≥β0 Dbkd ）
 ı¯R< iC　→　ε= 0  （βDbkd =β0 Dbkd ）
〔Ⅱ〕If iD> iC＋β（ı¯R－iC）－cD	 →　Dbkd = 0
 iD= iC＋β（ı¯R－iC）－cD	 →　Dbkd は不定
 iD< iC＋β（ı¯R－iC）－cD	 →　Dbkd =∞
〔Ⅲ〕If iL> iC＋cL →　Lks =∞
 iL= iC＋cL →　Lks は不定
 iL< iC＋cL →　Lks = 0
〔Ⅳ〕If iB> iC＋cB →　Bbkd =∞
 iB= iC＋cB →　Bbkd は不定
 iB< iC＋cB →　Bbkd = 0
〔Ⅴ〕If ı¯FB＋ > iC＋cFB	 →　FBbkd =∞
 ı¯FB＋ = iC＋cFB	 →　FBbkd は不定
 ı¯FB＋ < iC＋cFB	 →　FBbkd = 0
　なお、〔Ⅰ〕～〔Ⅴ〕の関係式はそれぞれ、中央銀行当座預金の個別需要関数、
預金の個別需要関数、貸出の個別供給関数、債券の個別需要関数、海外債券の個別
需要関数として読むことができる。
　企業の資金調達行動　企業の資金不足は、企業が保有する貨幣を減少させる。預
金金利、貸出金利、債券金利、実質産出量が不変であれば、企業の現金と預金の需
CBL
n
θ（e0－e）
e
θ（e0－e）
e
θ（e0－e）
e
θ（e0－e）
e
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要すなわち貨幣需要は不変であるから（∵仮定12、15、16）、企業の資金需要は今期
の資金不足すなわち企業投資だけ増大する（企業貯蓄はゼロと想定している）。したが
って、「借り手企業」の借り入れ需要関数と「債券発行企業」の債券供給関数は次
のように表現される。
Lfd=（cc（iD）＋1）Dfsd（iD, iL, y）＋Kfs－1＋Ifs（iL）
Bfs =（cc（iD）＋1）Df ld（iD, iB, y）＋Kfl－1＋If l（iB）
　右辺の第 1 項 Dfsd（∙）と Df ld（∙）は、「借り手企業」と「債券発行企業」の預金需要
を示している。Dfsd（∙）＋Df ld（∙）=Dfd（∙）である。第 2 項 Kfs－1 と Kfl－1 は、前期末時
点の「借り手企業」と「債券発行企業」の実物資産を示している。毎期の企業貯蓄
をゼロとしているので、Kf－1（≡Kfs－1＋Kfl－1）は前期までの企業の資金不足の累
積額、すなわち前期の純金融負債（－NFAf－1）に相当している。第 3 項 Ifs（∙）と
If l（∙）は、「借り手企業」と「債券発行企業」の投資関数を示している。Ifs（iL）＋If l
（iB）= If（iL, iB）である。［Kf－1＋If（∙）］と今期の純金融負債（－NFAf）が等しくな
ることに留意が必要である。
　家計の債券保有行動　家計の純資産（家計投資をゼロと想定しているので純金融資産
に等しい：Wh=NFAh）は、現金、預金と債券保有という形をとる。したがって、家
計の債券需要は、家計の純資産から貨幣需要を控除したものとなる。
Bhd =Wh－1＋Sh（DIh, C0 , Wh－1）－（cc（iD）＋1）Dhd（iD, iB, y, Wh－1＋Sh（∙））
　実物資産の形成　実物資産は、貯蓄を原資とした投資によって形成される。各部
門の資金過不足は、純金融資産の調整によって行われ、それらの総和がゼロとなる
とき均衡が成立する。各部門の純評価益の総和はゼロになること、今期と前期の純
金融資産の差の総和もゼロになることから、均衡では〔民間貯蓄投資ギャップ＋財
政収支＝経常収支〕が成立する。
　これは、次のように表現できる。財政収入に、政府の海外債券保有による利息収
入が加わることに注意が必要である。
Sh（DIh, C0 , Wh－1）－If（iL, iB）＋y1g＋T－G=NX（e, yF, y）＋y1
　第 1次所得収支　海外債券の利息受け取りが第 1 次所得収支となる。円で評価し
た海外債券の供給量は、純輸出、評価益（前期末のドル、すなわち、前期末の利息
と前期の海外債券供給量を今期の為替レートで評価し直したときの差額）と前期末
の利息と前期の海外債券供給量（前期末のドルを前期の為替レートで評価した金
額）の合計となる。したがって、ı¯FB－1 を前期の海外債券金利、e－1 を前期の為替レ
ート、FBFs－1 を前期の海外債券供給量とすると、y1 = ı¯FB（NX＋ ［1＋ı¯FB－1］
FBFs－1）＋［1＋ı¯FB－1］FBFs－1）と表現できる。これを整理すると次のようなる。
e－e－1
e－1
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y1 = ı¯FB（NX＋ ［1＋ı¯FB－1］FBFs－1）
　一般均衡　銀行は同質的なので、銀行 k と他のすべての銀行は同じ選択をすると
考えられる。
　銀行数 n のもとで、銀行の中央銀行当座預金需要は βDbd（≡nβDbkd ）、預金供給は
Dbs（≡nDbks ）、預金需要は Dbd（≡nDbkd ）、中央銀行借入れは CBB（≡n ）、コー
ルローンの超過供給は CL－CM（≡nCLk－nCMk）、貸出は Ls（≡nLks）、銀行の債券
需要と海外債券需要は、それぞれ Bbd（≡nBbkd ）と FBbd（≡nFBbkd ）となる。
　また、銀行は供給した預金を需要しているので、銀行の預金供給 Dbs と銀行への
預金供給 Ds（≡Dfs＋Dhs）は等しくなる。さらに、銀行の債券保有量が非負（Bbd > 0）
なので、iB> iC＋cB のとき債券の市場需要は無限大となり、債券金利は iB= iC＋cB
となる。銀行の海外債券保有量も非負（FBbd > 0）なので、ı¯FB＋ > iC＋cFB
のとき海外債券の市場需要は無限大となる。
　Dd（iD, iL, iB, y, Wh－1＋Sh（∙））≡Dfsd（iD, iL, y）＋Df ld（iD, iB, y）＋Dhd（iD, iB, y, Wh－1＋
Sh（∙））と、DIh=y＋y1b－T にも注意が必要である。
　一般均衡では、次の条件式が同時に成立する。
現金市場　　　　CCs≡cc（iD）Dd（iD, iL, iB, y, Wh－1＋Sh（∙））
中央銀行当座預金市場　　Rs≡CBL＋Bcd－CCs =（ε＋β0）Dbd　（ı¯R≤ iC）
預金市場（Ⅰ） 　Dbs =Dd（iD, iL, iB, y, Wh－1＋Sh（∙））
預金市場（Ⅱ） 　Dbs≡Ds =Dbd
　　　　　　　　iD= iC＋β（ı¯R－iC）－cD
中央銀行貸出市場　　CBL=CBB　（ı¯CBL≤ iC）
コール市場　　CL－CM≡Dbd＋CBB＋NFAb－（ε＋β0）Dbd－Ls－Bbd－FBbd
貸出市場　　Ls =Lfd=（cc（iD）＋1）Dfsd（iD, iL, y）＋Kfs－1＋Ifs（iL）
　　　　　　iL= iC＋cL
債券市場　　Bgs＋［（cc（iD）＋1）Df ld（iD, iB, y）＋Kfl－1＋If l（iB）］
=Bcd＋Bbd＋［Wh－1＋Sh（∙）－（cc（iD）＋1）Dhd（iD, iB, y, Wh－1＋Sh（∙））］
iB= iC＋cB
海外債券市場　　FBFs =NX＋ （1＋ı¯FB－1）FBFs－1 =FBgd＋FBbd
ı¯FB＋ = iC＋cFB
財市場　　Sh（y＋y1b－T, C0 , Wh－1）－If（iL ［iC］, iB ［iC］）＋y1g＋T－G
=NX（e ［iC］, yF, y）＋y1
e
e－1
CBL
n
θ（e0－e）
e
e
e－1
θ（e0－e）
e
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y1 =y1g＋y1b= ı¯FB（NX ［∙］＋ ［1＋ı¯FB－1］FBFs－1）
　これらについて、特に次の 4 点に留意が必要である。
　ⅰ　中央銀行当座預金市場の均衡式 =Dbd の左辺は、銀
行への預金供給と読むことができる。これは、また、銀行の預金供給とも一致する
（ ≡Ds≡Dbs）。
　ⅱ　ⅰ を踏まえると、預金市場（Ⅰ）の均衡式は =Dd（∙）
と表現できる。これは、ハイパワードマネー市場の均衡式 CBL＋Bcd =（cc（∙）＋ε＋ 
β0）Dd（∙）に変形することができる。右辺はハイパワードマネー需要（Hd）である。
　ⅲ　中央銀行当座預金市場の均衡式 =Dbd は、預金市場
（Ⅱ）の均衡式に一致する。
　ⅳ　中央銀行貸出は、貸出量を決めてコールレートもしくはそれ以下の金利で行
われ、全額が需要されるとしている（∵仮定19）。したがって、中央銀行貸出市場と
コール市場は一つの市場を形成し、中央銀行が介入を行っていると考えることがで
きる。預金市場（Ⅰ）、預金市場（Ⅱ）（中央銀行当座預金市場）、貸出市場、債券市
場、海外債券市場と財市場が均衡するとき、中央銀行貸出市場を含むコール市場も
均衡する。
　本稿では、預金市場（Ⅰ）、預金市場（Ⅱ）（中央銀行当座預金市場）、貸出市場、
債券市場、海外債券市場と財市場に焦点を充てて、コールレート、預金金利、貸出
金利、債券金利、為替レートと実質産出量の同時決定について考察する。なお、以
下では、預金市場（Ⅰ）の均衡式を貨幣（ハイパワードマネー）市場の均衡式と言い
換えることとする。
　以上を踏まえて、一般均衡の条件式を整理したものが（ 2 － 1 －a）～（ 2 － 6 －b）
式である。
（ 2 － 1 －a） Sh（y＋y1－y1g－T, C0 , Wh－1）－If（iL, iB）
 　　　　　　　　　　＋y1g＋T－G=NX（e, yF, y）＋y1 …IS 曲線
 　　　y1 = ı¯FB｛NX（e, yF, y）＋ ［1＋ı¯FB－1］FBFs－1｝
 　　　y1g= ı¯FBFBgd
（ 2 － 2 －a） CBL＋Bcd=［cc（iD）＋ε＋β0］Dd（iD, iL, iB, y, Wh－1＋Sh（∙）） …LM 曲線
（ 2 － 3 －a） iD= iC＋β（ı¯R－iC）－cD …預金金利決定式（預金（Ⅱ）需要関数）
e
e－1
CBL＋Bcd－cc（∙）Dd（∙）
ε＋β0
CBL＋Bcd－cc（∙）Dd（∙）
ε＋β0
CBL＋Bcd－cc（∙）Dd（∙）
ε＋β0
CBL＋Bcd－cc（∙）Dd（∙）
ε＋β0
e
e－1
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（ 2 － 3 －b） Ds = 	 …（預金（Ⅱ）供給関数）
（ 2 － 4 －a） iL= iC＋cL …貸出金利決定式（貸出供給関数）
（ 2 － 4 －b） Lfd=（cc（iD）＋1）Dfsd（iD, iL, y）＋Kfs－1＋Ifs（iL） …（貸出需要関数）
（ 2 － 5 －a） iB= iC＋cB …債券金利決定式
（ 2 － 5 －b） Bgs＋［（cc（iD）＋1）Df ld（iD, iB, y）＋Kfl－1＋If l（iB）］
 =Bcd＋Bbd＋［Wh－1＋Sh（∙）－（cc（iD）＋1）Dhd（iD, iB, y, Wh－1＋Sh（∙））］
  …（債券市場均衡式）
（ 2 － 6 －a） ı¯FB＋ = iC＋cFB …為替レート決定式
（ 2 － 6 －b） FBFs =NX（e, yF, y）＋ （1＋ı¯FB－1）FBFs－1 …（海外債券供給関数）
　（ 2 － 1 －a）式は財市場の均衡式、（ 2 － 2 －a）式は貨幣（ハイパワードマネー）
市場の均衡式である。これらは、（ 2 － 3 －a）、（ 2 － 4 －a）、（ 2 － 5 －a）、（ 2 － 6 －a）
式を用いると、（ 2 － 1 －b）と（ 2 － 2 －b）式のように表すことができる12）。
（ 2 － 1 －b） Sh（y＋y1［∙］－y1g－T, C0 , Wh－1）－If（iL［iC］, iB［iC］）
 ＋y1g＋T－G=NX（e［iC］, yF, y）＋y1［∙］
  　　y1 = ı¯FB｛NX（e［iC］, yF, y）＋ ［1＋ı¯FB－1］FBFs－1｝
  　　y1g= ı¯FBFBgd
（ 2 － 2 －b） CBL＋Bcd
 =［cc（iD［iC］）＋ε＋β0］Dd（iD［iC］, iL［iC］, iB［iC］, y, Wh－1＋Sh（∙））
　（ 2 － 1 －b）と（ 2 － 2 －b）式を、実質産出量とコールレートの平面上に描いたも
のが、図 1 の IS 曲線と LM 曲線である13）。
3 ．考察
　第 3 節では、モデルの含意について若干の考察を行う。
　為替レートと貨幣需要　（ 2 － 1 －b）と（ 2 － 2 －b）式から、為替レートの減価が
第 1 次所得収支を改善して家計貯蓄を増大させること、家計貯蓄の増大が家計保有
資産を増やして貨幣需要を増大させることを確認できる。
　以下の議論のため、家計貯蓄関数を次のように S˜h（∙）という形に表現し直して
おきたい。
CBL＋Bcd－cc（∙）Dd（∙）
ε＋β0
θ（e0－e）
e
e
e－1
e［iC］
e－1
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図 資産市場の均衡と IS-LM 曲線
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Sh（y＋y1［∙］－y1g－T, C0 , Wh－1）
　　　= S˜h（y, e［iC］, e－1, ı¯FB, ı¯FB－1, yF, FBF
s
－1, T, C0 , Wh－1）
　貨幣（ハイパワードマネー）市場の均衡式は、（ 2 － 2 －b）式と家計貯蓄関数 S˜h（∙）
を用いて、（ 2 － 2 －c）式のように書き直すことができる。
（ 2 － 2 －c） （CBL＋Bcd）
 =［cc（iD［iC］）＋1］Dd（iD［iC］, iL［iC］, iB［iC］, y, Wh－1＋S˜h［y, e［iC］, …］）
　左辺は均衡における貨幣供給（マネーストック）、右辺は貨幣需要である。また、
は貨幣乗数を表している。
　財需要の増大と貨幣市場　財需要が増大して実質産出量と貨幣需要が高まる場合
（IS 曲線の右シフト）、超過準備率の低下か、コールレートの上昇によって、貨幣市
場の超過需要は解消される。
　超過準備率が低下する場合、コールレートは中央銀行当座預金に等しく、預金金
利と現金預金比率、貸出金利、債券金利、為替レートも不変である。したがって、
財需要と貨幣需要は高まったままで、超過準備率が低下して貨幣乗数は上昇し、貨
幣供給は増大する。このとき、実質産出量とコールレートの平面上に描いた LM
曲線（ハイパワードマネー一定）は水平となる。このような〝流動性の罠〟は、「銀
行による貨幣供給
4 4
の金利弾力性が無限大で、民間非銀行部門の貨幣需要が不足する
状況」と解釈できる14）。
　コールレートが上昇する場合には、預金金利の上昇による現金預金比率の低下が
貨幣乗数を引き上げる。しかし、一方で、貸出金利、債券金利の上昇15）と為替レ
ートの増価によって財需要と貨幣需要は抑制される。したがって、前者の場合より
も実質産出量と貨幣供給の増大幅は小さくなる（LM 曲線は右上がり）。
　財政赤字と〝流動性の罠〟　民間引き受けの国債発行による政府支出は、財需要
を増大させて実質産出量と貨幣需要を高める（IS 曲線の右シフト）。先に確認したよ
うに、貨幣市場の超過需要は、超過準備率の低下もしくはコールレートの上昇によ
って解消される。いずれの場合も、貨幣乗数が上昇して貨幣供給は増大する。
　中央銀行引き受けの国債発行による政府支出も、財需要を増大させて実質産出量
と貨幣需要を高める（IS 曲線の右シフト）。とともに、ハイパワードマネーを増大さ
せる（LM 曲線の右シフト）。ハイパワードマネーの増大は、超過準備率の低下もし
くはコールレートの上昇を抑制し、貨幣乗数の上昇を抑制する効果を持つ。
　〝流動性の罠〟のもとでは、コールレートが不変なので、政府支出が実質産出量
と貨幣需要を高めたままで、それらに見合った水準へと貨幣供給は調整される。民
cc（iD［iC］）＋1
cc（iD［iC］）＋ε＋β0
cc（∙）＋1
cc（∙）＋ε＋β0
─　　─94
通信教育部論集　第22号（2019年 8 月）
間引き受けの国債発行の場合には貨幣乗数が上昇し、中央銀行引き受けの場合には
ハイパワードマネーの増大にともなって貨幣乗数が変化する。政府支出が実質産出
量や貨幣供給に与える効果は、〝流動性の罠〟のもとでは、資金調達方法に影響を
受けないといえる。
　ただし、ハイパワードマネーの増大が物価や為替レートの将来予想に影響を与え
る場合には、資金調達方法によって政府支出の効果は異なるものとなる。例えば、
中央銀行引き受けの国債発行によって為替レートの減価が予想されるようになれば
（e0 の上昇）、それに応じて為替レートは減価し
16）、実質産出量は増大する（IS 曲線
の更なる右シフト）。これが、貨幣需要を高めて貨幣供給も増大する。
　貸出しリスク変動の効果　貸出しリスクが高まると、貸出の限界業務費用（cL）
が上昇し、借り手企業の投資は減少する（IS 曲線の左シフト）。また、借り手企業の
貨幣需要も減少する（LM 曲線の右シフト）。このとき生じる貨幣市場の超過供給は、
超過準備率の上昇もしくはコールレートの低下を引き起こす。
　超過準備率が上昇する〝流動性の罠〟の場合、コールレートは中央銀行当座預金
に等しく、預金金利と現金預金比率、債券金利、為替レートも変化しない。貸出金
利は限界業務費用の上昇分だけ高くなり、実質産出量は減少する。また、超過準備
率の上昇によって貨幣乗数は低下し、貨幣供給も減少する。
　なお、固定相場制のもとでも〝流動性の罠〟と同様の事態が引き起こされる。為
替レートを政策的に固定するには、ハイパワードマネーの調整を行って、コールレ
ートを海外債券の金利から海外債券の限界業務費用を差し引いた水準（ı¯FB－cFB）
に維持する必要がある17）。したがって、預金金利と現金預金比率、債券金利、為替
レートは変化しない。貸出金利は限界業務費用の上昇分だけ高くなり、実質産出量
は減少する。
　コールレートが低下する場合も、預金金利が低下して現金預金比率を上昇させる
ので、貨幣乗数は低下し、貨幣供給は減少する。しかし、貸出金利の上昇は抑制さ
れ、債券金利は低下、為替レートは減価するので、借り手企業の投資減少の抑制、
債券発行企業の投資、純輸出、第 1 次所得収支の増大などによって18）、実質産出量
の減少は抑制される19）。
　累積経常収支と為替レート　今期の経常収支が黒字（NX（∙）＋ı¯FBFBFs >0）であ
れば、今期と前期の海外債券供給量の関係は、次のようになる。
FBFs =NX（∙）＋ ［1＋ı¯FB－1］FBFs－1 >－ı¯FBFBFs＋ ［1＋ı¯FB－1］FBFs－1
　これは、経常収支の黒字が、今期末に自国が保有するドル（ FBFs）を前
期末に自国が保有していたドル（ FBFs－1）よりも増大させることを意
味している。
e［iC］
e－1
e［iC］
e－1
1＋ı¯FB
e
1＋ı¯FB－1
e－1
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　モデルの構造が不変であれば、来期の財市場と貨幣（ハイパワードマネー）市場の
均衡式は、（ 2 － 1 －b ）ʼと（ 2 － 2 －b ）ʼ式で表される。
（ 2 － 1 －b ）ʼ Sh（y＋1＋y1［∙］－y1g＋1－T, C0 , Wh）－If（iL［iC＋1］, iB［iC＋1］）
 ＋y1g＋1＋T－G=NX（e［iC＋1］, yF, y＋1）＋y1［∙］
 　　y1＋1 = ı¯FB＋1｛NX（e［iC＋1］, yF, y＋1）＋ ［1＋ı¯FB］FBFs｝
 　　y1g＋1 = ı¯FB＋1 FBgd＋1
（ 2 － 2 －b ）ʼ CBL＋Bcd
=［cc（iD［iC＋1］）＋ε＋1＋β0］D
d（iD［iC＋1］, iL［iC＋1］, iB ［iC＋1］, y＋1, Wh＋Sh（∙））
　y＋1 は来期の実質産出量、y1＋1 は来期の第 1 次所得収支、y1g＋1 は来期の第 1 次
所得収支の政府帰属分、iC＋1 は来期のコールレート、ı¯FB＋1 は来期の海外債券金
利、FBgd＋1 は政府による来期の海外債券需要量、ε＋1 は来期の超過準備率を表して
いる。なお、今期の家計純資産（Wh ≡ Wh－1＋Sh（∙））が、来期から見た前期の家
計純資産になることに注意が必要である。
　これらは、経常収支の黒字が、来期の第 1 次所得収支を改善して消費を刺激し、
実質産出量を増大させる効果を持つこと（来期 IS 曲線の右シフト）、来期の貯蓄を増
やすことで家計純資産を増大させて、貨幣需要を高める効果を持つこと（来期 LM
曲線の左シフト）を示している。経常収支の黒字が継続する場合、リスクプレミア
ムに変化がなくても、コールレートを押し上げ、為替レートを増価させる力が働き
続けるといえよう20）。
4 ．おわりに
　本稿では、民間部門を銀行、投資主体としての企業、貯蓄主体としての家計、海
外に立て分けて、中央銀行貸出、中央銀行当座預金、コールローン、貸出、債券、
海外債券、現金、預金と実物資産を対象とする開放経済の IS-LM モデルを構築し
た。
　IS-LM モデルを修正・拡張しようという試みは、かねてより、さまざまな形で
行われてきた。しかし、銀行が信用創造の主体であること、貨幣が現金と預金から
構成されること、多くの預金には金利が付与されていること、貸出と債券が不完全
代替的であること、金利と為替レートが金融市場で同時に決まること、各部門の資
金過不足が純金融資産を変化させることなどを同時に扱える、しかも簡便なモデル
が提示されることは、稀であったように思われる。したがって、本稿は、IS-LM
モデルの含意について、これまで看過されがちであったが押さえておくべき基本的
な視点を提供するものとなっているはずである。
e［iC＋1］
e
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注
1 ） 　本稿では、非銀行企業のことを単に企業と呼んでいる。
2 ） 　植田（2002）は、「『流動性の罠』という概念についてはいろいろな解釈が存在し、若
干の混乱もみられるが、ここでは単純に『名目金利に低下余地が無い状況』」と定義す
ることとしよう。」（ 3 頁）として考察を行っている。
3 ） 　民間引き受けの国債発行による政府支出と国債の買いオペの組み合わせを「中央銀行
引き受けの国債発行による政府支出」と表現している。
4 ） 　例えば、鈴木（1974）や堀内（1980）は、日本の金融構造を意識した形で一般均衡モ
デルを構築し詳細な分析を行っている。また、星（2000）は、戦後日本における金融政
策の波及経路に関する諸研究を念頭に置いて、金融政策が銀行貸出の量を通じて総需要
に影響を与える経路を重視した IS-LM 型のモデルを提示している。日本の金融と金融
理論を架橋することを意図したそれらの研究とは異なり、本稿は、堂前（2018）と同様
に、一般的な IS-LM モデルの含意を、モデルの修正・拡張によって確認することを主
目的とするものである。
5 ） 　共通担保オペ・固定利率や、コールレートを下回る公定歩合で行われたかつての日銀
貸出などを念頭においている。
6 ） 　堀内（1980）も、貸出や有価証券保有に伴う営業費用に不確実性の要素をインプリシ
ットに含めて定式化を行っている。
7 ） 　深尾（2010）は、「マンデル = フレミング・モデルによる分析結果は、変動相場制下
の経済のモデルとしては非現実的であり、直接このモデルを変動相場制の国に当てはめ
てはいけない。」（196頁）として、為替レートに関する静学的予想を回帰的予想に変更
した修正モデルについて考察している。本稿でも、同様の問題意識に立脚している。
8 ） 　本稿では IS-LM モデルを構築しているので、均衡為替レート（購買力平価などから
決まる）は外生的に決まると想定している。
9 ） 　消費関数を C=cDIh＋C0＋ω（Wh－1＋Sh（∙））（C：消費、c：限界消費性向、C0：基礎
消費、ω：家計純資産 1 単位の増大が生み出す消費）とすると、家計貯蓄関数は次のよ
うになる。
 　Sh=DIh－C
  =DIh－｛cDIh＋C0＋ω（Wh－1＋Sh（∙））｝
  =｛（1－c）DIh－C0－ωWh－1｝－ωSh（∙）
  =（1－ω）｛（1－c）DIh－C0－ωWh－1｝＋ω2Sh（∙）
  =（1－ω＋ω2）｛（1－c）DIh－C0－ωWh－1｝－ω3Sh（∙）
  =（1－ω＋ω2－ω3＋…）｛（1－c）DIh－C0－ωWh－1｝＋（－ω）∞Sh（∙）
  = ｛（1－c）DIh－C0－ωWh－1｝
10） 　為替レートが変化すると、GDP デフレーターが変化することには注意が必要である。
11） 　次式が成立することに留意したい。
  =（ı¯R－iC）Dbkd
1
1 +ω
∂πk
∂ε
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  = iC－iD＋β（ı¯R－iC）－cD
  = iL－iC－cL
  = iB－iC－cB
  = ı¯FB＋ － iC － cFB
12） 　（ 2 － 1 －b）と（ 2 － 2 －b）式を、実質産出量と債券金利の関係で表現することも、
（ 2 － 5 －a）式を用いると容易にできる。
13） 　図 1 の γFB は海外債券保有の予想収益率（ı¯FB＋ ）を、また、ye、iCe、De、
Le、Be、FBe、γ eFB は均衡における実質産出量、コールレート、預金量、貸出量、債券
量、海外債券量、海外債券保有の予想収益率を表している。
14） 　銀行による貨幣（ハイパワードマネー）需要の金利弾力性が無限大のとき、銀行によ
る貨幣供給（マネーストック）の金利弾力性は無限大となる。
15） 　コールレートの変動が、貸出金利と債券金利にはそのまま、預金金利には割合（1－β）
で反映されることに注意が必要である（∵ = = 1 , = 1－β）。
16） 　為替レートの減価予想（e0 の上昇）が為替レートを減価させることは、（ 2 － 6 －a）
式で確認できる。
17） 　資本移動が自由な場合、予想為替差益率ゼロのもとで国内運用と海外運用の収益率を
一致させることが、為替相場を固定するためには必要である。
18） 　第 1 次所得収支の増大は家計貯蓄とともに家計消費を増大させる。
19） 　なお、実質産出量が増大する可能性を考えることもできる。例えば、為替レートのコ
ールレート弾力性が無限大（θ= 0）の場合、IS 曲線は水平となる。このとき、LM 曲
線の右シフトに見合う実質産出量のもとで、新たな均衡が実現する。
20） 　海外債券保有の限界業務費用（cFB）を一定としているので、ここでの議論は、リス
クプレミアムの変化を考慮に入れずに成立している。
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幼稚園教育での幼児の遊びにおける
「表現」の育ちに関する研究
─ごっこ遊びにおける幼児の表現と社会認識の芽生えに関する一考察─
清 水 百 合 香
1 　はじめに
　現代は、都市化、少子化、機械化が進む中で、人と人との人間関係の稀薄化やコ
ミュニケーション力の低下が指摘されている。また核家族化の広がりなどにより、
家庭の教育力の低下・社会の中における規範意識の低下などが問題として表れてき
ている。そのような問題・課題が広がっている現代である故に、今後の未来社会を
担う子どもたちの教育は大変に重要である。そしてその教育は、人格形成の基礎が
築かれる幼児期から始めていく必要がある。変化の大きな社会の中でも、強く、た
くましく生きていく力を幼児期にしっかりと育てていきたい。そしてそれは、幼稚
園教育における役割でもある。幼稚園教育では、平成29年改訂の新幼稚園教育要領
においても、「生きる力の基礎」を育てることの重要性が示されている。人間の人
格の基礎が築かれる重要な幼児期に、生活や遊びの中で、幼児が多くのことを学
び、健やかに成長を刻んでいけるように、幼児の遊びや生活をより充実させていく
ことが求められている。
2 　研究目的
　平成29年 3 月に改訂となった幼稚園教育要領においては、幼稚園教育の基本であ
る「環境を通して行う教育」の考え方は変わっていないが、新たに、幼稚園教育に
おいて、幼児期に「生きる力の基礎」を育てるために育みたい資質・能力として、
次の 3点が示された。「知識及び技能の基礎」「思考力・判断力・表現力等の基礎」
「学びに向かう力・人間性等」である。その中の一つに「思考力・判断力・表現力
等の基礎」があるが、幼児が物事をどのようにとらえているか、考えていくかなど
という「思考力」の面の育ちと、幼児が生活の中で、人や物・出来事に対してどの
ような考えや思いをもち、どのように対応していくかということにおいては幼児の
「判断力」の育ちが求められる。そして「表現力」は、幼児の思考力や判断力が発
揮され、人に伝わっていくためにも必要な力である。また幼児が人間として生きて
いく上で、相手や様々な人に対しての思いをどう表現するか、伝えていくかという
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点では、コミュニケーション能力の育ちにもつながっていく。コミュニケーション
力が低下している現代において、子どもたちに、表現力を育てることは、重要なこ
とである。平田（2015）は、幼児期に表現する力を育てることの重要性を強調し、
さらに、「表現とは、『感じて』、『考えて』、『行動する』ことです」と示している。
そして物事に対して、イメージや考えをもったり、想像したりした時、どのように
表現していくのかなど、「想像力」や「創造力」などの育ちにも大きく関係してく
ると考えられる。
　新幼稚園教育要領においても、小学校教育へのスムーズな移行や連続した学びが
大切であることが示されているが、小学校以上の学びにおける授業の中において
も、国語や社会、理科や道徳などの授業では、感じたこと・学んだことを表現する
力がどうしても必要となってくる。
　幼稚園教育においては、保育内容の中に領域「表現」が示されており、「感じた
ことや考えたことを自分なりに表現することを通して、豊かな感性や表現する力を
養い、創造性を豊かにする」ということが目標として示されている。幼児は、幼稚
園生活や遊びの中で、自分の思い・考え・気づいたことや感じたこと・イメージし
たこと・理解・認識したことなどを表現していく。表現の方法としては、大人や動
物などの言葉や動きを模倣したり、考えたものを作ったり、歌ったり、友達や教師
と伝え合ったり、演じたりするなど様々な表現の仕方を園生活の中で培っていく。
　その中で「表現の育ち」ということを考えた時、表現方法の広がりや深まりとい
うことがある。例えば何か見た事や体験したことを模倣して表現する段階から自分
なりに考えたことや創造したものを表現していくようになることなどは、表現方法
の広がりや深まりなどの育ちであるとも考えられる。また人や物に対しての表現の
仕方の変化などを考えた時には、自己中心的な表現から、社会性の育ちを通して、
他者を意識しての表現へと変わっていくということも幼児の表現の育ちであると考
えられる。砂上（2015）は、幼児の表現する力が育つ過程と幼児の生活の中での学
びについて、「対象とのかかわり方の変化が、子どもが表現者として育つ過程に重
なっている」と示している。であるならば、幼児期における表現の成長の過程にお
いては、他者を意識した社会性の育ちというものも関連してくるといえる。幼児は
生活の中で、身の回りのことや社会における様々な物についての理解を深め、人や
物の役割・仕組みなどを認識していく。幼稚園での生活や遊びの中においても、幼
児が社会認識を深め、社会性を培いながら、自己発揮・自己表現していけるような
体験を重ねていくことが大切である。
　幼児期の社会性・社会認識の発達について、先行研究では、日下他（1991）の研
究がある。その中で、幼児が自分や周囲の人々、そして自分を取り巻く世界をどの
ように認識しているか、ということについて、自己認識・他者認識・外界認識とい
うとらえ方があるということが示されている。そして外界認識の中に自然認識と社
会認識があるが、社会認識に関する研究が少ないということから、日下等は、幼児
期の社会認識の発達について、自由面接法を用いて調査を行った結果、 4歳児～ 5
歳児においても、社会の部分的なことを認識しているということが明らかになっ
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た。
　では幼稚園における幼児の遊びの中においては、どうであろうか。著者は、幼稚
園における遊びの中においても幼児の社会性や社会認識の芽が培われていると考え
た。幼児が遊びの中で表現する具体的な行動の中から、そのような社会認識の芽生
えについて明らかにしていきたい。
　そこで幼稚園生活における遊びの姿の中でも、幼児が自発的に遊び始め、表現し
て遊ぶ「ごっこ遊び」に着目した。ごっこ遊びは、幼児が興味、関心をもったこと
や、見たこと、経験したことなどを模倣したり、その役のつもりになって表現して
いく遊びであり、実際の体験をともなうものである。また幼児が遊びの中で自ら考
えたことや理解したこと、認識したことを行動として表現し、体験しながら多くの
ことを学んでいく。そのように、幼児は、ごっこ遊びの表現の中で、気持ちや考え
を始め、理解したことや、認識したことなども表現していく。これらのことを踏ま
え、幼児の社会認識の芽生えという姿もごっこ遊びの姿の中でとらえていくことが
できると考えた。
　よって本研究では、幼稚園教育における幼児の「表現」の育ちについて、園生活
における幼児のごっこ遊びの姿から、表現の育ち・幼児の社会認識の芽生えについ
て、明らかにしていくことにした。
3 　研究方法
⑴　研究テーマにおける内容をとらえる
①　「ごっこ遊び」における幼児の表現
②　幼児の「表現」と「表現の育ち」
③　「幼児の社会認識」に関するとらえ
⑵　保育観察記録における幼児の「表現」の育ちと「社会認識」について
分析・考察における観点
⑶　保育観察と保育観察記録の中の事例における幼児の「表現」の育ちと「社会認
識」についての分析・考察
①　保育観察
〇　保育観察を行った幼稚園─都内の公立幼稚園
〇　保育観察の時期・期間─平成30年 6 月下旬～ 9月下旬
〇　対象学年・　 4歳児クラス（ 5歳になってきている幼児たち）19名
〇　保育観察における方法─自然観察法
5か月間の幼児の表現・社会認識の育ち・変化・変容などもとらえていけ
るように、一人の対象児を中心に「ごっこ遊び」を追いながら、自然観察
法を用いて行う。
②　保育観察記録の中の事例における幼児の「表現」の育ちと「社会認識」につ
いての分析・考察
⑷　事例における幼児の表現と社会認識についての内容・分析
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4 　研究内容
⑴　研究テーマにおける内容についてとらえる
①　「ごっこ遊び」における幼児の表現
　ごっこ遊びは、幼児が自発的に始める模倣遊びである。遊びを進めようとする
幼児は、自主的に行動している。幼児が自主的に始める遊びであることから、身
近な人・物などついて興味・関心のあることをやってみたいという思いからの表
現であると考える。とともに幼児が自ら考えたことや理解したこと、認識したこ
とを行動として表現している姿であると考える。そして興味のあることや憧れた
人・物などを模倣している段階では、その役のつもりになって表現したりして遊
ぶ。そのため言葉や動きを模倣して表現しながら、自分でその内容について考え
たり、想像したりして遊んでいく。そのような体験の中で、言葉を覚えたり、体
の感覚や運動能力を身につけていくこともある。また周囲の大人や社会の中で
人々などの動きを真似ながら、人に対する意識や、様々な人へのかかわり方など
も学んでいると考える。また模倣の段階から、自分で想像したことを表現した
り、自分なりの考えを含め、創造力を働かせて表現したりしていくようなことも
ある。このように幼児が楽しいと感じて自ら表現して遊んでいく経験が、幼児の
自信となり、自主性・主体性の育ちにもつながっていくと考える。そして幼児が
生活の中での身近なことや社会における人や物・出来事などを表現していく中で
は、生活・社会に関する内容、つまり社会認識に関する内容も多く含まれている
と考える。
②　幼児の「表現」と「表現の育ち」
　幼児の「表現」については、表現する内容や、表現の方法、人を対象とした表
現などがあり、次のような内容がとらえられる。
○　幼児が表現する内容
幼児が表現する内容としては、自分の内面、興味、欲求、気持ち、思い、考
え、気づき、感じたこと、イメージしたこと、理解・認識したことなどであ
る。
○　表現の方法
幼児が表現する内容としては、言葉や動きでの表現、他の人間や動物などの
動きや言葉を模倣するという表現、書く、作る、使う、工夫する、歌う、楽
器をならす、友達や保育者と伝え合う、演じるなどの様々な表現方法があ
る。
○　人を対象とした表現
人を対象とした表現では、相手を意識しての表現、相手に伝えたいための表
現、異年齢に対しての表現などがあり、その内容としては、喜びや悲しみ、
怒り、楽しさ、思いやる気持ちなど様々な思いを表現していく。
　次に、幼児の「表現の育ち」については、「表現方法の変容」「表現意識・表現
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内容の変容」ということが考えられる。
○　表現方法の変容
表現方法の変容としては、幼児自身が見たこと、経験したことを模倣し表現
する段階、自分なりの考えやイメージしたことを表現する段階、自分で想像
したり、創造したりしたことを表現していく段階などがあると考える。そし
てそれらの各段階において、表現方法が変容したり、広がったりしていくこ
とや、表現方法が豊かさになったりして、いくことなどが「表現の育ち」と
なっていくと考える。
○　表現意識・表現内容の変容
幼児が表現している時の意識や表現する内容の変容としては、例えば、自分
の思いだけを中心とした表現や、感じたことなどを自然に表現していく段階
から、人や物・周囲を意識しての表現へと変容していくことなどが考えられ
る。さらに表現じたいを意識して演じる表現へと変容していくことなどがあ
る。このような表現意識や表現内容の変容が、幼児の「表現の育ち」の姿に
もつながっていくと考える。
③　「幼児の社会認識」に関するとらえ
　幼児のごっこ遊びにおける「社会認識」についての内容としては、社会にお
ける事象・しくみなどの認識、物や人の役割についての認識、物やしくみにつ
いての認識、社会における人とのかかわり・社会性、社会のルール・規範意
識、道徳性などへの理解など様々な内容がある。幼児が、遊びの中で、それら
を表現して遊ぶ時に、それらの内容が、友達や教師からも共感を受けたり、認
めてもらったりしていくことで、幼児は社会認識を深めていくことになる。一
方で表現した内容が、友達や教師からも批判を受けるなどしていく場合もあ
る。そのような遊びにおけるかかわりや周囲からの反応などを受けて、幼児は
社会認識を深めたり、間違ったとらえや善悪を正されたりしていく。このよう
なことも、幼稚園生活における幼児の学びとなっていくと考える。
⑵　保育観察記録における幼児の「表現」の育ちと「社会認識」についての分析・
考察については、 3つの観点からとらえることとした。
○　幼稚園教育における幼児の「表現」における観点
○　幼児の「社会認識」における育ちの観点
○　環境・教師の援助における観点
①　幼稚園教育における幼児の「表現」における観点
　幼稚園生活における遊びの中で「表現」についての育ちをとらえるということ
では、幼稚園教育の保育内容・領域「表現」の内容を基とした。幼稚園における
保育内容・領域「表現」の「ねらい」と「内容」については、幼稚園教育要領に
（平成29年度告示）、以下のように示されている。
■ 表現「ねらい」
〇　いろいろなものの美しさなどに対する豊かな感性をもつ。
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〇　感じたことや考えたことを自分なりに表現して楽しむ。
〇　生活の中で、イメージを豊かにし、様々な表現を楽しむ。
■「内容」
〇　生活の中で様々な音、形、色、手触り、動きなどに気づいたり、感じたり
などして楽しむ。
〇　生活の中で、美しいものや心を、動かす出来事に触れ、イメージを豊かに
する。
〇　様々な出来事の中で、感動したことを伝え合う楽しさを味わう。
〇　感じたこと、考えたことなどを音や動きなどで表現したり、自由にかいた
り、つくったりなどする。
〇　いろいろな素材に親しみ、工夫して遊ぶ。
〇　音楽に親しみ、歌を歌ったり、簡単なリズム楽器を使ったりなどする楽し
さを味わう。
〇　かいたり、つくったりすることを楽しみ、遊びに使ったり、飾ったりなど
する。
〇　自分のイメージを動きや言葉などで表現したり、演じて、遊んだりするな
どの楽しさを味わう。
　である。上記のような、幼稚園教育要領の保育内容「表現」の内容から、幼稚
園生活における幼児の「表現」に関するとらえは、音楽表現や絵画表現だけでな
く、幼児が自分の思いや、頭に描いたイメージを言葉や動きで表現したり、イメ
ージしたものを製作したり、音を感じたり、自然などに対して感動を表現したり
など、様々な表現をとらえることを意味している。
②　幼児の「社会認識」における育ちの観点
　社会認識ということでは、幼児が、身の回りのものや社会における物や事象に
関する名前やしくみ、その物の扱われ方などについても理解し、認識しているか
どうか、その育ちをとらえていくことが必要となる。
　先行研究における日下等（1991）の研究では、自由対話法という方法をとり、
幼児との対話の中で、幼児の社会認識について、社会認識についての育ちを明ら
かにしていったが、本研究では、方法として、幼児が自主的に遊び始める「ごっ
こ遊び」において社会認識の育ちをとらえていくこととした。それは、幼児は、
理解したことを動きや言葉でも表現していくと考えたからである。そして、その
表現の内容が、実際の社会における物や事象・しくみなどと合っているか否かと
いうことで、社会認識についての理解の度合いもとらえていく必要がある。
　先行研究における日下等（1991）の研究では、幼児期の子どもの社会認識を 3
つの水準として次のように示している。
水準Ⅰ─現象そのものさえもまだ理解されていない。
水準Ⅱ─個々の現象は理解されているが、それらの背後にある関係やつながり
はまだ理解されていない。
水準Ⅲ─社会事象の大まかな関係、またはつながり（またはその一部）を理解
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している。
　この日下等の研究で示された、幼児の社会認識の理解の仕方を追及する方法と
しての社会認識に関するとらえが、適切なものと思われるので、本研究において
もこうした考え方を用いたいと考えた。そして「幼児の社会認識における芽生
え」についての内容として日下等が示した水準のⅡとⅢの内容を参考に、考察を
深めていくこととした。
③　環境・教師の援助における観点
　幼児は幼稚園生活における遊びの中で、様々なことを体験し、様々な人とかか
わりながら、多くのことを学んでいく。幼稚園教育の基本は「環境を通して行う
教育」の考え方である。幼児が自ら興味をもった遊びや環境に働きかけ、積極的
に遊びに取り組み、充実感や満足感が得られるようにしていくことが大切であ
る。それらを踏まえ、幼児の遊びにおける教師の役割としては、〇幼児が自ら興
味をもって、遊具や用具、素材に関わっていくことができるように、遊具や用
具・素材の種類、配置等について考え、環境を提示・構成していく役割、〇幼児
の遊びを理解し、共鳴、共感していく共同作業者としての役割、〇遊び方や物事
の価値や善悪を示すモデルとしての役割、〇幼児の遊びへの取り組みや育ちを促
す援助者としての役割、○幼児が精神的に安定するためのよりどころとしての役
割、などがある。このような観点から、環境・教師の援助について、観察記録を
分析・考察していくこととした。
⑶　保育観察記録における幼児の「表現」の育ちと「社会認識」についての分析・
考察
　保育観察における事例においては、各時期の「ごっこ遊び」の幼児の取り組みの
様子について、遊びの動きの変化ごとに番号を示した。事例における分析・考察に
ついては、〇幼児の表現の育ちの観点　〇幼児の社会認識における観点　〇環境・
教師の援助における観点　の 3つの観点に分けて示し、遊びの取り組みの姿の番号
と対応させて示した。
事例 1　「生活の中で、見た経験を模倣したり、イメージした物を身近な遊具で、
表現したりして遊んだ事例」
◆  6 月27日（水）　晴れ　9：10 ～ 10：15　　　─保育室─
　 〈おうちごっこ・車作りごっこ〉
①　ままごとコーナーでK男が始めたおうちごっこに、M男が加わり、K男
は父さん役、M男はお兄さん役になって遊び始めた。M男とK男は棚から
ブラシなどが入っている箱を持って来て、「おしゃれしよう」と言って笑い
ながら、それぞれ自分の髪をとかして遊んでいた。
②　K男は、キッチンのところで、料理を作り、M男は「行ってきまーす」
といって出かけたりする。ままごとコーナーに近づいてきた S子と T男を
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〈幼児の表現の育ちの観点からの考察〉
①　ままごとコーナー場で、Ｋ男は父親、Ｍ男は兄というつもりで遊び始め、Ｋ男
もＭ男も「おしゃれ」と言って髪を整えるという表現をしながら顔を見合わせて
微笑み、楽しさを共感している姿が見られた。
②　Ｋ男は父として料理を作ること、Ｍ男は兄として外に出かけたり、ネコの幼児
に餌をあげたりすること、Ｔ男たちは、ごちそうを食べるなど、それぞれの役の
表現を楽しんでいたと思われる。
③④　Ｍ男は、車で出かけたい、車を作りたい、という思いを一緒に遊んでいる友
達に伝えたり、出発する時にも友達に声をかけ、おやつを買いに行って家族にあ
げようとしたりするなど、気持ちを言葉や動きで表現していた。友達もそれを受
け止めながら、一緒に遊びを進める姿が見られた。またＭ男とＴ男は、車をイメ
ージしながら、積木で車を作っていったが、一緒に作ることを楽しんでいた。
〈幼児の表現の中に見られた社会認識の観点からの考察〉
①　Ｋ男は父親、Ｍ男は兄役、そして 2人は家族の一員という認識をもっており、
M男が遊びに誘って、S子とT男も加わり、ネコの役になる。M男がT男
に「ねこだから、靴下はいてないよね」と伝えると、T男は靴下を脱いで上
履きに入れる。M男は、「ねこちゃん、ごはんだよ」と言って、T男にごは
んを出してあげたりする。
③　しばらくして、M男がK男たち 3人に向かって、「車で出かけたいね。」
と声をかける。 3人も「うん」と答え、M男がT男に「車、作ろうよ！」
と誘って、積木を運んできて、ままごとコーナーの横に車を作り始める。M
男は積み木を 2段にして高くしていき、積木置き場の近くに置いてあった、
紙とガムテープでできているハンドルを持ってきて車の前方に置く。
④　M男がハンドルを握りながらK男たち 3人に「出発しますよー」と声を
かけるとK男、S子、T男の 3人も積木の車の上に乗る。教師が近づき「お
出かけ？　いいですねー」とM男たちに声をかけると、 4人は嬉しそうに
笑う。しばらくしてM男が「バーベキュー場に着きました」、「おうちの皆
さん、ちょっとおやつを買ってきます！」と車からおりて、保育室の製作コ
ーナーの方へ行く。M男は、空き箱を見つけて持って来て、「お菓子買って
きたよー」とお菓子の箱を 3人に見せながら、また車に乗る。
─保育室─ （積木置き場） （ままごとコーナー）
Ｍ男　Ｋ男
Ｔ男　Ｓ子
キッチン台
Ｍ男　Ｋ男
Ｓ子　Ｔ男
戸棚
〈おうち〉
〈車〉
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Ｋ男とＭ男は「おしゃれ」ということを、髪を整えるという認識で表現していた。
②　Ｋ男は父として料理を作ること、Ｍ男は兄として、いろいろ出かけたり、ネコ
に餌をあげたりするという認識をもって表現していた。またＭ男は、ネコは靴下
を履いていないという認識をもち言葉に出していた。
③　Ｍ男は車の大まかなつくりを認識しており、ハンドルの位置や、乗る口の位
置、車体を少し高くするなど実際の車つくりの認識をもとに、車を作ろうとして
いたと思われる。
〈環境・教師の援助の観点からの分析・考察〉
①～④　ままごとコーナーの中には、ヘヤーブラシが入っている箱や料理の素材が
置いてあり、ままごとコーナーのすぐ近くに積木置き場があって、紙でできたハ
ンドルなども置いてあった。それらの遊具や素材を使いながら、Ｍ男たちはおう
ちごっこの遊びの中で、自分のやりたい役のつもりになって遊ぶことを楽しんだ
り、車作りや、車で出かけたいという思いが実現でき、友達と遊びを楽しく進め
ていくことができたのだと思われる。
④　教師は、Ｍ男たちが車で出かける時には声をかけているが、Ｍ男たちも自分た
ちの考えを受け止めてもらうことで、表現する楽しさがより高まったと思われ
る。
事例 2　「経験からのイメージを頭に描きながら、つくったり工夫したりして遊び
を展開している事例」
◆  7 月 4 日（水）　晴れ　10：30 ～ 11：30　　　─保育室─
　 〈車製作・車ごっこ・高速道路作り〉
①　保育室の机のところで、 4人の幼児が、牛乳パックにペットボトルの蓋を
タイヤにしてつけ、車を作っている。教師もタイヤの部分などを援助してい
る。ままごとコーナーで見ていたＭ男は、積み木を持ってきて、「道路作
る！」と道路を作りだした。近くにいたＴ男も「道路作ろう！」と誘い、 2
人で道路を作り出した。Ａ男、Ｂ子、Ｃ男は、車ができあがると、それぞれ
Ｍ男たちが作っている積み木の道路の上で車を走らせ始めた。
②　Ｍ男は「バーベキューしに行けるよ」と積み木をつなげながら、道路を作
っていく。教師がＭ男に向かって「高速道路？」と聞く。Ｍ男は「うん」と
うなずく。教師は、紙を丸めて棒を作り、黄色いガムテープをシマシマとな
るように巻き、その棒を積木の道路の上で、斜めに上げ下げしていく。それ
を見たＭ男が「ETCだ！」と、言って喜びながら近づき、教師が棒を道路
の上に置くと、Ｍ男はその棒を持ち積木の上で上げ下げし始める。そしてＡ
男やＢ子の車が動いてくるのを待ちかまえ、Ｂ子の車が近づくと「どうぞ」
と言って笑って棒を上げ、車を通したり、ETCの棒の箇所を移動させて、
違う場所で、「通れますよ」と棒を上げて車を通したりした。
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①　Ｍ男は、友達や教師が作っていた車から、道路を想像し、道路を作りたい、と
いう気持ちを表現していったと思われる。
②　Ｍ男は、教師が作った ETCの棒に興味をもち、より意欲的に高速道路を長く
作っていこうとしていた。教師が ETCの棒を道路に置くと、すぐに棒を持っ
て、上げ下げする動きをし始めたが、やってみたかったのだと思われる。友達の
車が近づくと「どうぞ」と言って ETCの棒を上げ、友達の車の進む様子を見な
がら、ETCの棒の上げ下げの動きを楽しんでいた。また車を作って走らせてい
る幼児たちも、ETCの部分を通過することの楽しさを感じて車を走らせていた
と思われる。
③　Ｍ男は、高速道路の積木をつなげたり、板を渡したりして橋なども作り、それ
を言葉で友達にも伝えるなど、高速道路作りを楽しみながら表現して遊んでいた
と思われる。
〈幼児の表現の中に見られた社会認識の観点からの分析・考察〉
②　Ｍ男は、高速道路を理解しており、高速道路に ETCがあることなどについて
も認識していた。教師の作った黄色いシマシマの棒を ETCの棒としてイメージ
し、車が近づくと下がっていた ETCの棒が上に上がるということも認識してお
り、自分でも表現して行っていた。
③　Ｂ子たちの車が通ったのを見てから、Ｍ男は、また積木置き場から長方
形・薄型の積み木を運んできて、道路をさらに長くつなげ作っていく。そし
てＭ男は、「ここは橋だよ。車も渡れるよ」「遠くまで行けますよー」とどん
どん道路を長くつなげて作っていく。Ｔ男もゆっくり積木を運びながら道路
をつなげていった。高速道路は、保育室の端近くになると曲がり、窓の近く
になると曲げて、しだいに12メートルくらいの長さになっていった。車を道
路に走らせ遊ぶ友達の様子を、しばらく見ていたＹ男も車を作り、道路で走
らせ始める。
ままごとコーナー
製作コーナー
教材
用具
─保育室─
机・教材
教師
Ｍ男
Ｃ男
Ｙ男 Ｋ男Ｂ子
Ａ男
Ｔ男
積木
ETCの棒
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③　Ｍ男は、高速道路を車に乗り走った経験から、高速道路には、川を渡る橋のよ
うになっている所などもあることを認識しており、道路を橋のイメージでつな
げ、そこから見えるであろう景色を想像し、言葉にも出しながら道路を作ってい
たと思われる。
〈環境・教師の援助〉
①　環境として、牛乳パックの車に興味をもった幼児が、車を作っていけるよう
に、車を作る材料、素材について、教師は提示し、幼児ができないような部分の
援助をしていた。
②　教師の援助として、Ｍ男が積み木で車を作り始めた時に、Ｍ男の道路のイメー
ジが高速道路であることを確認した上で、ETCの棒を作って、棒を上げ下げし
て見せていた。Ｍ男は教師が作った ETCの棒や教師の動きに興味をもち、高速
道路作りの意欲が高まっていったと思われる。またＭ男の高速道路のイメージも
広がり、自分の見た景色なども思い出して表現するきっかけとなっていったと思
われる。
事例 3　「アイスクリームやさんへの興味を深め、役割を理解して模倣しながら友
達と売り買いを楽しんで遊んだ事例」
◆  7 月13日（金）　晴れ　9：10 ～ 10：15　　　─保育室─
　 〈アイスクリームやさんごっこ〉
①　Ｍ男とＬ子は、アイスクリームやさんのマーク（サーティワン）がついてい
るヘヤーバンドをかぶり、長方体の積木の板を運んでカウンターのようにし
て、「ここに、アイスクリームを置こうか？」「レジは、ここでいいよね？」
と互いに聞きながらアイスクリームやさんの場所を作っていった。店の後ろ
の方は段ボールで囲っていく。
②　Ｍ男が近くで見ていたＳ子を遊びに誘うと、Ｓ子も遊びに加わったので、
Ｍ男はＳ子に何の仕事をしたいか聞きながら、アイスをのせる器具が足りな
いことから、レジの役もできることを伝えていった
③　Ｓ子が「アイスクリームは、いかが？」と言い始めるが、Ｍ男は、「まだ
オープンしていませんよ」と言って 3人でコーンにアイスをのせて作ってい
く。しばらくしてＭ男が「 1時間たちました。」「いらっしゃいませ！アイス
クリーム、いかが？」と客の幼児に声をかけ、メニューを見せながら注文を
聞き、アイスを売っていった。Ｅ子、Ｆ子、Ｄ男たちも嬉しそうにアイスを
選んで買っていた。
④　しばらくして、Ｆ子がカウンターから少し離れた場所へ動き、そこで電話
を持ったふりをして「もしもし、すみません、アイスください」と注文す
る。Ｍ男はＦ子の方を見ながら、「はい、お届けですね」と注文を聞いてい
った。近くにいた教師は「へーお届けもするのねー」と驚いたように言う
─　　─110
通信教育部論集　第22号（2019年 8 月）
〈幼児の表現の育ちの観点からの分析・考察〉
①　Ｍ男とＬ子は、アイスクリームやさんのマークがついたヘアーバンドをかぶっ
ていることで、アイスクリームやさんのつもりをもって、互いの考えを言葉や動
きで伝え合いながら、店の場所を作ることを楽しんでいた。
③　Ｍ男、Ｌ子、Ｓ子の 3人それぞれが、コーンにアイスをのせ、アイスクリーム
を作ることを楽しんでいた。他の幼児もアイスを買うことを楽しんでいた。
④　Ｆ子は、家からアイスをお届けで頼むことを、電話を使って話しているつもり
で表現することを楽しんでいた。Ｍ男も電話での注文であることを察し、注文を
受け、応じていたが、電話で話しているつもりで、互いに伝え合う楽しさを表現
して遊んでいたと思われる。
⑤　Ｍ男は、教師が注文したアイスの種類が始めはわからなかったが、教師にメニ
ューのアイスの絵を示してもらってどのようなアイスか理解したので、作る意欲
をもって取り組んだ。しかし教師を待たせるということを考え、座って待つ場所
を用意したり、店員としての言葉を使って表現したりしながら、客である教師を
思いやる姿を示していた。
〈幼児の表現の中に見られた社会認識の観点からの分析・考察〉
①　Ｍ男とＬ子は、アイスクリームや「サーティワン」のお店へ行った経験から、
実際のお店のつくりや配置を大まかに覚えていたようで、カウンターなども再現
と、Ｆ子は「ママ、よく頼むよ」と教師に向かって言った。
⑤　教師が「アイスクリームください」とＭ男に声をかけ、アイスクリームの
種類の名前を言うが、Ｍ男は首をかしげ「ありません」と言う。教師は「え
ー！これです」とメニューの写真を指差すと、Ｍ男は「これですか？ちょっ
とお待ちください」　と言って用意していくが、教師の方を見て近づき「あ
の、待つところもありますよ」と言いながら椅子を出し「ちょっと、お待ち
ください」と言って、積木をテーブルにして教師の前に置く。教師は、「待
つところもあるのですね」と言って、アイスクリームができるのを待ってい
た。
ままごと
コーナー
製作コーナー
─保育室─
教師
Ｅ子 Ｄ男 Ｆ子
Ｆ子
Ｌ子 Ｍ男 Ｓ子
段ボール
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しようとしながら、声を掛け合い、物を置く場所については、友達の思いも確認
しながら作ろうとしていた。
②　Ｍ男は、遊びに加わってきたＳ子に、店における仕事について話し、Ｓ子が仕
事を選べるようにも言葉をかけていたが、店の中では、アイスを作る人と売る
人、レジをする人などの仕事があるということについては認識して、伝えていた
と思われる。
③　Ｍ男とＬ子は、店の中でのアイスクリーの作り方も認識しており、アイスディ
ッシャーを使ってのせるなども理解して、表現していた。また客が来た時や、客
からアイスクリームの注文を聞く際の、店員の言葉「いらっしゃいませ！」「何
にしますか？」「メニューをどうぞ」なども認識しており、客役の友達に対応し
ていた。
④　Ｆ子とＭ男は、客が電話で注文をする場合と、注文を受ける店員としての言葉
などを認識しており、客と店員のつもりになって表現していたと思われる。また
Ｆ子は、家庭において母親が電話で何かを注文している言葉を聞いて電話での注
文について認識していたと思われる。
⑤　Ｍ男は、教師の注文を受けたが、アイスを作る間に待っている教師のことを考
え、待つ場所を作るなど、店員としての客を意識した動きと言葉を表現していた
が、模倣というより、自分で考えて動いている姿のようでもあった。
〈環境・教師の援助の観点からの分析・考察〉
①　教師は、数名の幼児がアイスクリームやさんに興味をもっていることをとら
え、その店のマークをコピーした紙や、アイスディッシャー、店の実際のメニュ
ーなども使えるように籠に入れて保育室に置いていた。それらは、アイスクリー
ムやさんをやりたいという幼児の表現意欲を高めたと思われる。
⑤　教師は、アイスクリームやさんの遊びの様子を見ながら、客としてかかわり、
アイスを注文する時には、メニューにあったがＭ男がまだ知らない種類を注文
し、気づかせていた。そのことにより、Ｍ男の認識できるアイスの種類が広がっ
たと思われる。
事例 4　「夏休みの体験を再現し、生活経験を広げながら、遊びを楽しんでいた事
例」
◆  9 月 6 日（木）　晴れ　9：00 ～ 10：10　　　─保育室─
　 〈バーベキューやさんごっこ〉
①　Ｍ男が、教師に「キャンプで見たテントを作りたい」と要求してきたの
で、教師は、Ｍ男のイメージを聞きながら、パーテーションを持ってきて、
上にブルーシートをかぶせた。Ｍ男は、嬉しそうに「うん」とうなずき、そ
の下の場所の、積み木を運んできて、80cmくらいの横長の肉を焼く台を作
り、ままごとコーナーから魚焼きの網と、丸くて茶色いフェルトのかたまり
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①　Ｍ男が夏休みに体験した、テントをはってのバーベキューというイメージを再
現したくて、教師にそのイメージを伝えていったことにより、教師がパーテーシ
ョンや、ブルーシートを出して取り付けてくれたので、とても喜び、さらに食べ
る場所などについて、積木や椅子を運び、意欲的に場所を表現していったと思わ
れる。
②　Ｍ男は、バーベキューにおける、大きな肉焼きの鉄板で肉を焼いている店の人
の動きを見た経験から、積木で焼き肉台を作ることやステンレスの網焼きの上で
肉を焼くという表現を楽しんでいたのだと思われる。
③　店の準備ができると、店の近くを通る友達に、積極的に声をかけていた、自分
の遊びを伝えたいという思いだったと思われる。Ｄ男とＥ男も、Ｍ男の声かけに
興味を持って店に来て、食べる真似を表現して遊んでいたが、楽しさを共感して
いたと思われる。
④　教師がお客様さんとして店に来てくれたが、注文を聞く・肉などの料理をてき
ぱきと出すなど、はりきって店員としての言葉や動きの表現を楽しんで遊んでい
たと思われる。
を何枚か持って来て、積み木の台の上に網を置き、網の上に一枚ずつフェル
トの肉を並べていった。
②　Ｍ男は、椅子を運び、テーブルとイスを並べて、食べる場所を作っていっ
た。ステンレスの網の上に並べた茶色の丸いフェルトをゆっくりと 1枚ずつ
裏返していく。（途中肉が 1枚なくなるが、教師と一緒に探し、みつける）
③　Ｍ男は、肉を焼きながら、近くに誰かが通ると、「いらっしゃいませ！」
と声をかけていく。近くの製作コーナーにいたＤ男とＥ男が客として、食べ
に来たので、料理を出していく。
④　教師も「すみません。」と言いながら客として食べに来る。Ｍ男は、はり
きって「いらっしゃいませ！」「何がよいですか？」「肉、焼けていますよ
ー」と言いながら、保育者の前にお皿にもった料理や、コップなどを並べて
いく。保育者は椅子にすわり、テーブルに並んだ料理を食べる真似をしなが
ら、「おいしいですね」とＭ男に向かって応えていく。Ｍ男も嬉しそうに笑
う。
製作コーナー
─保育室─テラスの入口
教師
（パーテーション・
ブルーシート）
Ｄ男
Ｅ男
Ｍ男
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〈幼児の表現の中に見られた社会認識の観点からの分析・考察〉
①　Ｍ男は、夏休みに体験したテントをはってのバーベキューの方法を認識してお
り、再現したいとの思いから、教師にそのイメージを伝えていったと思われる。
②　Ｍ男は、バーベキューにおける、大きな焼き肉用の鉄板やその上で肉を焼いて
いるお店の人の動きを見たことから、それらを認識し、積み木で肉を焼く台を作
っていったり、ステンレスの網焼きの上で肉を 1枚ずつ裏返して焼いたりすると
いう方法について認識しており、表現していたと思われる。肉（フェルト）の片
面は赤色で、片面は茶色になっており、赤面から茶色面へと裏返すことを楽しん
でいたが、赤い肉が焼けて茶色になることを認識していたと思われる。
③　バーベキューの店の中のテーブルには、皿やコップ、フォークなどの食器や料
理などを整えてきれいに並べていた。客を迎える準備において食器を並べること
などについて、大まかだがほぼ認識しており、それを表現していたと思われる。
〈環境と教師の援助の観点からの分析・考察〉
①　Ｍ男は、夏休みに経験したテントをはってのバーベキューを再現したいとの思
いで、教師にテントのイメージを伝えながら、それらしくなる物を要求していっ
たが、教師がパーテーションやブルーシートなどの物を提示してくれたことで喜
び、肉を焼く場所作りへの意欲を高めていったと思われる。
④　Ｍ男は、教師が客として店に来てくれたことを喜び、焼いた肉を食べてもらえ
るように、はりきって店員としての言葉を言ったり、料理を出したりするなど、
表現意欲が高まっていったと思われる。
事例 5　「興味をもった仕事の模倣をして遊びながら、仕事の意味などの理解を深
めた事例」
◆  9 月20日（木）　晴れ　9：00 ～ 10：15　　　保育室～年長・年少保育室
　 〈宅急便やさんごっこ〉
（前日からＭ男とＹ男の宅急便やさんの遊びが始まっていたが、年長組に箱だけを届け
ていたことから、保育者は箱の中にどのようなものが入っているのか、誰から注文され
た物を届けるのかなど、考えさせた。）
①　Ｍ男とＹ男は、宅急便会社のマーク（クロネコ）の紙をヘヤーバンドにつ
けてかぶり、 2人で長方形の積木を積木置き場から運んで来て、保育室の中
央の場所に立てて置いた。Ｍ男が「たっきゅうびん」の文字が書いてある紙
を積木に貼り、Ｙ男と顔を見合わせて「ここで、いいね」と言う。それぞれ
片手に小さな空き箱で作った携帯電話を持ち、「行こう！」と言って、隣の
5歳児の保育室へ向かった。
②　Ｍ男とＹ男は、 5歳児の保育室へ行き、Ｙ男が中に入り、 5歳児の担任
に、「宅急便です。何かお届けはありますか？」と聞いたが、注文はなかっ
たので、 2人で保育室から廊下へと出て行った。その後ろ姿を見ながら、 5
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〈幼児の表現の育ちの観点からの分析・考察〉
①　Ｍ男とＹ男は、宅急便のマークのついたヘヤーバンドをかぶり、携帯電話をも
って動くということで、宅急便の配達員のつもりになって、楽しそうに動き、表
現して遊んでいた。また看板を何所へ置こうかなど、互いに考えを伝え合って遊
びを進めることを楽しんでいたと思われる。
②　前日の遊びの中で、宅急便やさんは注文したものを届けるということに気づい
たＭ男とＹ男は、年長組の担任・年少組の担任に注文を聞きに行くなど、自分た
ちの考えたことを行動で表現していた。他の学年の教師にも自分たちの思いを表
現している姿、かかわりを広げている姿などがとらえられた。
③④　年少組の担任から注文を受けたことを喜び、Ｍ男はやる気をもって電話を作
り、できあがると嬉しそうに年少組の担任のところへ届けに行くなど、楽しさを
表現して遊んでいたと思われる。
⑤　Ｍ男とＹ男は、携帯電話を使って、少し離れた所で、品物を何時頃に届けるの
歳児が「昨日の宅急便からの箱、空っぽだったんだよなー」と言って、保育
室に戻っていった。
③　Ｍ男とＹ男は、 3歳児の保育室に向かい、今度はＭ男が、 3歳児の担任の
ところへ行って「宅急便です、何かお届けはありますか？」と聞いた。そし
て 3歳児の担任から注文を受けた後、「はい、わかりました、電話ですね」
と返事をして、Ｍ男は嬉しそうに廊下に出ていく。
④　Ｍ男は、Ｙ男に向かって携帯電話の箱を耳にあてながら「電話だって」と
伝え、Ｙ男と一緒に自分たちの保育室へ戻り、製作コーナーへ行き、空き箱
を使って電話を作り上げる。できた電話を大事そうに持って走って行き、 3
歳児の担任に「どうぞ」と言って渡す。
⑤　その後、Ｍ男とＹ男は、 1階と 2階の階段のところで少し離れながら、空
き箱の携帯電話を耳に当て、Ｍ男「うん、何時頃お届けですかね？」Ｙ男
「うん、 3時頃ですね」Ｍ男「わかりました」と二人で話しながら、数メー
トル離れた場所で互いに顔を見合ったり、うなずいて笑ったりしながら話し
ていた。
製 作
コーナー
年中（ 4歳児）組
保 育 室
年長組保育室 年少組保育室
年長担任 年少担任
〈２階〉 〈１階〉
Ｙ男
階段
Ｍ男
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がよいかなどの連絡をとっていたが、配達員になったつもりで、電話での伝え合
いを楽しんで表現していたと思われる。
〈幼児の表現の中に見られた社会認識の観点からの分析・考察〉
①　Ｍ男とＹ男は、「たっきゅうびん」という文字の書いてある看板を保育室の中
央の目立つところに立てていたが、看板は、他の友達の見える位置に置く必要を
認識していたようである。また宅急便の配達員は、マークのついた帽子をかぶ
り、携帯電話を使って仲間と連絡を取り合いながら品物を届けるという仕事の内
容を認識していたと思われる。
②③④　Ｍ男とＹ男は、年長・年少組の担任に、宅急便の配達員として届ける物に
ついての注文を、言葉できちんと聞いていたことから、昨日の遊びにおいて「宅
急便やさんは、箱だけを届けるのではなく、注文を受けたものを届ける」という
ことの理解を深めて遊んでいたと思われる。Ｍ男は、宅急便の会社が品物を作る
という考えで、それを表現し楽しんでいた。しかし宅急便本来の仕事内容につい
ては、まだ理解してはいない。
〈環境・教師の援助の観点からの分析・考察〉
①　Ｍ男たちが宅急便の配達員に興味をもっていたことから、教師は、宅急便のマ
ークの紙を印刷し、籠に入れておいたが、Ｍ男たちは、そのマークを自分たちで
ヘヤーバンドにつけて動くことで、より配達員としての意識が高まり、遊びへの
興味も続いていたのだと思われる。
②　教師が前日の遊びの様子から、Ｍ男たちに、宅急便の配達員が届ける箱には注
文した物が入っていることに気付かせたことで、Ｍ男たちは、注文を聞きに行っ
たり、注文を受けた物を作って届けるということの認識を深め、動きや言葉を変
えていったと考えられる。
⑷　 5つの事例のごっこ遊びにおける幼児の表現する姿からとらえた「社会認識」
についての分析
　 6月から 9月の期間における 5つの事例では、ごっこ遊びの中で、「表現」とい
うことにおいて、一人一人の幼児が、それぞれなりたいもの・役になって、それら
を言葉や動きで表現しながら遊ぶ姿がとらえられた。そして、遊びの中で、幼児が
表現する姿から、幼児の「社会認識」について、その内容を、さらに次の 4つの視
点から分析していった。
•家庭や仕事における役、役割などの視点
•役を意識した言葉、ことば使いなどの視点
•仕事の内容、役割についての視点
•物の意味・使い方、仕組みなどについての視点、
　である。「社会認識」について分析した内容を、次のページに一覧にして示すこ
とにする。
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○ 5つの事例のごっこ遊びにおける幼児の社会認識の内容・分析
〈事例 1〉
おうちごっこ・
車作り
〈事例 2〉
車で遊ぶ
高速道路作り
〈事例 3〉
アイスクリーム
やさん
〈事例 4〉
バーベキューの
店
〈事例 5〉
宅急便やさん
社会的機能の部分的な認識・水準Ⅱ・Ⅲ
役 •家族の一員
（父・兄・ネコ）
•道路の ETC
を操作する人
•アイスクリー
ム店の店員
•バーベキュー
店の店員
•宅急便の会社
の人
言葉
•出かける時、
帰ってきた時
の挨拶
•ネコへの言葉
かけ
•家族の全員へ
の声かけ
• ETC の動き
に関して、車
が通れるかど
うかの声かけ
•車を走らせよ
うとしている
友達に道路の
様子の声かけ
•客への声か
け、挨拶
•客に注文を聞
く言葉
•客に待っても
らう言葉
•電話での注文
と受ける言葉
•客への声か
け・挨拶
•注文を聞く言
葉
•肉の焼き具合
の説明の言葉
•肉や料理を出
す時の言葉
•客への挨拶、
言葉がけ、注
文を聞く言言
葉
•品物を届ける
時の言葉
•時間を確認す
る言葉
仕事の内容・役割
•髪を整える
•料理を作る
•学校へ行く
•ネコの餌を作
り、ネコに与
える
•車に乗る
•運転する
•おやつを買っ
てくる
（製作した車を
走らせることが
できる高速道路
を作ってあげた
い）
•高速道路の数
か所で、ETC
を動かす
•客に声をかけ
る
•挨拶をする
•メニューを見
せる
•注文を聞く
•注文された物
を作る
•アイスクリー
ムを売る
•テントの中で
バーベキュー
を用意する
•客に、注文を
聞く
•皿や食器を並
べる
•肉を焼く
•料理を出す
•宅急便やさん
として品物を
届ける
•品物を届けて
良い時間を聞
く
•宅急便の人同
士で連絡をと
る
物の意味・使い方・仕組み•おしゃれ（ブ
ラシで髪を整
える）
•ネコは、靴を
履いていない
•車の内部の作
り
•ハンドルがあ
る位置
•高速道路
•高速道路に
ETCがある
•ETCの動き
•高速道路が通
っているとこ
ろや道路から
見える景色
（川の上・橋
など）
•店のマーク
•カウンター
•レジがある
•メニュー
•アイスクリー
ムディシャー
の使い方
•アイスの種類
•注文があった
物を配達する
•テント
•肉を焼くコン
ロ
•肉の焼き網
•肉の焼き方
•椅子、テーブ
ルの設置
•食器や料理の
並べ方
•宅急便やさん
のマーク・看
板（設置）
•宅急便やさん
の仕事
•携帯電話の使
い方・扱い方
•届ける箱の中
には、品物が
入っているこ
と
5 　まとめと今後の課題
　本研究の目的は、幼稚園生活における幼児の表現に関する育ちの中で、幼児の社
会認識の芽生えについて明らかにすることであるが、各時期のごっこ遊びにおける
事例の分析・考察を深める中で、幼児の「表現」における育ち、「社会認識」に関
する育ちについて、次の内容が明らかになった。
○幼稚園生活における幼児の「表現」の育ちについて
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•ごっこ遊びの中では、幼児が自分のやりたいことを表現している姿や、身の
回りの生活や社会の中で見たこと、経験したことをもとに表現している姿、
大人の様子や出来事などを模倣して表現する姿などがとらえられた。そのよ
うな姿から、自分からやってみよう、表現してみようという意欲や、時期を
経て、遊び方の変容とともに、表現方法の広がりがとらえられた。また幼児
が自分の役割などを意識し、表現して遊ぶ姿の中に、イメージを広げながら
遊びを進めている姿や、遊びの中での気づきから表現方法を変化させていく
姿など、表現の育ちがとらえられた。
•遊びの中で、幼児が自分の思いを友達や教師と伝え合う姿や、幼児が周囲の
友達や教師などの相手を意識し、どのように言葉や動きで表現したらよいの
か、ということを考えながら表現している姿などもとらえられた。また人と
のかかわり（友達・他学年の教師）の広がりにおける育ちの変化もとらえられ
た。これらは、遊びの中において、人とのかかわりを意識した表現・社会性
の育ちにつながっていると考えられる。
○表現における幼児の「社会認識」における芽生えについて
•それぞれの遊びの中で、幼児が家庭における生活や社会の中で認識したこと
を基に、場や物を作ったり、遊びの中に取り入れ、表現したりして遊ぶ姿が
見られた。その中で、物や物事の仕組み、店のつくりや配置などを始め、店
における仕事の手順なども部分的に理解し、表現しながら楽しむ姿がとらえ
られた。これらは社会認識の芽生えの姿であると考える。
•また幼児が見たことや体験したことを模倣して表現している段階から、遊び
を進めているうちに、自分で物事や人の役割・言葉などを考え表現したり、
知らなかったことに気付いて、理解し行動を変えていくなど、物事への認識
や社会認識を深めている姿もとらえられた。
•ごっこ遊びの中で、幼児が、自主的・主体的に物や人とかかわり、場や遊び
に使う物や必要な物を作ったりして遊びを進めながら、身の回りの生活や社
会において認識したことを表現し、体験しながら認識を深めていた。このよ
うな姿は、遊びへの取り組みを通しての幼児の主体的・対話的な学びの姿の
一つであると考える。
○ごっこ遊びにおける環境・教師の援助について
〈環境〉
•毎日の生活、一日の生活の流れの中で、幼児が自由にやりたいことをして遊
ぶことができる時間が保証されている、という保育の流れ、環境であったこ
とから、幼児が自分の思いを表現し、実現しながら遊ぶことができていたの
だと考える。
•空間や時間を始め、空き箱などの廃材や材料・用具などが、予想される活動
に合わせて保育室の製作コーナーに適度な量置いてあり、積木なども含め、
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それらが自由に使えるようになっている環境であったので、幼児が自分の考
えやイメージを、自主的に表現していくことができたのだと考える。また、
そのような中で、同じ興味をもった友達と、ごっこ遊びを自主的に展開して
いけたのだと考える。
•また教師が用意した、実際のブラシやステンレス製の焼き網、アイスディッ
シャー、アイスクリームや宅急便やさんのマーク（ヘヤーバンドにつけられる
ようになっている）なども、幼児が興味のあるものについての意識や憧れの
思いを高め、それらを使って表現してみたいという意欲につながっていった
と考える。
〈教師の援助〉
•教師の援助では、幼児の思いやイメージしていることなどをとらえながらの
素材や用具などの提示や、言葉がけ・働きかけなどのかかわりをしていた。
また幼児が自分で経験したことを思い出し、気付いたことを表現していくき
っかけとなるような物（ETCの棒）の提示や、店などの遊びでは、幼児が作
ったものを喜んで受け止め、客となって注文していくなどの働きかけをして
いた。これらのかかわりは、幼児の遊びにおける表現意欲を高め、幼児のも
っている考えやイメージを引き出すことにつながっていったと思われる。ま
た、アイスやさんや宅急便やさんの遊びでは、幼児がまだ認識できていない
ことに気付かせるなどして、幼児の物事への認識を広げていたと考える。
○ごっこ遊びの中で、幼児の表現意欲が高まり、表現方法が広がっていく姿や、
社会認識についても少しずつ深めている姿がとらえられたが、これら幼児の
「表現」と「社会認識」における育ちの背景として、幼稚園教育の基本である
「環境を通して行う教育」の実践が支えとなっていたと考えられる。
○本研究では、幼稚園で生活する 4歳児クラスの保育観察の記録から、幼児の表
現の育ちと社会認識について明らかにしていった。今後の課題としては、 5歳
児クラスにおける遊びの中での幼児の表現・社会認識の育ちについて明らかに
していきたい。
参考・引用文献
文部科学省（2018）　『幼稚園教育要領解説』フレーベル館
岸井勇雄・無藤隆・柴崎正行監修・榎沢良彦編著（2009）『保育内容・表現』同文書院　
平田智久・小林紀子・砂上史子編（2015）　『保育内容「表現」』ミネルヴァ書房　P.8、43
大場牧夫（2009）　『表現言論』萌文書院
平田オリザ（2006）　「表現教育はなぜ必要か」『日本労働研究雑誌』
日下正一・須々木百合子・青木倫子・風間節子・小林孝子・坂口やちよ（1991）　「幼児期の
子どもにおける社会認識とその発達」『福島大学教育学部論集50号』p.29
─　　─119
清水百合香　幼稚園教育での幼児の遊びにおける「表現」の育ちに関する研究
東京都文京区立小日向台町幼稚園研究発表冊子（1976）　『幼児のごっこへの取り組み方の実
態と指導法』東京都文京区教育委員会
社会認識教育学会（2006）　『社会認識教育の構造改革─ニューパースペクティブにもとづく
授業開発』明治図書
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トマス・アクィナスにおける悪の原因と宇宙の秩序
山　崎　達　也
はじめに
　われわれの周辺には多様で無数の悪が存在している。戦争、病気そして死、これ
らはわれわれ人間存在を脅かす悪であると見なされている。しかしどうして悪は存
在するのか。悪の原因はなんであるのか。古来、この問いに問いに対して人間はさ
まざまな仕方で格闘してきた。とりわけ宗教、なかでも一神教にとっては、この問
題は根源的である。というのも、この世界は神によって創造されたことを前提とし
て人間と世界に関して記述されるからである。つまり、世界と人間が神の創造によ
る産物であれば、悪も神によって創造されたものであるというアイデアが必然的に
帰結するからである。
　キリスト教神学は、悪は神によって創造されたものではないと主張しながら、
「悪がある」における《ある》を問うてきた。そもそも悪は存在するのか。この問
いに対して、神学は「存在しない」と結論づける。以下において、荒唐無稽とも見
えるこの考えの真意をトマス・アクィナスの神学に依拠しながら探ってみたいと思
う。
1 ．悪とは何か
　この問いをキリスト教全体を通じて考察するさいに前提とすべきことは、『創世
記』第 1 章31節、すなわち「神はお造りになったすべてのものを御覧になった。見
よ、それは極めて良かった」1）という聖句の義解である。この聖書神学的観点から
いえば、神の創造によって生じた宇宙全体に存在するものはすべて善きものであ
り、したがって悪は存在しないということが帰結される。ここから神学は、悪を
「存在の欠如」（privatio esse）あるいは「善の欠如」（privatio boni）として、いわば
否定的に理解する。しかしこうした神学的解釈だけで悪の問題が解決できるとはと
うてい思えない。たとえば、前世期から今世紀にかけてわれわれの時代を眺めてみ
るだけでも、アウシュヴィッツ、広島、長崎の惨劇をわれわれは経験している。さ
らに中世からルネサンスへの転換期においても、ダンテ（Dante Alighieri, 1265─
1321）は神がこの世界を造ったのであれば、なぜこれほど多くの悪が存在するの
か、と神学に対する挑戦的疑問を投げかけている。つまり、悪の問題はキリスト教
にとって根本的な問題なのである2）。
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　悪の問題に対する解決への取り組みはアウグスティヌス（Aurelius Augustinus, 354
─430）によって継承され、さらにきめ細かく展開され、その結果キリスト教神学に
おける主要問題の一つとなった。13世紀に入って、すなわちヨーロッパ中世におい
て設立された大学という制度のなかで発展したスコラ学を背景として、トマスはこ
の悪の問題に生涯を通じて取り組むことになる。
　しかしながら、トマスによる悪の解釈を考察する前に、予備的考察としてわれわ
れはいま引用した『創世記』の一節に立ち返り、神の創造について考えてみたい。
たしかに神によってこの宇宙が造られたのであれば、この世界に悪が存在しないと
いうことは結論づけられるであろう。しかし、『創世記』の記述だけに基づいて創
造を理解するならば、そこから導き出される解釈が神話的色彩に満ちていることは
否定できない。しかしアリストテレス哲学がイスラーム経由で流れ込んできていた
12世紀のラテン・ヨーロッパにて大学人として活躍していたトマスにとって、神に
よる創造を単に一神教的領域に安住して考究することはできない。
　ところで、トマスは『神学大全』（Summa theologiae）第 1 部第45問題第 1 項主文
において、創造（creatio）とは「神という普遍的原因からの存在全体の流出」3）と
し、哲学的解釈を試みている。アリストテレスによって描かれる永遠に続く目的論
的世界との対決を通じて、アリストテレス的存在論を創造論のなかに取り組み、新
たな次元の存在論を形成することを自らの課題としたのがトマスであった4）。
　したがって、悪を「存在の欠如」、「善の欠如」として理解するにしても、この場
合注目しなければならないことは、「存在の欠如」といわれる「存在」（esse）の理
解であり、さらに存在と「善」（bonum）との関係性である。以下においてわれわ
れは、存在と善との関係がいかなる構造になっているのかを考えてみたい。
1 ．1 ．存在と善との置換性
1 ．1 ．1 ．トマス哲学における存在概念
　トマスにとって存在は現実態（actus）を意味する。このことの意味を、アリスト
テレス的存在論との比較を通して、明らかにすることからわれわれの考察をはじめ
たいと思う。この現実態という概念は可能態（potentia）と相対する概念であり、ア
リストテレス哲学に由来する。アリストテレスは主語となって述語にはならないも
のを個物とし、それを第一実体（substantia prima）と名づけている。個物とは「こ
れ」「あれ」「それ」として指示できる存在者であり、その存在構造の説明原理とし
て形相（εἶδος）と質料（ὕλη）が措定され、そして世界の生成変化の説明原理として
措定されるのが現実態（ἐνέργεια）と可能態（δύναμις）である。たとえば青銅ででき
ているソクラテス像がここにあるとする。この場合、青銅が質料であり、ソクラテ
スの姿が形相である。ソクラテス像が彫刻される以前の青銅の塊はまだ現実のソク
ラテス像にはなっていない。彫刻家がその青銅を彫ってソクラテス像を形成してい
く過程は、青銅の塊という質料がソクラテスの姿を獲得していく過程であると理解
できる。この場合、彫刻される以前の青銅を可能態、完成されたソクラテス像を現
実態と称する。
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　こうして完成されたソクラテス像は「この像」と指示できるので、第一実体であ
る。この像において実体は、青銅という基体性とわれわれによって「ソクラテス
像」と認識できる限定性という二つの側面を有するが、この限定性とは形相が質料
を限定していくはたらきを意味する。アリストテレスは認識論的観点から実体にお
ける限定性を重視し、質料を限定する形相を現実態と考える。
　トマスは、存在するものは完成されたものであると理解するアリストテレス哲学
を継承し、独自の存在論を形成する。そのさい、アリストテレスにおいて現実態と
して理解されていた形相あるいは本質（essentia）だけでは現実に事物は存在するこ
とはできないことが指摘される。つまりトマスは形相あるいは本質を可能態とし、
それを現実に存在するものにする現実態を「存在」（esse）と見るのである。いわば
トマス形而上学における存在は、可能態である形相を現実に存在させるいわば現実
態の現実態である5）。
　この場合の「存在」とはいわば存在原理であるが、事物は自らの存在を自己自身
において保持しているわけではなく、あくまでも他者から与えられるものである。
この場合の他者が神であり、神による存在付与が創造を意味する。つまりトマス
は、存在原理である形相のさらなる上に「存在」を置くことでアリストテレス哲学
を批判的に超えて、一方でその存在論を創造論のなかに包み入れ、他方で創造論を
存在論的に強化したといえる。
1 ．2 ．善の定義
　冒頭に述べたように、悪は「存在の欠如」あるいは「善の欠如」であると解され
る。そうであるならば、存在と善とは同質であることが容易に推測できる。トマス
は『神学大全』第 1 部第 5 問題「善一般について」（De bono in communi）第 1 項に
おいて、「善と存在者は実在的には同じであり、ただ概念的には異なっている」6）と
述べている。それではまず、存在者と善とが「概念的に」（secundum rationem）異
なっているということの意味を探っていきたい。トマスはこの点について、「善は
存在者が意味しない「欲求されうるもの」（appetibile）という概念を意味してい
る」7）と述べている。ところで概念「善」によってまず想起されるのは道徳的善で
あるが、しかしここでいわれている善とはもっと広い意味で使用されている。つま
りこの善の概念とは欲求や意志の対象を意味しており8）、それは必ずしも道徳的に
善であるか否かはここでは問われない。
　さて、存在者と善とが「実在的に」（secundum rem）同一であるという、もう一
つのテーゼについて考えてみたい。このテーゼが意味することの背景には、先に引
用した『創世記』のドグマが機能していることは間違いないが、しかしこのテーゼ
をトマスは簡潔に、「存在者はそうであるかぎりにおいて善である」（ens, inquantum 
huiusmodi, sit bonum）9）と述べる。以上の考察からいえることは、存在しているもの
は、存在しているかぎりにおいて、自らの本性が実現していること、その意味で存
在しているものは現実態として「欲求されうるもの」が実現していることを意味し
ている。つまり、事物の本性は、それが完成したものであるかぎりにおいて「欲求
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されうるもの」になる。すべてのものはそれぞれの自己の完成を欲求するからであ
る。ところで、それぞれのものは、それが現実に存在する度合いに応じて完成され
ている。そうであるかぎり、存在しているものはすべて善であるということにな
る10）。こうした観点から見られた両者の関係性は、「存在者は善と置換される」
（convertere）と表示される11）。
　善という名辞が表示している《欲求されうるもの》は、存在者のそれぞれの《完
全なるもの》を意味し、それは最終的には《究極のもの》を意味している。したが
って、《端的な意味での善》とは究極的に完成されたものであるが、しかしそれを
まだ獲得していないものは現実に存在してはいるが、そのかぎりでは何らかの完全
性を有しているにしても、端的な意味では完全なるものとはいわれず、ただある意
味において完全なるものといわれ、ある意味においては善であるといわれる12）。
1 ．3 ．欠如としての悪
　存在者と善との同一性によって「存在者が存在しているかぎり善である」という
テーゼが導かれるが、ここで問題となるが悪の本質である。つまりここで提起され
るのは、すべての存在者が善であるならば、善の相対概念である「悪」が表示する
ものをわれわれはいかに考えるのか、という問いである。トマスはこの問いに対し
第48問題第 1 項主文において「名辞《悪》によって善の何らかの不在が表示されて
いる」13）と答えている。しかしこの答えはわれわれを満足させるものではない。と
いうのは、悪が善の不在であると定義されても、《不在》がそもそも否定的言辞な
のであるから、トマスのこの答えは何とも言えない蓋然性のなかにわれわれを閉じ
込めてしまうからである。
　したがって、まずわれわれが考察すべきは、悪が善の不在であるといわれるその
「不在性」の性格であるが、しかしこの概念の意味をそれ自体として解明していく
ことは不可能であるから、この概念が否定している「存在性」の解明から「不在
性」の意味へアプローチしていくことにしたい。
　トマスは同じく第48問題第 2 項第 2 異論解答において、『形而上学』第 5 巻第 7
章の記述14）に倣って、存在者は 2 通りの仕方で語られると述べている。その 2 通
りの仕方の一つは事物の存在性（entitas rei）を表示する仕方であり、この仕方にお
いては、存在者は10のカテゴリーに区分され、そうであるかぎりにおいて存在者は
「もの」と置換される。この観点からいえば、悪が存在者であることは否定され
る。つまり、「悪が《ある》」とはいえない。
　もう一つは命題の真理性（veritas propositionis）を表示する仕方である。命題は主
語と述語との複合によって成立する。たとえば命題「A は B である」は主語《Ａ》
と述語《Ｂ》の複合によって成立しているが、この複合を表示している《ある》を
トマスは「複合の記号」（nota compositionis）と名づけている。つまりこの仕方によ
れば、肯定的命題が形成されうるものは、たとえそのものが実在のなかに何ものも
措定しなくとも、すべて存在者と名づけられることになる15）。たとえば「盲目は眼
のうちにある」（caecitas est in oculo）という命題における《ある》（est）の主語は
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《盲目》であるが、しかし《盲目》は眼における欠陥を意味するものであって、実
在するものではない。つまりこの場合の《ある》は「真である」という意味であ
り、そうであるかぎりにおいて、《盲目》という視力の欠如は存在者として理解さ
れている。そして命題「悪は善の欠如である」における《ある》もこの第 2 の仕方
において語られるかぎりにおいて、悪は存在者といわれるのである。
1 ．3 ．1 ．非存在としての悪の意味
　さきにトマスが悪について「善の不在」と理解していることを述べたが、同第48
問題第 3 項主文において、善の不在がことごとく悪であることを意味するわけでは
ないことが述べられ、ここで述べられている「不在」が欠如的（privative）と否定
的（negative）という二つの意味をもっていると付け加えられている16）。この「不
在」が否定的に解された場合、それはもはや悪という意味をもたなくなってしま
う。つまり、いなかる仕方においても存在しないものを悪しきものと解するなら
ば、たとえば人間がカモシカの駿足をもっていないがゆえに「人間は悪しきもので
ある」ということが帰結してしまうことになる。
　したがって悪が「善の不在」という場合の「不在」は、欠如的と解されなければ
ならない。盲目はその意味において、視力の欠如であるかぎりにおいて「悪しきも
の」といわれるのである。しかしここで問題になるのは、欠如的といっても、そこ
には何らかの否定性が含意されていることである。トマスはこの疑問に対して、欠
如における否定は『形而上学』第 4 巻第 2 章において述べられている「基体におけ
る否定」（negatio in subiecto）17）を意味すると述べている。つまり欠如において、そ
こに基体的実在が存在していて、ただこれについて或るものが欠けているというこ
とが意味されているわけである。
　さて、盲目が視力の欠如であるといわれる場合、基体は視力ではなく、人間であ
る。つまりこの場合の欠如における否定は盲目である人間それ自体の否定を意味す
るのではなく、人間という基体的実在を前提としたうえで視力が欠如しているとい
う否定にほかならない。それでは次に、「悪は善の欠如である」に表示されている
基体について考えてみよう。ここで想起すべきことは、「存在者は存在者であるか
ぎりにおいて善である」というテーゼである。さらには「善」は超範疇的概念であ
るから、カテゴリーのすべての類にわたっていることを考慮しなければならない。
そして善は存在者と置換されるかぎり、それ自体として存在している。
　しかし悪は欠如態として存在しているものであるかぎりにおいて、それ自体とし
てではなく、あくまでも付帯的に存在しているにすぎない。たとえば「白い机」か
ら「机」を取り除いてしまうと、「白くある」は存在しえないが、この場合「机」
は基体、すなわち「それ自体として」（per se）として存在しているものであり、「白
い」は「付帯的に」（per accidens）存在しているもの、換言すれば、「ある意味で存
在する」（secundum quid）ものである。同様に、悪は善を基体として存在している
付帯的なるものにすぎない。つまり、悪は善がなくなってしまえば、存在しなくな
ってしまう。
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1 ．4 ．悪の原因
　悪は実在するものではなくとも、現実に生じる。したがって、悪の原因といわれ
るものは、それは存在の原因ではなく生成の原因である。つまり悪は何らかの原因
を有する。ところで、中世において原因論の典型であるとみなされていたものは、
アリストテレス哲学におけるいわゆる四原因説である。すなわち、質料因（causa 
materialis）、形相因（causa formalis）、能動因（causa efficiens）、目的因（causa finis）18）
である。
　ところで、悪は善の欠如、すなわち事物が本来において持っていなければならな
いものが欠落していることであるから、事物をその本性の外へ引き出すのが悪の原
因にほかならない。
　ところで、前述したように、悪の基体が善であるということからいえば、すなわ
ち善がなければ悪も存在しないのであるから、善が悪が生じる原因であると考えら
れる。基体という概念から見れば、善は悪の質料因と考えられるが、木材が家の質
料因であるとここでは断言できないので、トマスは「質料因という仕方によって」
（per modum causae materialis）という微妙な言い回しをしている19）。
　 次に形相因について考えてみる。形相は可能態を現実態へと転化させていくも
のであるが、しかし悪は存在の欠如であって現実態ではないので、悪の原因として
形相因を考えることはできない。悪はむしろ形相の欠如である。さらに目的因に関
していえば、悪は目的因をもっているわけではない。というのは、しかるべき目的
が欠如していることが悪を意味するからである。
　さて、能動因に関してであるが、トマスは能動因を悪の原因として認める。しか
しそれ自体としてはたらく原因としてではなく、あくまでも付帯的原因としてであ
る。では、これは何を意味するのか、以下において考察してみよう。
　トマスは悪が①はたらきにおいて原因される場合と、②結果において原因される
場合とに区分する。まず①の場合、すなわちはたらきにおいて悪が原因づけられる
のは、能動者のはたらきの始原であるものの欠落のためである。たとえば、まだハ
イハイしかできない乳児がちゃんとした歩行ができない原因は、運動の力の弱さに
あるという場合である。
　次に②の場合であるが、たとえば、完璧な技術と豊富な経験を持っている大工で
あっても、道具の不具合のために結果的に何らかの失陥すなわち悪が生じる場合が
それである。これは大工自身の能力の欠如ではなく、道具の不具合といういわば副
次的なことが原因となっている。こうした原因が付帯的原因といわれる。また、た
とえば火が水を熱する場合、火は水に自らの形相を導入しようと意図するのである
が、結果的に水の形相を奪い、水を蒸発させてしまう。この場合、水が火によって
自らの形相を奪取され、蒸発してしまったことの原因は付帯的である。つまり、悪
が生じるのはこうした付帯的原因によるのである。
　ということは、根源悪あるいは最高悪といわれる原因の存在は否定される。そも
そも悪は善を基体としてしか存在できないのであるから、それ自体として存在を有
する悪は存在しない。また、悪の原因は付帯的なのであるから、悪が第一原因であ
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ることはそもそも不可能である。
　しかしかつてアウグスティヌスが悪の問題を考える契機となったマニ教の教義
は、最高善とともに最高悪を二つの始原とみていた。マニ教がどうしてこのような
誤謬を主張したのか、その根拠としてトマスは、彼らが存在者全体の普遍的な原因
の考察にいたらず、特殊的な結果に対する特殊的な原因を考察したにすぎなったこ
とをあげている20）。つまり存在者全体の普遍的原因である神の創造行為に対する十
分な考察をマニ教は怠ったということである。そして特殊な事象たとえばある人の
家を火が焼いてしまったことを取りあげ、ここから「火の本性は悪である」と結論
づけるようなことをマニ教は行った。しかしそのような特殊な事象においても、あ
る限られた秩序に即してではなく、宇宙全体への秩序に即して考えられなければな
らない。
　さて、われわれは冒頭において、トマスにおける悪の問題は神の創造という領域
のなかで考察すべきであることを確認した。この宇宙は神によって創造されたもの
であるから、そもそも悪は存在しないという考えは、これまでわれわれが考察した
ことからいえば、宇宙全体に張り巡らされている秩序の考察の不十分さに由来して
いる。最後に宇宙の秩序についてのトマスの考究をみてみよう。
2 ．宇宙の秩序
2 ．1 ．神の正義
　トマスは『神学大全』第 1 部第21問題第 1 項すなわち「神において正義が存在す
るか」のなかで、神の正義として「配分の正義」（distributiva iusititia）をあげてい
る。ここでいう配分とは統宰（gubernatio）とか管理の位置にある者が各人にその
値するところ（dignitas）にしたがって与えることであり、そこに正義が存する。自
然的世界においても意志的な世界においても、等しくあらわになっている宇宙の秩
序（ordo universi）は、神の正義の存在を明示しているとトマスは述べている21）。
　さて、すべての存在者が善として「欲求されうるもの」はそれぞれが本性として
本来持っていなければならないものであり、それは自己自身にとって《まさに然る
べきもの》（deberi）である。トマスによれば、《まさに然るべきもの》という名称
には、「このものがそれに向かって秩序づけられているような何ものか」における
要求、ないしはそのものにとっての必然性という秩序が含まれている22）。それぞれ
の存在者に《まさに然るべきもの》をその本性と特質にしたがって与えることにお
いて、神は正義を行使している。つまり神の正義とは神にとっての《まさに然るべ
きもの》であり、それは、その知恵と意志に存するところのものが、その善性を顕
示する所以のものが、それぞれの事物のうちに実現することにほかならない。
2 ．2 ．神の摂理
　この宇宙の秩序を成り立たせているのが神の摂理（providentia）である。さて、
事物の世界に存在する善は、いうまでもないことであるが、ことごとく神の創造に
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関わっている。被造物において善が見出されるのは、それぞれの目的へと秩序づけ
られているのであるが、最終的にはすべての被造物の究極的目的である《神の善
性》へと秩序づけられていることを意味している。ところで神の創造、その行為の
結果として諸々の存在者が存在している。しかしその結果の理念（ratio）はあらか
じめ神自身のうちに先在しているように、事物の目的への秩序づけの理念も神の精
神（mens divina）のなかに先在していなければならない。その理念こそが本来の意
味における摂理にほかならない。
　この宇宙のすべての存在者は、神によって創造され存在が与えられているかぎ
り、神の摂理のもとに存在している。すべての存在者は神によって目的にまで秩序
づけられている。しかしここで大きな問題が提起される。それは、摂理者である神
の心遣い（cura）はその対象からできるだけ失陥や悪を取り除くものであるが、し
かしわれわれの世界には多くの悪が存在している。そうであるならば、神はこれら
の悪を阻止できないのか、もし阻止できないのであれば、神は全能ではないのでは
ないか、という問題である。
　この問題に対するトマスの答えは、神は存在者全体の普遍的原因であり、その意
味で普遍的摂理者であるから、全体の善が妨げられないように、一部の個別的なる
ものにおいて何からの失陥すなわち悪を許容するというものである23）。たとえば自
然界においてみられるように、シマウマを殺して食べることがなければ、ライオン
の生はありえないし、迫害者の悪がなかったならば、義人の忍耐はありえないし、
もし違反行為がなかったならば、罰する正義はこの世界のなかで座をもつことはな
い。
　病気は健康の欠如として悪であるが、しかし病気になった人はその悪に耐えるか
ぎりにおいて善を切望する。そのことによって健康が大きな善であることを健康な
人よりも知り、健康への願望に燃えるようになる。他者の悲惨を取り除くことが神
にはふさわしいことであり、それが神がもつ憐憫（misericordia）24）である。しかし
ここで注意しなければならないことは、この世界に悪の存在を神が許容し、神の憐
れみ深さがはたらくことは、それらの事象の結果に対してであって、神は最初から
自らの正義を実現するという目的のために悪を許容するわけではないということで
ある。
　これまで述べてきたように、悪が善の欠如であるといわれるのは、善がなくなっ
てしまえば悪は存在することはない。さらに宇宙から悪が取り除かれてしまったな
らば、宇宙の完全性もまた失われてしまうことになろう。トマスはこのことを「も
し悪が存在するならば、神は存在する」（si malum est, Deus est）25）と述べている。
おわりに
　命題「悪は存在しない」は悪の原因が神ではないことを表示している。しかしこ
うした教義は、悪に対する神のいわば責任阻却ではないか、という反論が提出され
る。しかしこの反論を正当化することはできない。なぜなら、悪の原因が神にある
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のであれば、悪がどのようにして起こるのか、この根本的問題を解決することはで
きないからである。
　アウグスティヌスは『自由意志論』（De libero arbitrio）第 2 巻第19章54節におい
て、悪の原因が人間の自由意志による神からの離反に存すると述べている。しかし
問題は、人間はなぜ神から離反するのか、という根源的な問いに対して、アウグス
ティヌスは「知らない」と答えていることである。この答えは、アウグスティヌス
が悪の問題に対して徹底的に真摯に向き合ってきたことの結論である。「知らない」
は悪がいかに深淵であるのかを物語っている。トマスはその深淵性を十分に承知し
ている。トマスは、スコラという学的領域に立ち、創造論の観点から、その深淵性
に迫ろうとした。
注
1 ） 　聖書からの引用は『新共同訳聖書』（日本聖書協会）からのものである。
2 ） 　カトリック教会が悪の問題に関していかに重要視しているかは、カトリック教会の教
理要綱である『カテキズム』には次のように記されている。すなわち「全能の父であ
り、秩序あるよい世界の創造主である神が全被造物を配慮しておられるなら、なぜ悪は
存在するのでしょうか。この避け難い、緊急の、神秘で、悲痛な問題には、どのような
即答も満足がいかないでしょう。この問題を答えうるのは、キリスト教の教え全体で
す。そしてそれは、以下のような内容となります。被造物はよいものであり、罪は悲劇
的な出来事です。神は忍耐強い愛から、契約により、あがないをもたらす御子の受肉に
より、聖霊を与えることにより、人びとを教会に集めることにより、秘跡の力により、
至福ないのちへの招きにより、人間を迎えに来ておられます。そして、自由意志を持つ
被造物がこれに同意するよう呼びかけておられます。しかしまた、恐るべき神秘です
が、それに逆らうこともできるのです。キリスト教の教え全体が、悪の問題に対する解
答となっています。」（『カトリック教会のカテキズム』、日本カトリック司教協議会・教
理委員会訳・監修　カトリック中央協議会、2008年、96頁）。
3 ） 　Summa theologiae I qu. 45 art. 1 co.: emanatio totius entis a causa universali, quae 
est Deus.
4 ） 　ここで使用した「存在論」（ontologia）という概念は16世紀以降に形成されたものな
ので、アリストテレスはもちろんトマスもこの概念を使用していない。しかし本論で
は、ギリシアとヨーロッパ中世を通じて共有された領域があったということ明示するた
めにこの概念を使用することにする。
5 ） 　トマス・アクィナス、『神の能力について』第 7 問題第 2 項、「私が《存在》というの
は、すべてのもののなかでもっとも完全なものなのである。そのことは、現実態がつね
に可能態にとっての完全性である、ということからして明らかにされる。」
　「私が《存在》というところのものは、すべての現実態にとっての現実態であり、し
たがってすべての完全性にとっての完全性である。さらに、わたしが《存在》というも
のに対して、それよりも形相的なものが、現実態が可能態を規定するように、そのもの
（存在）を規定するものとして付加されるようなものとは、本質的に違ったものだから
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である。」
6 ） 　Summa theologiae I qu. 5 art. 1 co.: bonum et ens sunt idem secundum rem, sed 
differunt secundum rationem tantum.
7 ） 　Summa theologiae I qu. 5 art. 1 co.: bonum dicit rationem appetibilis, quam non 
dicit ens.
8 ） 　こうした善の解釈はアリストテレスの『ニコマコス倫理学』における善の定義に由来
する。
9 ） 　Summa theologiae I qu. 48 art. 1 co.
10） 　Summa therologiae I qu. 5 art. 1 co.: Manifestum est autem quod unumquodque est 
appetibile secundum quod est perfectum, nam omnia appetunt suam perfectionem. 
Intantum est autem perfectum unumquodque, inquantum est actu, unde manifestum 
est quod intantum est aliquid bonum, inquantum est ens, esse enim est actualitas 
omnis rei
11） 　置換性という関係の成立の思想的背景を本来ならば、詳細に述べる必要があるが、紙
幅の関係でここでは概略だけを述べておきたい。アリストテレスは『形而上学』第 7 巻
第 1 章において「《ある》とは何か」（τί τὸ ὄν）という難問を「実体とは何か」（τίς ἡ 
οὐσία）、という問いに変容させ、実体探求を中心とする存在論を確立した。この実体と
いう概念には「不動の動者」といわれる神の存在も含まれているが、上に述べたよう
に、われわれが指示できる個物、すなわち《主語となって述語にはならないもの》をも
意味している。アリストテレスは《ある》がいかに語られるかという問いから、いわゆ
る「カテゴリー」をつくり、10の類に分類した。すなわち、実体（substantia）、量
（quantitas）、性質（qualitas）、関係（relatio）、場所（locus）、時間（tempus）、体位
（situs）、所有（habitus）、能動（actio）、受動（passio）である。しかしこのカテゴリー
に含まれない概念があり、中世においては 4 ないし 6 、すなわち「存在」（esse, ens）、
「一」（unum）、「真」（verum）、「善」（bonum）、「或るもの」（aliquid）そして「もの」
（res）があげられ、「超範疇的なもの」（transcendentia）と名づけられる。これらの概
念は相互に置換されるという特徴を有している。したがって、「存在者」と「善」とが
置換されうるのは、両者がカテゴリーを超越しているからである。
12） 　Summa theologiae I qu. 5 art. 1 ad 2: bonum dicit rationem perfecti, quod est 
appetibile, et per consequens dicit rationem ultimi. Unde id quod est ultimo perfectum, 
dicitur bonum simpliciter. Quod autem non habet ultimam perfectionem quam debet 
habere, quamvis habeat aliquam perfectionem inquantum est actu, non tamen dicitur 
perfectum simpliciter, nec bonum simpliciter, sed secundum quid.
13） 　Summa theologiae I qu. 48 art. 1 co.: nomine mali significetur quaedam absentia 
boni.
14） 　Metaphysica lib. 5 cap.7, 1017a22-35.
15） 　De ente et essentia, cap. 1: Horum autem differentia est quia secundo modo potest 
dici ens omne illud, de quo affirmativa propositio formari potest, etiam si illud in re 
nihil ponat.
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16） 　Summa therologiae I qu. 48 art. 3 co.: Non autem quaelibet remotio boni malum 
dicitur. Potest enim accipi remotio boni et privative, et negative.
17） 　Metaphysica, lib. 4 cap.27, 1004a14-16: ἀπουσία γὰρ ἡ ἀπόφασις ἐκείνου ἐστίν, ἐν δὲ τῇ 
στερήσει καὶ ὑποκειμένη τις φύσις γίγνεται, καθʼ ἧς λέγεται ἡ στέρησις̓.
　なお、ここで問題となっている「基体」とはギリシア語では ὑποκειμένον といわれ、
ラテン語では subiectumといわれる。たとえば、命題「この珈琲カップは白い」の場
合、述語である《白い》は実体を意味しているわけではなく、主語《この珈琲カップ》
がもつ性質を意味している。つまり「白くある」は主語《珈琲カップ》が存在していな
ければ、存在しえない。この場合、主語《この珈琲カップ》を「基体」と称し、「白い」
を付帯的なるもの（accidens）と称する。
18） 　存在するものはすべてこれら 4 つの原因によって成立しているとされる。たとえば、
家という存在者を考えた場合、家を構成している材料すなわち木材等を質料因、家とい
う《かたち》が形相因、それを作る大工が作動因、そして《人が住むため》が目的因で
ある。
19） 　Summa theologiae I qu. 49 art. 1 co.: bonum sit causa mali per modum causae 
materialis
20） 　Summa theologiae I qu. 49 art. 3 co.: Qui autem posuerunt duo prima principia, 
unum bonum et alterum malum, ex eadem radice in hunc errorem inciderunt, ex qua 
et aliae extraneae positiones antiquorum ortum habuerunt, quia scilicet non 
consideraverunt causam universalem totius entis, sed particulares tantum causas 
particularium effectuum.
21） 　Summa theologiae I qu. 21 art. 1 co.: ita ordo universi, qui apparet tam in rebus 
naturalibus quam in rebus voluntariis, demonstrat Dei iustitiam.
22） 　Summa theologiae I qu. 21 art. 1 co.: In nomine ergo debiti, importatur quidam ordo 
exigentiae vel necessitatis alicuius ad quod ordinatur.
23） 　Summa theologiae I qu. 22 art. 2 ad 2: provisor universalis permittit aliquem 
defectum in aliquo particulari accidere, ne impediatur bonum totius.
24） 　「憐れみ深い」とは、トマスによれば、他者の悲惨に基づき、それがあたかも自己自
身の悲惨であるかのように、追い払うべきはたらくことである。
25） 　Summa contra gentiles, lib. 3 cap. 71.
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研究ノート
学校の組織マネジメントの在り方の一考察
─創価教育学をもとにした小・中の 9年間を見通した実践から─
宗　像　武　彦
1 ．研究の背景
　校長が変われば学校が変わる。教育の現場や社会的にもこんな言葉が使われるこ
とがある。私は、昨年度まで13年 5 ヶ月小学校長職をした。その間小中一貫校の立
ち上げをして 5年間は中学校長も兼務した。そこで見えたものはいわゆる「中 1ギ
ャップ」といわれるもので、「中 1ギャップ」を克服する小・中の 9年間を見据え
た学校の組織的マネジメントだった。
　小中一貫校では、 9年間を地域とつながり関係機関と連携した取り組みをし、児
童生徒自ら未来を拓いていく育みを目指し、中 1ギャップの解消と「未来を拓く」
児童生徒の育成を具体化に進めることができた。
　さらに、そこで得た小学校教育の大事さを、次に赴任した小学校で校長として学
校経営・組織的マネジメントをして、中学を見据えた児童の育成を目に見える形で
進めることができた。
　それは、校長が変われば学校が変わる。また変えることができるという実感だっ
た。
　学習指導要領（平成29年度告示）の方向性の中に、校長のマネジメントが一段と
位置付けられ取り組んでいくことが重要視されている。さらに、『創価教育学体系』
を発刊した（以下「体系」とする）牧口常三郎の言われているところと大きくつなが
るところがあり、校長の学校の組織マネジメントの在り方を、校長職の実践をもと
に、これからの教育の方向性を踏まえつつ、「体系」の視点を入れて論文としてま
とめることにした。
　キーワード　　中 1ギャップ　　創価教育学体系　　学校の組織マネジメント
2 ．学校の組織マネジメントとは
⑴　マネジメントとは
　「マネジメント」を広辞苑で調べてみると、「管理。処理。経営」と定義されてい
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る。
　また、大辞林では「マネジメントとは、経営などの管理をすること」と書かれ、
経営管理として、企業経営のためのものであると意味することが分かる。
　現在、「マネジメント」は、学校も含めてさまざまな組織体が、計画を立て、実
行し、その結果を比較・分析・審査することによって、つぎの計画をより合理的に
たてるよう配慮するといった考えや態度、やり方を進めている。その中で学校への
組織マネジメントの導入の意義について次に考えていく。
⑵　学校の組織マネジメント導入の経過
　マネジメントは、企業経営に生かされ現在に至っているが、学校における組織マ
ネジメントについては、教育改革国民会議（内閣総理大臣直属の諮問機関）で、「教育
改革国民会議報告─教育を変える17の提案─」1）（以下「報告」という）の中で、「新
しい時代に新しい学校づくりを」で「組織マネジメント」の言葉が出てきている。
　この背景には、学校改善のために、校長のリーダーシップを発揮させていくため
新たな学校経営の仕組みとして「学校の組織マネジメント」という考えを導入して
きたと考えられる。
　その「報告」では、「21世紀の入口に立つ私たちの現実を見るなら、日本の教育
の荒廃は見過ごせないものがある。いじめ、不登校、校内暴力、学級崩壊、凶悪な
青少年犯罪の続発など教育をめぐる現状は深刻であり、このままでは社会が立ちゆ
かなくなる危機に瀕している」2）と書かれている。
　そうした状況から教育のシステムを次のように論じている。「21世紀は、ITや生
命科学など、科学技術がかつてない速度で進化し、世界の人々が直接つながり、情
報が瞬時に共有され、経済のグローバル化が進展する時代である。（中略）従来の
教育システムは、このような時代の流れに取り残されつつある。校長や教職員、教
育行政機関の職員など関係者の意識の中で、戦前の中央集権的な教育行政の伝統が
払拭されていない面がある。関係者間のもたれ合いと責任逃れの体質が残存する。
また、これまで、教育の世界にイデオロギーの対立が持ち込まれ、教育者としての
誇りを自らおとしめる言動がみられた。力を合わせて教育に取り組むべき教育行政
機関と教員との間の不幸な対立が長らく続き、そのことで教育に対する国民の信頼
を大きく損なってきた。教育関係者は、それぞれの立場で自らの在り方を厳しく問
うことが必要である」3）と。学校改革の重要性が述べられている。
　そこでは、「 3．学校や教育委員会に組織マネジメントの発想を取り入れる」の
項があり、「学校運営を改善するためには、現行のまま校長の権限を強くしても大
きな効果は期待できない。学校組織マネジメントの発想を導入し、校長が独自性と
リーダーシップを発揮できるにうにする」4）と書かれ、新たな学校経営の仕組みの
構築ために、学校に組織マネジメントの発想を導入し校長が独自性とリーダーシッ
プを発揮できるようにするとしている。この2000年ごろから、国主導で学校の改革
が論議され、その改革のために「学校の組織マネジメント」の必要性が述べられて
いくようになったといえる。
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⑶　「学校の組織マネジメント」とは何か
　教育改革国民会議の提言を受け文部科学省は、2002年に「マネジメント研修カリ
キュラム等開発会議」を立ち上げ「学校組織マネジメント研修」（以下「研修」とす
る）が進められていくことになる。その「研修」の冊子「学校組織マネジメント研
修～すべての教職員のために～（モデル・カリキュラム）」中で「『 1　これからの学
校と組織マネジメント』5）として、（中略）
⑵　学校における組織マネジメント：一般解（どの学校にも通用するもの）はな
い！
•学校の有している能力・資源を開発・活用し、学校に関与する人たちのニー
ズに適応させながら、学校教育目標を達成していく過程（活動）
•学校経営といわれてきたもののなかで、以下のものを強調する概念
①　環境との相互作用、そのなかでも外部の支援的要因と内なる強みの連合
②　計画（Plan）─実施（Do）─点検・評価（Check）─更新（Action）のマ
ネジメント・サイクル、とりわけ次の一手（Action）
③　その過程を円滑化するスキル（技術）やストラテジー（戦略や方略）
④　進むべき方向を示すミッション（使命・存在意義）とビジョン（目指すと
ころ）」
と書かれ、「学校の組織マネジメント」については、「学校の有している能力・資源
を開発・活用し、学校に関与する人たちのニーズに適応させながら、学校教育目標
を達成していく過程（活動）としている。」6）
　特に「外部の支援的要因と内なる強みの連合と計画（Plan）─実施（Do）─点検・
評価（Check）─更新（Action）のマネジメント・サイクルと次の一手（Action）、そ
の過程を円滑化するスキル（技術）やストラテジー（戦略や方略）、進むべき方向を
示すミッション（使命・存在意義）とビジョン（目指すところ）をもって取り組んで
いくこと」が、「学校の組織マネジメント」と捉えることができる。
　また、文部科学省では、平成22年（2010年）10月に「学校運営の改善の在り方等
に関する調査研究協力者会議」を設置し、報告書「子どもの豊かな学びを創造し、
地域の絆をつなぐ～地域とともにある学校づくりの推進方策～」7）が出されてい
る。（「子どもの学びの報告書」とする）
　「子どもの学びの報告書」では、学校運営の改善の在り方等に関する「学校の組
織マネジメント」の考え方も論議され報告書に書かれている。以下、その「学校の
組織マネジメント」にかかわる記述を取り上げる。それは、「 2．地域とともにあ
る学校　⑴　目指すべき学校の在り方」のところで、「学校と地域の人々が信頼関
係を築き、目標を共有して、ともに行動していくためには、それを上手く進めてい
くことができるマネジメントが求められる。とりわけ、学校運営の責任者である校
長には、地域の人々や教職員の声を汲み取った意思決定を行い、具体的な目標設定
とその実施状況の評価に基づいた行動を行う強いリーダーシップが期待される。
　また、継続的な取組を行うことや多くの地域の人々の参画を促していくために
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は、特定の個人が頑張るのではなく、学校と地域の人々が全体として目標を共有
し、役割分担を進めながら、取組にふさわしい組織的な体制を構築していかなけれ
ばならない。ここでは特に、学校組織の中で学校と地域の人々をつなぐ役割を担う
コーディネート機能の充実が重要となる」8）として、学校と地域の人々が信頼関係
を築き、目標を共有して、ともに行動していくためには、それを上手く進めていく
ことができるマネジメントが求められることと、校長には、地域の人々や教職員の
声を汲み取った意思決定と具体的な目標設定、その実施状況の評価に基づいたリー
ダーシップについて記述されている。
　こうした中で文部科学広報には、「学校組織マネジメント」という言葉を使い説
明するようになっている。それは「学校組織マネジメントとは、『学校の有してい
る能力・資源を、学校に関与する人たちのニーズに適応させながら、学校教育目標
を達成していく過程（活動）』（文部科学省組織マネジメントカリキュラム等開発会議）で
あると定義しています」9）と書かれている。
⑷　学校の組織マネジメントの定義と具体的な考え方
　以上の経過から学校の組織マネジメントは、内閣総理大臣の私的機関で「教育改
革国民会議」が設置され、それは2000年から取り上げられるようになり、それをも
とに文部科学省では、2002年ごろから本格的な取り組みが始められるようになった
経緯が分かる。
　「学校の組織マネジメント」という考え方・定義については、「文部科学広報」で
「学校の有している能力・資源を、学校に関与する人たちのニーズに適応させなが
ら、学校教育目標を達成していく過程（活動）」と定義をしているので、この論文
でも同様に考えていくことにする。
　こうした「学校の組織マネジメント」の考え方を、他の面から見ていくと、「変
わる学校、変わらない学校」妹尾昌俊著（学事出版、以下「妹尾」と述べる）では、
「学校における『組織マネジメント』とは、教職間の協働関係、チームワークをよ
くして、ビジョンや目標に向かって、予算や教職員の力（＝限られた資源）を組み
合わせていくこと、また、学校が新しい価値や効果的な教育を創造していくための
行為と捉えることにしたいと思います」10）と書かれ、学校の組織マネジメントの定
義をしている。
　この著書で「妹尾」は、学校の「組織マネジメント」の成功と失敗を分けるもの
は何かということで、 3つの要素があり、その要素として①到達目標、②プロセ
ス、③チーム・ネットワークを挙げている。①到達目標の共有と共有不足、②プロ
セスの設計と設計不足、③チーム・ネットワークづくりとネットワークも構築不足
が学校の組織マネジメントの機能する例と停滞してしまう例を挙げて述べてい
る11）。
　さらに「妹尾」は、この「著書」で「（前略）本書では、個人プレー（個業）では
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限界があり、学校を組織、チームにしていくことを述べ、そのための哲学（基本的
考え方）と戦略（目標に向かっての中核となる道筋、ストーリー）について解説しま
す」12）等、具体的には「①課題の原因を深堀り・重点化し、同時に明確化する。→
ビジョン、到達目標とその目標に至るための課題を重点化（焦点化）する。②大事
なことは多いが、この考え方のもとに進めるという哲学・戦略を定める。」と述
べ、組織マネジメントの考え方をもとに課題を深堀りし重点化し明確化しつつ、哲
学を持つということが「学校の組織マネジメント」で大事であることが書かれてい
る。そして「③スモール・ステップから改善や成果があらわれ、教職員や地域もモ
チベーションが向上。→はじめはちょっとかもしれないが、確かに取り組んでよか
ったと思える効果が、子どもたちの変化を通して見えてくる（以下略）」13）と、組織
の改善に向かうときに、子どもたちの変化を通しての改善や成果になることの考え
が述べられている。この「妹尾」の著書では「哲学（基本的考え方）」からの戦略と
いう方向性が、マネジメントとして大事となる。
　また、筑波大学大学院教授浜田博文（以下「浜田」という）は、天笠茂編集代表
「浜田」執筆の「時代を拓くスクールリーダー」の中で、「学校におけるマネジメン
トとは、一人一人の児童生徒の新鮮な学びを生み出すために、学校内外の様々な資
源を効果的に機能させるという、すぐれて創造的でダイナミックな営みだと理解さ
れる必要がある」14）と学校のマネジメントについて記述している。
　さらに「浜田」は、マネジメントに関して「（前略）そうした教職員の多忙感を
提言するマネジメントも重要な部分であるし、校内研修の推進も、学校の自己評価
を行うこともまた然りである。そうした業務がすべて、あらゆる児童生徒の学びの
質へと結合していくように学校の組織文化に働きかけ、共有のビジョンづくりを進
めていくこと。そのようなマネジメントの実践が求められている」と述べ、マネジ
メントの実践は、児童生徒の学びの質へとつながるように共有のビジョンを持ち、
進めていくことが大事であることを述べている。「浜田」も哲学とは言わないが、
マネジメントの実践は「児童生徒の学びの質につながるように」との考え方があ
る。
　「学校の組織的マネジメント」の視点で「妹尾」は、哲学を持ち課題を明確にし
つつ子どもたちの変化が改善の姿と述べ、「浜口」は、到達目標を児童生徒の学び
の質と捉え、到達させていく共有のビジョンとプロセスを進めていくことが、「学
校の組織マネジメント」と言うことを述べ、「学校の組織マネジメント」は、「課題
を子どもの状況から把握し、子どもたちの学びの質につながることが大事」という
視点を加えていきたい。
　このような中、「学校における組織マネジメントと人材育成─海外日本人学校の
経験から─」立命館大学準教授小松茂の論文では、「 2　マネジメント理論のとら
え方」の中で「筆者は様々な理論やリーダーシップ論から自己の学校運営に有益と
考えるものを選択的に受容し、さらには学校としての説明責任を晴らすために活用
すべきと考える」15）と、「Ⅲ経営の見取り図としての学校経営計画（ビジョン）の作
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成」で「 1　経営ビジョン策定する手順」に「筆者としては、学校教育目標はさら
に上位にある学校の「使命（ミッション）」にまでさかのぼり、それと一体のものと
して設定すべきものと考える」16）と述べ、校長が示すビジョンには学校の使命まで
見て示経営ビジョン策定をすると書かれている。学校の使命を基にすることは学校
経営の根幹であり、それは図 1のようになる。
　また、経営戦略の具体化のためには、SWOT分析の手法を使い分析して具体化
を図るとしている。SWOT分析というのは、事項の内部環境の強み（Strength）と
弱み（Weakness）という 2項、外部環境と支援的機会（Opportunity）と阻害的脅威
（Threat）の 2 項のマトリックスによって分類し、弱み（Ｗ）や阻害要因（Ｔ）を修
正・除去し、自校に支援に働くもの（Ｏ）と強み（Ｓ）を生かして考えていくもの
である。
　その SWOT分析をし、それを踏まえて学校経営の戦略を具体化し、ビジョンを
明確に経営戦略を具体化し、ビジョンを実現するために、「小松」は「 1《チーム》
としての組織づくり」「 2　スクールミドルの育成」「 3　マネジメントにおける事
務・財務の重要性」の 3つを挙げてビジョンの実現の具体的な考えを述べている。
　「妹尾」「浜田」の学校のマネジメント理論を「小松」は、ビジョンの作成の重要
学校における組織マネジメントと人材育成―海外日本人学校の
経験から―」立命館大学教職教育研究（特別号）
図 1　ミッションの具体化と経営ビジョン策定
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性とビジョンから科学的手法で経営戦略を具現化し、具現化したものを実現するた
め以上の 3点から具体的な学校組織マネジメントのあり方を述べている。
3 ．学校の組織マネジメントに対する危うさ
　このように現在、「学校の組織マネジメント」の考え方の必然性が様々に述べら
れているが、文部科学省が進めていく「学校の組織マネジメント」の考え方は、校
長のリーダーシップのもと、学校が組織的に取り組んでいくこととしているが、法
的な根拠は、「学校教育法」における第37条の 4項「 4　校長は、校務をつかさど
り、所属職員を監督する」17）という条文がある。また、各都道府県や区市町村には
「学校管理運営規則」があり、東京都の例を見た場合「（校長の職務）第七条　学校
教育法（昭和二十二年法律第二十六号。以下「法」）第六十二条で準用する法第三十七
条第四項に規定する校長の職務は、おおむね次のとおりとする。
一　学校教育の管理、所属職員の管理、学校施設の管理及び学校事務の管理に
関すること。
二　所属職員の職務上及び身分上の監督に関すること。
三　前各号に規定するもののほか、職務上委任または命令された事項に関する
こと。
2　校長は、所属職員に校務を分掌させることができる」18）
という規定があり、東京都が例であるが、各都道府県・区市町村の「学校管理運営
規則」とほぼ同じと考えてよい。校長の学校の管理が「学校組織マネジメント」一
つと考え、それが法的根拠だと言える。法的な根拠はこの部分のみであり、学校を
管理する校長のリーダーシップに任された部分が大きいと言える。
　このような中で、明星大学教授の樋口修資は、『明星大学研究紀要─教育学部』
第 7号「学校組織運営論からみる「チーム学校」の批判的考察と教員のワーク・ラ
イフ・バランスの実現」の論文で「教職員と多様な専門スタッフの多職種で構成さ
れる学校がチームとして機能するよう」、学校のマネジメント機能を強化するとい
う発想では、教師間の協働性や主体性が発揮されないばかりか、チーム学校論が唱
える『多職種協働』というスローガンの下で、専門スタッフを含む様々な教職員集
団をチームとして束ねると称して、校長の指揮監督の下で、教員の業務がバラバラ
に分業化され、管理職からの上意下達により『多職種協働』が機能させられるおそ
れが強い。こうした『チーム学校』論に基づく学校組織運営論は、校長の権限強化
と学校マネジメント層の肥大化だけを生み出し、上意下達による学校の管理統制を
促進することが強く懸念されるといわざるを得ない」19）と述べている。
　この「樋口」の述べている「校長の権限強化と学校マネジメントと層の肥大化」
「上位下達による学校管理統制の促進することが強く懸念される」という視点は、
社会状況の変化に伴って学校が組織的にマネジメントする必要を文部科学省が推進
し取り組んで進められているところだが、「樋口」の危惧している点は、
•学校の管理職の校長の職として「組織マネジメント」という考えが、校長一
─　　─138
通信教育部論集　第22号（2019年 8 月）
人ひとりに周知され、現場でのよりよいものになっているかということ。
•そのために校長のリーダーシップと組織マネジメントについて、校長に任さ
れている部分が大きく、上意下達になる可能性が大きくなっているというこ
と。
　この部分の指摘については、大事な指摘であり、「妹尾」の「哲学」と「浜田」
の「到達目標は児童生徒の学びの質」に、「小松」は「学校の使命」という言葉と
使って、学校の組織マネジメントを、児童生徒の側からのものが大事であることを
述べているが、「樋口」のいう校長のリーダーシップが上意下達になる可能性も、
現に筆者は、現場にいたとき見たので、それを克服する考えを示していく必要があ
る。それを次項で創価教育学とのつながりの中で述べる。
4 ．創価教育学体系における学校の組織マネジメントの視点
⑴　「体系」の基本的な考え方
　「体系」では創価教育学「新教育学説のスローガン」が書かれ、目指すものの基
本的な考えが確認できる。
　それは、「経験より出発せよ／価値を目標とせよ／経済を原理とせよ／学習力に
於て、教授力に於て、費用に於て、音声に於て、常に経済を原理と旨とし、文化価
値を目標として進め。天井を仰いて進むよりは、地上を踏みしめて、一歩一歩に進
め」20）と書かれ、学校現場での実践の経験より出発し、最高善なる生き方の文化価
値を目標とし、教える中で効率のよい考えの経済の考え方を原理とすることという
スローガンと言える。
　また、「価値を目標とせよ」という創価教育学の目指すものとは、「体系」で、
「創価教育学とは人生の目的たる価値を創造し得る人材を養成する方法の知識体系
を意味する」21）と書かれ、人生の目的の価値を創造する人材の養成が、創価教育学
の目指す目標となるが、それをより具体的に記述しているのが、「教育の目的たる
べき文化生活の円満なる遂行を、如実に言い表わす語は幸福以外にはないであろ
う。これは吾々が数十年来の経験からも思索からも、これこそ総ての人の希望する
人生の目的を最も現実的に、率直に表現したもので、而も妥当なるものであると信
ずるのである。即ち被教育者をして幸福なる生活を遂げしめる様に指導するのが教
育である」22）と書かれているところになる。
　ここで「牧口」の「体系」では、教育の中に「経済の原理」をと書かれている
が、目的は「被教育者の幸福なる生活」と「人生の価値を創造しえる人材の養成」
と明確に示され、さらに「人生の目的は価値創造」と「被教育者をして幸福なる生
活を遂げしめる様にするのが教育」と述べられている。そこには教育の哲学の深さ
があると筆者は考える。その目的を実現するのに「経済を原理」としている点は、
「マネジメント」は経済の中の経営からの考え方であるが、それを「体系」で述べ
られている点は、昭和初期の時代の中での視点で、効率的で効果的なものを求めて
いくという視点であり、この昭和初期から「経済を原理」にという「体系」での
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「学校における組織のマネジメント」の方向を述べていることが確認できる。
⑵　「体系」からの学校の組織マネジメントの考え方
　研究を進める上で「体系」から「学校の組織マネジメント」の確認をしたい。
　「体系」では「余は天上の星を望んで進みつつある危い態度を改めて、先ず脚下
を注視せよと、世の教育実際家に訴えるのである。日常の経験をよく反省して成
功・失敗の実跡を確かめ、其の過程を分析するならば、其の間に貴重なる真理を見
出す事が出来るのである。故に徒に書斎の学者の研究のみに依頼するのを止め、そ
の貴重なる経験を綜合して原則を確立し、これを日常の作業に於て実証し、以て次
代に貴い原理、法則を遺すことは、実に現代の教育実際家に課せられた重大なる使
命であり、教育の生長を約束するものである」23）と現場からの研究で、子どもの幸
福のために「経験から出発」し「価値を目標」に「経済を原理」として、学校現場
を大事にしつつ「マネジメント」の視点を持つことが大事と言い換えても可能と考
える。
　さらに、校長の資質能力が学校の組織的マネジメントにかかわるため「体系」で
の「牧口」の校長の職としての考え方を確認する。
　「体系」には、「（前略）小学校長中でも学校統督の経験者で教育改良に科学的考
察をなし得る優秀者のみこれに適当とする」24）と書かれ、校長は「学校統督の経験
者」「教育改良に科学的考察なしえる」ものと述べられている。
　「科学的考察」とは、「体系」では、「（前略）尚一歩進めて論ずるならば、第一は
啓発すべき心の研究、即ち学習力の研究で、その中には年齢に基づく発達段階の、
研究があり、それを側面若しくは縦断面と命名するならば、これに対して平面若し
くは横断面と名付けられるべき、知、情、意等の研究がある。これらの研究も又教
育学組織内容の重要性を帯びて居ること言を俟たないのである」25）と書かれ、発達
段階の即した研究と、学年等の横の断面での知情意の研究の視野が「科学的考察」
の一つといえる。
　また、医学と教育について「体系」で「（前略）これに就いても、羨ましきは医
学社会である。医学と教育学は兄弟のごとき応用科学である。（中略）医師と教師
とでは、肉体的と精神的との違いはあり、消極的防衛と、積極的防衛との違いがあ
っても、人生の価値創造を目的とする技術たるに於いて違いはない筈」26）と述べら
れ、医学と教育との共通点とつながりを大事にすることを述べている。
　このような「体系」の論述から、「科学的考察」なしえるとは、「科学的考察」は
いろいろな面の考察があるが、発達段階の即した研究と、学年等の横の断面での知
情意の研究の視点を持つことと、もうひとつの視点は、医学的な視点を持つことが
「体系」から分かる。
　さらに「学校の組織マネジメント」の視点で見ると「経営戦略の具体化の
SWOT手法」やマネジメント・サイクルの「Plan-Do-Check-Action」分析の手法を
使い分析して具体化することは、「牧口」の「経済を原理」とするという考え方か
ら「科学的考察」と同じ方向と考えることができる。
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　さらに「体系」では、「（前略）以上の指導は理想的なる個人に対するものである
が、実際に於いては学力、年齢等の相異なった数十名の学級として教師に受け持た
れていれば、その為には団体指導として如何にして教師の指導力を分配し、統合し
て効果的にならしめるかと、さらに複雑なる団体の指導として学校がいかに合理的
統督をされなければならぬかが最後の問題として考究されなければならない」27）と
「合理的統督」として、チームとしての学校の在り方を述べ、さらに「小学校長に
は実際に於て如何なる職掌が与えられて居り、それが果たして妥当であるか否かを
検討するを要する。（中略）（2）　積極的に児童の教育に直接有効なるべき創価的の
実務。部下の教師の職務の能率を増加する指導力として働く事。せめては、それあ
るが為に熱心有為なる優秀教師の自発的能力の発揮を阻害せしめざるだけの働きが
学校長第一の努めといわねばならぬ」28）と教員が積極的に児童の直接有効な創価的
実務と能率の増加、熱心で優秀な教師の自発的能力の発揮が大事と述べている。
　「合理的統督」という視点に立ち、教員が積極的に児童の直接有効な創価的実務
と能率の増加、熱心で優秀な教師の自発的能力の発揮が大事ということがいえる。
　このように「牧口」の「体系」から見た学校経営の組織マネジメントの視点は、
•学校改良には、学校現場を注視し現場の経験から課題を見出しつつ経済を原
理とし科学的考察をなしえること。
•科学的考察とはいろいろな面の考察があるが、発達段階に即した研究と、学
年等の横の断面での知情意の研究と医学的な視点を持つこと。
•校長は「合理的統督」をし、教員が積極的に児童の直接有効な創価的実務と
能率の増加、熱心で優秀な教師の自発的能力の発揮するようにしていくこと
が大事であること。
にまとめられる。
5 ．学校の組織マネジメントと創価教育学の視点
　牧口の「体系」での学校経営の組織マネジメントの視点は、「学校改良をすべく
経済を原理として科学的考察と医学的視点があり、合理的統督のために児童に有効
な実務と教師の自発的能力を発揮させていくこと」とまとめられる。では、この考
え方と現在の学校の組織マネジメントの考え方の類似点と相違点をここで考えてい
く。
　本記述では、「学校における組織マネジメント」について、「学校の有している能
力・資源を開発・活用し、学校に関与する人たちのニーズに適応させながら、学校
教育目標を達成していく過程（活動）で、外部の支援的要因と内なる強みの連合と
マネジメント・サイクル、と（Action）、その過程を円滑化するスキル（技術）や（戦
略や方略）、（使命・存在意義）とビジョン」の実現と定義した。
•「体系」で経済を原理とすることは、企業経営の「マネジメント」を学校に
という考え方とは方向は同じと考えられる。
•また「合理的統督」と述べていることは、学校での合理的にチームとして子
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どもたちのために取り組むことであり、内なる強みと連合はチーム学校のこ
とであり、方向性は同じ。
•「科学的考察」という視点は、マネジメント・サイクルでビジョンを示し、
プランを立て、実践をし、省察することを考えると、科学的考察は、ただ単
に科学的に見ていくことではなく、牧口は校長の資質の中に述べているとい
う点で、学校経営に絡んでの科学的考察なので、マネジメント・サイクルと
矛盾はしないことが見える。
　ただし、「医学と教育学は兄弟のような応用科学である」29）の「体系」の視点は、
学校経営の視点で現在特別支援教育という面から必要であるが、マネジメントとい
うところからは、医学の必要性は語られていない。ただし、学校での組織マネジメ
ントしていく上で、児童の立場からすると特別に支援が必要な児童は校内には必ず
いるので、「体系」の児童の幸福を目標とするためと、学校での組織マネジメント
のためには、その子に応じた取り組みが必要になっているのは事実だと考える。
　このような「体系」と「学校における組織マネジメント」から、大事な視点を挙
げていくと、
　「体系」では、校長は、現場からの実践を経験則にしていくことと、そのための
現場を見つめ科学的視野を持って「学校統督」（学校のリーダーシップ）をするとい
うことを述べているが「子ども自身が人生を拓き価値を創造すること」「子ども一
人ひとりの幸福」を目的とする「学校統督」（校長のリーダーシップ）であり、この
視点からの「学校の組織マネジメント」をまとめると、
①　校長は、子どもたち自身が未来を拓いていく教育の哲学と目的、科学的視野
を持って現場の子どもたちを見据えて課題を把握し、課題解決のために具体的
ビジョンと具体的道筋を示していく。
　さらに「体系」で述べられている言葉を現代の状況に合わせてみると、
•「学校の統督」という校長のリーダーシップと「合理的統督」というチーム
学校
•「科学的省察」という科学的視点からの振り返り
•「医学と教育学は兄弟」という視点での個に応じた特別支援教育の充実
　となるが、それ「学校での組織マネジメント」から見ていくと、
②　校長はリーダーシップを持ち、教職員のやる気を起こさせてチーム学校とし
て取り組みつつ、医学的視点から児童生徒を見つめ、その子の発達の課題解決
を目指し、マネジメント・サイクルで、科学的省察をして結果や客観的評価を
し、よりよい経営を目指す。
　この 2つの点からまとめられるが、「 3．学校組織マネジメントの危うさ」での
「樋口」の校長のリーダーシップが上意下達になってしまうという視点は、校長自
身が哲学をもつことが大事になる。その哲学は、「妹尾」の「哲学を持つ」と「浜
田」の「児童生徒の学びの質を目標に」「小松」の「学校の使命」という言葉に代
えられるが、「体系」での「子どもの幸福」と「一人ひとりの人生の価値を創造す
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る」という目的は、「牧口」の人生を生き抜くための「価値論」を展開した「体系」
の哲学の深さと、現場からの理論が大事という考え方があり、「体系」から学び
「体系」もとに実践することで、「上意下達」という考えは乗り越えられると考え
る。
6 ．小中の 9年間を見た小学校での学校の組織マネジメントの実践
　筆者は、小中一貫校の校長経験が 5年間あり 9年間を見ていく学校の取り組みを
した。そこで目指したものは「未来を拓いていく」児童生徒の育成であり、「未来
を拓く」というキーワードは、「人間自身が価値を創造していくこと」、それは「牧
口」の「体系」の目的と同じ方向性であり、校長としての「学校の組織マネジメン
ト」を実践した。その実践を「体系」とつなげつつ、筆者は「『中 1ギャップの解
消』に向けての創価教育学の視点からの実践と考察─『自ら未来を拓く子』の育成
のために─」30）の視点を加えて「学校の組織マネジメント」をした。
　その論文での中 1ギャップ解消の小学校教育のポイントとしては、
○特別支援教育を校内全体で取り組みとともに、低学年からのアプローチを保
護者の理解のもとに進められるようにする。
○自尊感情の育みを、保護者の理解を得ながら校内全体で進めていくようにす
る。
○学びの基礎を着実に創るために「読むこと」が流暢になる取り組みをする。
の 3点を挙げた。その 3点は、「特別支援教育」、「自尊感情の育み」、「学力の基礎
を培う」の 3点であることを述べた。
　その 3点の実現をめざし、「学校の組織マネジメント」を以下の 2点で進めた。
①　校長は、子どもたち一人ひとりの状況を把握し、科学的視野を持って子ども
たちの課題を見据え、課題解決のために具体的ビジョンと具体的道筋を示して
いく。
②　校長は、教職員と子どもたちのよりよい成長のためにという強い考えの共有
と信頼関係を下に、リーダーシップを持ち、教職員のやる気を大事にチーム学
校として取り組をし、医学的視点から児童生徒を見つめ、その子の発達の課題
解決を目指し、マネジメント・サイクルで、科学的省察として結果や客観的評
価をしつつ日々改善をしていく。
　この 2点をもとに、校長として現場を把握しつつ、課題を見つめてその課題から
方向性を出し示し、現場の教員が心ひとつになるように日ごろからかかわり、「チ
ーム学校」で実現を目指しその論集にあるような結果を出すことができた。さら
に、このような取り組みで、小中の 9年間の児童生徒の育ちを見た取り組みから、
次の赴任校B小学校で、次の校長として「学校での組織マネジメント」を進めた。
•中学校を見据えた小学校の児童の発達段階の課題を把握する
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•自尊感情を育む取り組みと学校をチームで取り組み事の大事さを教員と共有
する
　この 2点をもとに実践した。
7 ．B 校での実践
　小学校で赴任し小中一貫校を立ち上げ、小中一貫校を 5年間実践し見えてきたこ
とを、次の赴任地である B 小学校で、小学校段階で大事なことを具体的に実践し
進めてきた。
　科学的な取り組みとして SWOT手法で分析していくと、
⑴　B 校のよさと課題
①　内部環境
（強み）	•子どもたちに純粋で素直な子が多い。
•あいさつができる。
•教員に大きな課題のある教員はいない。
（弱み）	•学力に読み書きに苦手な子が10％以上いる。市平均より15P 低い。
•特別支援の子が学校体制で取り組まれていない。
②　外部環境
（強み）	•地域保護者は協力的な人が多い。
•地域を越えて、総合学習などで子どもたちの学習に支援をしている。
（弱み）	•地域や保護者の協力的な人は固定化されており、地域は高齢化が目立
つ。
•総合学習以外に、子どもたちへの支援体制は少ない。
　以上のような状況を踏まえ、SWOT手法でマトリックス化して、経営ビジョン
と具体的方策を考え、マネジメント・サイクルで学校経営を進めた。
⑵　B 校の状況
　いまから 3年 6か月前（2015年 4 月）に B 校に着任した。高学年で前年度転校し
てきた児童に課題があり、その児童と同調するかのように、学級崩壊等はなかった
が、その児童を取り巻く子供たちに問題行動が多くみられ、地域でも問題になって
いた。そのため 6年生は油断できない状況にあった。
　また、そのほかにも課題を抱えた児童や不登校の児童も見られ、学力も平均でみ
ていくと、15ポイントぐらい低い状況があった。
⑶　B 校での経営ビジョン
　「児童と地域保護者のよさを生かし、児童一人ひとりがその子のよさを認め合
い、自ら自律できる子」を目指すことにした。
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⑷　具体的な取り組み
　小中一貫校で得た小学校での育みが、中学や将来への自律の基礎をつくることが
できる。
　そのために、
•褒めて育てること。自尊感情の育みを大事にしていく。
•小学校就学前から、特別支援の子については保護者の理解を得て低学年から
よさを伸ばしていく取り組みをする。
•読み書きに苦手な児童は低学年から、プログラムを取り入れ読み書きに苦手
感をなくす取り組みをする。国語の研究に力を入れていく。
•「チーム学年」「チーム学校」で取り組めるようにする。
　このような取り組みのために校長は、
•できる限り学年や子どもの実態を把握すべく、校内の巡視や教室への訪問を
する。
•課題を共有すべく教員と常に対話をし、課題解決のために具体的取り組みを
話し合う。
•地域や保護者、関係機関とつながり、課題解決のために動けるようにしてお
く。
①　着任 1年目
ア　校内の状況を踏まえ、まずは 6年生の対応が必要と考え、対処療法的に、
担任だけでなく学年として、校内としてスクールカウンセラーと連携しつ
つ、地域子ども家庭支援センターともつながり、できる限り、担任任せにせ
ず、学年や校内でできることを考え進めることにした。
イ　特別支援教育を校内全体で取り組みを進めるために、低学年からのアプロ
ーチを保護者の理解のもとに進められるようにする。
•着任時から、校長が直接保護者へ向かって。就学時健診の特別支援の大事
さを訴え、保護者の理解のもとに、校内の健診項目に入れ、教育相談窓口
を作り、保護者との相談体制を早めに組んだ。
•その子の発達上の課題を、スクールカウンセラーと連携し保護者とつなが
り、早めに知り、その子に合った指導ができるようにする。
ウ　自尊感情の育みを保護者の理解を得ながら校内全体で進めていくようにす
る。
•着任時から、褒めて育てることの大事さを訴え、自己的な自尊感情（自己
肯定感）と社会的な自尊感情（自己有用感）が育まれるように、保護者と連
携し、校内体制として褒めて育てていくようにした。
•自尊感情の育みに課題が見られる場合は、特別支援が必要な子が多く、早
めに保護者の理解のもとに、その子の課題と良さを見つめ、良さを伸ばし
子に応じた指導ができるようにした。
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②　着任 2年目
ア　学力の基礎とそのために「読むこと」が流暢になるよう培う「MIM」31）
の導入
•読むことは小学校の 1年生で、「あいうえお」の言葉の学びは入り、その
時から苦手感がなくなるように、読むことに流暢になるプログラム（MIM）
を低学年で取り入れ、苦手感をなくしていくようにする。
イ　特別支援教室設置と校内体制の準備
•読みことが苦手な児童や、特別支援に必要な児童のために、校内に「特別
支援教室」設置に向けて、市の教育委員会と連携し設置の準備と校内体制
の取組もソフト面で特別支援コーディネーター中心に準備をすすめること
とした。
③　着任 3年目
ア　就学前の特別支援の保護者理解と小 1の状況
•本年度が着任 3年目だが、就学前からの特別支援の大事さを保護者へ訴
え、低学年の内から特別支援学級へ通級する児童が増え、現在 7名が通う
ようになっている。保幼少の連携も進み、小 1プロブレムといわれること
がほとんどなく、 1名の児童が学期はじめから登校しぶりがあり、課題だ
ったが、担任と専門員、養護教諭、他の専科教員、管理職も入り、組織的
にかかわり現在は通常に登校するようになった。 3学級の児童が楽しく学
校へ通う姿がある。
イ　特別支援教室の設置による校内体制の充実
•本年度から「特別支援教室」が設置され、通級児童が通うとともに、専門
員も配置され、校内体制として、特別支援コーディネーター中心にカウン
セラーと連携しつつ、低学年の内から、読みことや課題のある児童にかか
わるようになっている。
ウ　小中のつながった地域運営学校の設置
•地域の理解をいただきながら、B 校（小学校）と C 校（中学校）の 9年間
を見ていく、地域運営学校の設置をした。
⑸　B 校での実践の結果
　B 校では、着任 3年目に地域の声や着実に子供たちの姿から、落ち着いてきてい
ることが見えてきた。
①　地域のOさんの声
　着任 2年目の 9月の運動会や音楽会、そして卒業式、さらに本年度の入学式な
ど、長年、ずっと本校への支援をしてきた地域の中心になっているOさんは、
「子どもたちが落ち着いている。前に向かっている。それも全員が運動会など
見ていると、先生が大きな声で子どもたちに指示を与えたりせず、自分たちで
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裏の仕事まで一生懸命していることが見える。
　子供たちが今までより大きくより良く変容しているのが実感できている。ま
た卒業式も、やはり子供たち一人ひとり一生懸命で感動した。さらに不登校だ
った子が来て卒業証書を授与した時も、日ごろの学校の取組が見えてよかっ
た。」
という感想があった。
②　28年度不登校気味の児童について
　不登校気味の児童は、 4年 1名、 5年 2名、 6年 1名であるが、そのうち 6年
の Dさんは、 4年まで元気の登校してきたDさん、昨年 5年の時不登校気味に
なってしまったが、スクールカウンセラーや担任のかかわりもあり、 1学期末に
は 3日間連続で登校するようになっている。
　また、 5年の Eさんは学力に課題があり、放課後登校などをしつつ、不登校
の高尾山学園へ行くようになっている。もう一人のEさんは、昨年度転校して、
サポート校に通っていたが友達関係から、登校が難しくなり、校内でいろいろと
できることを考え知恵をだし、夏季休業中に来るよう工夫をし 7月下旬 1回だが
登校した。 8月下旬にも来るようになっている。 4年の Fさんは担任と家庭の
連携で現在進め、週 3日は来るようになっている。
③　特別支援の児童の状況について
　特別支援で特に配慮が必要な特徴的な児童は、 4年 1名、 5年 1名いるが、 4
年の GさんはADHDだが、自閉的傾向もあり、担任などの努力で自己コントロ
ールができるようになっているが、保護者の理解とかかわりに課題があり、子ど
も家庭支援センターや医療機関ともつながるようになり、さらにより良くなるよ
うに現在進めている最中である。
　 5年の Fさんは、ADHDだが担任と学年、校内体制と保護者との連携で自己
コントロールできるようになっている。現在も子供たちが落ち着いており、進め
てきた結果が見えて来ていると言える。
④　保護者アンケートの結果
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表 1　平成27年度（本校着任 1年目）の状況…平成27月12月実施
評価する
だいたい
評価する
あまり評
価しない
評価
しない
分から
ない
肯定的
評価計
子供の学級は落ち着いて学習できる雰
囲気である。
40 37 9 3 11 77
学校はいじめに適切に対応し、いじめ
のない学級づくりに取り組んでいる。
28 31 10 2 29 59
学校は子供の生活指導に熱心に取り組
んでいる。
28 43 10 2 18 70
学校は学習環境の整備や清掃活動に取
り組んでいる。
36 41 14 1 8 77
表 2　平成28年度（本校着任 2年目）の状況…平成28年12月実施
子供の学級は落ち着いて学習できる雰
囲気である。
45 35 10 3 7 80
学校はいじめに適切に対応し、いじめ
のない学級づくりに取り組んでいる。
30 32 10 2 25 63
学校は子供の生活指導に熱心に取り組
んでいる。
38 42 8 2 10 80
学校は学習環境の整備や清掃活動に取
り組んでいる。
45 40 7 3 5 86
表 3　平成29年度（本校着任 3年目）の状況…平成29年度12月実施
子供の学級は落ち着いて学習できる雰
囲気である。
42 37 10 3 8 79
学校はいじめに適切に対応し、いじめ
のない学級づくりに取り組んでいる。
28 41 7 2 22 68
学校は子供の生活指導に熱心に取り組
んでいる。
35 46 7 2 10 81
学校は学習環境の整備や清掃活動に取
り組んでいる。
43 42 7 4 3 85
　本校での着任から29年度までのデータによる状況を把握してみたい。
　まず本校保護者によるアンケートの結果をみていくと、
•学級が落ち着いて学習できる雰囲気が、肯定的評価は3Pアップし、いじめ
の取組について19Pアップ、生活指導については11P、学習環境については
8Pアップしているのが分かる。
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⑤　MIMによる効果
　MIM31）というのは、国立教育施策研究所の海津氏がアメリカの PTIという考
え方を日本版にした「読みに流暢なプログラム」のことである。特別支援でとく
にADHDや ASDなどは、表面に見えるが LDなど学力に苦手感のある子ども
は、小学校では担任が補習などでかかわり、一時的な学習の習得がされたと見え
るが、メモリーに課題があるのでその後忘れてしまう現状がある。それが中学に
いくと一時間の学習量が小学校より 3倍になり、具体的な学びから言葉や概念な
どの学びになるので、もうわからなくなり不登校や問題行動になってしまうとい
う状況を、2017年度の教育学部論集に「中 1ギャップ」について述べた。なぜ
MIMかというと、そうした読み書きに苦手な子は LDの子が多く見られ、小学
校の低学年のうちに読み書きに流暢にさせていこうとMIMを取り入れ進めるこ
とで、効果があるのではと考え取り入れた。その効果は、研究でのデータで、低
学年でみていくと、「国語の説明文の学習」で「好きとまあまあ好き」のアンケ
ートでは、
表 4　国語説明文児童アンケート 1
平成28年度 1年 1学期 82％ 3 学期 94％ 平成29年度 1年 1学期 91％
　　同　　 2年 1学期 76％ 3 学期 72％ 　　同　　 1年 1学期 79％
1 年生は 1学期より 3学期に増えており、次年度の 1学期はより28年度の 1学期
より増えていることがわかる。
　では「苦手と少し苦手」では、
表 5　国語説明文児童アンケート 2
平成28年度 1年 1学期 21％ 3 学期 4％ 平成29年度 1年 1学期 5％
　　同　　 2年 1学期 45％ 3 学期 24％ 　　同　　 1年 1学期 14％
1 年生では28年度 1学期より 3学期苦手感が少なり、次年度の 1学期28年度の 1
学期より減少しているのが分かる。
　MIMの効果というより国語の説明文が好きか苦手かという問いに対してのデ
ータだが、読みことに対して苦手感がなくなっていることがこのMIMで効果が
データから見えてくるといえる。
⑥　学力の状況
　では、学力のデータはどうか。落ち着いて学びに向かっているかどうかの指標
として学力の状況を見ていくことも学校経営上大事といえる。
　まだ 3年目で、低学年からのデータはないが、特に 4年生の学力が中学校へ及
ぼしていくということで市（ 4年）データから、本校の状況をみていきたい。
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　 4年生の平成27年度の分布状況を見ると、
本校　人数 5 11 12 24 19 13 13 5 6 0 0
本校　分布％ 4.6％ 10.2％ 11.1％ 22.2％ 17.6％ 12.0％ 12.0％ 4.6％ 5.6％ 0.0％ 0.0％
全市　分布％ 2.0％ 4.5％ 7.2％ 12.3％ 12.4％ 18.3％ 18.7％ 13.6％ 9.5％ 1.5％ 0.0％
図 2　A市 B 小学校学力調査状況・国語　2015年度
　平成28年度になると、
本校　人数 1 3 4 6 11 15 26 18 10 3 0
本校　分布％ 1.0％ 3.1％ 4.1％ 6.2％ 11.3％ 15.5％ 26.8％ 18.6％ 10.3％ 3.1％ 0.0％
全市　分布％ 1.1％ 0.9％ 3.7％ 5.2％ 10.8％ 14.3％ 19.6％ 23.0％ 16.5％ 5.0％ 0.0％
図 3　A市 B 小学校学力調査状況・国語　2016年度
■本校　分布％
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■全市　分布％
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　平成29年度は、
本校　人数 1 5 6 16 12 16 18 9 8 4 0
本校　分布％ 1.1％ 5.3％ 6.3％ 16.8％ 12.6％ 16.8％ 18.9％ 9.5％ 8.4％ 4.2％ 0.0％
全市　分布％ 1.9％ 3.5％ 6.2％ 11.2％ 11.0％ 16.1％ 18.9％ 15.1％ 12.2％ 3.7％ 0.2％
図 4　A市 B 小学校学力調査状況・国語　2017年度
　 4年の国語でみていくと、平成27年度より28年度は、回答の 0から 9％と10か
ら19％の児童が15.8％から4.1％となり減少していること。30％台が多かった人
数が60％台が多くなっていることが見える。29年度になると学年の実態もあるが
10％と30％台が増えた反面 0から 9 ％は変化が少なく、市の平均よりは0.8％よ
い結果が見られ、70％から80％のところは市より低いが90％端より超えている状
況がわかる。 3年間の結果だが、着実に学力の課題にある児童が減少しているこ
とが見える。
⑦　自尊感情の状況
　この 4年生での調査の中で、自尊感情に関する項目で、特に「自分自身を伸ば
したい」という項目に着目し、特に小学校 4年生は「10歳の壁」とも言われるぐ
らい、学習では、具体的な知識中心から概念化をしていく「考える力」が問われ
ていく学年であり、生活面では、思春期の入り口とも言われ不安定さが増してい
く時期でもある。そうした時期は、自尊感情が低くなりやすく、自分を伸ばした
いという意識も薄くなりがちになるために、この項目に着目した。以下状況をみ
ていく。
■本校　分布％
国語
■全市　分布％
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表 6　自尊感情児童アンケート　平成27年度
「自分の力をできるかぎりのばしたいと思う。」
とても
そう思う
まあまあ
そう思う
あまりそう
思わない
全くそう
思わない
校内
率 64.2 26. 4 6. 6 2. 8
人数 68 28 7 3
全市
率 68.6 24. 1 5. 4 1. 8
人数 3076 1082 243 80
表 7　自尊感情児童アンケート　平成28年度
校内
率 76.0 16. 7 6. 3 1. 0
人数 73 16 6 1
全市
率 72.0 21. 2 4. 8 2. 0
人数 3341 983 223 95
　平成27年度から28年度の変容だが、固定した 4年生の状況を見てということ
で、 4学年の状況をみていくと、「とてもそう思う」が約12P向上し、「まあまあ
そう思う」が10P減少、「あまりそう思わない」が0.3P減少、「全くそう思わな
い」が1.8P減少が見られた。
　着実に、大事な 4学年の自尊感情の一部であるが向上が見られていることが分
かる。
　平成29年度では調査の内容が変わり「自分自身を伸ばしたい」の項目から、今
までの項目と同様な項目として「自分には様々な可能性がある」という項目を見
てみた。
　平成27・28年度と違う調査項目になったが、肯定的な回答は75.0であり市は
表 8　自尊感情児童アンケート　平成29年度
校内
率 43.2 31. 8 15. 9 9. 1
人数 38 28 14 8
全市
率 38.0 36. 1 18. 7 7. 2
人数 1716 1627 843 324
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74.1で若干上回った数値になった。否定的な数値は25.0で市は25.9でこれも若干
下回った数値になっている。
8 ．B 校での成果と課題
　「学校の組織マネジメント」を小中一貫校で得た考えと創価教育学で書かれてい
る考え方とつなげ、校長生活最後の 3年間を「学校の組織マネジメント」の視点で
進めた。
　私見であるが、私が見る限りの校長職での学校の組織マネジメントは、校長のリ
ーダーシップが先行し、児童の実態を踏まえた一人ひとりに視点を当てて、よりよ
い育みを進めていくという実践を進めている校長は少ない。
　筆者は、中学校の 3年間も視野に入れ、小学校で一人ひとりが自律できるように
育むことが大事と考えてきた。それは、子どもたちが未来に向かって自律し、一人
立って生きつつ、様々な人とかかわりよりよい社会をつくていく力になると考えた
からである。
　この B 校での 3年間は、校長生活13年 5 ヶ月の集大成として取り組んだ結果と
考えている。
B 校の 3年間の成果と課題は、
（成果として）
•子どもたちが落ち着き、前に向かって一人ひとりが他人のよさを認めつつ学
校生活する子が多くなり、安心して見られるようになった。
•高学年が面倒見がよく、学校の手本として生活する学校になった。
•特別支援の子は、担任や学年のチームとしての取り組みで、家庭とつながり
着実によりよくなっていく姿が見られるようになった。
•学びことが苦手な子も、担任や学年の力で改善され、校内全体の学力が向上
した。
（課題として）
•特別支援の子は、就学前から保護者とつながり連携して取り組んでいるが、
まだまだ連携できない保護者もおり、早めに連携し取り組めるようにするこ
と。
•読み書きに流暢にすることが学びに苦手感をなくす、手立てと考え低学年か
ら取り組んできるが、結果は見えつつあるがまだまだよりよく取り組みこと
が課題。
　以上が成果と課題である。
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9 ．学校組織マネジメントの本来の姿とは～まとめと課題にかえて～
　創価教育の父、「牧口」の校長としての姿は、東京市立白金小学校での卒業生の
証言から見える。その証言は、「（前略）牧口校長先生は、各教室をまわられたり、
いつの生徒と一緒に行動されていました。（中略）私はかけっこが大好きで、明治
神宮の大会に出たこともありましたが、そこにも牧口先生がいらっしゃいました。
牧口先生は無口でしたが、お話されるときはゆっくりと話されました。困っている
方にはそっと教科書をあげたのを見たことがあります。」32）と、時代は昭和初期、
世界恐慌があり日本は軍国主義へと教育を進めていく時代である。その中にあって
現場を大事にし子どもたち一人ひとりに目を配り子どもたちをよりよくしていく姿
勢が見られるこの証言は、現場や子どもを第一に考え、学校経営をする姿であり、
創価教育学の父「牧口」の行動は、権威をかざし、上意下達的なリーダーシップを
執る校長像とは程遠い姿であり、子ども一人ひとりの幸福を目的に、現場を見て、
校長自ら動き、教員に示しよりよい学校をつくっていくことが「牧口」の行動から
見て取れる。
　また「牧口」は「体系」Ⅳの「第二章　教育方法建築の基礎に横たわる先決問題
の第五節　教育本質の正認による精神革命と教育活動の動向」で、「教育観乃至教
師観には精神革命を来し」33）と述べつつ、「一、したがって教師は自身が尊敬の的
たる王座を降って、王座に向かうものを指導する公僕となり、手本を示す主人では
なく手本に導く伴侶となる」34）と書かれている。「教師」という言葉を「校長」に
置き換えても、この考えは、児童生徒と教職員のリーダーとしての「校長」心構え
が見ててくる。「子どもたちの幸福」のために、「子どもたち自身が人生を拓き価値
創造していく教育」を目指す「体系」の目的は、教育的信念であり、筆者がここ創
価大学で通信教育部と教育学部で学び、筆者の校長としての「学校の組織マネジメ
ント」の行動規範となった。
　「学校の組織マネジメント」と言っても、現場を大事に一人ひとりの児童生徒を
大事に、教職員を大事に学校がチームとなって取り組みためのリーダーが校長であ
る。そして「子ども一人ひとりを幸福に」という確たる目的と信念・行動がなけれ
ば、「マネジメント」も成果主義に陥ってしまい、上意下達の危険性大である。
　筆者の13年 5 か月の校長経験は、小中一貫校の立ち上げと小中を統括する校長と
しての実践し、さらに次の小学校での 3年間は、小中の 9年間を見通して小学校段
階の教育を低学年のうちから取り組んでいくことが大事という考えと実践であり、
その裏づけとなっているのが創価教育学の考え方である。それを文献上残したいと
考えこの論文とした。
　これからの課題としては、「学校の組織マネジメント」と校長の教育的信念（哲
学）を持つことが「学校の組織マネジメント」の根幹であり、それは具体的には、
どういう意味を持つかを具体的にすることが「学校の組織マネジメント」の深さに
なってくる。筆者は、もう一度「体系」から見直して、創価教育学体系の深さを研
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究することが、「学校の組織マネジメント」をする校長の資質がより教育の深さに
なることだと考えている。それを明らかにすることがこれからの課題である。
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特別活動を要とするキャリア教育充実のための検討
─自立活動につながる支援を
通常の学級で行われる特別活動に取り入れることの有効性─
長　島　明　純
佐 久 間 洋 子
1 ．はじめに
　平成16年 1 月に出された「キャリア教育の推進に関する総合的調査研究協力者会
議報告書」（1）では、キャリア教育について、「一人一人のキャリア発達や個としての
自立を促す視点から、従来の教育の在り方を幅広く見直し、改革していくための理
念と方向性を示すものである」としている。
　このようなキャリア教育についての考え方を受けて、新しい小学校学習指導要
領（2）では、「児童が、学ぶことと自己の将来とのつながりを見通しながら、社会
的・職業的自立に向けて必要な基盤となる資質・能力を身に付けていくことができ
るよう、特別活動を要としつつ各教科等の特質に応じて、キャリア教育の充実を図
ること」と記され、同様の趣旨が、新しい中学校学習指導要領（3）・高等学校学習指
導要領（4）でも記されている。
　具体的には、新しい学習指導要領の特別活動の小学校の学級活動（5）に「（3）一
人一人のキャリア形成と自己実現」という活動内容が新たに加えられ、新しい中学
校の学習指導要領の特別活動の学級活動（6）にも、新しい高等学校学習指導要領の特
別活動のホームルーム活動（7）にも「（3）一人一人のキャリア形成と自己実現」と
いう活動内容が新たに加えられている。
　これは、学校の教育全体において、特別活動の学級活動やホームルーム活動を要
とし、各教科等との関連を図りながら、これまで以上にキャリア教育をより効果的
なものにすることが求められていることを意味していると考えられる。
　しかし、近年実施されてきた国の調査からも明らかになってきている、通常の学
級に一定数在籍している、特別な支援を必要とする児童生徒1）に、キャリア教育の
要としての役割を、特別活動がどのように担えば良いのかという、具体的な教育実
践の在り方については十分に検討されているとは言いがたい。
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表 1　一人ひとりの自立と社会参加をめざす自立活動とキャリア教育
自立活動 キャリア教育
課　題
自立することや、障害による学習上
や日常生活上におけるさまざまなつ
まづきや困難があるが
変化が著しい現代社会の中を生き抜
いていく弱さがあるが、
手立て
主体的に改善・克服するために必要
な知識、技能、態度および習慣を養
うことによって、
自立と社会参加に向けて必要な基盤
となる能力や態度を育てることを通
して
目　標
人間として、心身の調和のとれた発
達をしていけるようになる
キャリア発達（社会の中で自分の役
割を果たしながら、自分らしい生き
方を実現）していけるようになる
（参照：渡邉昭宏『自立活動の授業 deライフキャリア教育』2015）
　これまで特別支援学校などの特別支援教育においても、「自立活動」「生活単元学
習」「作業学習」など、「各教科等を合わせた指導」等を活用しながら、キャリア教
育は行われてきたが、渡邉（2015）（8）は「自立活動の 6 区分2）と、キャリア教育の
4 領域 8 能力3）のタイトルが非常によく似ている」とし、「 2 つを並べてみると、
めざす自立や社会参加のイメージは若干異なるものの、困難さや弱さを補うことで
世の中をよりよく生きていけるようにしていく教育であるという点」で似ていると
している。
　そして、「キャリア教育とはライフキャリア、つまり生きる力を育む教育であり」
「ライフキャリア教育はまさに自立活動と表裏一体の関係にある」としている。
　ただ渡邉（2015）（9）が指摘しているように、自立活動4）とキャリア教育5）とでは、
めざす自立や社会参加のイメージについて異なる点もある。それは、自立活動の立
脚する出発が、特別な支援を要する児童生徒にあり、その独特な困難さや弱さを想
定して、自立活動の内容が構想されているためである。
　渡邉（2015）が指摘している上記の対象は、特別支援学校の児童生徒である6）
が、自立活動の時間における指導がない通常の学級では、特別活動も含めた各教科
等で、自立活動の内容を生かし、適切な指導や必要な支援を行うことが有効になる
と考えられる。
　そこで、通常の学級に在籍している特別な支援を必要とする児童生徒に、キャリ
ア教育を行う際にも、自立活動と関連する内容を含み込んだ視点が、その支援にお
いて有効ではないかと考え、本研究では、30年以上働いた教師に、通常の一斉授業
だけでは十分な教育的効果が得られない児童に対して行った特別活動を中心とした
アプローチの中から、自立活動と密接な関連があると考えられた実践を抽出し文章
化してもらった。その記述内容をもとに、研究代表者がインタビューしながら、必
要であった配慮も含めて整理した。
　それによって、自立活動と関連する内容を含み込んだ支援が、特別活動を要と
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し、各教科等との関連を図りながら、キャリア教育を行う上で、有効かどうかを検
討した。
2 ．通常学級における自立活動の項目に関連する特別活動を中心と
したアプローチ
2 ─ 1 　「人間関係の形成」の項目に関連する手立てと工夫
　学校全体で行う異年齢交流の行事を中心に、係活動などの学級づくりを充実させ
ることで、対人関係や集団活動を苦手とする児童がグループや学級でなくてはなら
ない存在となり、その集団に居場所が形成されることを目指した。この居場所が自
己有用感や自尊感情を高め、自己効力感を確かなものにしていくと考え、以下の点
を柱にした。
①　異年齢交流の行事を活用し、集団活動での成長を図る。
②　学級集団の一員として貢献できる場を作り、自己肯定感・自己有用感が高ま
る機会を増やす。
③　保護者へ本人の努力や良さを「お便り」や電話で伝え、認めてもらう機会を
増やす。
④　学校の教職員と協働して関わり、頑張りや成長を共有する。
2 ─ 1 ─ 1 　異年齢交流に関する実践
　 異年齢交流では、同年齢では友だちを作りにくい児童でも、下級生の面倒を見
たり、感謝されたりする経験を通して、本人自身の成長を下級生という他者との関
係を通じて感じることが出来るように工夫した。実際には、 6 学年を 3 つのペアの
兄弟学年として、年間を通して異年齢で過ごす機会を設け、学校全体で以下のよう
な活動を実施するなどした。なお、一年間同じグループで様々な活動をするため、
トラブルや対人関係でのストレスを最小限に抑えることが出来るグループメンバー
の編成や組み合わせとなるように、異年齢の兄弟学級の担任教師同士が十分に検討
して臨んだ。
　一学期─○公園春探検 1 回目　○休み時間交流遊び　○交換給食交流
　二学期─○音楽会交流　○運動会　○公園秋探検 2 回目　○音楽交流
　三学期─○縄跳び集会　○交換給食交流　○子ども郵便局交流
　初めての異年齢での出会いとなる公園探検のための「なかよしのつどい」は、 1
グループが 5 ～ 7 名編成グループに分かれ、それぞれのグループで互いに簡単な自
己紹介と挨拶をし、他児に名刺を渡し、その後、ゲームを通して仲良くなれるよう
に工夫した。ゲームは、グループが一列になり列車のように走りながら、先頭の児
童同士がじゃんけんをして、負けたグループが勝ったグループの後ろにつながる
「じゃんけん列車」を行った。最後に体育館に「じゃんけん列車」の大きな一つの
円ができて終了とした。この「なかよしのつどい」の手立ての一つとして「名刺の
作成」を行い、事前に各児に、そのグループの人数分の名刺を用意させた。名刺
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は、手書きでもパソコンの印刷でも可とし、学年・氏名（ひらがな表記）だけでな
く、その周りに好きな色でデザインを加えてよいことにした。その際、文字を書く
ことや、集中が苦手な子へは、国語のローマ字学習の時間等を利用し、パソコンを
使えるように配慮した。このような配慮をしたことで、文字を書くことや集中が苦
手な児童も、パソコンを活用して美しく仕上がった名刺を 1 枚作成するだけで完成
させることができ、達成感を味わうことができた。
　事前の指導で、当日の流れを絵カードで児童に示し、「なかよしのつどい」の進
行について見通しが持てるような工夫もした。その際、以下のような手順で自己紹
介と挨拶をすることを指導した。
①　自分の名刺を見せて、「〇年〇組の□です。宜しくお願いします」と挨拶を
する。
②　自分以外の人に、名刺を渡す。
③　じゃんけんをして、貨物列車をつくる。
④　列車ごとのじゃんけんで、最後は大きな円になる。
⑤　全員で「さようなら」の挨拶をして、グループごとに教室へ戻る。
　このようにして、手順を示す絵カードを使って事前指導をしたので、当日は、全
体の合図の「貨物列車」の音楽が鳴ると、先頭が動いて笛の合図で連結し相手とじ
ゃんけんをして、負けたらそのグループの最後に着くことがスムーズにでき、日常
の教育活動では支援を要する子も安心してゲームに参加して、笑顔で教室へ戻って
くることができた。なお、「なかよしのつどい」で使った絵カードは、なるべく文
字を減らして内容をシンプルに表示するように工夫した。また、絵カードを、教室
の側面黒板に当日まで掲示しておくようにもした。児童の中には、「なかよしのつ
どい」当日への期待が高まり、この絵カードを使って実際にやる内容を事前に教室
でやってみて楽しむ者もいた。
　「なかよしのつどい」がうまく運ぶと春の公園探検も楽しく過ごせ、対人関係が
苦手な子どもたちも学級では見られない下級生への心配りをみせた。その際の御礼
の言葉に照れながらも嬉しそうな表情で教室に戻り、楽しかった様子を次々に担任
に知らせてくれた。このような異年齢交流を通じて、とがった表情が多かった高学
年のある児童が、虫についての豊かな知識を下級生に教え、下級生から「虫博士」
と呼ばれ慕わるようになった。そして、異年齢交流の一環であった交換給食交流会
では、高学年の教室に入ってきた下級生に「ア～。虫博士がいたあ」と声をかけら
れ、その言葉にその児童の頬が緩み、食後は「昼休みに遊ぼう」との下級生の誘い
に応え、校庭の遊具で一緒に遊ぶというエピソードも生まれた。高学年の児童の本
来の優しさや明るい表情を、異年齢交流が引き出してくれた。そして、この高学年
の児童と同じ学級の子は、普段見ている教室でのとがった表情とは違う表情に接し
て、それまでは気付くことが出来なかったその児童の良さに気づくことができた。
他にも、異年齢交流によって、本来持っていた良さを同じ学級の友達が知る機会が
生まれたことで、その児童にとってもその周りの学級の児童にとっても自分たちの
学級がより心地よいものとなることが生じる場合があった。
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2 ─ 1 ─ 2 　学級集団の一員として貢献できる場づくりの実践
　学級集団の中で役割を担う係活動の充実が学級づくりにも直接つながると考え、
自主性を育む子ども発のアイデアを中心とした係活動を展開した。取り組みについ
て可能な限り児童からの企画や願いを聞き入れるようにしたが、その結果、児童は
主体者としての意識が高まり、何をしたらよいか分からないで指示を待つというこ
とが少なくなっていった。具体的には、以下のようなことを行った。
①　『～が食べられるようになった』（給食係）など、それぞれの係りが係新聞を
発行し、学級児童への呼びかけとお知らせを行った。
②　月数回の学級遊びを実施するためのアンケートを実施し、学級活動で話し合
いを行った。
③　朝の会・帰りの会での歌と伴奏者を、レクリエーション係が募集した。
④　自主的な取組みを行い、○○名人・今週のチャンピオンなどの賞をそれぞれ
の係りが創出した。
⑤　月 2 回の全員遊びや誕生日のお祝いなどの学級独自の楽しい活動を実施し
た。
⑥　給食時間に、誕生日の人に学級の他の児童がハッピーバースデーの歌を贈
り、全員で牛乳での乾杯をして祝った。
⑦　学級におけるお楽しみ会・お別れ会・転入生を迎える出会いの会などで、得
意な技を持つ子どもがリーダーになって行うプロジェクトグループを編成し
た。プロジェクトチームとしては、アートプロジェクト（会場設営）やミュー
ジックプロジェクト（伴奏／BGM）などがあった。
⑧　「おめでとう」の文集（一文から二文で、誕生祝いの言葉と絵を描いて贈る）を作
成した。
　担任が表紙を用意し、朝自習の 5 分間を使い B5の用紙に書くお祝いメッセージ
は、誕生日の子に対する自分が見つけた良いところを一文か二文で表現し、好きな
絵を描いて教卓に提出する継続可能で簡単なものとした。担任からの一言を添えて
閉じた文集をその日のうちに手渡すと、もらった児童は、両手に大事に抱えてラン
ドセルにしまい帰って行った。学級の約束として、「もらった相手が悲しい誕生日
にならない文と絵にする」ことだけ指導したが、一度も心配するようなことはなか
った。以上のような「他のよさを認め合う力」と「自己を肯定出来る力」を根付か
せる取組みを、授業も含めて学級生活の中で様々工夫したが、このような取組みを
継続的に行うことで、積極的に他者に関わることが苦手な児童や集団に馴染みにく
い児童も、他の児童との人間関係がより良好なものになっていった。
2 ─ 2 　「心理的な安定」の項目に関連する手立てと工夫
　小学校では、学校行事である入学式・卒業式をはじめ、 1 年生を迎える会や 6 年
生を送る会、音楽交流等、合唱や合奏を発表する場が設けられている。しかし、歌
うことや楽器を演奏することに興味関心を持てない児童や、決まった場所でないと
活動を渋る児童、同じ楽器でも特定のナンバーが付いた楽器でないと手にしない児
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童など、偏りやこだわりを持つ児童の存在が際立つ場ともなり得る。そこで、下記
のような取り組みを行った2）。
①　合唱では、歌う姿勢や発声、表情を評価し、自信を持たせる。
②　歌詞やメロディーは短く区切り、イメージがつかみやすいように写真や図を
活用し、スモールステップで挑戦する気持ちを育てる。
③　希望する立ち位置や楽器は変更せず、必ず入退場から練習に入る。
④　何のために演奏するのか、誰にその曲を贈るのかについて、その都度分かり
やすく伝える。
⑤　練習の様子をビデオに撮り、良いところを見せ、次への意欲を高める。
　自分で音楽を苦手と感じている児童であっても、教師が丁寧に観察すると、響く
音、発声時の姿勢、口形など必ず友だちのモデルになるところが見つかる。教師が
児童本人も気づいていない良さを学年の集団の中で認め紹介することで、周りの児
童のその児童を見る目が変わった。ある児童は、教師に褒められた音階の小節に近
づくと背伸びをして歌おうとし、新たな良さを見つけて欲しいと期待している様子
が見えた。楽譜で顔を隠していた子が口形を褒められると、次からは楽譜を見ずに
歌うように成長していった。偏りやこだわりを持つ子の一生懸命に取り組む姿が音
楽を得意とする児童にも良い刺激となり、「マシュマロみたいに、優しく」「合唱
は、ミックスジュース」というキャッチフレーズを言ってその場を和ませていた。
2 ─ 3 　「コミュニケーション」の項目に関連する手立てと工夫
　教育現場では、道徳や英語の教科化で授業時間数の確保に追われる中、特別活動
に配当される時間が削られる傾向にある。人間関係の形成の基礎となる読むこと・
書くこと・話すこと・聞くことのコミュニケーションが苦手な児童が、自主性を育
む特別活動によって、その子なりのペースで確実に成長していく過程が見えてく
る。更に学校生活を通しての人間関係の形成を図るためには、教科指導の場でも下
記のような取組みを行い、コミュニケーションの基礎となる力を重点的に育成する
と共に、それを特別活動につなげることで大きな成果を得ることができた。
①　苦手な音読の頑張り表を提出させ、出来ばえより取り組んだ姿勢を評価す
る。
②　個に応じた漢字の練習計画を作成し、保護者にも協力してもらい習慣化を図
る。
③　読むことや書くことの楽しさを異年齢交流で体験させる。
　①では、個別指導のほかに音読頑張り表の提出に挑戦させ、結果ではなく取り組
む姿勢や過程を評価することを伝えて励ますことにした。負担にならないように、
音読は一行から漢字練習は一文字から始めた。音読表は他の児童と同じ用紙を使用
し、漢字はマス目の大きな低学年用の漢字ノートを準備して、課題に向かわせた。
学級では、学習係が各グループの提出数を記録し、週ごとに帰りの会で「今週のチ
ャンピオン」というコーナーを設け発表していたが、初めのうちは本人にとって退
屈な時間でしかなかった。しかし、この取り組みにより、課題へ向かう姿勢や過程
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についての担任からの称賛だけでなく、友だちからも認められる場ができ、予想以
上に提出に意欲を見せた。
　②では、家庭での学習の習慣化を図るため、保護者と連携し、音読表と漢字練習
帳へのサインの協力を保護者にお願いした。その際も、出来映えではなく、取り組
みを認め励まして欲しいことと、添削や指導は担任が行うことをしっかりと伝え
た。ある児童本人が、保護者のサインのあるノートを教室ではなく教師をしていた
共同研究者がいた職員室に届けに来たことがあった。その児童のノートを手に喜々
としてやってきた姿から、保護者から見て貰えたことや自分が頑張ったことを一刻
も早く知らせたい思い等が伝わった。「よく頑張りましたね。この漢字のはらい
が、上手に書けていますよ」と本人の努力を称え、こちらも嬉しい思いを、頭を撫
で両手を包むことで表現すると、児童は満面の笑顔で応えてくれた。
　③では、基礎基本の定着を目指すだけの学習から、自ら進んで読むことや書くこ
との楽しみを味わえる機会として、 2 学年が生活科の発展として行う全校児童を対
象とした「子ども郵便局」の異年齢交流を活用した。 2 年生がハガキと切手の販売
と配達を行い、他の学年は業間休みと昼休みに、折り紙 1 枚をハガキか切手とに交
換してハガキや絵葉書を書き、自分のクラスの郵便ポストに投函すると、 2 年生が
郵便局の業務を担当して郵便物を届ける活動であった。ハガキに限定したのは、受
け取った児童が悪口やいじめなどつらい思いをすることのないよう、担任が事前に
チェックできるようにするためである。郵便局は 2 年生の生活科室に設け、場所が
各校舎から離れているので、販売員が「子ども郵便局のハガキ、切手はいかがです
か」と声をかけながら校舎を廻る。郵便番号は 2 年 1 組だと002─100で、□に相手
の組と自分の組を書くだけで返事は職員室の担任の机に届くため、担任から学級の
係へ手渡し、学級内の児童のロッカーに配られるようにした。
　他の児童とどの様に接していけばよいのかが身についていないため、トラブルを
繰り返し、次第に自分の殻に閉じこもってしまう状況に陥っていたある児童が、一
日一人 2 枚限定交換のハガキだけでは足りないというような勢いで、教師や級友、
2 年生に「こんにちは。ぼくは元気です。バイバイ」と初めのうちは同じ文面で星
のマークを描いて投函していたことがあった。この児童にとって、ハガキを書くこ
とよりも返事を貰うことが嬉しくて、いつもロッカーを覗きながら返事を待ちわび
ていた。そして返事が来る度に、「また来た～。ほら～」と大事そうにハガキを抱
えて見せに来てくれた。このことから担任は、その児童が一人でいることを好んで
いるのではなく、本当は人と関わりたいと思っていると考えた。その児童は、この
「子ども郵便局」の異年齢交流を楽しく体験することで、読み書きの必然性が高ま
り、知識としての読み書きではなく、「子ども郵便局」のハガキに書かれた文字の
読み方や書きたい漢字を尋ねるように、次第に変わっていった。
3 ．おわりに
　キャリア教育において小学校（10）は、進路の探索・選択にかかる基盤形成の時期
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であるとされており、この時期に克服あるいは達成すべき課題として、①自己及び
他者への積極的関心の形成・発展②身のまわりの仕事や環境への関心・意欲の向上
③夢や希望、憧れる自己イメージの獲得④勤労を重んじ目標に向かって努力する態
度の形成があるとされている。
　本研究で紹介した事例のエピソードを、上記の①から④の課題の視点で分析すれ
ば、特別活動の異年齢交流や係活動などを通じて、上記の①②が達成され、それに
よって、学級集団の一員としての自覚の高まり、③④の課題克服の可能性をより大
きなものになっていたと考えられる。
　そして本事例の教師は、このように特別活動を要としながら、各教科等との関連
を図ることで、自立活動の「心理的な安定」の項目や「コミュニケーション」の項
目に関連する内容について支援することで、①から④の課題の克服をあるいは達成
の可能性をより確かなものにしていたと考えられる。
　個々の児童生徒の特性についての配慮が十分になされれば、児童生徒のその心情
を表現し伝えたい存在が生まれ、そのための手段を主体的に獲得しようとする態度
を育むことにもなる。この事は、本研究で示されていた、人間関係の形成の基礎と
なる読むこと・書くこと・話すこと・聞くことのコミュニケーションが苦手な児童
が、その子なりのペースで成長していく過程によって示唆される。人は自分の心情
を表現し、それを他者に受け止めてもらえることで、自分を振返り、自分の課題に
向き合うことができるようになるのではないだろうか。
　例えば、本事例のエピソードにあったように、通常の一斉授業だけでは十分な教
育的効果が得られない児童が、「子ども郵便局」の異年齢交流を楽しく体験するこ
とで、読み書きの必然性が高まり、知識としての読み書きではなく、「子ども郵便
局」のハガキに書かれた文字の読み方や書きたい漢字を尋ねるように、次第に変容
している。
　本教師は、自立活動の内容を意識しながら、このような手立てや工夫をしたわけ
ではなかったが、これまで特別支援学校や特別支援教室等において特別な支援を必
要とする児童に対して行われてきた自立活動の内容は、通常の学級に一定数在籍し
ている、特別な支援を必要とする児童生徒の自立と社会参加を促進する可能性があ
ることが、本研究で紹介した事例からは示唆された。自立活動の内容は、通常の学
級において、特別活動がキャリア教育の要としての役割を果たし、児童生徒が自立
と社会参加をより確かなものにするためにも有効であると考えられた。
　中尾（2009）（11）は、「小学校又は中学校の通常の学級に在籍している子どもたちの
中には、通級による指導の対象とはならないが障害による学習上又は生活上の困難
の改善・克服を目的とした指導が必要となる者がいます。こうした子どもたちの指
導にあたっては、自立活動の内容を参考にして適切な指導や必要な支援を行うこと
も必要になってきます」と述べている。また板倉（2017）（12）も、「通常の学級では、
学びや対人関係等が上手くいかず、結果として、学力の伸び悩みやコミュニケーシ
ョンでトラブルが生じている児童生徒が存在する。その場合自立活動の内容を生か
した支援が有効になる場合は多い」としている。
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　加藤（2015）（13）は、「自立活動は、その児童生徒の障害の・克服に応じる学ぶ喜び
があることが大切」だとしているが、このような学びの喜びの場を提供することが
できる特別活動は、個々の児童・生徒の自立と社会参加に向けた教育の充実に貢献
できるのではないだろうか。
　藤原（2012）（14）は、学びの機会への参加の難しい児童生徒に対して、主体的な参
加を促進し、充実感・満足感・達成感を生み出し、興味関心を引き出し育むために
は、個別の活動だけでなく、集団での活動を含めた包括的な支援が必要であるとし
ている。
　自立活動においても、個別の活動だけでなく、集団での活動が必要であるが、本
研究の事例が示していたように、特別活動はこのような自立活動につながる集団活
動の場を提供しうる。
　本研究で紹介した事例では、特別活動を中心とした、自立活動の内容を含んだア
プローチによって、対人関係や集団活動を苦手とする児童生徒であっても、その集
団になくてはならない存在となる可能性が開かれ、児童生徒は自分の役割に即しな
がら、その自己実現の道筋をつけることができていた。
　特別活動を要としつつ、キャリア教育と自立活動とが表裏一体となることで、キ
ャリア教育や自立活動が目指す、一人ひとりの自立と社会参加を促進することが期
待できるのである。
　新しい小学校学習指導要領解説総則編（15）には、「障害のある児童などについて
は、特別支援学校等の助言又は援助を活用しつつ、個々の児童の障害の状態等に応
じた指導内容や指導方法の工夫を 組織的かつ計画的に行うものとする」との学習
指導要領の記述に関して、「学校教育法第81条第 1 項では、幼稚園、小学校、中学
校、高等学校等において、障害のある児童生徒等に対し、障害による学習上又は生
活上の困難を克服するための教育を行うことが規定されている」、「通常の学級に
も、障害のある児童のみならず、教育上特別の支援を必要とする児童が在籍してい
る可能性があることを前提に、全ての教職員が特別支援教育の目的や意義について
十分に理解することが不可欠である」、「特別支援教育において大切な視点は、児童
一人一人の障害の状態等により、学習上又は生活上の困難が異なることに十分留意
し、個々の児童の障害の状態等に応じた指導内容や指導方法の工夫を検討し、適切
な指導を行うことであると言える」と記されている。
　また新しい小学校学習指導要領（16）では、「障害のある児童などについては、家
庭、地域及び医療や福祉、保健、労働等の業務を行う関係機関との連携を図り、長
期的な視点で生徒への教育的支援を行うために、個別の教育支援計画を作成し活用
することに努めるとともに、各教科等の指導に当たって、個々の生徒の実態を的確
に把握し、個別の指導計画を作成し活用することに努めるものとする」と記され、
同様に、新しい中学校学習指導要領（17）、高等学校学習指導要領（18）でも、個別の教
育支援計画や個別の指導計画の作成、活用に努めることが強調されている。
　今後は、通常の学級においても、自立活動との関連を意識しながら、特別活動を
要としつつ各教科等の特質に応じて、キャリア教育を展開するだけでなく、それを
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個別の教育支援計画や個別の指導計画に反映させるなどの取組みが大事になると考
えられる。
注
1 ） 　文部科学省『通常の学級に在籍する発達障害の可能性のある特別な教育的支援を必要
とする児童生徒に関する調査結果について』2012年。（http://www.mext.go.jp/a_
menu/shotou/tokubetu/material/__icsFiles/afieldfile/2012/12/10/1328729_　01.pdf）
（閲覧日：2019年 2 月23日）
2 ） 　自立活動の 6 区分の項目内容は、文部科学省『特別支援学校学習指導要領解説 自立
活動編（幼稚部・小学部・中学部）』（2018年）によれば、以下のようになっている。
1 　健康の保持　⑴ 生活のリズムや生活習慣の形成に関すること。⑵ 病気の状態の理
解と生活管理に関すること。⑶ 身体各部の状態の理解と養護に関すること。⑷ 障害の
特性の理解と生活環境の調整に関すること。⑸ 健康状態の維持・改善に関すること。
2 　心理的な安定　⑴ 情緒の安定に関すること。⑵ 状況の理解と変化への対応に関す
ること。⑶ 障害による学習上又は生活上の困難を改善・克服する意欲に関すること。
3 　人間関係の形成　⑴ 他者とのかかわりの基礎に関すること。⑵ 他者の意図や感情
の理解に関すること。⑶ 自己の理解と行動の調整に関すること。⑷ 集団への参加の基
礎に関すること。
4 　環境の把握　⑴ 保有する感覚の活用に関すること。⑵ 感覚や認知の特性について
の理解と対応に関すること。⑶ 感覚の補助及び代行手段の活用に関すること。⑷ 感覚
を総合的に活用した周囲の状況についての把握と状況に応じ た行動に関すること。⑸
認知や行動の手掛かりとなる概念の形成に関すること。
5 　身体の動き　⑴ 姿勢と運動・動作の基本的技能に関すること。⑵ 姿勢保持と運
動・動作の補助的手段の活用に関すること。⑶ 日常生活に必要な基本動作に関するこ
と。⑷ 身体の移動能力に関すること。⑸ 作業に必要な動作と円滑な遂行に関するこ
と。
6 　コミュニケーション　⑴ コミュニケーションの基礎的能力に関すること。⑵ 言語
の受容と表出に関すること。⑶ 言語の形成と活用に関すること。⑷ コミュニケーショ
ン手段の選択と活用に関すること。⑸ 状況に応じたコミュニケーションに関するこ
と。（http://www.mext.go.jp/component/a_menu/education/micro_detail/__icsFiles/
afieldfile/2019/02/04/1399950_5.pdf））2018年、pp.50-102。（閲覧日：2019年 2 月25日）
3 ） 　国立教育政策研究所生徒指導研究センター「児童生徒の職業観・勤労観を育む教育の
推進について」（2002年）によれば、児童や生徒が将来自立した社会人・職業人として
生きていくために必要な能力や態度、資質を 4 つの領域に分類した上で、更にそれぞれ
2 つの下位能力に分けている。キャリア教育の 4 領域 8 能力のタイトルは、①人間関係
形成能力（自他の理解能力、コミュニケーション能力）②情報活用能力（情報収集探索
能力、職業理解能力）③将来設計能力（役割把握・認識能力、計画実行能力）④意思決
定能力（選択能力、課題解決能力）となっている。
4 ） 　文部科学省『特別支援学校学習指導要領解説 自立活動編（幼稚部・小学部・中学部）』
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（2018年）によれば、自立活動について、「障害のある幼児児童生徒の場合は、その障害
によって、日常生活や学習場面において様々なつまずきや困難が生じることから、小・
中学校等の幼児児童生徒と同じように心身の発達の段階等を考慮して教育するだけでは
十分とは言えない。そこで、個々の障害による学習上又は生活上の困難を改善・克服す
るための指導が必要となる。このため、特別支援学校においては、小・中学校等と同様
の各教科等に加えて、特に自立活動の領域を設定し、それらを指導することによって、
幼児児童生徒の人間として調和のとれた育成を目指しているのである。」と述べている。
5 ） 　中央教育審議会『今後の学校におけるキャリア教育・職業教育の在り方について（答
申）』（2011年）によれば、キャリア教育とは、「一人一人の社会的・職業的自立に向
け、必要な基盤となる能力や態度を育てることを通して、キャリア発達を促す教育」で
ある。なお同答申では、このキャリア発達について、「社会の中で自分の役割を果たし
ながら、自分らしい生き方を実現していく過程」としている。
6 ） 　新しい小学校学習指導要領では、通級による指導においては、特別支援学校の学習指
導要領に示す自立活動の内容を参考とし、具体的な目標や内容を定め、指導を行うよう
記されており、同様に、新しい中学校学習指導要領、高等学校学習指導要領でも、障害
のある生徒に対して、自立活動の内容を参考に指導を行うよう記されている。
文部科学省『小学校学習指導要領（平成29年度告示）』2017年、p.24。
（http://www.mext.go.jp/component/a_menu/education/micro_detail/__icsFiles/afield
file/2019/03/18/1413522_001.pdf））（閲覧日：2019年 3 月23日）
文部科学省『中学校学習指導要領（平成29年度告示）』2017年、p.26。
（http://www.mext.go.jp/component/a_menu/education/micro_detail/__icsFiles/afield
file/2019/03/18/1413522_002.pdf））（閲覧日：2019年 3 月23日）
文部科学省『高等学校学習指導要領（平成29年度告示）』2018年、p.20。
（http://www.mext.go.jp/component/a_menu/education/micro_detail/__icsFiles/afield
file/2018/07/11/1384661_6_1_2.pdf）（閲覧日：2019年 3 月23日）
引用文献
（1） 　文部科学省『キャリア教育の推進に関する総合的調査研究協力者会議報告書～児童生
徒一人一人の勤労観、職業観を育てるために～』2004年、p.8。
（ht t p : / /w w w.mex t . g o . jp/ b _menu / s h i ng i / chou s a / s ho t ou /023/ t ou s h
in/04012801/002/010.pdf#search=ʻ%E3%82%AD%E3%83%A3%E3%83%AA%E3%82%
A2%E6%95%99%E8%82%B2%E3%81%AE%E6%8E%A8%E9%80%B2%E3%81%AB%E
9%96%A2%E3%81%99%E3%82%8B%E7%B7%8F%E5%90%88%E7%9A%84%E8%AA%
BF%E6%9F%BB%E7%A0%94%E7%A9%B6%E5%8D%94%E5%8A%9B%E8%80%85%
E4%BC%9A%E8%AD%B0%E5%A0%B1%E5%91%8A%E6%9B%B8ʼ（閲覧日：2019年
3 月23日）
（2） 　文部科学省『小学校学習指導要領（平成29年度告示）』2017年、p.23-24。
（http://www.mext.go.jp/component/a_menu/education/micro_detail/__icsFiles/afield
file/2019/03/18/1413522_001.pdf））（閲覧日：2019年 3 月23日）
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（3） 　文部科学省『中学校学習指導要領（平成29年度告示）』2017年、p.25。
（http://www.mext.go.jp/component/a_menu/education/micro_detail/__icsFiles/afield
file/2019/03/18/1413522_002.pdf））（閲覧日：2019年 3 月23日）
（4） 　文部科学省『高等学校学習指導要領（平成29年度告示）』2018年、p.19。
（http://www.mext.go.jp/component/a_menu/education/micro_detail/__icsFiles/afield
file/2018/07/11/1384661_6_1_2.pdf）（閲覧日：2019年 3 月23日）
（5） 　前掲（2）p.184。
（6） 　前掲（3）p.163。
（7） 　前掲（4）pp.646-647。
（8） 　渡邉昭宏『自立活動の授業 deライフキャリア教育』2015年、p.22。
（9） 　前掲（8）と同じ。
（10） 文部科学省『小学校キャリア教育の手引き（改訂版）』教育出版社、2011年、p.22。
（11） 中尾繁樹「通常の学校における自立活動とは」中尾繁樹編著『みんなの自立活動 特
別支援学級・通級指導教室・通常の学級編』明治図書（2009）、p.13。
（12） 板倉伸夫「通常の学級の先生にも知って欲しい自立活動」『特別支援教育』第721号、
東洋館出版社、2017年、p.20。
（13） 加藤康紀「教育ニーズに応える柔軟なシステム」加藤康紀監修・著『はじめての通級
これからの通級』学研プラス、2015年、p.13。
（14） 藤原義博「分かって動ける授業づくり」とは何か」藤原義博監修・著『特別支援教育
のおける授業づくりコツ』学苑社、2017年、pp.6-24。
（15） 文部科学省『小学校学習指導要領』東洋館出版、2018年、pp.106-107。
（16） 前掲（2）pp.24-25。
（17） 前掲（3）p.26。
（18） 前掲（4）p.21。
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活動日誌［2018年度］
2018年 4 月24日（火）14時30分～15時30分
創価大学の本部棟10階第 4 会議室において、平成30年度通信教育部学会総会を開
催した。
2018年 7 月10日（火）13時30分～15時
創価大学の本部棟10階第 4 会議室において、通信教育部学会第12回定例研究会を
開催した。「武家と庶民の狭間で─千人頭と千人同心─」のテーマで開沼正講師が
報告した。
2018年 8 月12日（日）
『通信教育部論集』第21号を発刊した。
2018年 8 月19日（日）19時～20時30分
創価大学の本部棟M401教室において、文学部開設記念特別講演会を盛大に開催し
た。講師として、ミステリー作家の鏑木蓮氏を招き「ミステリー文学の価値創造」
と題して講演を行った（本誌参照）。
2019年 3 月12日（火）13時30分～15時
創価大学の本部棟10階第 4会議室において、第13回定例研究会を開催した。「デュ
ルケームの集団論と協同学習」のテーマで清水強准教授が報告した。
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創価大学通信教育部学会規約
（平成10年 ４ 月 1 日　制定）
改正　平成22年 ５ 月26日
第 1条　　本会は、創価大学通信教育部学会と称し、事務局を創価大学通信教育部共同研究
室におく。
第 2条　　本会は、本学の建学の理念に基づき、広く学術の研究と通信教育に関する調査・
研究を通じて、教育・文化・平和の向上発展に寄与することを目的とする。
第 ３条　　本会は、目的の達成のために、つぎの事業を行う。
1　通信教育に関する研究
2　広く人文社会科学系統の学問の研究
３　機関誌『通信教育部論集』の発行
４　研究会および講演会の開催
５　その他適切な事業
第 ４条　　本会は、つぎの会員をもって構成する。
1　正会員　　　本学通信教育部専任教員
2　準会員　　　本学通信教育部の講義を担当する本学の専任・非常勤の教員で
本会に入会を希望し総会で承認された教員
３　学生会員　　入会を希望し所定の手続を経た通信教育部生
４　卒業生会員　入会を希望し所定の手続を経た本学通信教育部卒業生
５　賛助会員　　本会の目的に賛同し、総会の承認を得た者
6　名誉会員　　本会に名誉会員をおくことができる。
第 ５条　　会員は、本会の機関誌その他の刊行物の配布を受け、また各種の会合に出席する
ことができる。
第 6条　　会員は、所定の会費を納めなければならない。
第 ７条　　総会は、毎年 1回これを開く。ただし必要があるときは、臨時に開くことができ
る。
第 ８条　　総会は、正会員をもって構成する。総会は会長が召集し、正会員の過半数の出席
によって成立し、議決は出席会員の過半数による。
第 ９条　　本会につぎの役員を置く。
1　会　長　　 1名
2　委　員　　若干名
３　監　査　　 1名
2　　役員の任期は 2年とし、再任を妨げない。ただし会計および監査については、再
任を認めない。
第10条　会長は、本会の会務を統括し、本会を代表する。
2　会長は、通信教育部長とする。
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第11条　委員は、委員会を構成し、会計、編集、庶務などの本会の運営にあたる。
2　委員は、総会において正会員のなかから互選される。
３　委員会は、会長が召集し、議長となる。
第12条　監査は、本会の会計を監査し、その結果を総会に報告する。
2　監査は、総会において互選される。
第1３条　委員会は、毎年度の事業計画および実績報告書、並びに予算書および決算書を総会
に提出して、その承認を得なければならない。
第1４条　本会の経費は、会費、大学の補助金、その他の収入をもってこれにあてる。
第1５条　本規約の改廃は、総会の議決による。
　　　　 （附　則）
第 1条　　本会の会計年度は、 ４月 1日に始まり、翌年の ３月３1日に終わる。
第 2条　　本規約は、平成10年 ４ 月 1 日より実施する。
第 ３条　　本会の会費は、つぎのとおりとする。
　　　　　 1　正会員　　　年額 6,000円
　　　　　 2　準会員　　　年額 6,000円
　　　　　 ３　学生会員　　年額 1,000円（入学時に ４年分一括納入とする）
　　　　　 ４　卒業生会員　年額 1,000円
　　　　　 ５　賛助会員　　年額 6,000円
　　　　　 6　名誉会員　　会費を免除する。
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創価大学通信教育部学会会員一覧
正会員
花見　常幸	 本学法学部教授・通信教育部長・会長
木村富美子	 本学通信教育部教授
有里　典三	 本学通信教育部教授・監査
山本　忠行	 本学通信教育部教授・企画委員
坂本　幹雄	 本学通信教育部教授・編集委員・研究会世話人
劉　　継生	 本学通信教育部教授・編集委員
平井　康章	 本学教育学部准教授・通信教育部副部長
加納　直幸	 本学通信教育部准教授・企画委員
堂前　豊	 本学通信教育部准教授・会計・企画委員
山崎　勝	 本学通信教育部准教授・会計
清水　強志	 本学通信教育部准教授・編集委員
黄　　國光	 本学通信教育部専任講師・庶務委員
開沼　正	 本学通信教育部専任講師・庶務委員
清水百合香	 本学通信教育部専任講師
櫻井　啓雅	 本学通信教育部専任講師
宗像　武彦	 本学通信教育部専任講師
準会員
浅山　龍一	 本学文学部教授
池田　秀彦	 本学法学部教授
尹　　龍澤	 本学法科大学院教授
岡部　史信	 本学法学部教授
黒木　松男	 本学法科大学院教授
佐瀬　恵子	 本学法科大学院教授
島田新一郎	 本学法科大学院教授
高橋　強	 本学文学部教授
長島　明純	 本学教職大学院教授
西浦　昭雄	 本学経済学部教授
吉川　成司	 本学教職大学院教授
佐久間洋子	 本学通信教育部講師
宮川　真一	 本学通信教育部講師
山崎　達也	 本学通信教育部講師
名誉会員
尾熊　治郎	 本学名誉教授
岸野　文雄	 本学名誉教授
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佐瀬　一男	 本学名誉教授
柴田　博文	 本学通信教育部元准教授
泉　　和代	
本号執筆者紹介（専攻）
講　演
鏑木　蓮	 ミステリー作家
論　文
山本　忠行	 日本語教育・言語政策
坂本　幹雄	 経済学・経済思想史
劉　　継生	 情報科学・行政学
堂前　豊	 応用経済学
清水百合香	 幼児教育学
山崎　達也	 西洋中世哲学
研究ノート
宗像　武彦	 小学校社会科教育・学校経営
長島　明純	 生徒指導・特別支援教育
佐久間洋子	 特別活動
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